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は
じ
め
  

 

人
生
の
大
 
の
時
間
を
 
け
 
探
求
し
続
け
 
き
 
研
究
課
題
は
イ
 
科
雑
穀
の
 
 
 
 
 
と
 
の

伝
播
を
再
検
討
す
る
こ
と
 
 
っ
 
。
第
四
紀
の
植
物
を
研
究
す
る
目
的
は
、
第
一
 
、
人
 
 
霊
長
 

と
分
岐
し
 
独
自
 
進
 
す
る
 
 
で
、
植
物
と
ど
の
 
う
 
関
係
を
広
げ
、
深
め
 
き
 
 
を
明
 
 

 
す
る
こ
と
で
 
る
。
第
二
 
、
野
生
動
物
と
し
 
の
人
 
 
 
、
狩
猟
 
採
集
や
漁
撈
段
階
の
生
 
技

術
（
道
具
）
を
経
 
、
火
の
使
用
 
 
る
前
農
耕
段
階
、
農
耕
 
園
耕
段
階
、
 
 
 
農
 
文
明
を
構
築

す
る
 
 
を
考
察
す
る
こ
と
で
 
る
。
第
三
 
、
現
代
の
農
 
の
位
置
づ
け
 
 
、
近
未
来
の
生
命
科
学

や
情
報
科
学
を
応
用
す
る
農
 
の
在
 
 
 
つ
 
 
考
察
を
試
み
る
こ
と
で
 
る
。
第
四
 
、
こ
れ
 
 

 
っ
 
植
物
学
の
基
礎
研
究
 
 
、
生
 
と
農
 
の
歴
史
を
探
 
、
雑
穀
の
民
族
植
物
学
を
植
物
学
、
人

 
学
、
考
古
学
、
言
語
学
 
ど
の
、
統
合
の
学
と
し
 
ま
と
め
る
こ
と
で
 
っ
 
。 

 

 
 
ぜ
、
見
捨
 
 
れ
 
穀
物o

rp
h

an
 cro

p
s

で
 
る
雑
穀

m
illets

 
の
 
。
こ
れ
 
は
無
視
 
れ

 
、
 
る
 
は
 
ま
 
利
用
 
れ
 
 
 
 
 n

e
g

le
cted

 an
d

 u
n

d
eru

tilized
 sp

ecies

と
 
呼
ば
れ
 

き
 
。
し
 
し
、
本
当
 
 
う
 
の
だ
ろ
う
 
と
、S

w
am

in
ath

an
（2

0
2

2

）
は
問
 
直
し
 
 
る
。
イ

ン
ド
で
は2

0
1

8

年
 
全
国
雑
穀
年
を
祝
賀
し
、
イ
ン
ド
政
府
外
務
省
は
国
際
連
合
 
糧
農
 
機
関F

o
o

d
 

an
d

 A
g

ricu
ltu

re O
rg

an
izatio

n

 
国
際
雑
穀
年
を
提
案
し
、2

0
2

6

年
 
予
定
 
れ
 
。
と
こ
ろ
 
、
国

連
小
農
の
権
利
宣
言
（2

0
1

8

）
、
国
連
家
族
農
 
の1

0

年
（2

0
1

9

～2
0

2
8

）
 
踏
ま
 
 
、
国
連
栄
養
行

動
の1

0

年
（2

0
1

6

～2
0

2
5

）
の
期
間
内
 
入
れ
る
こ
と
 
し
、2

0
2

3

年
 
前
倒
し
 
施
し
 
。
雑
穀
 

限
 
ず
 
 
 
 
 
植
物
の
在
来
品
 
 
失
わ
れ
、
生
物
文
 
 
 
性
 
忘
れ
去
 
れ
 
、
伝
統
的
生
 

の
知
識
体
系
 
衰
退
し
 
 
る
。
こ
れ
 
を
保
全
す
る
 
め
 
 
本
列
島
で
育
ま
れ
 
き
 
縄
文
文
 
の

生
 
、
 
 
農
耕
の
伝
統
、
稲
 
 
含
め
 
、
こ
の
基
層
文
 
を
再
評
価
し
、
継
承
し
 
、
生
き
物
の
文

明
へ
と
移
行
す
る
 
う
 
提
案
し
 
 
。 

現
在
、
第
四
期
人
新
世
 
 
 
、
気
候
変
動
の
進
む
 
で
、
人
 
は8

0

億
人
を
越
 
 
 
 
 
増
 
し
、

 
料
主
権
や
 
糧
の
安
全
保
障
 
喫
緊
の
課
題
と
 
っ
 
 
る
 
 
で
 
 
る
。
主
穀
の
 
量
は
 
限
 

達
し
 
 
 
、
 
 
 
穀
物
を
 
 
し
 
危
険
分
散
し
、
総
生
産
量
を
確
保
す
る
 
う
 
 
 
ば
 
 
 

 
。 卒

 
論
文
は
阪
本
寧
男
（
国
立
遺
伝
学
研
究
所
）
の
指
導
の
 
 
、
 
 
 
属
の
花
 
 
養
 
 
っ
 

半
数
体
植
物
を
 
 
、
染
色
体
レ
 
 
の
ゲ
ノ
 
分
析
 
寄
与
す
る
こ
と
で
 
っ
 
（1

9
7

2

）
。
修
士
論
文

は
花
 
毅
一
（
東
京
教
育
大
学
）
 
ト
 
 
 
 
 
の
分
け
つ
性
の
生
 
学
的
背
景
を
探
る
 
う
 
求
め

 
れ
 
（1
9

7
4

）
。
 
の
 
、
東
京
学
芸
大
学
 
勤
務
し
、
 
 
 
研
究
を
進
め
る
こ
と
 
で
き
る
 
う
 

 
 
、
博
士
論
文
（
京
都
大
学
、1

9
8

0

）
 
す
る
 
め
 
、
阪
本
寧
男
 
 
与
 
 
れ
 
課
題
は
、
 
年

生
植
物
 
 
一
年
生
植
物
 
 
 
 
進
 
し
 
 
 
関
す
る
生
態
遺
伝
学
的
基
礎
研
究
で
 
っ
 
。
こ
の
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課
題
と
並
行
し
 
、
雑
穀
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
を
文
 
人
 
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
 
関
東
山
地
の

村
々
で
す
る
 
う
 
教
唆
 
れ
 
。
こ
の
 
 
、
研
究
 
 
は
、
生
 
学
や
生
態
遺
伝
学
 
 
出
発
し
 
、

圃
場
や
ガ
 
 
室
で
の
 
 
試
験
 
 
る
 
態
 
質
の
 
変
量
解
析
、
 
験
室
で
の
糖
、
色
素
、D

N
A

、

 
ミ
ノ
酸
、
脂
肪
酸
 
ど
生
体
 
分
の
定
量
分
析
 
ど
を
行
っ
 
。
同
時
 
、
 
本
全
国
、
イ
ン
ド
亜
大

陸
、
 
 
 
ユ
ー
 
 
 
大
陸
各
地
 
向
 
 
、
山
村
の
 
を
観
察
し
、
何
百
 
の
農
家
で
雑
穀
在
来
品

 
の
 
 
を
分
け
 
頂
き
、
 
 
 
 
、
 
 
 
 
や
 
 
 
 
 
ど
の
聞
き
取
 
 
査
 
 
る
 
集
デ

ー
 
の
統
計
解
析
 
ど
を
行
っ
 
。
す
 
わ
ち
、
植
物
学
を
基
礎
 
し
 
 
 
、
雑
草
 
 
イ
 
、
 
 

 
、
 
メ
 
、
イ
 
 
を
含
め
 
大
 
の
主
 
の
 
 
植
物
 
関
す
る
民
族
学
 
文
 
人
 
学
、
考
古
学
、

言
語
学
の
研
究
資
料
ま
で
を
統
合
す
る
こ
と
を
試
み
 
き
 
の
で
 
る
。
こ
の
 
め
 
 
く
の
 
々
の
助

力
を
得
 
の
だ
 
、
原
則
と
し
 
、
定
年
退
職
す
る
直
前
ま
で
、
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
、
圃
場
 
 
試
験
、

 
 
び
植
物
分
析
 
験
ま
で
の
す
べ
 
を
自
分
自
身
で
一
貫
し
 
 
行
し
 
き
 
。 

退
職
 1

0

年
は
著
述
 
専
念
し
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
研
究
資
料
を
用
 
 
、5

0

年
ほ
ど
の
研
究
 
果

す
べ
 
を
統
合
整
 
し
、
穀
物
の
 
 
 
 
 
と
伝
播
 
つ
 
 
考
察
し
 
。
す
 
わ
ち
、
科
学
的
分
析

 
 
環
境
学
的
統
合
へ
志
向
す
る
 
 
論
を
 
現
す
る
事
 
し
 
の
で
 
る
。
こ
れ
 
 
っ
 
イ
 
科
植

物
の
野
生
採
集
、
前
農
耕
、
雑
穀
の
半
 
 
、
 
し
 
 
 
 
 
 
（
植
物
学
的
起
原
）
と
 
の
伝
播
経

路
（
地
 
学
的
起
源
）
 
次
第
 
見
 
 
き
 
。
 
 
 
民
族
植
物
学
を
統
合
学
と
し
 
進
め
、
背
景
と

 
っ
 
農
 
の
起
源
や
都
市
国
の
 
立
、
 
 
 
民
族
の
 
文
 
、
農
耕
語
彙
の
比
較
 
研
究
範
囲
 
含

め
る
 
う
 
心
 
け
 
。
し
 
し
 
 
 
、5

0

年
 
前
 
行
っ
 
卒
 
研
究
 
 
始
ま
 
、
ま
 
広
範
 

研
究
領
域
を
 
含
む
の
で
、
世
界
 
で
 
進
月
歩
の
研
究
を
踏
ま
 
切
れ
 
は
 
 
 
と
 
う
限
界
は
 

る
。
時
間
の
許
す
限
 
、
最
近
の
研
究
 
果
を
追
 
す
る
こ
と
 
し
 
 
。
研
究
技
術
は
急
速
 
進
み
、

デ
ー
 
 
細
密
 
し
 
、
 
の
時
々
の
研
究
 
果
は
 
去
の
 
の
と
 
っ
 
 
う
 
 
見
 
る
 
、
当
初

の
研
究
目
的
 
沿
っ
 
組
み
立
 
 
き
 
研
究
 
果
を
振
 
返
っ
 
、
全
体
論
と
し
 
統
合
す
る
試
み
は

広
 
観
点
 
 
、
将
来
へ
の
希
望
を
提
示
す
る
の
 
必
要
 
こ
と
で
 
る
。 

 
っ
 5

0

年
の
研
究
と
は
 
 
、
 
く
の
師
友
や
先
達
 
出
合
 
、
研
究
の
幅
を
広
げ
 
き
 
。
ま
 
、

国
内
外
を
 
査
で
訪
れ
 
、
 
く
の
自
然
と
 
く
の
人
々
 
出
合
っ
 
。
大
 
は
快
く
受
け
入
れ
 
 
 

 
、
楽
し
 
フ
ィ
ー
 
ド
観
察
 
査
や
 
験
研
究
 
で
き
 
。
 
つ
 
美
し
 
花
々
 
囲
ま
れ
 
 
ご
 

 
の
は
植
物
学
者
の
人
生
冥
利
で
 
っ
 
。 
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世
界
の
 
 
穀
物 

 

イ
 
科
の
 
 
 
は
少
し
の
例
外
は
 
る
 
、
 
 
 
 
毒
性
 
 
 
の
で
、
野
生
の
イ
 
科
植
物
の

 
 
は
穀
 
と
し
 
採
集
し
 
、
 
用
 
供
 
れ
 
き
 
。
 
 
で
 
 
フ
 
カ
の
 
 
ン
 
地
帯
の

Dactyloctenium aegypticum
(

一
年
生)

 
ど
、
東
や
南
イ
ン
ド
で
の
野
生
イ
 Oryza rufipogon

（
 
年
生
）
や
北
 
メ
 
カ
五
大
湖
周
辺
で
の
 
イ
 
ド
 
イ
 Zizania

 
a
q
u
a
t
i
c
a

（
一
年
生
）
 

ど
は
 
 
を
穀
 
と
し
 
 
用
 
採
集
 
れ
 
 
る
。 

世
界
各
地
で
 
 
 
 
れ
 
穀
物
は
表1

に
示
し
た
よ
う
に
、
意
外
に
多
い
こ
と
に
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

す
で
に
消
滅
し
た
、
あ
る
い
は
栽
培
化
途
上
の
種
も
あ
る
。
栽
培
植
物
の
集
中
的
な
起
原
地
の
仮
説
に
つ

い
て
は
過
去
の
仮
説
（
バ
ビ
ロ
フ
、
中
尾
、
阪
本
、D

.G
raeb

er an
d

 D
.W

e
n

g
ro

w
 2

0
2

1

）
も
含
め
て
論

考
し
、
新
 
 
仮
設
を
第

5

章
で
提
示
す
る
。
 
フ
 
カ
で
 
 
 
 
れ
 
穀
物
は
、
ほ
と
ん
ど
 
一
年

生
のC

4

植
物
で
 
る
。
西
南
 
ジ
 
の
 
 
 
は
一
年
生C

3

植
物
 
 
 
。
 
央
 
ジ
 
 
 
イ
ン
ド
 

 
び
東
 
ジ
 
で
は
や
は
 
一
年
生C

4

植
物
 
 
 
。
 
だ
し
、
 
 
新
 
 
仮
設
の
論
拠
と
し
 
述
べ

る
の
で
、
注
意
を
払
わ
 
く
 
は
 
 
 
 
の
は
、
ハ
ト
 
 
、
イ
 
、
 
ド
、
 
イ
 
ン
 
ブ
 
 
 

 
 
 
年
生
草
本
で
 
る
こ
と
で
 
る
。
 
メ
 
カ
で
 
、
一
年
生C

4

植
物
 
 
 
 
、
 
ン
ゴ
は
 
年

生
草
本
で
 
る
。
こ
れ
 
は
イ
 
科
穀
物
の
 
 
 
の
 
 
で
、
生
態
的
 
は
一
年
生
の
生
活
史
を
す
る

 
う
 
農
民
の
人
為
選
択
 
 
っ
 
仕
向
け
 
れ
 
き
 
。
し
 
 
っ
 
、
ド
 
カ
ン
ド
 
や
 
尾
 
述

べ
 
 
 
 
う
 
、
一
年
生
植
物
の
重
要
 
 
つ
 
 
は
明
 
 
で
 
る
。 

 
 

 

表1
.
 

世
界
で
 
 
 
 
れ
 
穀
物 

 
 

 

 

学名 和名
主 イン
ド名

染色体数 生活型 植物学的起原 地 学的起源

 フ カ
Sorghum bicolor Moench     jowar 2n=20 (2x) 一年生C4 S. bicolor var. verticilliflorum  フ カ
Pennisetum americanum (L.) Leeke ト ジン  bajra 2n=14 (2x) 一年生C4 P. violaceum  フ カ
Eleusine coracana Gaertn.      ragi 2n=36 (4x) 一年生C4 E. coracana var. africana 東 フ カ
Eragrostis abyssinica Schr. テフ 2n=40(4x) 一年生C4 E. pilosa   オピ 
Digitaria exilis (Kippist) Stapf. フォニオ 2n=54(4x) 一年生C4 wild 西 フ カ
Digitaria iburua Stapf. ブ ッ フォニオ 一年生C4 wild 西 フ カ
Brachiaria deflexa (Schumach) C.
E. Hubbard

 ニ  フォニオ 一年生C4 wild 西 フ カ

Oryza glaberrima Steud.  フ カイ 2n=24(2x) 一年生 Oryza barthii 西 フ カ

ヨ  ッ    ジ 
Digitaria sanguinalis (L.) Scop.   グ  一年生C4 ヨ  ッ  インド
Phalaris canariensis L. カ   グ  一年生 南ヨ  ッ 

 ジ 
１.西南 ジ 
Avena sativa L.  ン  2n=42(6x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena strigosa Schreb. 2n=14(2x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena abyssinica Hochst. 2n=28(4x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena byzantina C. Koch. 2n=42(6x) 一年生C3 西南 ジ 
Hordeum vulgare L. オオ  jao 2n=14(2x) 一年生C3 H. vulgare ssp. spontaneum 西南 ジ 
Triticum monococcum L. 一粒系   2n=14(2x) 一年生C3 T. monococcum ssp. boeoticum 西南 ジ 

Triticum trugidum L. 二粒系   aja 2n=28(4x) 一年生C3
T. trugidum ssp. dicocoides +
Aegilops speltoides

西南 ジ 

Triticum aestivum L. 普通系   gehun 2n=42(6x) 一年生C3 T. trugidum + A. squarrosa 西南 ジ 
Triticum timopheevi Zhuk.   フェ  系   2n=28(4x) 一年生C3 T. timopheevi ssp. araraticum 西南 ジ 
Triticum zhukovskyi Menabde &
Ericzjan.

ジ  ブ    系   2n=42(6x) 一年生C3 西ジョ ジ 

Secale cereale L.  イ  2n=14(2x) 一年生C3 Se. montanum 西南 ジ 
３. 央 ジ 
Setaria italica (L.) P. Beauv.   thenai 2n=18 (2x) 一年生C4 S. italica ssp. viridis  央 ジ ／ 山南麓

Panicum miliaceum L.   cheena
2n=36 (4x),
40  4  
54(6x) 7 (8x)

一年生C4 P. milliaceum ssp. ruderale  央 ジ ／ 山南麓

3.インド
Panicum sumatrense Roth   イ samai 2n=36 (4x) 一年生C4 P. sumatrense ssp. psilopodium インド／デカン高原
Paspalum scrobiculatum L.  ド kodo 2n=40 (4x)  年生C4 wild インド／デカン高原
Echinochloa flumentacea Link. インド  jangora 2n=54 (6x) 一年生C4 E. colona インド／デカン高原
Brachiaria ramosa (L.) Stapf.    korne 一年生C4 wild インド／東ガ ツ

Setaria pumila (Poir.) Roem. &
Schult.

  ティ（ ン ノ  ） kolati
2n=18,36,72
(2x,4x,8x)

一年生C4 wild インド／デカン高原

Digitaria crusiata (Nees) A. Caus  イ ャン raishan 一年生C4 wild インド／カ   ヒ 
4.東南 ジ 

Coix lacryma-jobi var. ma-yuen
(Roman.) Stapf.

ハト  gurya 2n=20 (2x)  年生C4 C. lacryma-jobi var. lacryma-jobi ゾミ 

5. 国
Oryza sativa L. イ dhan 2n=24(2x) 一年生C3 Oryza rufipogon L.  国／珠江
Echinochloa oryzicola Vasing. 2n=36(4x) 一年生C4 wild  国／雲南省／永寧
Podiopogon formosanus Rendl  イ ン ブ     年生 wild 台湾

F  opyr    s  l  t  　Moench ソ 2n=16 (2x) 一年生C3 Fagopyrum esculentum ssp. ancestrale
南西 国/ 雲南省／三
江併流

F  opyr   t rt r    　(L.) Gaertn.ダッ ンソ 2n=16 (2x) 一年生C3 Fagopyrum tartaricum ssp. potanini 南西 国/  ット
6. 本
Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 2n=54(6x) 一年生C4 Echinochloa crus-galli 北 本

 メ カ
Zea mays L. ト     makai 2n=20 一年生C4 Zea mays ssp. mexicana メソ メ カ
Panicum sonorum Beal.   イ 一年生C4 P. hirticaule メ   
Zizania aquatica L.  イ ド イ 2n=30 一年生 wild 北 メ カ カ ダ

Bromus mabgo E. Desv.  ンゴ
一年生／
 年生

wild
南   南  ゼン 
ン

Amaranthus hypocondriacus L. センニン  2n=32, 34 (2x) 一年生C4 A. cruentus (A. hybridus)  ンデ 
Amaranthus caudatus L. ヒ ゲイト 2n=32, 34 (2x) 一年生C4 A. cruentus (A. hybridus)  ンデ 
Chenopodium quinoa Willd.  ヌ 2n=36 (4x) 一年生C4 C. quinoa ssp. milleanum  ンデ 

和名 インド名 代表的 語のみ示し  
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雑
穀
は
世
界
各
地
で
 
 
 
れ
 
 
る
三
主
要
穀
物
 
ン
 
 
 
、
イ
 
、
ト
 
 
 
 
 
以
外
の
 

 
 
穀
物
の
総
称
で
 
る
。2

0
2

2

年
の
穀
物
総
生
産
量
は
約

3
9

億
ト
ン
で
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（3
7

.7

％
）
、
イ
ネ
（2

5
.3

％
）
、
パ
ン
コ
ム
ギ
（2

3
.3

％
）
に
対
し
て
、
雑
穀
（1

3
.7

％
）
は
約5

億
ト
ン

で
あ
っ
た
。 

雑
穀
の
特
徴
は
、
大
き
な
穂
に
小
さ
な
種
子
（
頴
果
）
を
沢
山
付
け
、
主
に
夏
雨
型
の
半
乾
燥
気
候
、

熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
の
サ
バ
ン
ナ
的
な
生
態
条
件
や
温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の
地
域
で
栽
培
化
さ
れ
た
イ

ネ
科
夏
作
一
年
生
穀
類
で
あ
る
（
阪
本

1
9

8
8

）
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
第
四
紀
の
地
球
環
境
の
変
動
に
適
応

し
て
進
化
し
て
き
た
植
物
群
で
、
近
縁
雑
草
と
の
関
わ
り
に
よ
り
、
高
い
遺
伝
的
変
異
性
や
地
域
固
有
の

適
応
的
形
質
を
維
持
し
て
い
る
。C

3

植
物
で
あ
る
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
と
異
な
り
、
雑
穀
の
多
く
は

C
4

植
物

で
、
半
乾
燥
地
や
山
地
の
厳
し
い
環
境
条
件
下
で
も
高
い
光
合
成
能
力
に
よ
り
安
定
し
た
収
穫
を
も
た
ら

す
。
 
 
は
人
々
 
 
べ
、
茎
 
は
家
畜
の
飼
料
と
し
、
植
物
体
全
体
の
生
産
性
は
高
 
。
小
規
模
家
族

 
 
る
有
畜
農
耕
 
と
っ
 
は
有
効
 
穀
物
群
で
 
る
。
雑
穀
は
 
 
で
 
 
フ
 
ユ
ー
 
 
 
の
厳
し

 
環
境
 
 
 
る
各
地
で
、
主
要
 
 
料
と
 
っ
 
 
る
。
 
 
 
、
都
市
民
の
健
康
 
へ
の
関
心
 
 

 
、
高
 
機
能
性
 
品
と
し
 
の
再
評
価
で
、
需
要
 
増
し
 
き
 
 
る
。 

 

 
本
 
 
 
 
は
雑
穀
と
は
何
 
 
関
し
 
、
商
 
的
 
と
 
 
混
乱
し
 
 
る
状
況
 
 
る
 
、
本

書
で
は
表

2

 
示
す
狭
義
の
呼
称
を
基
本
 
、
 
大
し
 
呼
称
 
 
 
ず
、
定
義
を
明
確
 
し
 
既
述
す

る
。 

 

表2
. 

雑
穀
の
語
彙
の
用
語
法 

 

 雑穀の呼称の範囲 説明

狭義の呼称
  ン 地域で起原し イ 科の夏生一年生草本で   大きく  
数の小  （頴果） つく 例外とし  ハト  と ド は 年生
草本で る 

小粒雑穀
small millets

 記     の大き ハト        ト ジン  を除く 

広義の呼称
イ 科雑穀   デ科のソ  ダッ ンソ  ヒユ科のセンニン  
   カザ科の ヌ を  る イ 科以外は擬禾穀 と呼ぶ 

 大し 呼称

 ン    イ  ト     の3主穀以外を総称する イ 科では
オオ    イ    ン    る はイ で 赤米 黒米 ど 
 メ科の ョ ト  ど ゴ 科のゴ   ソ科の ゴ  どを含め
る通称で る 
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ド
 
カ
ン
ド
 
（1

8
8
3

）
は
、
 
 
植
物
の
起
原
 
関
す
る
研
究
 
 
論
と
し
 
、
植
物
学
 
主
と
 

る
 
、
考
古
学
、
言
語
学
 
ど
異
 
っ
 
手
 
を
併
用
す
る
こ
と
 
必
要
で
 
る
と
述
べ
 
 
る
。
個
別

 
 
植
物
の
詳
細
 
記
述
 
 
 
 
、
一
年
生
植
物
の
重
要
性
、
優
勢
 
 
 
植
物
の
分
 
群
／
科
 
イ

 
科
、
 
メ
科
、
 
ブ
 
 
科
で
 
る
こ
と
、
農
耕
 
ゆ
っ
く
 
と
起
原
し
 
こ
と
 
ど
、
重
要
 
事
象

を
示
唆
し
 
 
る
。 

 

一
民
族
 
一
つ
の
島
 
或
 
は
近
づ
く
こ
と
 
困
難
 
場
所
 
隔
離
 
れ
 
 
 
 
場
合
 
は
、
彼
等
は
、
何

処
 
の
他
の
場
所
で
発
見
 
れ
、
明
 
 
 
利
益
の
 
る
或
る
植
物
を
急
速
 
受
け
入
れ
、
 
の
 
め
 
彼
等
自
身

の
国
の
平
凡
 
 
の
 
 
を
止
め
 
し
ま
う
。
歴
史
は
、
小
麦
、
ト
 
 
 
 
 
、
 
ツ
 
イ
 
、
 
 
属
の
若
干

 
、
 
 
 
並
び
 
 
の
他
の
植
物
、
特
 
一
年
生
植
物
 
、
歴
史
時
代
以
前
 
広
く
伝
播
 
れ
 
 
 
こ
と
を
示

し
 
 
る
。
 
 
植
物
の
地
 
的
起
原
を
知
る
 
め
の
最
 
直
接
的
 
 
 
の
一
つ
は
、
 
れ
 
人
間
の
助
け
を
受

け
 
 
で
、
如
何
 
る
国
 
 
 
 
自
生
的
 
、
即
ち
、
野
生
の
状
態
で
、
生
育
し
 
 
る
 
を
探
し
求
め
る
こ
と

で
 
る
。
植
物
学
は
 
 
植
物
の
起
原
を
推
測
し
、
又
は
検
証
す
る
 
め
 
し
 
誤
謬
を
避
け
る
 
め
の
貴
重
 
 

 
を
提
供
し
 
 
る
。
一
年
生
植
物
 
は
 
 
す
る
の
 
最
 
容
易
で
 
る
。
 
れ
 
は
他
の
国
々
の
古
 
時
代
の

 
 
 
 
 
 
重
大
 
役
割
を
演
じ
 
 
 
。
優
勢
 
植
物
科
は
 
ブ
 
 
科
植
物
、
 
メ
科
植
物
と
イ
 
科
植
物

で
 
る
。
一
年
生
植
物
 
の
数
は
、
非
常
 
古
く
 
 
 
 
 
れ
 
 
る4

4
 
 
対
し
 2

2

 
で
 
 
、
全
体
の

5
0

％
を
占
め
 
 
る
。 

 

 
 
 
フ
は
 
く
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
を
重
 
、
地
 
的
微
分
 
 
 
っ
 
、
木
原
均
は
植
物
遺
伝
学

 
 
 
論
の
焦
点
を
絞
っ
 
、
 
 
植
物
の
起
原
地
、
特
 
 
 
 
族
（
連
）trib

e
 T

riticeae

の
系
統
関

係
を
ゲ
ノ
ム
分
析
に
よ
っ
て
解
明
に
努
め
た
。
中
尾
佐
助
（1

9
6

6

、1
9

6
7

）
は
ド
・
カ
ン
ド
ル
の
研
究
方

法
論
を
尊
重
し
て
、
大
き
な
構
想
力
で
、
栽
培
植
物
の
起
原
と
農
耕
の
起
源
に
つ
い
て
論
考
し
た
。
さ
ら

に
、
上
山
春
平
や
佐
々
木
高
明
ら
と
と
も
に
照
葉
樹
林
文
化
論
を
展
開
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
調
査
で
テ
フ

の
料
理
イ
ン
ジ
ェ
ラ
に
触
発
さ
れ
て
、
コ
ム
ギ
族
の
系
統
分
化
研
究
か
ら
雑
穀
の
研
究
に
関
心
を
深
め
た

の
は
阪
本
寧
男
（1

9
8

8

）
で
あ
る
。1

9
7

0

年
頃
か
ら
私
は
阪
本
の
弟
子
に
し
て
も
ら
い
、
中
尾
の
研
究
方

法
論
に
敬
意
を
持
ち
な
が
ら
、
日
本
お
よ
び
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
の
栽
培
方
法
と
加
工
お
よ
び
調
理
方

法
を
中
心
に
研
究
を
深
め
て
き
た
。 

現
代
の
民
族
植
物
学
の
主
 
研
究
分
野
は
、
民
族
生
態
学
、
伝
統
農
 
、
認
知
民
族
植
物
学
、
伝
統
的

植
物
科
学
、
古
民
族
植
物
学
で
 
る
。
応
用
 
れ
る
分
野
は
、
経
済
植
物
学
の
範
囲
と
し
 
農
 
、
 
芸
、

製
薬
、
生
態
学
の
範
囲
と
し
 
植
生
管
 
、
生
物
 
 
性
、
人
 
生
態
学
 
含
ま
れ
る
。
ま
 
、
環
境
 
、

環
境
学
習
原
論
と
 
践
 
 
有
意
義
 
示
唆
を
与
 
 
 
る
。
 
査
研
究
 
 
は
文
 
人
 
学
、
民
族
学

 
 
び
植
物
学
の
応
用
 
 
る
（C

o
tto

n
2

0
0

2

）
。 

私
は
中
尾
（1

9
6

6

、1
9

6
7

）
の
業
績
に
は
強
い
敬
意
を
も
ち
、「
農
耕
文
化
基
本
複
合
」
を
雑
穀
研
究
と

環
境
学
習
研
究
の
重
要
概
念
と
し
て
き
た
が
、
彼
の
一
世
を
風
靡
し
た
仮
説
で
あ
る
「
照
葉
樹
林
文
化
論
」
、
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ま
た
同
様
に
、
柳
田
国
男
の
「
稲
作
単
一
民
族
説
」
か
ら
刷
り
込
み
を
う
け
な
い
よ
う
に
意
思
し
て
き
た
。

私
が
雑
穀
に
関
す
る
最
初
の
論
文
を
人
類
学
雑
誌
に
投
稿
す
る
た
め
に
、
老
師
阪
本
に
原
稿
を
校
閲
し
て

い
た
だ
い
た
際
に
、
彼
か
ら
他
者
の
仮
説
を
基
に
論
述
を
進
め
る
な
と
強
く
指
摘
さ
れ
た
。
権
威
の
説
を

鵜
呑
み
に
し
な
い
で
、
流
行
に
沿
わ
ず
、
地
道
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
得
た
事
実
に
よ
っ
て
論
考
す
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
た
。
民
族
植
物
学
も
自
然
科
学
的
研
究
手
法
を
と
る
の
な
ら
、
現
地
調
査
で
自
ら
が
農
夫
た

ち
か
ら
聞
き
と
り
、
農
耕
地
で
現
物
を
観
察
す
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
地
域
の
自
然
環

境
や
社
会
環
境
の
中
で
経
験
し
た
こ
と
、
お
よ
び
収
集
し
た
さ
く
葉
標
本
、
種
子
、
資
料
を
用
い
て
栽
培

試
験
や
生
物
実
験
を
行
い
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
と
、
農
地
や
農
家
で
の
観
察
事
実
に
基
づ
い

て
分
析
、
解
析
し
て
、
本
書
の
論
考
を
進
め
た
い
。 

さ
ら
に
、
栽
培
植
物
の
起
原
と
伝
播
の
研
究
は
、
現
代
の
地
理
的
空
間
で
の
み
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
過
去
か
ら
の
歴
史
的
時
間
が
背
景
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
考
古
学
や
言
語
学
の
分
野
で
蓄
積

さ
れ
て
き
た
資
料
を
援
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
が
研
究
専
念
期
間
を
得
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ト
大
学

に
滞
在
し
、
王
立
キ
ュ
ー
植
物
園
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
訪
問
し
た
の
は
主
に
考
古

学
分
野
の
研
究
者
に
会
い
、
意
見
を
聞
き
、
文
献
資
料
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

考
古
遺
跡
 
 
出
土
し
 
 
、
 
る
 
は
古
文
書
の
記
録
 
残
 
 
 
雑
穀
の
 
く
は
民
族
学
 
文
 

人
 
学
の
 
査
資
料
を
集
積
し
 
、
起
原
と
伝
播
経
路
を
 
推
す
る
。
す
 
わ
ち
、
 
 
植
物
の
伝
播
は

農
耕
文
 
基
本
複
合
「
 
 
 
 
胃
袋
ま
で
」
（
 
尾

1
9

6
6

）
 
 
 
 
ず
伴
う
の
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ

 
き
 
 
 
や
 
 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
文
 
、
農
耕
儀
礼
 
ど
 
 
、
文
 
誌
を
比
較
し
 
起
源
と

伝
播
経
路
を
考
 
る
の
で
 
る
。
 
と
 
ば
、
穀
物
の
糯
性
品
 
は
東
 
ジ
 
 
分
布
 
特
定
 
れ
る
の

で
、
東
南
 
ジ
 
 
 
北
 
し
 
 
国
、
東
 
向
 
っ
 
 
本
 
伝
播
し
 
 
、
西
 
は
向
 
わ
 
 
っ

 
 
、
 
味
 
合
わ
ず
 
途
 
で
消
 
 
と
考
 
 
れ
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
は
到
達
し
 
 
っ
 
。
 
ン

は
ヨ
ー
 
ッ
 
 
 
 
ン
 
 
 
（
普
通
系
 
 
 
）
の
 
 
 
品
と
し
 
東
 
 
伝
播
し
 
。
飯
は
東

 
 
南
や
西
 
 
、
ピ
 
フ
は
 
央
 
ジ
 
 
 
周
辺
 
イ
 
の
料
 
 
と
し
 
伝
播
し
 
。
ト
 
 
 

 
 
は
 
 
ン
ブ
 
の
新
大
陸
へ
の
 
陸
以
降
 
旧
大
陸
 
伝
播
し
 
の
で
、
ヨ
ー
 
ッ
 
で
 
 
フ
 

カ
で
 
雑
穀
 
と
っ
 
代
わ
っ
 
、
ポ
レ
ン
 
や
 
ガ
 
の
 
う
 
伝
統
料
 
の
新
 
材
と
し
 
利
用
 

れ
る
 
う
 
 
っ
 
。
 
 
 
 
技
術
の
 
 
を
注
意
深
く
検
討
し
 
、
新
旧
の
変
 
 
 
を
考
 
 
く

 
は
 
 
 
 
。 

ヨ
ー
 
ッ
 
 
 
け
る
一
粒
系
 
 
 
、
二
粒
系
 
 
 
 
 
 
ン
 
 
 
 
主
 
物
 
変
遷
す
る
 

 
 
同
じ
 
う
 
こ
と
で
、
 
量
の
 
 
穀
物
を
持
っ
 
 
 
戦
争
で
勝
利
し
 
支
配
者
 
 
 
、
先
 

 
 
 
れ
 
 
 
穀
物
を
「
差
別
、
迫
害
」
す
る
構
図
 
 
る
。
と
は
 
 
、
厳
し
 
地
域
環
境
 
適
応

し
 
在
来
穀
物
は
先
住
民
族
 
生
き
残
る
 
め
 
必
要
で
 
る
の
で
、
消
 
去
る
こ
と
は
 
く
何
千
年
 

 
 
 
れ
続
け
 
れ
 
き
 
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Jo

h
o

n
so

n
 1

9
9

2

）
 
言
う
 
う
 
、
勝
利
者
の
穀
物
（
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、
イ
 
、
ト
 
 
 
 
 
）
と
生
存
者
の
穀
物
（
雑
穀
）
 
 
 
、
現
 
 
は
ど
ち
 
 
と
 
 
重

要
で
 
る
。 

こ
こ
で
用
語
法
に
関
し
て
注
意
を
し
て
お
き
た
い
。
特
定
の
祖
先
種o

rig
in

が
人
と
関
わ
る
栽
培
化
過

程
を
経
て
栽
培
植
物d

o
m

e
sticated

 p
lan

t

に
な
る
の
で
、
厳
密
に
は
起
原
と
表
記
す
る(

田
中1

9
7

5
)

。

一
方
で
、
生
業
で
あ
る
農
耕

farm
in

g

は
複
数
の
文
化
的
事
象
も
関
わ
る
の
で
起
源

reso
u

rces

と
表
記

す
る
。
農
業ag

ricu
ltu

re
は
産
業
で
あ
る
の
で
、
長
期
に
わ
た
る
伝
統
的
な
農
耕
と
は
用
語
内
容
を
区
別

す
る
。
 
述
す
る
 
う
 
都
市
国
と
共
時
的
 
農
 
革
命
 
起
こ
っ
 
の
で
 
っ
 
、
農
耕
 
 
農
 
へ

の
移
行
は
数
千
年
を
 
け
 
の
移
行
で
 
る
 
 
、
農
耕
革
命
と
の
表
現
は
不
適
当
で
 
る
。 

 
 
植
物
の
起
原
 
関
す
る
研
究
は
ド
 
カ
ン
ド
 
や
フ
レ
イ
ザ
ー
の
 
う
 
、
膨
大
 
書
籍
 
 
関

連
記
述
を
抽
出
し
、
演
繹
的
 
推
論
を
ま
と
め
る
 
 
論
で
は
 
く
、
 
 
 
フ
や
木
原
は
フ
ィ
ー
 
ド

 
査
や
植
物
 
験
 
 
っ
 
帰
納
的
 
論
考
す
る
 
 
論
を
採
っ
 
。
 
 
 
、
阪
本
 
は
フ
ィ
ー
 
ド

 
査
で
 
集
し
 
 
 
植
物
と
 
の
近
縁
 
の
 
く
の
系
統
を
 
験
素
材
 
し
 
、
生
態
遺
伝
学
的
 
 

験
を
進
め
 
。 

 

 
尾
（1

9
6
7

）
 
 
れ
ば
、
 
フ
 
カ
の
 
 
ン
 
地
帯
で
は
、
次
の
 
う
 
と
 
 
 
く
の
イ
 
科

野
生
 
 
採
集
し
、
 
用
と
 
れ
 
 
る
。Aristida

属1

 
、Becheropsis

 

属1

 
、

Brachiaria
 

属4

 
、Cenchrus

 

属2

  Dactyloctenum
 

属1

 
、Digitaria

 

属1

 
、

Echinochloa
 

属3

 
、 Eleusine 

属1

 
、Eragrostis

 

属2

 
、Eriochloa

属1

 
、

Hypharrhenia
 

属1

 
、Latipes

 

属1

 
、Loudetia

 

属1

 
、Oryza

 

属1

 
、Panicum

 

属3

 
、Paspalum

 

属1

 
、Penisetum

 

属1

 
、1 Saccolepis
 

属1

 
、Setaria

 

属2
 
、 

Sorghum
 

属1

 
、Sporobolus

 

属1

 
、Urochloa

 

属2

 
、
合
計3

3

 
で
 
る
。
こ
れ
 
は
草

原
や
湿
地
の
主
要
 
構
 
 
で
 
る
 
、
大
 
は
 
年
生
草
本
で
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
 
 
ン
 
地

帯
で
は
一
年
生
草
本
 
含
ま
れ
 
 
 
、
こ
れ
 
一
年
生
草
本
の
穀
 
の
採
集
段
階
 
 
前
農
耕
 
始
ま

っ
 
、
移
植
 
ど
の
管
 
、
 
 
 
除
草
や
耕
起
 
ど
保
護
 
 
わ
 
半
 
 
段
階
を
経
 
、
一
年
間
の

定
期
的
 
播
 
や
 
 
、
 
 
 
整
 
 
れ
る
 
う
 
 
れ
ば
農
耕
段
階
 
 
っ
 
と
言
 
 
う
。
イ
 

科
の
 
年
生
草
本
は
野
生
穀
物
と
し
 
 
 
で
 
採
集
 
れ
 
 
る
 
、
大
 
は
 
 
 
 
 
を
 
途
で

止
め
 
 
る
。
 
と
 
ば
、Setaria

属
は
 
フ
 
カ
 3

5

 
の
 
年
生
草
本
 
 
る
 
、
こ
れ
 
は

 
 
 
 
れ
る
 
至
 
 
 
っ
 
。
 
尾
 
言
う
 
う
 
一
年
生
草
本
の
重
要
 
 
明
確
 
確
認
で
き

る
。 

 

 
こ
で
、
一
年
生
植
物
 
 
年
生
植
物
 
 
ど
の
 
う
 
進
 
し
 
き
 
 
を
明
 
 
 
す
る
 
め
 
、

基
礎
研
究
と
し
 
同
属
近
縁
 
 
一
年
生
と
 
年
生
を
有
す
る
研
究
素
材
を
牧
野
植
物
図
鑑
 
ど
で
、
抽

出
し
 
一
覧
表
を
 
 
し
 
。
こ
の
 
 
 
 
 
ゴ
ケ
属M

a
zu

s

、
 
 
ツ
ケ
 
 
属C

a
rd

a
m

in
e

、
イ
ヌ

ガ
 
 
属R

o
rip

a

、
 
イ
 
 
属S

e
c
a

le

を
研
究
素
材
と
し
 
選
ん
だ
。
 
 
 
、
 
年
生
の
カ
 
ジ
グ
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属A

g
ro

p
y
ro

n

、
ジ
ュ
 
ダ
 
属C

o
ix

、
イ
 
属O

ry
za

 
ど
 
生
態
的
 
一
年
生
 
す
る
 
態
を
比
較

す
る
 
め
 
選
ん
だ
。
 
 
 
、
本
題
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
 
の
比
較
を
行
っ
 
。
 
態
 
 
び
生

態
的
 
質
、
生
体
 
分
の
分
析
比
較
と
、
人
為
交
雑
 
 
る
諸
 
質
の
遺
伝
的
 
分
析
 
ど
を
行
っ
 
。

 
の
時
々
 
 
け
る
新
 
 
 
験
分
析
手
 
を
学
び
、
 
の
個
体
群
 
 
分
 
レ
 
 
ま
で
の
 
験
研
究

を
行
っ
 
。 

 

 

農
山
村
の
文
 
人
 
学
フ
ィ
ー
 
ド
 
査 

 

基
礎
植
物
学
 
 
 
 
、
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
を
行
っ
 
。
雑
穀
 
は
主
 
国
内
外
の
渓
谷
、
山
麓
の
 

 
 
 
 
伝
統
的
 
農
耕
民
や
先
住
民
 
 
っ
 
 
ま
で
 
 
 
 
れ
 
 
る
の
で
、
直
接
訪
問
し
 
、

 
 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
ど
を
 
際
 
現
場
で
 
く
の
農
民
 
解
説
を
受
け
、
聞
き
取
 
 

査
を
 
施
、
 
 
を
分
譲
し
 
 
 
 
、
保
存
と
試
験
研
究
 
用
 
 
。
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
は
主
 
 
本

全
域
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
、
 
央
ユ
ー
 
 
 
 
 
 
 
行
っ
 
。
文
 
人
 
学
の
 
査
の
 
う
 
一
地
域

 
定
着
し
 
 
査
を
行
う
の
で
は
 
く
、
広
範
囲
を
自
動
車
 
ど
で
移
動
し
 
 
 
、
現
地
の
農
 
研
究

機
関
の
助
力
を
得
 
、
農
耕
地
を
観
察
し
 
 
 
、
数
百
人
の
農
民
 
 
直
接
、
 
 
の
分
譲
を
受
け
 
、

農
耕
 
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
と
 
う
 
 
を
採
っ
 
。 

 
本
 
 
び
近
隣
諸
国
の
雑
穀
の
農
耕
文
 
複
合
 
つ
 
 
の
資
料
は
大
 
整
 
し
 
、
 
ェ
ブ
 
イ

ト
で
公
開
し
 
 
る
。
こ
の
国
は
 
江
兆
民
 
言
う
 
う
 
、
大
 
の
学
問
は
輸
入
品
、
海
外
の
書
籍
の

翻
訳
 
主
要
 
仕
事
の
 
う
だ
。
 
く
の
言
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
凡
人
 
は
難
し
 
 
 
、
翻
訳
は
大

 
 
 
 
 
 
 
。
 
だ
、
文
脈
的
 
納
得
で
き
 
 
場
合
は
原
書
を
読
み
直
す
必
要
 
 
る
。
し
 
し
、

 
本
の
書
籍
 
翻
訳
家
 
外
国
語
 
翻
訳
 
れ
る
こ
と
は
ご
く
稀
で
 
る
の
で
、
自
 
外
国
語
で
書
 
 

け
れ
ば
、
読
ん
で
は
 
 
 
 
 
。
こ
の
 
め
 
、
研
究
論
文
は
で
き
る
だ
け
英
語
で
書
 
 
き
 
。 

 

 
尾
佐
助
の
構
想
力
（
思
 
付
き
）
と
阪
本
寧
男
の
独
行
性
（
旋
毛
曲
 
）
 
導
 
れ
 
、
爾
来
、5

5

年
ほ
ど
の
自
由
彷
徨
 
基
づ
く
 
験
研
究
、
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
 
ど
を
行
っ
 
き
 
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
各

地
 
 
け
る
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
は1

9
8
3

年
 
 2

0
0
1

年
ま
で
、
東
京
女
 
大
学
、
京
都
大
学
、
東
京
学

芸
大
学
 
ど
の
学
術
 
査
隊
や
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
 
イ
ン
ド
の
 
ン
ガ
 
ー
 
 
 
る
農
科

大
学
の
全
イ
ン
ド
雑
穀
改
良
計
画
ほ
 
国
立
植
物
遺
伝
資
源
局
や
各
州
の
農
 
研
究
機
関
の
協
力
の
 
 

山
麓
丘
陵
地
や
半
 
 
地
域
 
 
 
 
 
施
し
 
。
 
 
 
、
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
 
、
関
連

文
献
や
腊
 
標
本
の
 
査
は2

0
0
5

年
 
 2

0
0
6

年
ま
で
、
イ
 
 
 
の
ケ
ン
ト
大
学
 
 
び
王
立
植
物

園
 
ュ
ー
 
 
 
 
 
施
し
 
。
 
 
、
 
本
全
国
 
 
び
ユ
ー
 
 
 
各
地
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
 
 

施
し
 
き
 
 
、
本
書
で
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
焦
点
を
当
 
る
。
退
職
 
 
は
、
研
究
を
ま
と
め
る
 
め

 
、2
0

1
4

年
か
ら2

0
2

0

年
ま
で
、
東
京
外
国
語
大
学
 
ジ
 
 
 
フ
 
カ
言
語
文
 
研
究
所
の
フ
ェ
 

ー
 
し
 
 
 
だ
き
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
歴
史
を
学
ん
だ
。 
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第
四
紀
 
 
け
る
植
物
と
人
 
の
考
古
学 

 

直
接
、
 
石
や
考
古
遺
跡
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
や
分
析
は
し
 
 
 
 
。
各
地
域
の
博
物
館
展
示
や
遺

跡
の
訪
問
、
見
学
は
心
し
 
 
行
し
 
。
 
 
 
、
考
古
学
書
籍
、
文
献
を
読
み
、
 
本
と
イ
 
 
 
の

考
古
学
者
を
訪
問
し
 
直
接
教
 
を
受
け
 
。 

 

関
連
の
 
名
の
比
較
言
語
学 

 

現
地
語
を
習
う
機
会
を
 
つ
 
う
 
し
 
き
 
 
、
 
ま
 
 
 
く
の
言
語
 
使
用
 
れ
 
 
、
フ
ィ

ー
 
ド
 
査
で
は
英
語
を
共
通
語
と
し
 
、
二
重
、
三
重
 
通
訳
を
介
す
る
場
合
 
 
っ
 
。
主
 
、
 

 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
関
し
 
聞
き
取
 
 
査
を
行
 
、
穀
物
名
、
 
 
名
 
ど
は
英
字
表

記
で
書
 
 
 
 
っ
 
。
 
 
は
 
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
の
記
述
、
書
籍
の
記
述
で
確
認
を
し
 
。
 
本
人
の

フ
ィ
ー
 
ド
 
査
で
は
限
界
 
 
る
の
で
、
こ
れ
以
 
の
 
査
研
究
は
現
地
の
研
究
者
 
 
 
行
わ
れ
る

こ
と
を
願
 
 
 
。
言
語
／
農
耕
伝
播
仮
説
 B

ellw
o

o
d

 an
d

 R
en

frew
 (2

0
0

2
)

ら
に
よ
り
、
言
語
学
に

加
え
て
、
考
古
学
や
遺
伝
学
を
つ
な
げ
て
広
く
議
論
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
野
（2

0
0

0

、20
0

4

）

やS
o

u
th

w
o

rth

（2
0

0
5

）
ら
の
言
語
分
析
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
中
尾
（1

9
6

7

）
の
論
考
を
雑

穀
中
心
に
再
検
討
し
た
。 

 

生
物
文
 
 
 
性
の
保
全
活
動 

 

短
 
研
究
人
生
の
範
囲
で
、
雑
穀
の
 
 
 
 
 
の
研
究
 
 
っ
 
、
生
物
 
 
性
と
人
間
の
文
 
を

一
体
の
事
物
と
し
 
継
承
す
る
重
要
性
を
考
 
る
 
至
っ
 
。V

an
d

an
a 

S
h

iv
a

（1
9

9
3

）
の
『
 
神
の

 
ノ
カ
 
 
ャ
ー
』
 
 
け
る
、
生
物
文
 
 
 
性
を
衰
退
 
 
る
こ
と
 
 
神
の
虚
弱
 
繋
 
っ
 
 

る
と
 
う
論
考
は
示
唆
的
で
 
る
。
こ
の
 
め
 
、
農
民
 
 
分
譲
を
受
け
 
 
集
し
 
在
来
品
 
の
 

 
は
現
地
で
無
く
 
っ
 
場
合
、
植
物
と
人
々
の
博
物
館
の
活
動
と
し
 
返
還
す
る
 
う
 
し
 
き
 
。

ま
 
雑
穀
街
道
普
及
会
の
世
界
遺
産
申
請
活
動
、
雑
穀
 
 
講
習
会
、
環
境
学
習
セ
ミ
 
ー
 
ど
を
行
っ

 
き
 
。
生
物
 
 
性
条
約
締
約
国
会
議
（2

0
1

0

）
に
は

C
B

D

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
タ
ネ
と
人
々
の

未
来
作
業
部
会
と
し
て
、
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
翌
年
（2

0
1

1

）
に
東
日
本
大
地
震
が
起
こ
り
、
福
島
の

原
子
力
発
電
所
が
崩
壊
し
て
、
放
射
性
物
質
が
東
京
に
も
飛
散
し
た
。
こ
の
た
め
、
急
遽
、
収
集
、
保
存

し
て
い
た
在
来
品
種
の
種
子
、
約1

万
系
統
を
イ
 
 
 
の
王
立
植
物
園
 
移
管
し
 
。 

 

人
生
の
大
半
を
雑
穀
の
研
究
と
保
存
、
普
及
 
 
ご
し
 
 
、
世
間
 
は
認
知
 
れ
る
こ
と
 
ほ
と
ん

ど
 
 
っ
 
。
環
境
学
習
 
践
研
究
 
同
 
で
 
っ
 
。
 
本
人
 
 
神
 
 
ノ
カ
 
 
ャ
ー
 
 
 
、

ほ
と
ん
ど
 
自
給
農
耕
者
と
し
 
の
誇
 
を
失
 
、
寄
生
す
る
暮
 
し
 
沈
溺
し
 
し
ま
っ
 
。
 
 
メ

デ
ィ
 
 
載
る
こ
と
を
極
力
避
け
 
き
 
 
、
 
の
 
 
ば
 
 
で
は
 
く
、
見
捨
 
 
れ
 
雑
穀
の
研
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究
は
こ
の
国
で
は
、
や
は
 
関
心
は
持
 
れ
 
 
っ
 
ば
 
 
 
、
根
強
 
偏
見
で
農
山
村
地
域
 
 
 

 
 
 
 
び
重
 
 
排
除
 
れ
 
。
 
料
の
安
全
は
生
活
の
第
一
条
件
で
 
る
 
、
金
 
す
べ
 
で
 
る

 
う
 
世
間
 
 
っ
 
 
る
。
こ
の
く
 
で
は
す
で
 
希
望
を
繋
ぐ
地
道
 
生
活
 
 
の
提
案
は
余
計
 

こ
と
で
 
っ
 
。 

 

し
 
し
、
家
族
の
 
め
 
、
地
域
社
会
や
こ
の
国
の
希
望
の
 
め
 
、
 
、
深
く
考
 
直
し
 
ほ
し
 
。

素
の
ま
ま
の
美
し
 
暮
 
し
 
つ
 
 
で
 
る
。
終
生
の
 
付
き
合
 
を
 
 
だ
 
 
少
数
の
聡
明
 
農

民
や
新
 
 
農
民
と
し
 
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
人
々
は
 
る
。
平
穏
 
、
素
の
ま
ま
の
美
し
 
暮
 
し

 
で
き
れ
ば
、
充
分
 
幸
 
で
 
る
。 

          

第2

章 

第
四
紀
 
 
け
る
植
物
の
進
  

    

 
 

     

 本で   れ  るイ 科雑穀 6      

  ヒ             ハト   
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栽
培
植
物
の
祖
先
種
の
確
定
に
は
多
大
な
関
心
が
払
わ
れ
る
が
、
い
か
に
人
間
が
植
物
と
の
関
係
に
よ

っ
て
、
栽
培
化
を
進
め
て
き
た
の
か
、
そ
の
共
進
化
に
は
あ
ま
り
関
心
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
ま
ず
、
栽
培
化
過
程
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
重
要
な
形
質
で
あ
る
生
活
型
や
繁
殖

様
式
に
関
す
る
基
礎
植
物
学
の
調
査
や
実
験
を
行
っ
た
。
イ
ネ
科
穀
物
に
限
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
属
の
生

活
型
（
一
年
生
）
、
繁
殖
様
式
（
自
殖
性
）
を
主
課
題
に
し
て
生
態
調
査
か
ら
交
配
実
験
や
分
子
レ
ベ
ル
の

成
分
の
分
析
ま
で
行
っ
て
、
生
態
遺
伝
学
的
特
性
を
比
較
し
た
。
そ
の
成
果
か
ら
、
い
く
つ
か
の
顕
著
な

事
例
を
次
に
紹
介
す
る
。 

 

一
年
生
植
物
と
多
年
生
植
物
の
比
較
生
態
遺
伝
学 

一
年
生
植
物
の
進
 
の
 
態
を
研
究
す
る
こ
と
 
 
 
植
物
の
起
原
を
解
き
明
 
す
こ
と
 
重
要
 
意

義
を
有
し
 
 
る
こ
と
を
、
ド
 
カ
ン
ド
 
（1

8
8
3

）
や
 
尾
（1

9
6
7

）
は
示
唆
し
 
 
 
の
で
 
る
。
彼

 
の
卓
見
は
、1

9
7
4

年
頃
 
、
阪
本
 
私
 
与
 
 
博
士
論
文
の
課
題
「
 
年
生
植
物
 
 
一
年
生
植
物

 
ど
の
 
う
 
進
 
し
 
き
 
 
」
を
生
態
遺
伝
学
的
視
点
 
 
の
比
較
研
究
（K

i
m
a
t
a
1
9
8
0

）
す
る
こ

と
 
つ
 
 
っ
 
 
 
こ
と
 
、
 
 
 
っ
 
明
確
 
 
っ
 
。
 
の
 
の
研
究
 
含
め
 
、
ド
 
カ
ン

ド
 
 
言
う
純
粋
植
物
学
の
基
礎
事
 
は
植
物
の
 
 
 
 
 
と
伝
播
 
関
す
る
仮
設
 
重
要
 
植
物
学

的
 
論
拠
を
与
 
 
 
る
。 

図1

 
示
す
 
う
 
、
植
物
の
進
 
を
見
る
と
、
草
本
植
物
は
新
第
三
紀
 
 
っ
 
 
 
 
年
生
草
本

と
し
 
出
現
し
 
。C

4

光
合
 
経
路
を
 
つ
植
物
は
第
三
紀7

0
0

万
年
前
、
 
の
 
、
第
四
紀
 
 
っ
 
、

厳
し
 
気
候
変
動
の
合
間
 
、
寒
冷
、
暑
熱
、
 
 
 
ど
の
生
育
 
不
適
切
 
季
節
を
 
 
で
休
眠
し
 

生
存
す
る
一
年
生
草
本
 
出
現
し
 
き
 
。
植
物
の
繁
殖
 
式
は
環
境
の
変
動
 
対
応
し
 
 
 
著
し
く

 
 
 
し
 
。
こ
の
こ
ろ
 
は
人
 
の
祖
先
 
出
現
し
 
 
る
。
草
原
 
適
応
す
る
集
団
性
の
動
物
 
現

れ
 
き
 
。 

 
年
生
草
本I

は
他
殖
性
で
自
家
不
和
合
、
自
個
体
だ
け
で
は
 
 
を
 
る
こ
と
 
で
き
 
 
 
 
 

 
。
 
年
生
草
本I

I

は
他
殖
性
、
 
る
 
は
単
為
生
殖
 
で
き
る
。
 
年
生
草
本I

I
I

は
単
為
生
殖
の
み

す
る
。
 
年
生
草
本I

V

は
他
殖
性
、
自
家
和
合
の
自
殖
性
 
 
る
。
こ
れ
 
 
一
年
生
草
本
 
進
 
し
、

基
本
は
自
殖
性
で
 
る
 
、
他
殖
 
可
能
で
 
 
、
 
く
の
 
 
生
産
を
可
能
と
し
 
。 

一
年
生
草
本
と
 
年
生
草
本
の
一
般
的
特
徴
の
比
較
を
表3

 
示
す
。
 
だ
し
、
植
物
は
 
ご
と
 
著

し
く
 
 
 
特
性
を
 
っ
 
 
る
の
で
、
 
の
特
徴
を
容
易
 
一
般
 
は
で
き
 
 
。 

大
ま
 
 
見
 
、
一
年
生
植
物
は
自
殖
性
で
 
 
、
花
は
小
 
く
 
 
っ
ぽ
く
、
 
の
数
は
 
く
、
小

 
 
 
 
の
生
産
 
著
し
く
 
 
。
自
殖
性
は
遺
伝
的
変
異
を
減
ず
る
 
、
染
色
体
の
倍
数
性
を
高
め
る

こ
と
は
変
異
の
 
 
性
を
保
存
す
る
。
生
育
場
所
は
自
然
や
人
間
 
 
る
攪
乱
 
起
こ
 
や
す
 
場
所
 

進
入
す
る
。
自
殖
性
は
先
駆
 
と
 
る
こ
と
を
担
保
し
 
 
る
。
光
合
 
は

C
4

経
路
を
 
つ
 
 
 
く
、
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ー
分
配
は
 
 
 
 
く
向
け
 
れ
る
。
表
現
型
の
可
塑
性
は
高
く
、
環
境
条
件
 
 
 
、
 
態

を
変
 
る
こ
と
 
で
き
る
。
こ
れ
 
の
特
徴
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有
効
 
働
く
。 

こ
れ
 
対
し
 
 
年
生
草
本
は
対
照
的
 
特
徴
を
 
っ
 
 
る
。
 
年
生
草
本
は
他
殖
性
で
 
 
繁
殖

の
ほ
 
、
栄
養
繁
殖
を
合
わ
 
 
 
ち
、2

倍
体
でC

3

植
物
 
 
 
。
同
属
内
で
 
間
雑
 
を
 
る
事
例

は
少
 
 
 
、
 
年
生
は
一
年
生
 
対
し
 
遺
伝
的
 
顕
性
で
 
る
こ
と
と
は
数
 
の
交
雑
 
験
で
明
示

で
き
 
。
イ
 
、
ハ
ト
 
 
、
 
ド
 
は
植
物
学
的
 
は
 
年
生
で
 
回
繁
殖
 
で
き
る
。
野
生
型
は
 

年
生
で
 
る
の
で
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
生
態
的
一
年
生
、
 
 
の
 
粒
性
 
人
為
選
択
 
れ
 
の

だ
。 一

年
生
草
本
と
 
年
生
草
本
の
一
般
的
特
徴
の
比
較
を
表3

 
示
す
。
 
だ
し
、
植
物
は
 
ご
と
 
著

し
く
 
 
 
特
性
を
 
っ
 
 
る
の
で
、
 
の
特
徴
を
容
易
 
一
般
 
は
で
き
 
 
。
 
 
植
物
、
特
 

穀
物
の
特
性
と
し
 
重
要
 
 
質
は
、
①
繁
殖
 
式
：
自
殖
 
他
殖
、
栄
養
繁
殖
、
②
 
 
の
 
イ
 
、

粒
数
、
③
光
合
 
生
産
：C

4

 

C
3

、
④
 
 
 
 
ー
分
配
 
ど
で
 
る
。
穀
物
 
一
年
生
の
生
活
史
を
と

る
こ
と
は
 
 
生
産
量
 
大
き
く
関
わ
っ
 
 
る
。 

一
年
生
草
本
と
 
年
生
草
本
を
大
ま
 
 
比
較
す
る
と
、
一
年
生
草
本
は
ご
く
例
外
的
 
閉
鎖
花
を
 

る
 
以
外
は
ほ
と
ん
ど
無
性
繁
殖
 
ず
、
有
性
繁
殖
で
花
は
小
 
く
、
 
 
ど
薄
 
色
 
 
く
咲
き
、
 

 
 
 
は
自
家
受
 
の
 
め
花
 
量
は
少
 
 
。
他
家
受
 
 
す
る
 
、
主
 
自
殖
性
 
の
で
、
 
 
は

小
粒
で
 
く
、1

個
体
 
 
で
 
大
き
 
個
体
群
を
 
 
で
き
る
。
自
殖
性
は
遺
伝
変
異
を
低
 
 
 
る

 
、
倍
数
性
の
高
 
は
遺
伝
的
変
異
の
蓄
積
 
 
る
。
ち
 
み
 
、
イ
 
の
自
家
受
 
率
は
ほ
ぼ1

0
0

％
で

 
る
。
ト
 
 
 
 
 
は
雌
雄
同
株
で
 
る
 
風
媒
花
で
自
家
受
 
率
は

5

％
 
度
、
ハ
ト
 
 
や
ト
 

ジ
ン
 
 
は
雌
蕊
先
熟
で
、
他
家
受
 
す
る
 
、
 
 
 
 
は
自
殖
性
で
 
る
。
一
 
で
、
果
樹
や
 
ブ

 
 
科
野
菜
 
ど
は
自
家
不
和
合
性
 
 
 
、
自
家
の
花
 
で
は
受
 
で
き
 
 
（
他
家
受
 
）
の
で
、1

個
体
で
は
 
 
 
で
き
 
 
。 

一
年
生
草
本
はC

4

光
合
成
植
物
 
 
く
、
生
産
物
の
 
 
 
 
ー
分
配
は
 
 
 
 
 
。
一
年
生
草
本

の
生
育
地
は
 
 
ン
 
や
地
 
海
性
気
候
 
ど
の
季
節
的
半
 
 
地
帯
、
人
間
の
居
住
地
 
ど
、
攪
乱
 

れ
易
 
、
生
育
環
境
 
不
安
定
 
場
所
で
 
る
。
 
 
ン
 
気
候
で
は
夏
生
の
一
年
生
 
優
占
し
、
 
く

の
雑
穀
 
 
 
 
 
れ
、
 
 
ン
 
農
耕
文
 
を
構
 
し
 
。
地
 
海
気
候
で
は
冬
生
の
一
年
生
 
優
占

し
、
麦
 
 
 
 
 
 
れ
 
、
地
 
海
農
耕
文
 
を
構
 
し
 
。
 
 
 
、
都
市
環
境
 
適
応
し
 
、
個

体
と
し
 
は
一
年
で
開
花
 
結
 
 
 
枯
死
す
る
 
、
個
体
群
と
し
 
は
年
間
存
在
す
る
ト
 
 
ハ
ゼ
、

 
 
ツ
ケ
 
 
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
 
ど
通
年
生
一
年
草
 
 
る
。 

 
年
生
草
本
は
樹
林
地
、
湿
地
帯
 
ど
の
攪
乱
 
れ
る
こ
と
 
少
 
 
場
所
 
生
育
す
る
。
 
年
生
草

本
は
栄
養
繁
殖
と
有
性
繁
殖
を
す
る
。
有
性
繁
殖
で
は
主
 
虫
媒
や
風
媒
 
 
 
他
家
受
 
を
す
る
の
で

花
 
数
は
 
く
、
花
は
少
 
く
、
大
き
く
、
色
彩
豊
 
で
 
る
。
自
家
不
和
合
 
の
 
 
 
 
、2

倍
体
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く
、
 
 
は
大
き
 
 
 
の
数
は
少
 
 
。 

 

図1
.
 

草
本
植
物
の
系
統
進
  

 
 

 

表3
.
 

一
年
生
草
本
と
 
年
生
草
本
の
特
徴
の
比
較 

 

草本植物の進 地 の内陸地域  ける冬季寒冷 夏季        
イ 科植物の草原 でき  集団性動物 来る

             

         
         

   

          

特徴 一年生草本  年生草本

花 小        大き  彩  少  

受 自家受  他家 する 他家受  虫媒 風媒

花 数 少    

無性繁殖 し  栄養繁殖

  小     大き  少  

染色体倍数性 倍数性高  倍体   

生育場所 攪乱 れる 安定し  る

光合 C4   C3   

     分配      栄養繁殖体 貯蔵器官   

表現型可塑性
高  環境悪くと  小  個体で
   を る 環境 良ければ大き
く     生産  く る 

低 

生活型 遺伝的 潜性 遺伝的 顕性  くの 質 関与
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C
3

植
物
と
は
カ
 
 
ン
回
路
だ
け
で
光
合
 
炭
素
同
 
を
す
る
植
物
で
、
最
初
の
光
合
 
産
物
 3

炭

素
 
合
物
（3

-

ホ
 
ホ
グ
 
セ
 
ン
酸
）
で
 
る
。
イ
 
、
 
 
 
、
ダ
イ
 
、
 
 
 
、
 
ど
 
く
の

植
物
 
含
ま
れ
 
 
る
。C

4

植
物
と
は
二
酸
 
炭
素
の
初
期
固
定
をC

4

ジ
カ
 
 
ン
酸
回
路
で
行
 
、
 

 
 
、
カ
 
 
ン
酸
回
路
を
働
 
 
炭
素
同
 
を
完
結
す
る
植
物
で
 
る
。
 
ト
 
 
 
 
ど
熱
帯
 
亜

熱
帯
の
イ
 
科
、
カ
ヤ
ツ
 
グ
 
科
、
ヒ
ユ
科
、
 
カ
ザ
科
 
ど2

0

科1
2
0
0

 
 
報
告
 
れ
 
 
る
。

C
4

植
物
の
光
合
 
速
度
は

C
3

植
物
 
 
高
く
、
ま
 
 
利
用
効
率
や
窒
素
利
用
効
率
 
高
 

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
a
i
c
a
f
.
o
r
.
j
p

）
。 

 

 
 
 
族1

5

属
の
分
布
と
生
活
型
を
比
較
す
る
と
（
表4

）
、
一
年
生
 
の
属
は
地
 
海
 
 
 
央
 

ジ
 
地
域
 
 
く
 
生
育
分
布
し
、
他
 
、
 
年
生
 
の
属
は
周
北
極
 
温
帯
地
域
 
広
く
生
育
分
布
し

 
 
る
。
地
 
海
 
 
 
央
 
ジ
 
地
域
は
地
 
海
式
気
候
の
夏
季
 
 
地
で
 
 
、
 
 
 
、
オ
オ
 

 
 
ど
の
穀
物
の
起
原
地
、1

2
,0

0
0

年
ほ
ど
前
 
農
耕
文
 
 
発
祥
し
 
地
で
 
る
。
こ
こ
で
進
 
し

 
一
年
生
草
本
は
秋
 
発
芽
し
 
越
冬
し
、
初
夏
 
開
花
 
結
 
す
る
冬
生
で
 
る
（S

ak
am

o
to

 

1
9

7
3

）
。 

 

地
 
表
面
の
構
造
 
 
 
プ
 
造
山
運
動
 
 
 
大
き
く
急
変
動
す
る
時
期
 
、
 
 
 
族
は
短
期
間

で
適
応
放
散
し
 
属
 
 
を
分
 
し
 
の
で
、
 
態
的
 
 
 
で
 
っ
 
 
、
遺
伝
的
 
は
近
縁
で
 
 
、

特
徴
的
 
こ
と
 
は
 
間
雑
 
は
 
と
 
 
属
間
雑
 
ま
で
で
き
、
こ
こ
 
同
質
ま
 
は
異
質
倍
数
性
 

 
る
 
分
 
 
 
く
見
 
れ
る
の
で
 
る
。 

 

表4
. 

 
 
 
族1

5

属
の
分
  

 

 

 

 
本
 
 
け
る
雑
草
の
生
活
型
 
つ
 
 
は
表5

 
示
し
、
比
較
し
 
 
る
。
史
前
帰
 
植
物
 
含
め

 
 
本
の
在
来
雑
草
は
、
 
年
生
 
と
一
年
生
 
は
 
れ
ぞ
れ4

割
前
 
で
 
る
 
、
帰
 
雑
草
は
 
年

生活型

分布

Haynaldia,
Secale
ライムギ

Aegilops
エギロプス
Eremopyrum,
Henrardia,
Heleranthelium,
Triticum
コムギ

単一の小穂を
もつ

Psathyrostachys
Crithopsis,
Taeniatherum

集まった小穂
をもつ

Agropyron
カモジグサ

単一の小穂を
もつ

Asperella, Elymus,
Sitanion*

Hordeum
オオムギ

集まった小穂
をもつ

* 北アメリカの属 緑は本書で実験に用いた植物
Ｓａｋａｍｏｔｏ　1973

地中海から中央アジ
ア地域

世界の周北極から温
帯地域

多年生
多年生／一

年生
一年生 花軸節

https://www.jaicaf.or.jp/
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生
 
 
 
一
年
生
 
の
 
 2

倍
以
 
 
 
（
笠
原1

9
7

4

）
。
一
年
生
草
本
 
夏
生
 
 
 
の
は
稲
 
随

伴
雑
草
で
 
 
、
二
年
生
（
冬
生
一
年
生
）
は
麦
 
随
伴
雑
草
、
 
 
 
、
新
 
 
侵
入
し
 
生
育
場
所

を
獲
得
し
、
帰
 
雑
草
と
 
る
 
は
一
年
生
草
本
 
有
利
で
 
る
と
仮
設
で
き
る
。 

イ
 
科
穀
物
の
祖
先
 
や
近
縁
野
生
 
は
私
 
ち
の
身
近
 
雑
草
と
し
 
生
育
し
 
 
る
（
図2

）
。
 

と
 
ば
、
 
ノ
 
 
グ
 S

taria virid
is

は
 
 S

. italica

の
祖
先
 
で
、
雑
 
 
で
き
る
。
 
ン
 
ノ

 
 S

. p
u

m
ila

は
イ
ン
ド
起
原
雑
穀
の
 
 
テ
ィS

. p
u

m
ila

の
祖
先
 
で
 
る
。
ジ
ュ
 
ダ
 C

o
ix 

lacrym
a-jo

b
i su

b
sp

. lacrym
a-jo

b
i

は
ハ
ト
 
 
のC

.lacrym
a-jo

b
i su

b
sp

. m
a-yu

en

の
祖
先
 
で
、

雑
 
 
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
有
力
 
示
唆
を
与
 
る
 
う
 
、
 
く
つ
 
の
興
味
深
 
事
例
を
紹
介
す
る
。
一
年
生

植
物
と
 
年
生
植
物
の
比
較
生
態
遺
伝
学
 
関
す
る
研
究
目
的
の
 
め
 
、
研
究
材
料
と
し
 
、
同
属
内

 
草
本
系
の
 
年
生
 
と
一
年
生
 
を
有
す
る
分
 
群
を
牧
野
植
物
図
鑑
 
ど
 
 
抜
粋
し
 
研
究
対
象

 
 
ト
を
 
 
し
 
。
こ
の
 
 
ト
 
 
選
ん
だ
の
は
、
ゴ
 
ノ
ハ
グ
 
科
 
 
ゴ
ケ
属
、
 
ブ
 
 
科

 
 
ツ
ケ
 
 
属
と
イ
ヌ
ガ
 
 
属
、
イ
 
科
 
 
属
、
 
ノ
 
 
グ
 
属
、
ジ
ュ
 
ダ
 
属
 
ど
で
 

る
。
こ
の
他
 
 
イ
 
科
 
 
 
族
（
連
）
、
ニ
 
 
 
属
、
ト
 
 
 
 
 
属
 
ど
で
 
る
。
同
属
内
の

 
年
生
 
と
一
年
生
 
の
植
物
学
的
 
質
 
関
し
 
比
較
し
、
ま
 
、
他
属
の
事
例
と
 
比
較
す
る
こ
と

 
し
 
。
生
態
遺
伝
学
的
 
比
較
研
究
の
 
果
の
一
部
を
摘
要
す
る
。 

 

表5
. 

 
本
の
雑
草
の
生
活
型 

 

 

 
 生活型 在来種 帰化雑草 合計

一年生草本（夏生） 131 (29.8%) 33 (7.5%) 164 (37.2%)
二年生草本（冬生） 32 (7.3%) 24 (5.5%) 56 (12.7%)
一年生／二年生草本 13 (3.0%) 11 (2.5%) 24 (5.5%)
多年生草本 165 (37.5%) 27 (6.1%) 192 (43.6%)
多年生／一年生草本 2 (0.5%) 1 (0.2%) 3 (0.7%)
木本 1 (0.2%) 0 (0%) 1 (0.2%)
合計 344 (78.2%) 96 (21.8%) 440
笠原　1974
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ゴ
 
ノ
ハ
グ
 
科
 
 
ゴ
ケ
属
雑
草
の
生
活
史 

 

ゴ
 
ノ
ハ
グ
 
科S

cro
p

h
u

lariaceae

は2
1

0

属3
,0

0
0

 
 
世
界
的
 
分
布
し
 
 
る
。
 
 
ゴ
ケ

属

M
azu

s
は
世
界
 

1
0

 
、
 
本
 

3

 
 
生
育
し
 
 
る
（
佐
竹

1
9

6
4

）
。
ト
 
 
ハ
ゼ

M
azu

s 

jap
o

n
icu

s

（T
h

u
n

b
.

）O
. K

u
n

tze

は
 
華
区
系
の
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
、
 
国
 
 
 
本
 
ま
で
、
温
帯
、

熱
帯
 
広
く
分
布
す
る
一
年
生
雑
草
で
 
る
。
 
メ
 
カ
合
衆
国
の
東
海
岸
地
 
 
 
ト
 
 
ハ
ゼ
は

1
0

0

年
ほ
ど
前
 
、
 
 
 
 
 
 
ゴ
ケM

. m
iq

u
elii M

ak
in

o

は5
0

年
ほ
ど
前
 
帰
 
し
 
 
る
 
、

広
域
分
布
 
つ
 
 
は
ま
だ
 
く
わ
 
っ
 
 
 
 
（M

ich
en

er

私
信1

9
7

7

）
。
一
 
、
 
 
 
 
 
 

ゴ
ケ
は
 
国
 
部
 
 
 
本
の
北
海
道
南
部
 
分
布
す
る
 
年
生
雑
草
で
 
る
。
セ
イ
 
カ
 
 
ゴ
ケM

. 

fau
rei B

o
n

.

は
九
州
南
部
、
沖
縄
、
台
湾
 
分
布
す
る
と
 
れ
る
 
（
北
村
 
村
 1

9
6

4

）
、
私
は
鹿
児
島

県
、
宮
崎
県
 
 
び
沖
縄
県
で
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
 
 
っ
 
。 

 

図2
.

身
近
 
生
育
す
る
雑
穀
の
祖
先
 
や
近
縁
  

 

雑
草
の
進
 
 
関
す
る
諸
特
徴
は

B
ak

er(1
9

7
4

)

 
 
っ
 
詳
細
 
記
述
 
れ
 
 
る
。
雑
草
性
植
物

の
 
く
は
自
殖
性
の
一
年
生
草
本
で
 
 
、
 
れ
ぞ
れ
の
 
 
 
地
、
庭
地
や
路
傍
の
 
う
 
人
為
的
 

攪
乱
 
れ
や
す
 
生
育
場
所
 
適
応
す
る
独
特
 
生
活
史
戦
略
を
 
っ
 
 
る
。
研
究
対
象
 
の
生
活
史

を
明
瞭
 
す
る
 
め
 
、
 
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
特
 
、
寿
命
（
一
年
生
 
 
年
生
）
、
繁
殖
 
式
、
 
 
生

産
、
 
 
び
栄
養
繁
殖
 
ど
を
研
究
す
る
必
要
 
 
る
（K

aw
an

o
 1

9
8

4

）
。S

te
b

b
in

s(1
9

5
8

)

は
自
殖
性
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の
一
年
生
草
本
 
近
縁
の
他
殖
性
の
 
年
生
草
本
 
 
出
自
し
 
と
記
し
 
 
る
。
生
活
史
の
比
較
研
究

は
、
こ
の
進
 
 
 
で
起
き
 
遺
伝
的
変
 
 
関
す
る
有
用
 
情
報
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。
 
国
 
分
布

す
る
 
 
ゴ
ケ
属
植
物
は
、
冬
生
一
年
生
草
本
 
 
変
容
し
 
通
年
生
一
年
生
草
本
で
 
る
ト
 
 
ハ
ゼ

を
例
外
と
し
 
、
す
べ
 
の
 
 
冬
季
 
生
育
し
、
春
季
 
 
初
夏
 
開
花
す
る
 
年
生
草
本
で
 
る

（B
eijin

g
 In

stitu
te o

f B
o

tan
y 1

9
7

5

）
。 

研
究
は
 
進
月
歩
 
の
で
、
私
の
 
 
ゴ
ケ
属
の
研
究
は1

9
9

0

年
頃
ま
で
 
終
 
 
 
 
、
 
去
 
 

 
の
ぼ
っ
 
 
学
名
を
修
正
す
る
と
混
乱
す
る
の
で
、
本
章
で
の
科
分
 
や
 
名
は
 
の
ま
ま
 
し
 
 

く
。
ち
 
み
 
ト
 
 
ハ
ゼ
の
学
名M

azu
s jap

o
n

icu
s

はM
. p

u
m

ilu
s (B

u
rm

.f) S
teen

is

 
用
 
 

れ
る
 
う
 
 
っ
 
。
 
本
 
は4

 
 
分
布
し
 
 
 
、
 
 
ゴ
ケM

. m
iq

u
elii

の
他
 
ヒ
メ
 
 
ゴ

ケM
. g

o
o

d
cn

ifo
liu

s (H
o

rn
em

.) P
en

n
ell

、
ま
 
、
意
外
 
こ
と
 
、
 
本
で
新
固
有
 
カ
 
セ
ミ
ソ

 M
azu

s q
u

ad
rip

ro
tu

b
eran

s N
. Y

o
n

ezaw
a

 1
9

9
8

年
 
極
限
定
 
れ
 
京
都
御
苑
の
芝
生
地
の

み
で
発
見
 
れ
 
 
る
。 

 

一
年
生
草
本
の
生
活
環
 
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
 
ー
 
 
る
。
第
一
カ
テ
ゴ
 
ー
は1

回
結
 
性
で
、
開

花
 
結
 
 
、
一
年
以
内
 
す
っ
 
 
終
わ
る
生
活
環
を
 
ち
、
生
 
的
 
 
本
来
的
意
味
で
の
一
年
生

草
本
で
 
る
。
第
二
カ
テ
ゴ
 
ー
は
潜
在
的
 
は
不
確
定
 
寿
命
の
生
活
環
を
 
ち
、
通
常
は
降
霜
、
 

 
 
ど
の
自
然
事
象
 
る
 
は
農
耕
 
、
除
草
 
ど
の
人
為
 
 
っ
 
一
年
以
内
 
消
滅
す
る
、
生
態
的

一
年
年
草
本
で
 
る
。
言
 
換
 
れ
ば
、
第
二
カ
テ
ゴ
 
ー
は
潜
在
的
 
年
生
草
本
で
、
環
境
条
件
 
良

け
れ
ば
、
一
年
以
 
生
存
す
る
 
回
結
 
性
で
 
る
（H

arp
er 1

9
7

7

）
。 

 

 
 
 
、
本
来
の
一
年
生
草
本
 
は
三
つ
の
 
イ
プ
、
冬
生
一
年
生
、
夏
生
一
年
生
、
 
 
び
通
年
生

一
年
生
 
 
る
。
 
 
 
 
は6

月
 
 1

1

月
ま
で
生
育
す
る
典
型
的
 
夏
生
一
年
生
草
本
、
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
 
は9

月
 
 
翌
年6

月
ま
で
生
育
す
る
典
型
的
 
冬
生
一
年
草
で
 
る
。
こ
れ
 2

 
 
比
べ

 
、
ト
 
 
ハ
ゼ
の
個
体
は
一
年
以
内
 
生
 
的
 
枯
死
す
る
の
で
一
年
草
で
 
る
 
は
違
 
 
 
 
、

こ
の
 
の
個
体
群
は
年
間
を
通
じ
 
生
態
的
 
存
続
す
る
。
本
来
、
冬
生
で
 
っ
 
 
、
夏
 
 
生
育
す

る
 
う
 
、
 
 
休
眠
性
を
弱
め
 
順
 
し
 
の
で
 
る
。
こ
れ
 
 
 
、
通
年
生
一
年
生
草
本
と
 
う

新
 
 
概
念
を
定
義
す
る
こ
と
 
し
 
の
で
 
る
（K

im
ata an

d
 S

ak
am

o
to

 1
9

7
9

）
。 

 

ト
 
 
ハ
ゼ
は
新
 
で
 
 
 
生
育
場
所
 
移
住
す
る
 
 
で
、
早
熟
、
弱
 
 
 
休
眠
性
、
夏
季
の

高
温
耐
性
を
獲
得
し
 
き
 
。
 
の
結
果
と
し
 
、
農
耕
地
の
 
う
 
適
当
 
生
育
場
所
 
見
 
れ
る
 

う
 
 
っ
 
。
こ
の
生
育
場
所
は
、
農
夫
 
 
る
定
期
的
 
農
 
 
攪
乱
を
好
機
 
変
 
 
好
光
性
発
芽

し
、
偶
発
的
 
除
草
を
運
 
く
避
け
る
こ
と
 
で
き
 
場
合
 
は
、
土
壌
 
肥
沃
、
競
争
 
は
少
 
 
 

ど
 
 
っ
 
、
生
き
残
っ
 
個
体
 
は
む
し
ろ
良
好
 
生
長
 
可
能
と
 
る
。
ま
 
、
小
型
で
早
熟
故
 
、

攪
乱
を
避
け
る
可
能
性
 
 
る
。
 
 
 
、
未
熟
 
 
は
一
次
休
眠
 
弱
く
、
冬
季
以
外
は
容
易
 
発
芽

す
る
。 
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第1

段
階
で
、
初
夏
 
発
芽
し
 
ト
 
 
ハ
ゼ
の
個
体
群
は
 
陰
の
湿
気
の
有
る
生
育
場
所
 
侵
入
す

る
。
次
第
 
夏
季
の
高
温
耐
性
を
 
つ
個
体
を
増
し
 
、
 
 
 
 
 
し
 
攪
乱
環
境
 
侵
入
す
る
。
ト

 
 
ハ
ゼ
の
表
現
型
の
可
塑
性
は
著
し
く
高
 
 
、
遺
伝
的
変
異
性
は
主
 
自
殖
性
故
 
 
る
 
度
の
制

限
を
受
け
 
は
 
る
。
通
年
生
一
年
草
本
で
 
る
ト
 
 
ハ
ゼ
は
、G

rim
e(1

9
7

9
)

 
 
っ
 
提
示
 
れ

 
典
型
的
 
人
里
植
物

ru
d

erals

（
低
 
ト
レ
 
／
高
攪
乱
）
の
戦
略
を
第
一
次
的
 
と
っ
 
 
る
農
耕

地
雑
草
で
 
る
。
生
活
史
 
デ
 
（
図

3

 
 
び
表

6

）
 
ま
と
め
 
 
う
 
、
個
体
群
と
し
 
の
長
 

生
育
期
間
、
 
 
 
生
育
場
所
を
占
有
す
る

co
lo

n
iz

e
r

と
し
 
、
 
 
び
ま
れ
 
 
 
他
家
受
 
 
行

 
、
高
 
倍
数
性
で
 
る
こ
と
 
 
 
、
一
般
目
的
遺
伝
 
型

g
en

eral p
u

rp
o

se g
en

o
typ

e (B
ak

er 

1
9

6
5

)

と
関
連
す
る
生
活
史
戦
略
 
帰
結
し
 
 
る
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
ゴ
ケ
は
む
し
ろ
安
定
的
 
稲
 
 
 
の
畦
畔
（
 
量
の
土
壌
栄
養
と
 
分
、
低
 
環
境

攪
乱
）
 
 
 
 
、
走
出
枝
で
栄
養
繁
殖
し
 
 
 
、
母
株
個
体
は
走
出
枝
と
 
ミ
ー
ト
を
 
 
し
 
 

 
枯
死
す
る
。
自
然
集
団
で
は
栄
養
繁
殖
体
 
ミ
ー
ト
 
 
 
 
、
虫
媒
他
殖
性
 
 
る
 
 
繁
殖
で
遺

伝
的
 
 
性
は
担
保
 
れ
 
 
る
。
 
際
 
、
 
 
 
 
 
 
ゴ
ケ
は
花
冠
の
色
、
蜜
標
の
 
 
ー
ン
、

茎
の
毛
 
ど
の
諸
 
質
の
 
 
 
を
見
る
と
、
著
し
 
遺
伝
的
 
 
性
 
保
持
 
れ
 
 
る
と
認
め
 
れ

る
。 同

所
的
 
生
育
地
 
 
け
る
ト
 
 
ハ
ゼ
と
 
 
 
 
 
 
ゴ
ケ
の
個
体
群
動
態
の
明
瞭
 
差
異
は
、

自
殖
性
一
年
生
草
本
と
他
殖
性
 
年
生
草
本
の
繁
殖
戦
略
の
特
性
を
示
し
 
 
る
。
こ
れ
 
の
 
 
ゴ
ケ

属2

 
の
比
較
研
究
 
 
 
、
イ
 
科
穀
物
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参
照
で
き
る
重
要
 
基
本
特
性
、

生
活
型
と
繁
殖
 
式
 
関
す
る
生
態
遺
伝
学
的
 
基
礎
 
明
確
 
 
っ
 
。 

  
ブ
 
 
科
イ
ヌ
ガ
 
 
属
雑
草
の
生
活
史 

 

 
ブ
 
 
科
イ
ヌ
ガ
 
 
属
は
世
界
 5

0

 
、
 
本
 
は5

 
 
分
布
し
 
 
る
。
 
カ
 
 
ゴ
 
 

R
.islan

d
ica (O

ed
er) B

o
ras

は
河
畔
、
湿
地
、
 
 
畦
畔
、
裏
 
麦
 
、
樹
園
地
 
ど
 
生
育
し
、
 
本

の
北
海
道
 
 
九
州
、
カ
 
ダ
ほ
 
北
半
 
 
 
び
オ
ー
 
ト
 
 
 
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
 
ン
ド
の
暖
温
帯

 
広
く
分
布
し
 
 
る
。
イ
ヌ
ガ
 
 
は
野
原
、
畦
畔
、
路
傍
、
庭
 
ど
 
生
育
、
 
本
各
地
 
 
台
湾
、

 
国
、
朝
鮮
、
 
レ
ー
 
 
、
イ
ン
ド
 
ま
で
広
く
分
布
し
 
 
る
。
 
イ
ヌ
ガ
 
 

R
. can

to
n

irn
sis 

(L
o

u
r.) O

h
w

i

、
は
河
畔
や
裏
 
麦
 
、
 
 
畦
畔
 
生
育
し
、
 
本
の
本
州
関
東
 
部
以
西
 
 
四
国
、

九
州
各
地
、
南
朝
鮮
、
 
国
、
 
 
ー
 
 
分
布
し
、
韓
国
慶
尚
南
道
、
 
国
 
海
で
採
集
 
れ
 
 
る
。

ミ
 
 
 
ガ
 
 

R
. d

u
b

ia H
ara

は
 
本
本
州
 
 
九
州
の
路
傍
の
半
 
陰
地
 
生
育
し
 
 
 
、
東

南
 
ジ
 
、
南
北
 
メ
 
カ
大
陸
 
広
範
 
分
布
し
 
 
 
、
ジ
ャ
 
、
台
湾
高
雄
、
 
 
ー
 
で
採
集

 
れ
 
 
る
。
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 
は
山
 
県
周
防
光
市
 
徳
山
市
、
大
阪
府
南
住
吉
、
滋
賀
県
木
之
本
町
、

静
岡
県
清
 
 
秋
 
市
、
青
森
県
津
 
、
茨
城
県
 
戸
市
、
徳
島
県
阿
波
 
那
賀
郡
、
九
州
、
千
 
県
市
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川
市
、
滋
賀
県
伊
香
郡
 
野
洲
郡
 
ど
で
採
集
 
れ
 
 
る
。
 
レ
ハ
イ
ヌ
ガ
 
 

R
. sylvestris (L

.) 

B
esser

は
北
海
道
釧
路
 
帯
広
 
摩
周
岳
 
利
尻
島
 
弟
 
屈
 
江
別
市
、
長
野
県
菅
平
、
フ
ィ
ン
 
ン

ド
、
デ
ン
 
ー
 
、
 
イ
 
、
オ
 
ン
ダ
、
カ
 
ダ
、
 
メ
 
カ
合
衆
国
 
ピ
ッ
ツ
 
ー
グ
 
イ
 
ノ
イ
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
 
、
 
ど
 
 
採
集
 
れ
 
 
る
。
ミ
ミ
イ
ヌ
ガ
 
 R

. au
striaca (C

ran
tz) B

esser

は

千
 
県
佐
倉
市
で
採
集
 
れ
 
 
る
（V

icto
rin

 1
9

3
0

、
北
村
 
村
 1

9
6

1

、
佐
竹1

9
6

4

、
静
岡
県
生

物
研
究
会1

9
6

7

、
熊
本
記
念
植
物
採
集
会1

9
6

9

、
滋
賀
県
植
物
誌1

9
6

8

、Jh
o

n
 W

iley &
 S

o
n

s. In
c. 

1
9

7
9

）
。 

 

こ
こ
で
は
イ
ヌ
ガ
 
 
属
の
生
活
史
と
適
応
戦
略
を
、
生
態
遺
伝
学
 
る
 
は
進
 
生
物
学
と
 
う
 

 
論
で
明
 
 
 
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
 
。
研
究
材
料
と
し
 
 
れ
ぞ
れ
の
 
の
生
活
史
と
適
応
戦
略

 
 
け
る
特
性
を
比
較
し
 
、
 
年
生
草
本
 
 
一
年
生
草
本
へ
の
進
 
の
要
因
を
生
育
場
所
と
生
態
的

地
位
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
（
一
年
生
、
自
殖
性
）
と
イ
ヌ
ガ
 
 
（
 
年
生
、
自
家
不
和
合
性
低
 
）
の

自
然
雑
 
と
推
定
 
れ
る
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 R

. x b
rach

yceras (H
o

n
d

a) K
itam

.

 
関
し
 
系
統
関
係

を
明
 
 
 
し
 
。
こ
れ
 
は
 
 
畔
で
同
所
的
 
生
育
し
 
 
る
。
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 
は
両
 
の
人
為

種名 春季 開花期 夏季 秋季 冬季 生活型

トキワハゼ ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実・枯死 種子発芽 冬型越冬ロゼット

ムラサキサギゴケ ロゼット生長、抽苔 開花・結実 走出枝伸長、ラミート増殖 ロゼット形成、種子発芽 越冬ロゼット 多年生草本

通年生一年草本
種子発芽、夏型成長、開花結実・枯死

  散布

発芽

  散布

発芽

  散布
発芽

  散布

               

              
   

        

表 6.   ゴケ属の生活環の比較 

図 3. ト  ハゼと      ゴケの生活史の デ  
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雑
 
と
同
 
の
諸
特
性
を
示
し
、
自
然
雑
 
で
 
る
こ
と
 
明
示
で
き
 
（
図4

）
。
 
年
生
で
 
る
の
で
、

不
稔
性
で
 
っ
 
 
株
は
生
存
し
続
け
る
。
こ
の
 
験
結
果
で
、
 
年
生
 
質
 
一
年
生
 
質
 
対
し
 
、

遺
伝
的
 
顕
性
（
優
性
）
で
 
る
こ
と
 
証
明
で
き
 
。 

 

 
 
生
産
の
特
徴 

 

 
イ
ヌ
ガ
 
 
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
、
ミ
 
 
 
ガ
 
 
、
イ
ヌ
ガ
 
 
、
 
 
び
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 

 
つ
 
 
、
 
 
生
産
 
関
す
る
特
性
を
比
較
し
 
。
個
体
 
 
 
の
角
果
数
は
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 
 
最

 
 
く
 
 
し
、
平
均
値
で1

0
5

1
.7

、
他
 
で
最
 
少
 
 
っ
 
の
は
イ
ヌ
ガ
 
 
で1

2
6

.0

で
 
っ
 
。

角
果
 
 
 
の
 
 
数
は
、
 
イ
ヌ
ガ
 
 
 
最
 
 
く
 

2
,0

5
7

粒
、
ミ
 
 
 
ガ
 
 
と
イ
ヌ
ガ
 

 
は
 
の
約
三
分
の
一
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
は
約
四
分
の
一4

5
.8

粒
で
 
っ
 
。
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 
は
不

稔
性
で
、
 
 
を
 
 
 
 
っ
 
。 

 

 

図4
.

 
カ
 
 
ゴ
 
 
と
イ
ヌ
ガ
 
 
の
花
序
 
 
び
雑
 
 
  

 
年
生
は
遺
伝
的
 
顕
性
 
質
（
優
性
）
の
事
例
、a

 
 
カ
 
 
ゴ
 
 
（
一
年
生
 
 
雑
草
）
、b

 
人
為
雑
 

F
1

（
 
年
生

不
稔
）
、c

 
イ
ヌ
ガ
 
 
（
 
年
生
雑
草
）
、d

 
 
カ
 
 
ゴ
 
 
、e

 
人
為
雑
 F

1 ,f

 
イ
ヌ
ガ
 
 
、g

 
ヒ
メ
イ
イ
ヌ
ガ

 
 
（
自
然
雑
 
 
年
生
不
稔
）
。 

  

 
 
の

1
,0

0
0

粒
重
は
、
 
イ
ヌ
ガ
 
 
 
最
 
 
く

2
6

.8
m

g

、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
は
 
の
約

2

倍

5
0

.9
m

g

、
ミ
 
 
 
ガ
 
 
と
イ
ヌ
ガ
 
 
は
約2

.5

倍
（6

1
.5

m
g

、6
4

.1
m

g

）
で
 
っ
 
。
花
 
稔
性

は
ヒ
メ
イ
ヌ
ガ
 
 
 2

.5

％
で
ほ
と
ん
ど
不
稔
で
 
っ
 
。
他
の4

 
は
す
べ
 9

5

％
以
 
の
高
 
稔

性
を
示
し
 
 
 
。
結
 
率
 
ほ
ぼ
同
 
の
傾
向
を
示
し
 
 
 
。 

こ
れ
 
の
ま
と
め
と
し
 
、
個
体
 
 
 
の
 
 
生
産
数
を
次
式
で
概
算
す
る
と
、
 
イ
ヌ
ガ
 
 
は

最
 
 
く
約7

8
,0

0
0

粒
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
は
約3

0
,0

0
0

粒
、
ミ
 
 
 
ガ
 
 
は
約1

6
,0

0
0

粒
、
イ
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ヌ
ガ
 
 
は
約1

0
,0

0
0

粒
 
 
る
。
す
 
わ
ち
、
 
 
生
産
は
一
年
生
草
本
 
 
 
 
 
く
、
 
年
生
草

本
 
 
 
 
比
較
的
少
 
 
と
 
う
一
般
的
傾
向
 
合
致
し
 
 
る
。 

 

根
断
片
 
 
の
萌
芽
 
 
び
茎
断
片
 
 
の
発
根 

 

 
イ
ヌ
ガ
 
 
は
根
断
片
 
 
の
萌
芽
 
、
茎
断
片
 
 
の
発
根
 
 
く
、
根
 
茎
断
片
は
と
 
 
褐

変
し
 
。
 
カ
 
 
ゴ
 
 
（2

系
統
）
の
根
断
片
 
 
の
萌
芽
率
は6

8
.2

％
と8

2
.1

％
、
ミ
 
 
 
ガ

 
 
で
は9

1
.2

％
、
イ
ヌ
ガ
 
 
（2

系
統
）
で
は1

0
0

％
と9

9
.0

％
、
 
 
び
人
為
雑
 F

1

で
 1

0
0

％

で
 
っ
 
。
同
じ
く
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
（2

系
統
）
の
茎
断
片
 
 
の
発
根
率
は4

2
.9

％
と7

6
.2

％
、

ミ
 
 
 
ガ
 
 
で
は

1
6

.0

％
、
イ
ヌ
ガ
 
 
（2

系
統
）
で
は

1
1

.1

％
と

7
.4

％
、
 
 
び
人
為
雑
 

F
1

で
は5

0
.0

％
で
 
っ
 
（
表7

）
。 

 

表7
. 

イ
ヌ
ガ
 
 
軸
雑
草
の
 
 
生
産
の
特
性 

 

  

 
カ
 
 
ゴ
 
 
は
一
年
生
で
 
 
 
 
 
根
 
茎
断
片
 
 
 
く
萌
芽
 
発
根
し
、
こ
の
特
性
は
 

 
内
、
畦
畔
、
用
 
路
縁
 
ど
の
湿
っ
 
生
育
場
所
 
 
 
 
大
変
有
効
で
 
る
。
つ
ま
 
、
農
 
 
 

 
 
、
 
 
取
 
除
草
 
れ
 
 
、
根
 
茎
断
片
 
生
育
場
所
 
、
生
育
可
能
期
間
内
 
放
棄
 
れ
れ
ば
、

再
生
増
殖
 
可
能
と
 
る
。 

 

ミ
 
 
 
ガ
 
 
と
イ
ヌ
ガ
 
 
は
 
年
生
草
本
で
 
る
 
、
茎
断
片
 
 
の
発
根
率
 
低
く
、
除
草

 
 
 
発
生
す
る
茎
断
片
 
 
の
再
生
は
困
難
だ
と
考
 
 
れ
る
。
し
 
し
 
 
 
、
根
断
片
 
 
の
萌

芽
率
は
高
く
、
 
つ
萌
芽
数
 
 
 
の
で
、
 
 
畦
畔
や
路
傍
の
雑
草
と
し
 
耕
起
や
除
草
 
 
 
対
し

 
有
効
 
 
用
す
る
と
考
 
 
れ
る
。
す
 
わ
ち
、
農
 
 
 
 
っ
 
植
物
体
 
断
片
 
 
れ
 
 
、
土

コイヌガラシ スカシタゴボウ ミチバタガラシ イヌガラシ ヒメイヌガラシ
角果数/個体 377.8 686.5 227.1 126.0 1051.7
種子数/角果 205.7 45.8 74.0 79.3 0
1,000粒重mg 26.8 50.9 61.5 64.1 -
花粉稔性％ 87.4 92.0 94.3 96.2 2.5
結実率％ 100 95.3 95.8 96.3 0
種子数/個体 77,714 29,964 16,100 9,622 0
個体当たりの種子数＝個体当たりの角果数ｘ角果当たりの種子数ｘ結実率
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で
根
 
 
萌
芽
、
再
生
す
る
ば
 
 
 
、
む
し
ろ
積
極
的
 
栄
養
繁
殖
体
の
増
 
 
関
係
す
る
と
考
 

 
れ
る
。 

 

 
カ
 
 
ゴ
 
 
と
イ
ヌ
ガ
 
 
と
の
人
為
雑
 F

1

は
根
断
片
 
 
の
萌
芽
率1

0
0

％
で
、
茎
断
片
 

 
の
発
根
率
 
比
較
的
高
 
の
で
、
ほ
と
ん
ど
不
稔
で
 
っ
 
 
自
然
集
団
の
 
で
栄
養
繁
殖
し
、
 
年

生
草
本
と
し
 
生
存
す
る
可
能
性
は
高
 
。 

 

 
イ
ヌ
ガ
 
 
以
外
の3
 
 
つ
 
 
は
、
根
断
片
は
萌
芽
と
と
 
 
発
根
 
す
る
の
で
、
新
し
く
繁

殖
体
を
増
す
こ
と
 
可
能
で
 
る
。
一
 
、
茎
断
片
の
場
合
は1

つ
以
 
の
節
 
含
ま
れ
 
 
 
、
花
芽

分
 
し
 
 
 
 
側
芽
 
萌
芽
し
 
、
 
つ
発
根
し
 
場
合
 
は
、
繁
殖
体
の
新
生
 
結
び
付
く
。
と
 

わ
け
 
 
や
用
 
路
 
ど
湿
地
で
は
、
有
効
 
栄
養
繁
殖
と
し
 
機
能
す
る
と
考
 
 
れ
る
。 

雑
草
を
研
究
材
料
と
し
 
比
較
す
る
こ
と
 
 
 
、
一
年
生
草
本
 
は
地
 
海
性
気
候
 
適
応
進
 
し

 
き
 
冬
生
一
年
草
（
二
年
草
、
越
年
草
）
、
 
 
ン
 
気
候
 
適
応
進
 
し
 
き
 
夏
生
一
年
草
、
 
 

 
新
 
 
人
為
環
境
 
適
応
進
 
し
 
き
 
通
年
生
一
年
草
の
存
在
 
明
 
 
 
 
っ
 
。
 
と
 
ば
、

ト
 
 
ハ
ゼ
、
 
 
ツ
ケ
 
 
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
 
ど
 
通
年
生
一
年
草
で
 
る
。
個
体
は
開
花
結
 

 
 
枯
死
す
る
の
で
一
年
生
草
本
で
 
る
 
、
個
体
群
は
温
室
 
ど
の
人
為
環
境
 
 
 
 
年
間
を
通
じ

 
存
続
し
 
 
る
。
 
 
の
休
眠
性
を
低
 
 
 
 
、
年
間
の
発
芽
を
容
易
 
し
 
 
る
。
自
殖
性
で
 

る
の
で
、1

個
体
で
 
 
 
生
産
 
で
き
 
個
体
群
は
維
持
 
れ
る
。
第
四
紀
完
新
世
の
最
新
の
進
 
生

態
を
示
す
一
年
生
植
物
と
 
 
る
。
ま
 
、
 
 
と
 
う
湿
地
的
生
育
地
、
年
間
 
イ
 
 
の
耕
 
 
 

 
生
態
的
一
年
生
の
適
応
進
 
 
関
与
し
 
 
る
。
イ
 Oryza sativa

は
大
 
の
 
本
書
籍
 
は
一
年

生
と
記
載
 
れ
 
 
る
 
、
温
 
 
気
象
条
件
で
は
、
 
の
株
は
生
存
し
 
、
翌
年
 
ま
 
稔
る
 
 
、

 
際
 
は
 
年
生
植
物
で
 
る
。
祖
先
野
生
 
のO.rufipogon

 
 
年
生
で
 
る
。
し
 
 
っ
 
、
株

で
栄
養
繁
殖
し
、
 
つ
 
 
で
有
性
繁
殖
を
し
 
 
る
。
こ
れ
 
は
第
四
紀
完
新
世
 
 
け
る
人
為
 
 

る
 
 
 
 
 
で
、
一
年
周
期
的
 
 
 
 
 
 
 
 
生
態
的
一
年
草
と
し
 
生
活
す
る
 
う
 
 
っ
 
。

こ
の
 
質
の
変
 
は
 
 
 
 
 
で
と
 
 
重
要
で
 
る
。 

こ
れ
ま
で
 
 
見
 
き
 
 
う
 
同
属
内
の
 
年
生
 
と
一
年
生
 
と
を
 
間
交
雑
し
 
、
人
為
雑
 

を
 
 
、
 
の
 
代
の
生
活
型
や
こ
れ
 
関
連
す
る
特
性
 
つ
 
 
、
遺
伝
的
分
離
を
 
査
し
、
解
析
す

る
こ
と
は
と
 
 
困
難
 
こ
と
で
 
る
。
ま
ず
、
 
間
雑
 
は
容
易
 
で
き
 
 
。
雑
 
第
一
代F

1

 
で

き
 
 
不
稔
で
 
る
。
雑
 
第
一
代
 
生
育
し
 
 
第
二
代F

2

 
不
稔
 
 
る
 
ど
の
 
う
 
、
 
 
 

 
良
 
 
験
材
料
 
見
つ
 
 
 
 
。
 
年
生
と
一
年
生
の
ど
ち
 
 
遺
伝
的
 
顕
性
（
優
性
）
 
質
 

を
明
 
 
 
す
る
 
は
、
関
連
す
る
 
質
 
複
雑
で
 
 
容
易
で
は
 
 
だ
ろ
う
。
イ
ヌ
ガ
 
 
属
で
示

し
 
ほ
 
 
、
 
 
 
 
属S

o
rg

h
u

m

で
の
事
例
で
 
、
 
年
生4

倍
体
と
一
年
生2

倍
体
と
の
交
雑
 

 
 
、
 
年
生3

倍
体
 
で
き
 
、
旺
盛
 
栄
養
繁
殖
を
し
 
 
 
、
 
年
生
 
顕
性
 
質
で
 
る
と
の

報
告
は
 
る
（Q

u
in

b
y et al. 1

9
5

8

）
。 



26 

 

 
表7

 
イ
ヌ
ガ
 
 
属
雑
草
の
根
断
片
 
 
の
萌
芽
と
茎
断
片
 
 
の
発
根 

 

 

イ
 
科
植
物
の
進
  

 

 

イ
 
科P

o
a
c
e
a
e

の
み
の
単
型
で
 
る
イ
 
目
は
カ
ヤ
ツ
 
グ
 
科
と
同
じ
く
ツ
ユ
 
 
目
 
 
分
岐

し
 
と
考
 
 
れ
る
。
イ
 
科
は
一
般
 
、
 
鞘
は
開
 
 
ま
ま
で
、
茎
を
巻
き
、
茎
は
 
空
で
 
る
。

小
 
 
の
花
は
苞
の
変
 
し
 
苞
穎g

lu
m

e

と
護
穎
（
外
穎
）lem

m
a

と
、
小
苞
の
変
 
し
 
内
穎p

alea

と
 
被
わ
れ
、
花
被
は
小
舌
鱗

lo
d

icu
le

と
 
っ
 
 
る
。
果
 
は
護
穎
や
内
穎
で
 
 
わ
れ
 
穎
果

caryo
p

sis

と
 
 
、
 
 
は
果
皮
 
癒
着
し
、
胚
は
 
 
の
片
隅
で
胚
乳
の
外
 
 
 
、
胚
は
複
雑
 
分

 
す
る
。
イ
 
科
の
胚
は
他
の
単
 
 
植
物
の
芽
生
 
の
状
態
 
相
当
し
 
 
る
。
一
般
の
単
 
 
植
物

と
比
較
し
 
、
イ
 
科
は
生
長
 
早
く
、
好
地
性
 
 
れ
ほ
ど
著
し
く
 
く
、
 
 
地
 
適
応
し
 
一
年

生
や
二
年
生
（
冬
生
一
年
草
、
越
年
草
）
の
 
 
 
 
。
イ
 
科
 
他
の
単
 
 
植
物
の
一
般
的
特
性
 

 
 
 
抜
け
出
し
 
 
 
、
胚
の
特
殊
 
 
重
要
で
、
 
っ
と
 
 
や
属
の
 
 
 
ン
科
 
 
 
前
進
し

 
 
る
。
イ
 
科
の
約

7
0

0

属
、5
,0

0
0

 
 
世
界
各
地
 
分
布
し
 
 
 
、
 
 
 
環
境
 
 
 
る
生

育
地
 
繁
栄
し
 
 
る
の
で
、
単
 
 
植
物
 
 
け
る
風
媒
 
向
へ
の
進
 
の
最
先
端
 
位
置
す
る
分
 

群
と
言
 
る
（
 
村1

9
7

4

）
。 

 

歴
史
的
生
物
地
 
学
は
、
生
物
の
連
続
し
 
系
統
発
生
 
 
び
生
態
的
 
地
 
的
 
環
境
と
生
物
と
の

相
互
関
係
の2

側
面
の
結
び
目
と
し
 
、
自
然
の
 
の
生
物
の
存
在
を
具
体
的
 
知
ろ
う
と
 
う
立
場
を

と
っ
 
 
る
。
生
物
の
分
布
現
象
は
基
本
的
 
は
生
物
の
現
象
で
 
 
、
生
物
の
生
活
の
問
題
で
 
る
。

全
地
 
的
 
生
物
の
分
布
現
象
の
総
括
的
 
位
置
づ
け
で
 
る
区
系
地
 
学
の
 
果
や
分
布
現
象
の
生
態

的
 
生
 
的
側
面
の
解
析
を
、
生
物
群
の
系
統
的
 
位
置
づ
け
と
と
 
 
、
 
去
の
生
物
の
分
布
現
象
の

コイヌガラシ ミチバタガラシ 人為雑種F1

根断片数 28 44 106 34 59 101 113
萌芽数 0 2.9 2.1 3.9 4.1 2.4 3.3

最長萌芽長mm 0 9.0 5.4 7.7 22.7 25.5 30.4
萌芽率％ 0 68.2 82.1 91.2 100 99.0 100
緑化率％ 0 61.3 73.6 82.4 100 99.0 100
発根率％ 0 70.5 58.5 91.2 100 95.0 100

茎断片数 30 42 105 75 45 108 96
発根数 0 5.2 0.8 0.3 0.1 0.1 1.1

最長根長mm 0 12.1 4.2 1.8 0.5 0.3 2.2
発根率％ 0 76.2 42.9 16 11.1 7.4 50.0
褐変率％ 100 9.5 1.0 0 0 0 2.1
萌芽率％ 0 92.9 90.5 86.7 100 36.1 70.8

最長萌芽長mm 0 21.6 11.0 8.1 29.2 7.2 17.8

スカシタゴボウ イヌガラシ
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解
の
鍵
 
す
べ
き
で
 
ろ
う
。
イ
 
科
植
物
は
、
 
の
大
き
 
系
統
群
の
分
布
を
見
る
と
、
地
 
 
の

温
度
構
造
と
比
較
的
 
く
一
致
す
る
分
布
型
を
示
し
 
 
る
。
ヌ
カ
 
連
や
 
 
ノ
ケ
グ
 
連
は
両
半
 

の
温
帯
域
や
熱
帯
の
高
地
を
 
心
 
分
布
し
 
 
る
。
最
寒
月
平
均
気
温1

0

℃
 
こ
の
仲
間
の
平
均
的
 

分
布
域
の
限
界
を
決
め
 
 
る
。
雨
量
と
は
 
ま
 
関
係
 
 
く
、
分
布
の
 
心
 
不
明
瞭
で
 
る
。
一

 
、
ヒ
メ
 
ブ
 
 
 
 
連
と
 
 
連
は
、
熱
帯
を
 
心
 
分
布
し
、
冬
季
 
比
較
的
高
 
温
度
で
 
る

こ
と
 
重
要
 
役
割
を
果
 
し
 
 
る
。
 
 
 
、
 
 
連
は
新
大
陸
の
熱
帯
地
域
 
、
ヒ
メ
 
ブ
 
 

 
 
連
は
旧
大
陸
の
イ
ン
ド
～
 
レ
ー
 
 
地
域
 
 
れ
ぞ
れ
の
分
布
の
集
 
 
 
る
。
 
 
メ
ガ
ヤ
連

は
 
 
熱
帯
～
亜
熱
帯
地
域
 
分
布
 
集
 
し
 
 
る
。
イ
 
科
植
物
を
生
育
最
適
温
 
 
見
る
と
、
高

温
適
応
型
と
低
温
適
応
型
の2

群
 
分
 
れ
、
大
き
 
系
統
群
と
関
わ
っ
 
 
る
。
イ
 
科
植
物
の
穎
果

は
芒
を
つ
け
 
ま
ま
風
散
布
 
れ
る
こ
と
 
 
 
 
、
穎
果
 
浮
き
、
 
散
布
 
れ
る
 
 
 
る
。
 
湿

地
 
生
育
す
る
イ
 
科
植
物
の
小
型
の
 
 
は
泥
と
一
緒
 
 
鳥
の
脚
 
ど
 
付
着
し
 
遠
距
離
運
ば
れ

 
、
汎
存
 co

sm
o

p
o

litan

 
 
る
（
堀
 1

9
7

4

）
。 

 
 イ

 
科
 
 
 
連
の
 
 
 
属
、
 
 
 
プ
 
属
、
 
イ
 
 
属
 
 
び
カ
 
ジ
グ
 
属 

 

イ
 
科
の
イ
 
ゴ
ツ
 
 
亜
科F

estu
co

id
eae

 
は
重
要
 
穀
 
や
飼
料
 
物
 
 
 
（
佐
竹1

9
6

4

）。

 
で
 
 
 
 
連
（
族
）
は
表

8

 
示
し
 
カ
 
ジ
グ
 
属A

g
ro

p
yro

n
の
 
う
 
 
年
生
の
み
の
属
、

 
イ
 
 
属S

ecale

や
オ
オ
 
 
属H

o
rd

eu
m

の
 
う
 
 
年
生
と
一
年
生
を
共
 
含
む
属
、
 
 
 

 
 
 
属

T
riticu

m

や
 
 
 
プ
 
属

A
eg

ilo
p

s

の
 
う
 
一
年
生
の
み
で
構
 
 
れ
 
 
る
属
 
 

る
（S

ak
am

o
to
 

1
9

9
1

、
阪
本1

9
9

6

、
木
原
編1

9
5

4

、C
layto

n
 an

d
 R

en
vo

ize 1
9

8
6

）
。 

 

 
 
 
の
 
 
 
 
  

 
 
 
の
 
 
 
 
 
は
一
年
生
草
本
と
し
 
進
ん
で
き
 
 
、
 
く
の
 
 
関
与
し
 
 
 
と
 
 
複

雑
で
 
る
。
阪
本
（1

9
9

6

）
 
 
る
と
、
 
 
 
 
 
は
図5

 
示
し
 
 
う
 
五
群
 
整
 
 
れ
 
 

る
。
一
粒
系
 
 
 T

.m
o

n
o

co
ccu

m

、
二
粒
系
 
 
 T

.tu
rg

id
u

m

 
 
び
 
 
フ
ェ
ー
 
系
 
 
 

T
.tim

o
p

h
eevi

 
は
 
れ
ぞ
れ
の
野
生
型
亜
 
と
 
 
型
亜
 
 
存
在
す
る
。
す
 
わ
ち
、
 
 
一
粒
系

 
 
 
は
 
の
野
生
型T

.m
o

n
o

co
ccu

m
 ssp

. b
o

eo
ticu

m

 
 
、
 
 
二
粒
系
 
 
 
は
 
の
野
性
二

粒
系
 
 
 T

. tu
rg

id
u

m
 ssp

.d
ico

cco
id

es

 
 
、
 
 
 
 
フ
ェ
ー
 
系
 
 
 
は
野
性
 
 
フ
ェ

ー
 
系
 
 
 

T
.tim

o
p

h
eevi ssp

.araraticu
m

 
 
 
 
 
 
れ
 
。
他
 
、
普
通
系
 
 
 

T
.aestivu

m

 
は
野
生
型
亜
 
は
存
在
し
 
 
。 

 
く
の
研
究
 
 
 
、
普
通
系
 
 
 T

.aestivu
m

は
、
 
 
 
く
 
 
二
粒
系
 
 
 T

.tu
rg

id
u

m

と
野
生
の
 
 
ホ
 
 
 A

e.sq
u

arro
sa

と
の
雑
 
 
由
来
し
、
複
二
倍
体
と
し
 
生
じ
 
と
推
定
 
れ

る
の
で
、
普
通
系
 
 
 
は
随
伴
雑
草
の
関
与
 
 
 
、
二
次
的
 
起
源
し
 
 
物
と
 
う
こ
と
 
 
る
。
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ホ
 
 
 
は
ト
 
ン
 
 
ー
カ
 
 
、
ト
 
 
東
部
、
イ
 
ン
、
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
、
 
央
 
ジ
 

 
 
 
国
西
部
 
分
布
す
る
。
イ
 
ン
で
は
 
 
ホ
 
 
 
 
 
 
 
 
の
雑
草
と
し
 
混
在
し
 
 
る
。

普
通
系
 
 
 
 
、
カ
 
ピ
海
南
東
部
沿
岸
 
分
布
す
る
亜
 
や
ト
 
ン
 
 
ー
カ
 
 
地
 
の
亜
 
 

D

ゲ
ノ
 
を
供
給
し
 
と
考
 
 
れ
る
の
で
、
こ
の
地
域
で
普
通
系
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 
可
能
性
 

高
 
。 

 

表8
. 

 
 
 
連
の
生
活
型
と
倍
数
性 

 

S
ak

am
o

to
 

1
9

9
1

、
阪
本1

9
9

6

、
木
原
編1

9
5

4

 
 
びC

lay
to

n
 an

d
 R

e
n

vo
ize

 1
9

8
6

 
 
改
変 

 E
h

ren
d

o
rfer(1

9
6

5
)

、O
rn

d
u

ff

（1
9

6
9

）
やS

teb
b

in
s

（1
9

7
4

）
は
自
殖
性
一
年
生
草
本
と
倍
数
性

と
の
関
連
を
指
摘
し
（
表9

）
、
自
殖
 
 
る
同
型
遺
伝
 
接
合
の
不
利
を
高
次
倍
数
性
 
 
っ
 
回
避
し

 
 
る
可
能
性
を
指
摘
し
 
 
る
。
こ
れ
 
の
植
物
は
他
家
受
 
す
る
風
媒
花
で
は
 
る
 
、
自
家
受
 

し
自
殖
率
 
高
 
 
ま
で
を
含
ん
で
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
 
 
 
連
 
 
 
 
は
生
活
型
 
関
わ
 

ず
倍
数
性
 
存
在
し
、
 
の
可
能
性
は
 
 
 
う
だ
。
 
 
オ
オ
 
 
は
自
殖
性
一
年
草
本
（2

ｘ
）
、
 

 
 
 
 
の
 
く
の
 
は
自
殖
性
（2

ｘ
、4

ｘ
、6

ｘ
）
、
 
 
 
イ
 
 
は
自
殖
性
 
低
く
、
一
年
生
草

本
（2

ｘ
）
で
 
る
。 

 年生（倍数性）  年生+一年生（倍数性） 一年生（倍数性）

地 海   央 ジ Festucopsis(2x) Hynaldia(2x,4x) Aegilops(2x,4x,6x)

（地 海群） Secale(2x) Eremopyrum(2x,4x)

Henrardia(2x)

Heteranthelium(2x)

Triticum(2x,4x,6x)

Crithopsis(2x)

Taeniatherum(2x)

周極温帯地域 Agropyron(2x,4x,6x,8x,10x)

（周極温帯群） Asperella(4x)

Elymus(4x,6x,8x)

Hordelymus(4x) Hordeum(2x,4x)

Psathyrostachys(2x)

Sitanion

Hystrix Brachypodium

Leymus Dysypyrum

生活型
分布
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図5
. 

 
 
 
五
群
の
起
源
と
 
れ
 
の
 
 
  

出
典
：
阪
本1

9
8

5

を
改
変
、
大
 
正
次
原
図
（
阪
本1

9
9

6

） 

 

表9
. 

外
交
配
型
 
 
び
内
交
配
型
の
特
徴
の
比
較 

 

（O
rn

d
u

ff 1
9

6
9

、
河
野1

9
7

4

を
要
約
改
変
） 

外交配型植物 内交配型植物

交配 式 他家受  自家不和合性 自家受  自家和合性

組み換 率 低 高 

倍数性 二倍体 倍数体

花 色彩   芳香 蜜腺 蜜標 単色   色  の他退 

花   少  

果 すべ は 熟し  すべ  熟

分布 狭 広 
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央
 
ジ
 
 
査
で
 
集
し
 
 
 
 
連 

 

東
京
学
芸
大
学
 
 
ジ
 
学
術
 
査
（1

9
9

3

）
 
 
 
 
 
集
し
 
 
 
 
連
は
、
 
 
 4

7

系
統
、

オ
オ
 
 
 
 2

1
+

野
生1

6

系
統
，
 
の
他2

系
統
，A

eg
ilo

p
s

属2
6

系
統
，
カ
 
ジ
グ
 
属1

7

系

統
で
 
っ
 
（
図6

）
。
各
 
集
系
統
の
同
定
は
京
都
大
学
附
属
生
殖
質
研
究
施
設
 
依
頼
し
 
。 

 
集
系
統
の
一
部
を
用
 
 
、1

9
9

4

年
 
 
 
試
験
を
行
 
、
発
芽
率
、
出
 
 
 
ど
を
 
査
し
 
。

自
然
雑
 
は
発
芽
し
 
 
っ
 
。
東
京
で
の
 
 
は
梅
雨
の
時
期
 
重
 
 
、
 
 
地
で
生
育
し
 
 
 

各
系
統
は
生
育
 
不
良
で
、
オ
オ
 
 
属
の
２
系
統
は
罹
病
し
 
。
 
 
、
比
較
の
 
め
 
試
 
し
 
オ

オ
 
 
属H

o
rd

eu
m

 b
u

lb
o

su
m

 L
.

は
 
年
生
（2

n
=

1
4

、2
8

）
で
 
部
の
節
間
 
肥
大
し
 ryzo

m

で

生
存
し
、
 
回
結
 
性
で
 
っ
 
。 

 

現
在
で
 
自
然
集
団
 
 
 
 
 
 
 
とA

eg
ilo

p
s

属
の
雑
 
 
 
 
生
じ
 
 
る
。
こ
れ
 
は
と
 

 
一
年
生
で
 
る
の
で
、
 
 
 
発
芽
し
 
 
の
は
雑
 
第
一
代
で
と
ど
ま
 
、
第
二
代
は
生
育
 
不
良

 
、
生
育
で
き
 
 
こ
と
を
示
し
 
 
る
。
風
媒
花
 
 
進
 
し
 
自
殖
性
を
高
め
 
き
 
の
だ
 
 
、

全
く
他
家
受
 
し
 
 
と
 
う
こ
と
は
 
く
、
 
と
 
機
会
は
少
 
く
と
 
、
風
媒
 
 
る
遺
伝
 
交
流

 
 
 
性
の
 
大
の
可
能
性
を
有
し
 
 
る
こ
と
は
 
 
 
る
。 

 

図6
. 

カ
ザ
フ
 
 
ン
南
部
、
自
然
集
団
 
 
け
る
自
然
雑
 
 
  

 

 
イ
 
 
属
の
生
活
型 

 

 
イ
 
 
は
温
帯
の
穀
物
の
 
で
、
 
っ
と
 
耐
寒
性
 
強
 
。
冬
播
き
で
 
春
播
き
で
 
 
 
 
で

き
る
 
、
春
播
き
は
 
量
 
少
 
 
。
広
く
分
布
す
る
 
年
生
他
殖
性
のS

ecale m
o

n
tan

u
m

グ
 
ー
プ

 
 
一
年
生
雑
草
性
のS

.cecale

グ
 
ー
プ
 
近
東
で
分
 
し
、
こ
れ
 
 
 
 
 
 
 
で
 
粒
性
、
直
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立
性
、
大
き
 
穀
粒
 
 
る
こ
と
 
 
っ
 
、
 
 
型
 
イ
 
 
（
一
年
生
、
他
殖
性
）
 
で
き
 
。
ま

 
他
 
で
、S

.m
o

n
tan

u
m

グ
 
ー
プ
 
 
一
年
生
自
殖
性
のS

.silvestre

、
 
 
びS

.vavilivii

 
分
 

し
 
。
こ
の
進
 
 
 
は3

染
色
体
の
構
造
的
 
再
配
列
、
 
 
び
 
年
生
 
 
一
年
生
へ
の
適
応
で
 

 
 
ば
 
 
 
 
。
考
古
学
的
証
拠
で
は
、3

,0
0

0

～4
,0

0
0

B
C

頃
 
 
 
 
 
生
じ
 
 
う
だ
。2

0

世

紀
の
初
め
こ
ろ
 
は
、
 
イ
 
 
の
黒
 
ン
は
ヨ
ー
 
ッ
 
の
人
 
の
三
分
の
一
 
 
べ
 
れ
 
 
 
 
、

次
第
 
 
 
 
の
 
ン
 
置
き
換
 
 
れ
 
き
 
（S

teb
b

in
s 1

9
5

0
, 1

9
5

7
, 1

9
5

8
; R

iley 1
9

5
5

, K
h

u
sh

 

an
d

 S
teb

b
in

s 1
9

6
1

, K
h

u
sh

 1
9

6
3

, S
u

n
eso

n
 et al. 1

9
6

9
, E

van
s 1

9
9

6

）
。 

 

阪
本
（1

9
9

6

）
 
 
れ
ば
、
 
イ
 
 
の
野
生
 
は
ヨ
ー
 
ッ
 
 
部
 
 
 
 
カ
ン
半
島
、
 
 
ト

 
 
高
原
、
イ
 
 
 
 
、
ト
 
ン
 
 
ー
カ
 
 
、
イ
 
ン
、
 
央
 
ジ
 
、
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
 
分

布
し
 
 
る
。
南
 
フ
 
カ
 
 
小
集
団
 
隔
離
分
布
し
 
 
る
。
 
イ
 
 
属
は3

 
 
ま
と
め
 
れ

 
 
る
。
 
年
生S

ecale m
o

n
tan

u
m

 G
u

ss.

、
一
年
生S

. sylvestre
 H

o
st

 
 
び
一
年
生S

. cereale 

L
.

で
 
る
（S

e
n

cer an
d

 H
o

w
k

es 1
9

8
0

）
。
す
べ
 
 
二
倍
体
（2

n
=

1
4

）
で
 
る
。
こ
れ
 
は
自
然
的
 

人
為
的
攪
乱
環
境
 
生
育
し
、
特
 
 
 
 
 
は
雑
草
と
し
 
侵
入
し
 
 
る
。
 
 
 
イ
 
 
は
、
 

 
 
や
オ
オ
 
 
の
 
 
侵
入
し
 
 
る
随
伴
雑
草
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 
二
次
 
物
で
 
る
。

 
 
 
や
オ
オ
 
 
の
 
 
 
北
 
 
 
 
 
、
寒
冷
 
高
地
や
痩
 
 
土
壌
 
 
 
 
は
 
 
 
の
生

育
 
不
安
定
と
 
 
、
環
境
 
ト
レ
 
 
強
 
雑
草
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
を
へ
 
二
次
 
物
 
 
っ

 
。
こ
の
 
 
 
 
 
は
現
在
 
農
耕
地
で
引
き
続
き
進
行
し
 
 
 
（
阪
本
 
河
原

1
9

7
9

）
、
イ
ン
ド

亜
大
陸
 
 
け
る
雑
穀
 
の
 
 
 
 
 
と
比
較
す
る
と
、
と
 
 
興
味
深
 
事
例
で
 
る
。
 
イ
 
 

や
 
ン
 
 
の
場
合
は
、
 
 
 
や
オ
オ
 
 
の
随
伴
雑
草
 
 
の
二
次
 
物
で
 
る
 
、
耐
寒
性
 
強

 
こ
と
 
主
要
因
で
 
る
（V

avilo
v
 1

9
2

6

）
。
一
 
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
イ
 
 
ど
 
随
伴
し
 
雑
草

 
 
 
数
の
雑
穀
 
二
次
 
物
 
る
 
は
三
次
 
物
 
 
っ
 
 
る
 
、
 
の
主
要
因
は
耐
 
性
 
 
る

（K
im

ata 2
0

1
6

）
。 

 

 
こ
で
、
 
イ
 
 
属4

 1

亜
 
を
 
験
材
料
 
し
、
特
 
、
 
イ
 
 S

.cereale

とS
.m

o
n

tan
u

m

の
交
雑
 
験
を
行
 
、
生
活
型
 
つ
 
 
比
較
し
 
。
両
 
は
と
 
 
自
家
不
和
合
性
で
 
る
。
 
験
材

料
は

1
9

7
9

年
秋
 
京
都
大
学
農
学
部
附
属
生
殖
質
研
究
施
設
 
 
分
譲
を
受
け
 
。
こ
れ
 
の
 
名
は

当
時
の
分
 
 
従
っ
 
 
る
。 
 
 

図7

 
 
び
図8

 
示
し
 
 
う
 
、
 
イ
 
 
とS

.m
o

n
tan

u
m

の
雑
 
第
一
代
は
 
年
生
で
 
る

の
で
、
 
年
生
は
優
性
（
顕
性
）
 
質
で
 
る
 
、
雑
 
第
二
代
の
分
離
を
見
る
と
、
単
純
 
分
離
比
で

は
 
く
、
不
出
 
や
途
 
枯
死
す
る
個
体
 
 
 
の
で
、
生
活
型
 
主
動
遺
伝
 
で
決
定
 
れ
 
 
る
と

は
言
 
 
 
。 
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図7
. 

 
イ
 
 
とS

.m
o

n
tan

u
m

の
雑
 
第
一
代 

 

 

図8
. 

 
イ
 
 
属
雑
 
の
生
活
型
の
分
離 

  

こ
こ
で
は
雑
 
第
一
代
 
 
年
生
で
 
る
こ
と
 
 
、
少
 
く
と
 
 
年
生
は
顕
性
（
優
性
）
 
質
で

 
る
。
 
 
 
、
生
活
型
 
は
 
態
的
、
生
態
的
、
遺
伝
的
 
 
く
の
特
性
 
関
与
し
 
 
る
こ
と
 
明

 
 
 
 
っ
 
き
 
。
無
効
分
け
つ
数
は
 
回
結
 
性p

o
lycarp

ic

の
 
め
 
維
持
 
れ
る
休
眠
芽
 
密

接
 
関
係
 
 
る
。
一
年
生
の
 
イ
 
 
は7

月
末
ま
で
 
無
効
分
け
つ
（
遅
れ
 
と
 
芽
）
を
保
持
し

 
 
 
 
。S

.m
o

n
tan

u
m

は2
1

～3
0

、
雑
 
第
一
代F

1

は5
1

～6
0

の
無
効
分
け
つ
を
叢
生
と
 
っ
 

保
持
し
 
 
る
。
雑
 
第
二
代
の
一
年
生
個
体
は
 
イ
 
 
と
同
 
 
無
効
分
け
つ
を
 
 
ず
、
 
年
生
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個
体
は

1

～1
0

を
最
 
頻
度
と
し
 
、
最
大
分
け
つ
数

8
1

～9
0

ま
で
の
著
し
く
 
 
 
変
異
 
 
 
、

広
 
裾
野
を
 
つ
頻
度
分
布
曲
線
を
描
 
 
 
る
。
 
 
 
 
 
で
は
無
効
分
け
つ
を
少
 
く
す
る
 
向

 
人
為
選
択
 
働
 
 
と
考
 
 
れ
る
。 

 

カ
 
ジ
グ
 
属
の
生
態
型
分
  

湿
地
環
境
 
対
す
る
適
応
 
 
 
 
け
る
生
態
型
分
 
は
数
 
で
報
告
 
れ
 
き
 
。
 
の
一
例
は
、

 
 
メ
ノ
テ
ッ
ポ
 

A
lo

p
ecu

ru
s aeq

u
alia

 S
o

b
o

l.

 
 
け
る
 
 
型
と
 
地
型
の
分
 
 
見
 
れ
る

(M
atsu

m
u

ra 
1

9
6

7
)

。
 
地
型
と
比
較
す
る
と
、
 
 
型
は
 
く
つ
 
の
明
瞭
 
特
徴
 
 
る
。
 
 

大
き
く
 
重
 
 
 
、
 
 
高
 
自
殖
性
、
 
 
早
 
 
熟
、
 
 
び
相
対
的
 
低
 
 
 
休
眠
で
 
る
。

V
ero

n
ica p

ereg
rin

e
 L

.

 
 
 
 
は
、
春
の
 
 
ま
 
の
縁
と
 
の
 
で
 
内
集
団
分
 
 
観
察
 
れ

 (L
in

h
art 

1
9

7
4

) 

。
縁
 
生
育
し
 
 
る
個
体
と
比
較
し
 
、
 
 
ま
 
の
 
の
個
体
は
 
く
つ
 

の
差
異
 
 
 
、
 
 
少
 
 
数
の
大
き
 
 
 
、
小
 
 
表
現
型
変
異
、
 
 
早
く
斉
一
 
 
 
発
芽
、

相
対
的
 
早
 
 
熟
、
 
 
び
 
 
へ
の
 
 
 
 
 
イ
オ
 
 
転
流
で
 
る
。 

 

休
閑
 
 
見
 
れ
る
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
は
 
地
や
路
傍
で
見
 
れ
る
普
通
型
と
比
較
す
る
と
、

対
照
的
 
特
徴
 
 
る
。
 
 
短
 
 
、
 
 
大
き
く
 
重
 
 
 
、
 
 
少
 
 
表
現
型
変
異
、
 
 

び
 
 
早
 
 
熟
で
 
る
。
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
と
、
近
縁
の
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
冬
の
休
閑

 
で
、
し
ば
し
ば
同
所
的
 
生
育
し
 
 
る
（S

ak
am

o
to

 1
9

6
1

,1
9

6
6

,1
9

7
8

）
。 

イ
 
科
カ
 
ジ
グ
 
属A

g
ro

p
yro

n

は
 
年
生
草
本
で
、
世
界
 
約1
0

0

 
 
 
、
 
本
 
は5

 
 

分
布
し
 
 
る
（
佐
竹1

9
6

4

）
。
こ
れ
 
は
分
 
 
確
定
し
 
 
 
ず
、
 
 
 
 A

. rep
en

s
（2

n

＝2
8

、

4
2

）
、
イ
ヌ
カ
 
ジ
グ
 

A
. tu

rczan
in

o
w

ii 

（2
n

=
2

8

）
、
カ
 
ジ
グ
 

A
. tsu

ku
sh

ien
se

 (H
o

n
d

a) 

O
h

w
i var. tran

sien
s (H

ack
el) O

h
w

i(2
n

=
4

2
)

、
オ
オ
 
 
カ
 
ジ
グ
 A

. m
ayeb

aran
u

m
 H

o
n

d
a

、

 
オ
カ
 
ジ
グ
 A

. ciliare
 (T

rin
.) F

ran
ch

et var. m
in

u
s (M

iq
.) O

h
w

i

（2
n

＝2
8

）
、
 
ゾ
カ
 
ジ

グ
 A

. yezo
en

se H
o

n
d

a

、
 
 
び
イ
ブ
 
カ
 
ジ
グ
 A

. can
in

u
m

 (L
.) B

eau
v.

（
帰
 
、2n

=
2

8

）

 
ど
で
 
る(

北
村
 
村
 
 
小
山1

9
6

4

）
。
 
 
、
研
究
材
料
と
し
 
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 A

. h
u

m
id

o
ru

m
 

O
h

w
i et S

ak
am

o
to

は
オ
オ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
 
 
改
名
 
れ
 
 
で
 
る
（O

h
w

i an
d

 S
ak

am
o

to
 

1
9

6
4

）
。
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
レ
ン
ゲ
ソ
 
と
混
生
し
 
 
る
こ
と
 
 
 
の
で
、
レ
ン
ゲ
ソ
 
の
随
伴

雑
草
と
し
 
 
国
 
 
渡
来
し
 
と
考
 
 
れ
る
（S

ak
am

o
to
 

1
9

6
4

）
。 

 
本
産
カ
 
ジ
グ
 
属
植
物
の
 
 
で
、
雑
草
性
 
強
 
カ
 
ジ
グ
 

A
g

ro
p

yro
n

 tsu
ku

sh
ien

se
 

var.tran
sien

s 

の
生
態
型
 
つ
 
 
、
普
通
型
と
早
生
生
態
型
、
 
 
び
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 

A
. 

h
u

m
id

o
ru

m
 

 
つ
 
 
、
生
活
型
、
繁
殖
 
式
と
生
育
場
所
と
の
相
互
関
係
 
つ
 
 
比
較
検
討
す
る
。 

 
本
の
す
べ
 
の
 
 
 
年
生
で
 
る
 
、
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
は
、
本
来
、
 
年
生
で
 
る
 

 
 
 
 
 
 
は
生
態
的
 
一
年
生
と
し
 
の
生
活
環
を
示
し
 
 
る
（K

im
ata an

d
 S

ak
a
m

o
to

 1
9

8
2

 

、
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木
俣1

9
9

2

）
。 

静
岡
県
三
島
市
郊
外
 
野
外
観
察
場
所
と
し
 
、
冬
季
休
閑
 
を4

 
所
選
ん
だ
。
 
イ
ト1

で
は
カ

 
ジ
グ
 
早
生
生
態
型
と
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
の
混
合
集
団
 
見
 
れ
 
。
 
イ
ト
２
で
は
早
生
生
態
型

 
 
く
、
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
稀
で
 
 
、
反
対
 
 
イ
ト
３
で
は
早
生
生
態
型
 
少
 
く
、
ミ
 
 

カ
 
ジ
グ
 
 
 
 
っ
 
。
 
イ
ト
４
で
は
、
早
生
生
態
型
は
ご
く
稀
で
、
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
 
 
 

っ
 
（
図9

）
。 

 

図9
. 

静
岡
県
三
島
市
の
休
閑
 
と
東
京
学
芸
大
学
彩
色
園
の
圃
場 

 
：a

,

カ
 
ジ
グ
 
早
生
生
態
型
の
休
閑
 
集
団
（
 
イ
ト2

）
 b

,

春
耕
 
の
畦
畔
  

生
育
す
る
早
生
生
態
型
 c,

カ
 
ジ
グ
 
普
通
型
（
東
京
学
芸
大
学
圃
場
）
。 

 
：a

,

カ
 
ジ
グ
 
早
生
生
態
型
と
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
の
同
所
的
休
閑
 
集
団
（
 
イ
ト1

）
  

b
,

春
耕
の
 
 c,

耕
起
休
閑
 
の
土
 
 
埋
 
れ
 
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
の
稈
断
片
 
 
の
萌
芽
。 

 

カ
 
ジ
グ
 
の
普
通
型
は
 
条
件
 
で
良
く
発
芽
し
、
早
生
生
態
型
は
 
 
 
び
湛
 
条
件
 
で
良
く

発
芽
し
 
。
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
 
 
の
休
眠
 
深
く
、
湛
 
条
件
 
で
 
比
較
的
 
く
発
芽
力
を
維

持
し
 
 
 
。
本
来
の
生
育
場
所
 
 
 
 
、
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
の
株
は
通
常
一
年
以
内
 
枯

死
し
、
 
 
 
 
っ
 
有
性
的
 
の
み
再
生
産
す
る
。
カ
 
ジ
グ
 
は
 
地
条
件
で
 
年
生
で
 
る
の
 

 
 
 
わ
 
ず
、
早
生
生
態
型
は
ま
る
で
一
年
生
草
本
の
 
う
だ
。
し
 
 
っ
 
こ
の
早
生
生
態
型
は
生
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態
的
一
年
生
と
認
め
 
れ
る
 
、
潜
在
的
 
は
 
年
生
で
 
る
。
他
 
、
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
有
性
的

 
 
 
 
 
、
 
 
び
無
性
的
 
稈
 
 
の
繁
殖
体
 
 
っ
 
再
生
産
す
る
。 

 

カ
 
ジ
グ
 
の
普
通
型
と
、
早
生
生
態
型
 
 
び
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
を
比
較
す
る
と
、
 2

 
 
 

 
へ
の
明
瞭
 
適
応
性
 
見
 
れ
る
。O

h
w

i an
d

 S
ak

am
o

to
 (1

9
6

4
)

 
 
れ
ば
、
湿
潤
環
境
へ
の
適
応

は
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
の
 
っ
と
 
明
瞭
 
特
徴
で
 
る
。
冬
季
の
休
閑
 
と
 
う
生
育
地
へ
の
高
 
適

応
性
を
伴
う
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
の2

つ
の
顕
著
 
特
性
 
観
察
 
れ
 
 
る
。
一
つ
は
、
止
 
の
 
の

節
 
離
層
を
 
熟
時
 
 
 
す
る
こ
と
で
 
る
。
こ
う
し
 
、
 
 
 
 
の
節
で
、
植
物
体
の
残
 
の
部

分
 
 
風
や
物
 
的
 
力
 
 
っ
 
容
易
 
外
れ
る
。
 
う
一
つ
は
、
最
 
の
節
間
と
 
を
別
と
し
 
、

稈
の
 
年
生
 
で
 
る
。
条
件
 
良
け
れ
ば
、
節
 
 
新
し
 
萌
芽
と
発
根
 
し
ご
く
容
易
 
起
き
る
。

こ
れ
 
の
観
察
 
 
判
断
す
る
 
、
ミ
 
 
カ
 
ジ
グ
 
は
、
 
 
 
 
る
有
性
繁
殖
 
対
し
 
 
 
 
、

 
年
生
 
し
 
稈
断
片
ま
 
は
 
 
ー
ン
 
 
 
栄
養
繁
殖
す
る
こ
と
 
 
っ
 
、
 
 
 
積
極
的
 
 

 
へ
の
適
応
性
を
 
っ
 
 
る
。 

同
じ
環
境
条
件
 
適
応
す
る
ご
く
近
縁
の2

 
 
、
冬
季
の
休
閑
 
 
 
け
る
自
然
集
団
を
維
持
す
る

 
め
 
、
ま
っ
 
く
対
照
的
 
適
応
戦
略
を
示
し
 
 
る
こ
と
は
と
 
 
興
味
深
 
。
植
物
の
 
 
 
 

 
 
 
 
 
一
年
生
性
は
重
要
 
 
質
で
 
る
の
で
、
こ
の
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
の
適
応
的
 
分

 
は
、
イ
 
、
ハ
ト
 
 
 
 
び
 
ド
 
 
ど
、
 
湿
地
 
生
育
す
る
祖
先
 
 
 
の
 
 
 
 
 
の
解

明
 
示
唆
を
与
 
る
。 

 
 イ

 
科
 
 
 
 
連A

ndr
op

ogo
ne

ae

の
ト
 
 
 
 
 
属
、
ジ
ュ
 
ダ
 
属
 
 
び
 
 
 
 
属 

 

イ
 
科
 
 
 
 
連
 
は9

0

属
、
約1

,2
0

0

 
 
分
 
 
れ
 
 
 
、
主
 
熱
帯
や
亜
熱
帯
 
分
布
し

 
 
る
。
ト
 
 
 
 
 
、
 
ト
 
 
 
、
 
 
 
 
、
ハ
ト
 
 
 
ど
の
 
 
植
物
 
含
ま
れ
 
 
る
。 

ト
 
 
 
 
 Z

ea m
ays

の
分
枝
性
の
研
究
を
し
 
 
 
時
 
は
、
 
ン
 
 
質
、
核
酸
、
酵
素
や
植

物
ホ
 
 
ン
の
定
量
 
焦
点
を
当
 
 
 
 
。
 
の
 
、
 
年
生
 
 
一
年
生
 
ど
の
 
う
 
生
態
的
 

進
 
し
 
き
 
 
、
と
 
わ
け
生
活
型
と
繁
殖
 
式
 
研
究
課
題
 
定
ま
っ
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
視
点
 

 
見
 
有
効
 
示
唆
 
得
 
れ
 
。
ト
 
 
 
 
 
の
頂
芽
は
雄
花
序

tassel

 
、
各
節
の
側
芽
は
雌
花

序ear

 
分
 
す
る
。
 
だ
し
、
受
 
し
 
 
 
 
 
 
至
る
雌
花
序
は1

～2

で
、
他
の
側
芽
雌
花
序
は

退
 
す
る
。
 
部
の
分
枝
は
主
稈
と
同
じ
 
う
 
、
頂
芽
は
雄
花
序
 
 
る
。
し
 
 
っ
 
、
す
べ
 
の

生
長
点
は
花
芽
分
 
し
、
休
眠
す
る
 
芽
を
残
 
 
 
の
で
、
一
回
結
 
性
の
一
年
生
と
 
る
。 

ト
 
 
 
 
 Z

ea m
ays(2

n
=

2
0

, 2
x)

の
 
 
 
 
 
は
複
雑
で
 
る
（
ハ
ー
 
ン1

9
8

4

）
。
直
接
の

祖
先
亜
 
テ
オ
 
ン
トZ

. m
ays su

b
sp

. m
exican

a (2
n

=
2

0
, 2

x)

 
一
年
生
草
本
で
 
る
。
こ
の
ほ
 

 
、
広
義
の
テ
オ
 
ン
ト
 
は
次
の
 
 
挙
げ
 
れ
る
、
 
年
生Z

.d
ip

lo
p

eren
n

is

（2
n

=
2

0

、2
x

）
、
 

年
生Z

.p
eren

n
is

（2
n

=
4

0

、4
x

）
、
一
年
生Z

.lu
xu

rian
s

（2
n

=
2

0

、2
x

）（D
o

eb
ley

 an
d

 Iltis 1
9

8
0

）
。

https://en.wikipedia.org/wiki/Andropogoneae
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図1
0

 
示
し
 
 
 
は
 
米
セ
ミ
 
ー
（1

9
8

3

）
 
参
 
し
 
際
 
、
直
接
、Iltis

 
願
っ
 
分
譲
を
受

け
 
。
 
年
生
二
倍
体
（8

2
6

0
1

）
を

1
9

7
9

年
 
発
見
し
 
間
 
 
 
頃
の
こ
と
で
 
っ
 
。
 
の
 
、

Z
.d

ip
lo

p
eren

n
is

はT
rip

sacu
m

属
 
と
の
遺
伝
的
 
架
け
橋
と
し
 
用
 
 
れ
 
（C

h
ap

m
an

 1
9

9
6

）
。 

一
年
生
二
倍
体
の
テ
オ
 
ン
ト
は
京
都
大
学
附
属
生
殖
質
研
究
施
設
 
 
分
譲
を
受
け
 
。
こ
れ
 
を

用
 
 
東
京
学
芸
大
学
彩
色
園
で1

9
8

1

年
と1

9
8

2

年
 
 
 
試
験
を
行
っ
 
。
 
年
生
二
倍
体
と
一
年

生
二
倍
体
間
の
人
為
交
雑
を
行
っ
 
。Z

.d
ip

lo
p

eren
n

is

ｘZ
. m

ays su
b

sp
. m

exican
a 

の6
5

小
花
、

Z
. m

ays su
b

sp
. 

ｍexican
a 

ｘZ
.d

ip
lo

p
eren

n
is

と6
0

小
花
 
関
し
 
除
雄
 
 
受
 
し
 
 
、
ど
ち

 
の
組
み
合
わ
 
で
 
ま
っ
 
く
の
不
稔
で
 
間
雑
 
は
育
 
で
き
 
 
っ
 
。 

こ
れ
 2

 
の
 
質
の
比
較
を
し
 
。
両
 
と
 5

～1
0

 
で
発
芽
し
 
。
 
年
生
 
は8

粒
す
べ
 

発
芽
（1

0
0

％
）
、
一
年
生
 
は2

0

粒
で1

8
粒
発
芽
（9

0

％
）
し
 
。
開
花
は1

月
半
遅
く
播
 
し
 
一

年
生
の
ほ
う
 
早
 
っ
 
。
 
年
生
は
枯
死
す
る
こ
と
 
く
越
冬
し
 
 
、
一
年
生
は
夏
 
 
冬
 
 
け

 
徐
々
 
枯
死
し
 
。
草
丈
は
と
 
 2

3
0

～2
5

0

㎝
、
節
間
長
、
止
 
長
 
幅
は
 
年
生
 
の
ほ
う
 
長

 
っ
 
。
 
年
生
 
は
 
く
の
有
効
分
け
つ
と
無
効
分
け
つ
を
有
し
 
 
 
 
、
一
年
生
 
は
分
け
つ
は

 
ず
 
主
稈
の
み
で
、
無
効
分
け
つ
 
 
 
っ
 
。
主
稈
の
 
数
は
と
 
 3

0

枚
ほ
ど
で
 
っ
 
。
植
物

体
各
部
の
色
は
 
年
生
 
は
赤
紫
色
 
出
る
 
、
一
年
生
 
は
 
 
 
 
緑
色
で
 
っ
 
。
柱
頭
の
色
 

 
年
生
 
は
 
 
 
赤
紫
の
連
続
的
変
異
 
 
っ
 
 
、
一
年
生
 
は
 
の
み
で
 
っ
 
。
植
物
体
各
部

の
色
素
 
つ
 
 
は
、
 
述
す
る
ジ
ュ
 
ダ
 
属
の
事
例
と
 
似
し
 
 
る
。 

 
年
生
 
は
休
眠
す
る
 
芽
（
ひ
こ
ば
 
）
を
 
 
し
 
 
る
 
、
一
年
生
 
は
す
べ
 
の
側
芽
 
花

芽
 
 
 
、
休
眠
芽
を
 
 
 
ず
 
、
一
回
結
 
性
で
 
る
。 

 

図1
0

. 

ト
 
 
 
 
 
属 
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：a

 
 
年
生
 Z.diploperennis

、
ｂ
 
甲
州
系
ト
 
 
 
 
 Z.mays

 
s
s
p
.
 mays 

 
 
び
ｃ
 
一
年
生
の
祖
先
 
テ
オ
 
ン
トZ.mays

 
s
s
p
. mexicana

 

 
：a

 
 
 
 
 
 
 
ン
の
ト
 
 
 
 
 
、
ｂ
 
 
 
ー
 
の
ト
 
 
 
 
 
、 

 
 
び
ｃ
 
祖
先
 
テ
オ
 
ン
ト
、
ｄ
 
 
年
生
 
。 

 

ジ
ュ
 
ダ
 
属
の
生
活
型 

 

ジ
ュ
 
ダ
 
属C

o
ix

は
イ
 
科P

o
aceae

 
 
亜
科P

an
ico

id
eae

 
分
 
 
れ
、
 
本
 
は1

 3

変
 
 
分
布
し
 
 
る
（
図1

1

）
。
こ
れ
 
の
う
ち
、
野
生
変
 
ジ
ュ
 
ダ
 
はC

. lacrym
a-jo

b
i var. 

lacrym
a-jo

b
i 

は
 
年
生
草
本
、
 
の
 
 
変
 
の
ハ
ト
 
 

C
o

ix lacrym
a-jo

b
i var.m

a-yu
en

 

(R
o

m
an

.) S
tap

f

は
一
年
生
草
本
と
見
 
 
れ
、
同
 
内
で
生
活
型
を
異
 
し
 
 
る
と
 
れ
 
き
 
。

両
変
 
は
、
ハ
ト
 
 
の
苞
鞘
 
硬
く
 
く
、
花
序
 
垂
れ
る
こ
と
で
容
易
 
区
別
で
き
る
。
染
色
体
数

は
と
 
 2

n
=

2
0

で
 
る
（
佐
竹1

9
6

4

、
北
村1

9
6

4
）
。 

 

ハ
ト
 
 

ad
lay

 
 
型
は
 
ッ
 
 
 
 
フ
ィ
 
ッ
ピ
ン
で
 
 
 
れ
 
 
る
。
 
 
性
は
フ
ィ
 

ッ
ピ
ン
で
 
っ
と
 
高
 
 
、
地
 
的
起
源
は
東
南
 
ジ
 
で
、
 
 
 
の
時
期
は
不
明
で
 
る
。
ジ
ュ

 
ダ
 Jo

b

’s tears

野
生
型
は
広
く
南
 
ジ
 
 
分
布
し
 
 
る
。
花
軸
 
雄
性
花
と
雌
性
花
 
並
ん
で

付
き
、
雌
性2

花
 
苞
鞘
の
 
 
 
る
。
苞
鞘
色
は
 
 
 
黒
ま
で
の
変
異
 
 
 
、
糸
で
つ
 
ぎ
合
わ

 
 
 
ッ
 
レ
 
や
 
ザ
 
オ
と
し
 
用
 
 
れ
 
 
る
。
ハ
ト
 
 
の
 
 
は
穀
物
と
し
 
 
 
性
内

乳
デ
ン
プ
ン
を
メ
 
や
 
ン
、
 
 
 
ー
 
飲
料
 
す
る
（S

m
artt an

d
 S

im
m

o
n

d
s 1

9
9

5

）
。
ま
 
、
 

 
や
根
を
漢
 
薬
薏
苡
仁
と
し
 
用
 
 
 
る
。 

 

イ
ン
ド
 
分
布
す
る
ジ
ュ
 
ダ
 
属
は
次
の
 
で
 
る
（T
h

e U
sefu

l P
lan

ts o
f In

d
ia 1

9
8

6
）
。C

. 

aq
u

atica
 R

o
xb

.

は
飼
料
用
。C

. g
ig

an
tea K

o
en

ig
 ex R

o
xb

.

は
苞
鞘
を
除
 
 
 
 
を
ニ
 
ト
 
の
飼

料
、
 
ザ
 
オ
 
ど
の
 
芸
品
資
材
 
用
 
る
。C
. lacrym

a-jo
b

i L
.

の
穀
粒
は
イ
 
の
良
 
代
用
 
で

 
る
。
 
る
 
は
栄
養
価
 
高
く
、
薬
用
価
値
 
 
る
。
飼
料
用
や
 
芸
品
資
材
 
 
 
る
。B

o
r

（1
9

6
0

）

は
イ
ン
ド
 
分
布
す
る
ジ
ュ
 
ダ
 
属
を
 
態
的
特
性
 
 
次
の
 
う
 
分
 
し
 
 
る
。C

. lacrym
a-

jo
b

i L
.

は4

変
 var. lacrym

a-jo
b

i

、m
a-yu

en

、sten
o

carp
a

、
 
 
びm

an
ilifer

 
分
け
 
 
る
。

sten
o

carp
a

とm
an

ilifer

 
関
し
 
は
明
確
 
一
年
生
と
記
し
 
 
る
。
一
 
で
、C

. p
u

ellaru
m

、C
. 

aq
u

atica

 
 
び

C
. g

ig
an

tea 

は
 
年
生
と
し
 
 
る
。
吉
川
（1

9
6

3

）
は
ハ
ト
 
 
 
つ
 
 
詳
細
 
資

料
を
提
示
し
、
分
 
 
文
献
 
 
 
細
 
く
行
っ
 
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
分
 
体
系
は
変
更
 
れ
 
、
現

在
、C

o
ix

属
はC
. aq

u
atica

 R
o

xb
.

、C
. g

asteen
ii B

.K
. S

im
o

n

、
 
 
びC

. lacrym
a-jo

b
i L

.

 
ま
と

め
 
れ
 
 
る
（W

ik
ip

ed
ia
 

2
0

2
1

.5

）
。 
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図1
1

. 

 
ジ
 
地
域
 
 
け
る
ジ
ュ
 
ダ
 
と
ハ
ト
 
 
の 

苞
鞘
の
 
態
的
変
異 

右
 
写
真
：
 
ハ
ト
 
 
、
 
ジ
ュ
 
ダ
 
。 

 

ハ
ト
 
 3

系
統
の
 
 
は
ジ
ュ
 
ダ
 4

系
統
の
 
 
 
 
 
素
早
く
発
芽
し
、F

1

の3
系
統
は
両

親
の
 
間
、F

2

は
ハ
ト
 
 
 
近
 
発
芽
 
 
ー
ン
を
示
し
 
 
 
。
素
早
 
発
芽
は
一
年
生
草
本
の
典

型
的
 
特
性
で
の
一
つ
で
 
る
。
ハ
ト
 
 
の
草
丈
は
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
 
素
早
く
伸
長
す
る
。
同
 
 
、

ハ
ト
 
 
の
分
け
つ
数
は
ジ
ュ
 
ダ
 
 
比
べ
 
、
早
く
増
 
し
 
、
 
限
 
達
す
る
。
こ
の
 
め
 
、

ハ
ト
 
 
は
一
年
生
の
生
育
 
 
ー
ン
を
示
し
 
 
 
、
ジ
ュ
 
ダ
 
は
 
年
生
の
 
 
ー
ン
を
示
し
 

 
る
。F

1

の
生
育
 
 
ー
ン
は
両
変
 
の
 
間
で
 
る
。F

2

の
草
丈
の
頻
度
分
布
は
二
峰
性
の
曲
線
を
示

し
、
一
つ
は
ハ
ト
 
 
の
平
均
草
丈
、
 
う
一
つ
は
村
 
（1

9
6

1

）
 
 
っ
 
観
察
 
れ
 
の
と
同
 
の

超
越
分
離
を
示
し
 
。
ハ
ト
 
 
の
出
 
 
は
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
早
 
。
ハ
ト
 
 
の
早
 
 
熟
は
一
年

生
の
特
性
で
 
 
、
ジ
ュ
 
ダ
 
の
遅
 
 
熟
は
 
年
生
の
特
性
で
 
る
。F

1

は
両
親
の
 
間
を
、F

2

は

ハ
ト
 
 
 
近
 
 
 
ー
ン
を
示
し
 
。 

雌
雄
異
花
、
雌
蕊
先
熟
の
風
媒
花
で
 
る
ジ
ュ
 
ダ
 
属
 
 
 
 
、
花
 
稔
性
％
 
つ
 
 
は
、
ジ

ュ
 
ダ
 
（9

3
.6
±

3
.7

）
は
ハ
ト
 
 
（9

6
.4
±

1
.3

）
 
 
 
若
干
低
 
っ
 
 
有
意
差
は
 
く
、
他
 
、

F
1

の2

系
統
は
と
 
 
低
 
っ
 
。
 
 
稔
性
％
 
つ
 
 
は
、
ジ
ュ
 
ダ
 
（6

6
.1
±

3
.7

％
）
 
 
ハ

ト
 
 
（7

5
.0
±

1
5

.4

）
は
高
く
、
他
 
、F

1

（7
6

5
0

6

 5
1

.1
±

2
5

.3

）
 
 
びF

1

（7
6

5
0

8
-1

 1
5

.7
±
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4
.0

）
は
と
 
 
低
 
っ
 
。
内
乳
デ
ン
プ
ン
の
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応
は
ジ
ュ
 
ダ
 
は
青
（
 

 
 
性
）
、
ハ
ト
 
 
は
赤
茶
（
 
 
性
）
、
雑
 F

1

は
青
（
 
 
 
性
）
を
示
し
 
 
 
。
ハ
 
 
ヘ
 

島
採
集
の
ハ
ト
 
 2

系
統
は
赤
茶
（
 
 
性
）
で
 
っ
 
。
こ
れ
 
の
 
質
の
変
 
は
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
味
 
 
る
人
為
選
択
 
 
 
性
と
 
う
潜
性
 
向
 
働
き
 
 
 
れ
 
と
考
 
 
れ
る
。 

ま
 
、
雌
蕊
先
熟
 
つ
 
 
は
、
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
 
ハ
ト
 
 
の
 
 
低
 
っ
 
。
こ
れ
 
の
特
性

 
 
っ
 
、
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
ハ
ト
 
 
の
 
 
小
 
 
 
 
く
の
 
 
を
生
産
し
 
 
 
（
表

1
0

）
。

M
u

rak
am

i et al.

（1
9

6
0

）
は
両
変
 
間
の
生
殖
的
隔
離
 
弱
 
と
報
告
し
 
 
る
 
、
こ
こ
で
 2

系

統
のF

1

の
花
 
稔
性
と
 
 
稔
性
 
 
見
 
同
じ
 
う
 
結
果
を
示
し
 
 
る
と
言
 
る
 
、
ジ
ュ
 
ダ

 
を
花
 
親
と
し
 
場
合
の
ほ
う
 
、
と
 
 
稔
性
 
 
 
 
低
 
の
で
、
雑
草
型
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
 

 
型
ハ
ト
 
 
へ
の
遺
伝
 
流
動
は
低
 
と
考
 
 
れ
る
。 

 

花
序
と
 
 
（
苞
鞘
を
含
む
）
へ
の
 
物
重
の
分
配
は
生
育
期
間
の
終
わ
 
 
 
 
 
、
ジ
ュ
 
ダ
 

 
つ
 
 
は
全
植
物
体
重
の
約

1
1

％
（9

.1

ｇ
）
、
ハ
ト
 
 
 
つ
 
 
は

2
0

％
（8

.6

ｇ
）
で
 
っ
 
。

K
aw

an
o

 an
d

 H
ayash

i(1
9

7
7

)

は
ハ
ト
 
 
 
つ
 
 
再
生
産
分
配
は4

1
.0

％
（
最
高
率
）
を
報
告
し
 

 
る
。
地
 
茎
へ
の
 
物
重
分
配
は
生
育
期
間
の
終
わ
 
 
 
 
 
、
ジ
ュ
 
ダ
 
 
つ
 
 
は6

％
（5

.0

ｇ
）
、
ハ
ト
 
 
 
つ
 
 
は2

％
（0

.9

ｇ
）
で
 
っ
 
。
す
 
わ
ち
、
ジ
ュ
 
ダ
 
は
ハ
ト
 
 
と
比
較

し
 
、
有
性
繁
殖
へ
は
半
分
、
栄
養
繁
殖
へ
は
３
倍
の
 
 
 
 
ー
転
流
を
示
し
 
 
 
。
同
 
 
、
こ

の
繁
殖
 
式
 
関
わ
る
特
性
は
ハ
ト
 
 
 
一
年
生
性
、
ジ
ュ
 
ダ
 
 
 
年
生
性
を
示
唆
し
 
 
る

（K
aw

an
o

 1
9

7
5

参
照
）
。 

 

表1
0

. 

ジ
ュ
 
ダ
 
と
ハ
ト
 
 
の
特
性
の
比
較 

 

  
 
 
 
属S

o
rgh

u
m

 sp
.

の
生
活
型 

特性 ジ  ダ ハト  

繁殖 式 早 雌先熟 雌先熟

個体   の  数 約80 約 70

根茎  る無性繁殖  る   

  発芽 斬新的 遅 同時的 早 

出  遅 早 

生活型  年生 生態的一年生

生育場所 用  路傍 川辺 耕 地
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属
は
著
し
く
 
 
性
 
富
む(

（d
e W

et 1
9

7
8

、
ハ
ー
 
ン1

9
7

9

、
阪
本1

9
8

8
)

。
 
 
 

 
 
 S

o
rg

h
u

m
 b

ico
lo

r

（L
.

）M
o

en
ch

（2
n

＝2
0

）
は
一
年
生
で
、
こ
の
祖
先
 
と
目
 
れ
る
の
は

 
フ
 
カ
の
 
 
ン
 
地
帯
 
生
育
す
るS

. verticilliflo
ru

m

で
 
る
。 

 
年
生
雑
草
セ
イ
 
ン
 
 
 
 S

. h
alep

en
se

（L
.

）P
ers.

 
は2

亜
 
 
 
る
。
地
 
海
生
態
型

の
小
 
く
、
 
の
細
 
四
倍
体
（2

n
=

4
0

）
は
小
 
ジ
 
 
 
 
 
 
 
ン
西
部
山
岳
部
ま
で
 
分
布
す

る
。
熱
帯
生
態
型
の
大
き
く
、
 
の
広
 
二
倍
体
（2

n

＝2
0

）
は
イ
ン
ド
南
部
 
 
東
南
 
ジ
 
島
嶼
部

 
分
布
し
 
 
る
。S

. p
ro

p
in

q
u

u
m

（K
u

n
th

）H
itch

co
ck

は
 
年
生
二
倍
体
（2

n
=

2
0

）
で
 
 
 

ン
カ
 
 
イ
ン
ド
南
部
、
ミ
ャ
ン
 
ー
、
東
南
 
ジ
 
島
嶼
部
 
ま
で
分
布
し
 
 
る
。
フ
ィ
 
ッ
ピ
ン

で
はS

. p
ro

p
in

q
u

u
m

と
 
 
型S

. b
ico

lo
r

の
稔
 
性
の
 
る
雑
 
 
で
き
 
強
害
雑
草
 
 
っ
 
 

る
と
 
う
 
、
恐
 
く
 
年
生
性
を
戻
し
 
栄
養
繁
殖
 
し
 
 
る
の
だ
と
推
察
す
る
。 

ま
 
、
 
 
 
 
属S

o
rg

h
u

m

で
は
 
年
生4

倍
体 S

. h
alep

en
se

や
 
年
生
二
倍
体S

. p
ro

p
in

q
u

u
m

と
一
年
生
二
倍
体

S
o

rg
h

u
m

 b
ico

lo
r

と
の
交
雑
 
 
 
、
 
年
生
三
倍
体
や
二
倍
体
 
で
き
 
、
地
 

根
茎
 
 
 
旺
盛
 
栄
養
繁
殖
を
し
 
 
 
、
 
年
生
 
顕
性
 
質
で
 
る
こ
と
を
示
し
 
 
る
。
こ
れ

 
の
育
 
目
的
は
土
壌
劣
 
防
止
 
保
全
や
飼
料
用
で
 
る
（Q

u
in

b
y et al. 1

9
5

8
, 

C
o

x et al. 2
0

1
8

）
）
。

 
央
 
ジ
 
の
 
 
 
 
は
 
の
 
態
で5

群
 
分
 
で
き
る
（
木
俣1

9
9

6

）
。
 
 
 
 
 
 
ン
を
 

心
 
 
 
 
れ
 
 
る
 
の
長
 
ホ
 
 
 
 
 
 
 1

群
（
掃
除
用
具
）
、
疎
 
 
円
錐
型
の
 
を
 
ち

分
け
つ
 
 
 2

群
、
円
錐
型
の
 
の3

群
、
槍
型
の
 
を
 
つ
 
ト
 
 
 
 
 
 4

群
、
 
垂
す
る

卵
型
の
密
 
（
 
用
）5

群
で
 
る
。
こ
の
地
域
で
は
 
 
型
 
 
 
 
の
 
 
性
は
著
し
 
 
、
 
年
生

雑
草
型
を
見
る
こ
と
は
 
 
っ
 
。 

 生
活
型
と
繁
殖
 
式
の
適
応
進
  

風
媒
花
や
虫
媒
花
 
 
進
 
し
 
自
殖
性
を
高
め
 
き
 
の
だ
 
 
、
自
殖
性
と
は
 
っ
 
 
自
殖
し

 
し
 
 
の
で
は
 
 
。
閉
鎖
花
は
例
外
と
し
 
 
、
自
殖
性
と
は
 
 
全
く
他
家
受
 
し
 
 
と
 
う

こ
と
は
 
く
、
 
と
 
機
会
は
少
 
く
と
 
他
植
性
は
失
わ
ず
 
、
 
 
 
連
の
自
殖
性
草
本
 
見
 
れ

 
 
う
 
風
媒
 
 
る
遺
伝
 
交
流
 
 
 
性
の
 
大
の
可
能
性
を
有
し
 
 
る
こ
と
は
 
 
得
る
。 

ま
 
、
虫
媒
花
の
他
植
性
 
 
自
殖
性
へ
と
進
 
し
 
き
 
と
し
 
 
、
稀
 
昆
虫
 
訪
れ
 
送
 
、

受
 
す
れ
ば
、
自
家
不
和
合
性
で
 
 
自
殖
性
の
 
は
祖
先
 
本
来
の
他
家
受
 
の
可
能
性
は
 
 
得
る
。

典
型
的
 
自
殖
性
一
年
生
草
本
で
 
る
ト
 
 
ハ
ゼ
、
 
カ
 
 
ゴ
 
 
、
 
 
ツ
ケ
 
 
 
 
、
小
型

の
訪
花
昆
虫
 
訪
れ
 
 
る
。
 
の
 
、
自
殖
す
れ
ば
次
世
代
個
体
は
 
数
の
 
 
を
生
産
す
る
の
で
、

遺
伝
 
交
流
の
結
果
は
一
気
 
 
散
で
き
る
。 

こ
れ
ま
で
 
 
く
の
野
外
集
団
の
 
査
 
 
、
自
殖
性
の
草
本
 
最
新
の
進
 
を
維
持
し
 
 
る
の
は
、

ま
 
 
植
物
の
繁
殖
 
式
の
 
 
 
 
 
る
（B

a
k
e
r
 
1
9
5
5
,
 
A
n
t
o
n
o
v
i
c
s
 
1
9
6
8
.
L
e
f
è
b
v
e
r
e
 
1
9
7
0

）。



41 

 

 
 
 
、
一
年
生
草
本
の
表
現
型
 
 
け
る
可
塑
性
の
著
し
 
柔
軟
 
、
大
き
 
 
 
る
。
自
然
選
択
 

対
応
し
 
 
 
 
戦
略
 
戦
術
と
し
 
植
物
の
生
活
史
は
 
 
 
れ
 
 
る
。 

 

 
年
生
 
 
生
態
的
一
年
生
へ
の
分
  

カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
は
、
 
 
農
耕
の
季
節
的
 
 
 
順
 
し
 
、
冬
季
の
休
閑
 
 
 
侵
入

し
、
株
の
休
眠
 
関
わ
 
ず
、
夏
季
 
 
け
る
 
 
で
の
腐
敗
 
 
 
、
株
の
栄
養
繁
殖
機
能
を
失
 
、

 
 
で
し
 
繁
殖
で
き
 
く
 
っ
 
。
早
生
 
し
 
の
は
 
植
 
 
開
始
 
れ
る
前
 
、
 
 
散
布
を
す

ま
す
 
向
 
自
然
選
択
 
働
 
 
 
 
で
 
る
。
カ
 
ジ
グ
 
 
 
す
れ
ば
意
図
し
 
 
で
、
結
果
的
 

人
為
選
択
 
 
 
 
れ
 
と
 
う
こ
と
で
 
る
。
カ
 
ジ
グ
 
の
早
生
生
態
型
は
 
 
稲
 
の
年
間
 
 

暦
 
侵
入
し
 
、
夏
季
の
 
 
土
 
で
株
は
腐
敗
し
、
一
回
結
 
性
と
し
 
 
 
の
み
で
繁
殖
し
 
 
る
。

 
状
態
で
の
生
育
で
 
れ
ば
、
普
通
型
と
同
じ
く
株
は
腐
敗
、
枯
死
 
ず
、
 
年
生
性
を
示
す
。 

 

 
湿
地
 
生
育
す
る
ジ
ュ
 
ダ
 
 
、
イ
 
 
随
伴
し
 
 
 
と
こ
ろ
、
稲
 
 
ゾ
ミ
 
の
山
間
地
 

伝
播
し
、
陸
 
 
 
る
こ
と
 
 
っ
 
、
寒
 
と
 
 
 
 
び
季
節
的
農
耕
 
 
 
順
 
し
 
、
生
態
的

一
年
生
の
ハ
ト
 
 
の
 
 
 
 
 
を
進
め
 
。
ジ
ュ
 
ダ
 
野
生
型
は
イ
 
と
同
じ
く
 
生
植
物
で
、

ハ
ト
 
 
 
 
型
は
 
稲
の
 
 
暦
 
侵
入
し
 
、
一
年
生
的
 
順
 
、
 
 
生
産
増
 
。
北
 
 
伝
播

し
 
、
低
温
 
 
 
枯
死
、
生
態
的
一
年
生
 
 
る
。
イ
 
随
伴
雑
草
と
し
 
、
 
湿
地
生
の
祖
先
植
物

 
 
ハ
ト
 
 
や
 
ド
 
は
生
態
的
一
年
生
 
 
っ
 
。 

 

人
間
 
 
る
年
間
の
 
付
け
体
系
 
侵
入
す
る
こ
と
で
、
 
年
生
祖
先
 
 
一
年
生
の
生
活
環
と
し
 

同
時
 
自
然
 
 
び
人
為
選
択
 
れ
 
、
二
次
的
 
一
回
結
 
性m
o

n
o

carp
y

、
す
 
わ
ち
生
態
的
 
生

 
的
一
年
生
 
 
っ
 
。
つ
ま
 
、
自
然
の
周
期
的
 
季
節
変
 
 
沿
っ
 
前
農
耕
 
 
け
る
 
 
活
動

 
年
間
 
 
暦
を
慣
例
 
し
 
行
く
 
 
で
自
然
選
択
を
受
け
、
 
 
 
、
半
 
 
 
 
 
 
進
む
こ
と

 
 
っ
 
人
為
選
択
 
働
き
、
イ
 
の
 
う
 
 
年
生
 
生
態
的
一
年
生
 
順
応
し
 
一
次
 
物
 
 
る
。

ま
 
、
こ
う
し
 
年
間
 
 
暦
 
機
能
し
 
 
る
 
 
地
 
侵
入
し
、
随
伴
雑
草
と
 
っ
 
 
年
生
草
本

は
自
然
選
択
 
 
び
人
為
選
択
 
 
っ
 
、
生
活
環
 
一
年
以
内
 
 
ま
る
 
う
生
態
的
一
年
生
 
変
 

し
 
二
次
 
物
 
 
っ
 
。 

 

一
 
で
、
自
然
の
進
 
史
 
逆
 
う
 
向
で
、
 
年
生
 
育
 
 
れ
 
 
る
。
典
型
的
 
事
例
は
一
年

生S
o

rg
h

u
m

 b
ico

lo
r

 
 
年
生
のS

o
rg

h
u

m
 h

alep
en

se

やS
o

rg
h

u
m

 p
ro

p
in

q
u

u
m

を
人
為
交
雑
し

 
育
 
し
 
 
る
 
年
生S

o
rg

h
u

m

 
 
る
（C

o
x et al.2

0
1

8

）
。
 
 
 
と
 
イ
 
 
の
雑
 
を
育
 

し
 
、
牧
草
飼
料
 
す
る
目
的
で
 
年
生
 
す
る
試
み
 
行
わ
れ
 
。1

9
3

0

年
代
 T

riticu
m

 vu
lg

ale

 
 
びT

. sp
elta

 S
ecale m

o
n

tan
u

m

（
 
年
生
）
を
交
雑
し
 
雑
 F

2

ま
で
得
 
（L

o
n

g
ley an

d
 

S
an

d
o

 1
9

3
0

）
、T

. d
u

ru
m

 S
. m

o
n

tan
u

m

を
交
雑
し
 
（D

erzh
avin

 1
9

3
8

）
と
 
う
研
究
事
例
は

 
っ
 
 
、
染
色
体
対
合
（2

n
=

4
2

）
 
関
心
 
注
 
れ
 
 
 
、
生
活
型
 
つ
 
 
は
触
れ
 
れ
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。
現
在
、
 
イ
 
 
 T

riticale

はS
. cereale

(

一
年
生)

と
の
人
為
雑
 
の
 
代
と
し
 
品
 
 
確
立

し
 
 
 
、
 
料
 
 
び
飼
料
と
し
 
生
産
 
れ
 
 
る
。 

イ
 
の
倍
数
性
と
生
活
型 

 

イ
 
科
イ
 
属
は
表1

1

 
示
す
 
う
 
、
野
生
 
は
約2

0

 
、
 
 
 
は

2

 
を
含
ん
で
 
る
。2

倍
体
の
 
は
、
一
年
生3

 
、
 
間
 
 
し
両
生
活
型
 
分
 5

 
、
 
年
生7

 
、4

倍
体
の8

 
は

す
べ
 
 
年
生
で
 
っ
 
（O

k
a, H

. an
d

 C
o

w
o

rk
ers 1

9
8

0

、
森
島2

0
0

1

）
。 

 

世
界
 
 
伝
播
し
 
 
 
稲O

. sativa L
.

は2

倍
体
で
、
一
年
生
と
 
年
生
の
 
間
と
 
れ
 
 
る
。

イ
 
の
祖
先
 O

. ru
fip

o
g

o
n

は
 
ジ
 
の
熱
帯
や
亜
熱
帯
の
湿
地
 
生
育
し
 
 
る
野
生
 
で
、
生
活

型
は
一
年
生
と
 
年
生
 
 
 
、
 
 
性
 
富
む
の
で
分
 
 
 
混
乱
 
 
る
。
イ
 
祖
先
 

O
. 

ru
fip

o
g

o
n

の
 
年
生
系
統
 
、
 
 
 
 
 
で
、
生
態
的
一
年
生
 
人
為
選
抜
 
れ
る
こ
と
 
 
 
、
自

殖
性
で
 
 
生
産
 
 
く
 
っ
 
と
考
 
 
れ
る
。
イ
 
は
開
花
結
 
 
 
、
ひ
こ
ば
 
 
 
数
萌
芽
し
、

温
度
 
ど
の
条
件
 
良
け
れ
ば
、
越
冬
し
 
回
結
 
性
を
示
す
の
で
、
植
物
学
的
 
は
 
年
生
性
を
有
し

 
 
る
。
こ
の
 
 
 
は
生
育
地
の
環
境
 
対
す
る
自
然
選
択
 
 
 
 
、
農
耕
者
 
 
る
 
 
暦
 
生

活
環
を
順
 
す
る
こ
と
へ
の
人
為
選
択
 
強
く
働
 
 
と
考
 
 
れ
る
。
 
 
 
、
陸
稲
は
二
次
的
 
 

 
 
対
す
る
生
活
環
を
順
 
 
 
 
、
生
態
的
一
年
生
 
を
一
層
進
め
 
と
考
 
 
れ
、
旱
魃
や
寒
冷
 

 
っ
 
枯
死
す
る
。
 
 
暦
で
は
循
環
的
生
活
環
と
し
 
、
一
年
生
と
し
 
 
 
し
 
 
 
良
好
 
生
産

 
可
能
で
 
る
。 

西
 
フ
 
カ
で
 
 
 
 
れ
 
 
フ
 
カ
イ
 O

. g
lab

erim
a
 S

teu
d

.

は2

倍
体
の
一
年
生
で
 
る
。

 
フ
 
カ
イ
 
の
祖
先
 
は

O
. b

arth
ii

で

2

倍
体
の
一
年
生
で
 
る
。
 
フ
 
カ
の
野
生
イ
 

O
.lo

n
g

istam
in

ata

は

2

倍
体
 
年
生
で
、
自
家
不
和
合
性
 
 
 
、
 
 
 
 
る
有
性
繁
殖
を
補
う
 

う
 
、
地
 
茎
で
栄
養
繁
殖
し
 
 
る
。 

 

表1
1

. 

イ
 
属
の
  

（
森
島2

0
0

1

） 
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第3

章 

 
 
の
 
 
 
 
  

     

 

     

 
本
北
海
道
の
 
 
の
変
異 

 

 
 
は
ユ
ー
 
 
 
 
 
け
る
と
 
 
古
 
 
 
植
物
で
 
 
 
 
 
、
祖
先
 
 
 
明
確
 
 
れ
 

 
 
 
。
 
 
し
 
思
 
ば
、
祖
父
の
 
舎
、
濃
尾
平
野
の
木
曽
川
の
辺
、
米
（
イ
 
）
ど
こ
ろ
、
 
の

輪
 
 
 
る
岐
阜
羽
島
の
八
神
 
 
、
毎
年
末
 
正
月
用
 
と
送
 
れ
 
き
 
の
は
 
餅
（
イ
 
）
と
黄

餅
（
 
 
）
で
 
っ
 
。
す
で
 
幼
少
の
頃
 
 
 
 
 
縁
 
 
っ
 
と
 
う
こ
と
だ
。 

 

雑
穀
の
野
外
 
査
は
関
東
山
地
、
山
梨
県
 
野
原
の
西
原
で
、1

9
7
4

年
 
 
始
め
 
け
れ
ど
 
、
次
 

 
査
 
向
 
っ
 
の
は
北
海
道
 
高
地
 
で
 
っ
 
。
先
住
民
族
 
イ
ヌ
の
人
々
 
大
切
 
継
承
し
 
き

 
雑
穀
の
一
つ
 
 
 
 
 
 
、
雑
穀
を
含
む
農
耕
文
 
 
 
本
 
北
 
 
 
 
伝
播
し
 
こ
と
を
、
分

譲
を
受
け
 
 
 
の
系
統
分
析
 
 
明
確
 
す
る
こ
と
 
し
 
。 

 

北
海
道
の
野
外
 
査
は
第1

期1
9

8
1

年
 
 1

9
8

4

年
、
第2

期1
9

9
5

年
 
 1

9
9

7

年
 
 
け
 

 
施
し
 
（
木
俣
 1

9
8

6

、1
9

9
5

、1
9

9
6

、1
9

9
7

）
。
第1

期
の
雑
穀
 
 
 
査
の
 
ー
ト
と
 
 
 
集

地
を
図1

2

 
示
し
 
。
北
海
道
の
各
地
で
聞
き
取
 
 
査
を
行
っ
 
 
、
雑
穀
 
関
し
 
は
 
イ
ヌ
民
族

の
人
々
 
 
 
 
居
住
し
 
 
る
沙
流
川
周
辺
地
域
の
み
で
残
存
 
 
 
 
く
見
 
れ
 
。
 
 
は
現
地

農
家
 
 
合
計
で1

6

系
統
の
分
譲
を
受
け
る
こ
と
 
で
き
 
。
他
の
地
域
で
は
渡
島
半
島
で1

系
統
、
知

 
半
島
の
斜
里
町
で1

系
統
 
小
規
模
 
 
 
 
れ
 
 
 
 
す
ぎ
 
 
っ
 
。 
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図1
2
.
 

北
海
道
の
 
査
 
ー
ト
と
雑
穀
の
残
存
分
布
（1

981

～1
98

4

） 

 
、
 
 
の
野
生
型
と
 
 
型 

a

 
内
 
ン
ゴ
 
の
野
生
型
亜
 
イ
ヌ
 
 
、b

 
北
海
道
長
知
内
の
在
来
 
 C

型
（
東
京
で
 
 
）
、c
;

 
 
 
 

 
 
ン
の
路
傍
 
逸
出
し
 
 
 
型
、d

;

北
海
道
 
別
町
の
 
 
 
、
在
来
系
統
（
紫
色
 
）
と
本
州
 
 
導
入
系

統
（
緑
色
 
）
を
混
播
し
 
 
 
。 

  

沙
流
郡
平
取
町
で
分
譲
を
受
け
 
 
 

1
4

系
統
 
つ
 
 
、2

2

 
質
の
変
異
を
 
査
し
 
結
果
の
ま

と
め
を
表1

2

 
示
し
 
。
特
 7

 
質
（
出
 
 
数
、
分
け
つ
数
、
小
 
数
／
 
長
比
、
 
 
千
粒
重
、

穎
果
色
、
護
穎
色
、
最
 
節
間
の
有
毛
性
）
の
組
み
合
わ
 
 
 
っ
 
、8

 
型
 
分
 
し
 
（
木
俣
 

1
9
8
6

）
。
こ
れ
 
の
う
ち
系
統
数
の
 
 A

型
とB

型
は
典
型
的
 
在
来
系
統
（
品
 
）
の
特
徴
を
 
 
 

示
し
 
 
る
と
考
 
 
れ
る
。
東
京
で
 
 
し
 
場
合
、
早
生
で
分
け
つ
数
 
少
 
 
、
小
 
数
／
 
長

比
 
低
 
、
 
 
千
粒
重
 
比
較
的
重
 
、
穎
果
 
暗
褐
色
、
護
穎
 
赤
紫
色
、
最
 
節
間
 
 
毛
、
 

ど
の
特
徴
 
見
 
れ
 
。
他
の
系
統
は
本
州
 
 
明
治
期
以
降
 
導
入
 
れ
 
系
統
の
う
ち
で
、
 
高
地

 
の
環
境
 
適
合
し
 
 
 
ま
で
 
 
 
れ
 
き
 
系
統
、
 
 
び
こ
れ
 
在
来
系
統
 
 
 
 
で
自
然

交
雑
し
、
結
果
的
 
若
干
の
人
為
選
択
を
受
け
 
系
統
と
考
 
 
れ
る
。
こ
れ
 
は
 
 
 
変
異
の
組
み

合
わ
 
を
示
す
 
、
主
 
特
徴
は
晩
生
、
穎
果
 
橙
色
、
護
穎
 
緑
色
、
最
 
節
間
 
毛
 
無
 
 
ど
で

 
る
。
ま
 
、
平
取
町
の
立
花
登
 
北
陸
、
関
東
 
 
び
北
海
道
の
各

1

系
統
を
比
較
 
 
（1

9
8
4

年
）

し
 
 
 
だ
 
 
と
こ
ろ
、
草
丈
 
十
分
 
伸
長
し
 
 
 
点
で
は
異
 
っ
 
 
る
 
、
護
穎
 
赤
紫
色
、

最
 
節
間
 
 
毛
 
ど
の
特
徴
は
東
京
で
の
 
 
結
果
と
同
じ
で
 
 
、
こ
れ
 
は
安
定
的
 
 
質
特
性

で
 
る
と
言
 
る
。 

 

ま
 
、
 
型
 
つ
 
 
は
、
 
の
先
端
で
小
 
 
密
 
 
 
片
 
 
傾
く
寄
 
型
 

8

系
統
、
小
 
は
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疎
 
で
散
開
す
る
平
 
型4

系
統
、
 
 
び
小
 
は
密
 
つ
き
 
 
直
立
す
る
密
 
型
 
近
 2

系
統
 

 
っ
 
。
 
 
内
乳
デ
ン
プ
ン
は
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応
 
 
る
と
、1

4

系
統
す
べ
 
 
ぶ
ど

う
色
を
示
し
、
 
 
性
と
 
 
 
性
の
 
間
的
 
性
状
を
示
し
 
。
こ
の
 
間
的
 
性
状
 
は
 
 
 
 

け
る
 
 
 
倍
数
性
 
関
与
し
 
 
る
の
で
は
 
 
 
と
推
定
し
 
 
る
。 

 

表1
2.

北
海
道
沙
流
郡
平
取
町
ほ
 
で
 
 
 
れ
 
 
 
 
 
の
特
性
（
東
京
で
 
 
試
験
） 

 

 

ユ
ー
 
 
 
 
 
け
る
地
 
的
変
異
の
傾
向 

ユ
ー
 
 
 
 
 
け
る
 
 
の
地
 
的
変
異
の
特
徴
を
表

1
3

で
ま
ず
は
概
観
し
 
み
 
う
（
木
俣
  

1
9
8
6

）
。
 
本
の
北
海
道1

4

系
統
と
本
州
以
南1

9

系
統
、
東
 
南
 
ジ
 4

系
統
、
西
 
 
央
 
ジ
 7

系
統
、
 
 
び
ヨ
ー
 
ッ
 6

系
統
（
合
計5

0

系
統
、1
9
8
2

年
試
験
）
の5

地
域
を
比
較
す
る
と
、
 

本
の
北
海
道
の
在
来
系
統
と
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
は
提
示
し
 1

0

 
質
の
う
ち
の7

 
質
（
開
花
 
、
出

 
数
、
草
丈
、
分
け
つ
数
、
小
 
数
、
内
外
穎
色
、
最
 
節
間
の
有
毛
性
）
 
 
 
 
特
 
 
似
し
 
 

 
。
ま
 
、
西
 
 
央
 
ジ
 
の
系
統
は
幅
広
 
変
異
を
示
し
 
 
 
、
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
の
変
異
は

 
の
範
囲
内
 
 
ま
っ
 
 
 
（
木
俣
 1

9
8
6

、
木
俣1

9
8
8

）
。 

 
本
の
系
統
を
み
る
と
、
北
海
道
の
在
来
系
統
で
は
 
国
北
部
、
 
ン
ゴ
 
の
系
統
と
 
型
や
開
花
ま

で
の
 
数
 
ど
 
 
似
 
見
 
れ
る
。
こ
の
点
 
 
、
北
海
道
の
在
来
系
統
は
 
イ
ヌ
民
族
の
人
々
 
伝

統
的
 
 
 
を
継
承
し
 
き
 
系
統
で
 
 
、
 
 
 
 
経
由
で
北
海
道
 
直
接
伝
播
し
 
き
 
可
能
性

を
示
唆
し
 
 
る
。
一
 
、
 
本
の
本
州
以
南
の
系
統
で
は
柱
頭
の
色
や
 
型
 
ど
 
関
し
 
韓
国
 
 

 
 
ー
 
の
系
統
と
著
し
く
 
似
し
 
 
 
。
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
と
ヨ
ー
 
ッ
 
の
品
 
で
は
穎
果
の
色

の
高
 
変
異
性
、
 
型
 
ど
の
変
異
の
傾
向
 
 
似
し
 
 
 
。
イ
ン
ド
、
西
 
ジ
 
の
系
統
は
 
く
の

 
質
 
 
 
 
幅
広
 
変
異
性
を
示
し
 
 
 
。
 
 
で
は
 
分
け
つ
性
で
疎
 
 
 
を
 
ち
、
 
 
 

型 A B C D E F G H

 質
出  数 早生 早生 早生 早生  生  生 晩生 晩生
分けつ数 少  少    少  少  少    少  

小 数／ 長比 少  少  少  少    少      
千粒重  間 重  間      間     
穎果の色 暗褐 暗褐 暗褐 暗褐 暗褐 橙 暗褐 橙
護穎の色 赤紫 赤紫 赤紫 緑 緑 緑 緑 赤紫

 首の有毛性 有毛  毛  毛 有毛  毛 有毛 無毛 有毛
系統数 6 2 1 1 1 1 1 1
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粒
性
の
高
 
系
統
 
 
 
祖
先
 
 
近
 
と
考
 
 
れ
る
 
、
イ
ン
ド
や
 
 
 
 
ン
 
 
 
央
 
ジ
 

の
系
統
 
は
こ
の
 
う
 
 
質
 
認
め
 
れ
 
。
 
 
の
随
伴
擬
態
雑
草
の
報
告
は
少
 
 
 
、
 
 
 

粒
性
の
高
 
系
統
 
 
 
 
 
ン
や
 
 
 
 
 
 
ン
 
 
 
 
認
め
 
れ
 
 
る
（
図1

4

）
。 

 
 表1

3
. 

 
 
の
地
 
的
変
異
の
概
要 

 

 

 
 
は
出
 
 
不
揃
 
で
 
 
、
出
 
の4

～5

 
前
 
 
開
花
を
始
め
る
の
で
、
 
 
 
関
し
 
は
出

 
 
で
は
 
く
開
花
 
を
 
査
し
 
。
全
系
統
を
概
観
す
る
と
高
緯
度
地
域
で
 
集
 
れ
 
系
統
ほ
ど
、

開
花
ま
で
の
 
数
 
短
 
傾
向
 
 
る
 
、
変
異
の
幅
は
広
く
、
こ
の
傾
向
 
 
外
れ
る
系
統
 
少
 
く

 
 
っ
 
。
す
 
わ
ち
、
東
京
で
 
 
し
 
場
合
、
 
国
、
 
ン
ゴ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
、
ヨ
ー
 
ッ

 
 
 
び
 
本
の
北
海
道
（
在
来
）
の
系
統
は
開
花
ま
で
の
 
数
 
短
く
、
イ
ン
ド
 
 
び
 
本
の
九
州
 

南
西
諸
島
の
系
統
の
う
ち
の
 
く
は
開
花
ま
で
の
 
数
 
長
 
。 

 

イ
 
科
 
 
属P

a
n

icu
m

 sp
. 

の
 
 
 
 
 
と
伝
播 

 

 
 
植
物
の
一
次
 
物
 
 
び
地
 
的
起
源
と
伝
播
を
研
究
す
る
材
料
と
し
 
、
 
 
は
 
く
つ
 
の

点
で
す
ぐ
れ
 
 
る
。
 
と
 
ば
、
在
来
性
の
高
 
系
統
（
品
 
）
 
ユ
ー
 
 
 
各
地
で
 
 
 
 
 

 
れ
 
 
る
。
祖
先
 
 
る
 
は
逸
出
 
と
考
 
 
れ
る
雑
草
性
の
高
 
 
内
変
異
群
 
新
旧
大
陸
で
報

告
 
れ
 
 
る
（S

h
o
l
z
 a
n
d
 M
i
k
o
l
ā
š
 1
9
9
1

）
。
 
 
属
の
 
 
 
 
は
ほ
 
 
 
 
イ
と
 
 
イ
 
 

 
、
平
行
 
 
元
的
 
 
 
 
の
 
 
を
比
較
で
き
る
。
 
く
の
野
生
 
 
 
フ
 
カ
大
陸
、
イ
ン
ド
亜

大
陸
 
 
び
新
大
陸
 
 
 
 
 
糧
、
飼
料
、
薬
用
 
ど
 
利
用
 
れ
 
 
る
。 

イ
 
科
 
 
属P

a
n

ic
u

m
 (P

o
a
c
e
a
e
)

は
 
フ
 
カ
、
ユ
ー
 
 
 
 
 
新
大
陸
 
ま
で
、
約4

7
0

 
 

北海道 本州以南
 質

出  数 早生   晩生   晩生   晩生  生
出 数 少   ～  間 少～ 少  
草丈 短  ～長  ～長  ～長 短 

分けつ数 少   間  間 少～ 少  
小 数 少   ～  間 少～ 少  
千粒重  ～重  ～やや やや重 やや重  ～やや重
穎果の色 暗褐   暗褐 橙  暗褐 橙  橙      
護穎の色 赤紫（緑） 緑 緑 赤紫 緑 赤紫

 首の有毛性 有毛 無毛 無毛 有毛  毛
内乳デンプン    間   （   ）             

 本
地域 東 南 ジ 

西  央 
ジ 

ヨ  ッ 
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分
布
し
 
 
る
。
 
 
属
植
物
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
 
 
フ
 
カ
で
 
、
主
 
 
 
ン
 
地
帯
で
広
く
野

生
 
の
穀
 
、
飼
料
 
 
び
薬
用
と
し
 
の
利
用
 
見
 
れ
る
。
こ
れ
 
の
 
で
 
 
 
 
れ
 
の
は
３

 
で
、
 
 Panicum 

miliaceum
 

L
.

 (c
o

m
m

o
n

 m
ille

t)

、
 
 
イP. sumatrense

 R
o
t
h
.

 (sa
m

a
i

、 

little
 m

ille
t)

 
 
び
 
 
イP. sonorum

 B
e
a
l
.

 (sa
u

i

、 p
a
n

ic
 g

ra
ss)

で
 
る
。
 
 
イ P

. su
m

atren
se

は
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
、
約2

2
0

0
 B

C

 
、
祖
先
亜
 P

. su
m

atren
se su

b
sp

. p
silo

p
o

d
iu

m

 
 
 
 

 
 
れ
 (W

eb
er 1

9
9

2
)

。
 
 
イ P

. so
n

o
ru

m

は
北
西
メ
 
 
 
で
約6

0
0

 B
C

 
、P

. h
irticau

le

 
 
 
 
 
 
れ
  

(N
ab

h
an

 an
d

 d
e W

et 1
9

8
4

)

。
一
年
生
 
と
 
年
生
 
 
と
 
 
 
用
や
飼
料
 

 
れ
 
 
 
 
、
こ
れ
 
はC

4

植
物
で
、
耐
 
性
 
強
く
、
早
熟
で
、
栄
養
含
量
 
高
 
。 

 
 
は
一
年
生
草
本
で
、
一
般
 
初
夏
 
播
 
し
、
秋
 
 
 
す
る
。
 
 
 
 
型
の
 
態
的
変
異
は

著
し
 
 
、
草
丈
は
 
 
 
 1

～2
m

、
分
け
つ
は
 
ま
 
 
ず
、
植
物
体
全
体
 
毛
 
 
 
。
総
状
花
序

は
枝
梗
を
分
岐
し
、
小
 
は
第
３
枝
梗
 
 
互
生
す
る
。
小
 
は
不
稔
花
と
稔
 
花
 
 
 
 
、
穎
花
は

１
雌
蕊
と
３
雄
蕊
 
 
 
 
、
一
般
 
自
家
受
 
し
、
 
 
 
倍
数
性
を
 
つ
こ
と
 
注
意
し
 
 
き
 

 
。
内
外
穎
は
滑
 
 
で
光
沢
 
 
 
、
 
の
色
の
変
異
は
著
し
 
。 

 
 
S
c
h
o
l
z
 
a
n
d
 
M
i
k
o
l
ā
š

（1
9
9
1

）
は
 
 
を
３
亜
 
 
分
 
し
 
 
る
。
（
１
）
イ
ヌ
 
  

s
u
b
s
p
.
 

ruderale
 
(
K
i
t
a
g
.
)
 
T
z
v
e
l
e
v

は
 
  

s
u
b
s
p
.
 
miliaceum 

の
逸
出
 
で
、
 
 
は
小
 
く
 
、
 

粒
性
、
疎
 
 
円
錐
花
序
を
 
ち
、
世
界
的
 
広
く
分
布
す
る
雑
草
（2

n
=
3
6
(
4
x
)

、 
c
a
.
 
3
6

）
で
 
る

（
図1

3
.
b
4
/
d

）
。
こ
の
雑
草
型
は
ユ
ー
 
 
 
の
各
地
 
生
育
 
見
 
れ
、
小
粒
の
 
 
は
全
部
 
落
す

る
。
 
 
型
 
 
 
 
逸
出
し
 
と
考
 
 
れ
 
 
る
 
、
祖
先
 
の
可
能
性
 
 
る
。
（
２
）s

u
b
s
p
. 

agricolum
 
H
.
 
S
c
h
o
l
z
 
e
t
 
M
i
k
o
l
ā
š
 

は 
s
u
b
s
p
.
 
miliaceum

 

 
 
突
然
変
異
 
 
っ
 
で
き
、
 

 
型
と
イ
ヌ
 
 
と
の
 
間
的
 
特
徴
を
 
ち
、
 
央
ヨ
ー
 
ッ
 
 
分
布
し
 
 
る
（2

n
=
c
a
.
 3
6

、36

）
。

除
草
剤
耐
性
で
 
部
ヨ
ー
 
ッ
 
の
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
く
生
 
る
（
図1

3
.
b
6

）
。（
３
）
 
  

s
u
b
s
p
.
 

miliaceum
 

 
は
 
 
型
（c

u
l
t
i
v
a
r

）
と
非
 
 
型
（c

r
o
p
-
l
i
k
e
 
w
e
e
d
y
 
b
i
o
t
y
p
e

）
 
 
る
（
図

1
3
.
c
1

）
。
 
者
は
オ
ー
 
ト
 
 
 
、
 
 
 
 
 
、
カ
 
ダ
で
見
 
れ
 
 
る
。
 
 
型
は
倍
数
性
 

著
し
く
、
染
色
体
数
は2

n
=
3
6
(
4
x
)

、4
0

、4
9

、5
4
(
6
x
)

、7
2
(
8
x
)

の
報
告
 
 
る
。
ト
 
 
 
 
 
 
 

ど
で
見
 
れ
る
擬
態
随
伴
雑
草b

i
o
t
y
p
e

は
内
外
穎
の
大
き
 
や
 
 
重
 
 
っ
 
 
態
的
 
 
 
 
型

と
区
別
 
れ
、
前
者
は
 
 
 
粒
性
 
著
し
 
。 

 
 

従
来
、
 
本
で
は
 
型
で
次
の
 
う
 
３
分
 
 
れ
 
き
 
（
図1

3
.
a
1
/
a
2
/
a
3

）
。
 
 
散
開
す
る
平

 
型

v
a
r
.
 
effusum

、
一
 
 
片
寄
る
寄
 
型

v
a
r
. 

comtractum

 
 
び
密
生
す
る
密
 
型

v
a
r
. 

compactum

で
 
る
 
、
 
型
は
ユ
ー
 
 
 
全
体
で
比
較
す
る
と
連
続
的
 
変
異
で
 
る
。
 
本
の
在

来
系
統
の
 
型
は
大
半
 
寄
 
型
、
北
海
道
の
在
来
系
統
は
平
 
型
で
、
密
 
型
は
ま
っ
 
く
見
 
れ
 

 
。 

L
y
s
o
v

（1
9
6
8

、1
9
7
5

）
 
 
れ
ば
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
内
の
 
 
の
 
型
は
著
し
く
 
 
 
地
 
的
変
異
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を
示
し
、5

群
 
分
 
 
れ
る
。
（
１
）m

i
l
i
a
c
e
u
m

系
統
は
花
序
の
 
態
 
野
生
 
 
似
 
 
る
。
（
２
）

p
a
t
e
n
t
i
s
s
i
m
u
m

系
統
は
細
長
く
ま
ば
 
 
 
型
を
示
す
 
（
図1

3
.
a
1

）
、（
１
）
系
統
と
の
区
別
 
難
し

 
。
こ
の
２
系
統
は
東
ヨ
ー
 
ッ
 
 
 
 
本
 
ま
で
分
布
し
 
 
る
。（
３
）co

n
t
r
a
c
t
u
m

系
統
は
密
で

垂
れ
 
 
る
花
序
を
 
つ
（
図1

3
.
a
2

）
。
（
４
）c

o
m
p
a
c
t
u
m

系
統
は
円
柱
状
 
直
立
す
る
花
序
を
 
つ
。

（
５
）o

v
a
t
u
m

系
統
は
密
で
、
 
く
ぶ
ん
湾
曲
し
 
卵
 
の
花
序
を
 
つ
（
図1

3
.
a
3

）
。
し
 
し
、
こ
の

分
 
群
は
必
ず
し
 
分
 
学
的
 
妥
当
 
系
統
群r

a
c
e
s

と
は
認
識
 
れ
 
 
 
 
。
 
 
の
 
内
分
 

は
 
型
 
ど
単
一
の
 
質
だ
け
で
は
困
難
で
 
る
の
で
、
 
く
つ
 
の
 
質
の
 
ト
 
ッ
 
 
と
し
 
分

 
群
を
考
 
る
必
要
 
 
る
。G

e
r
a
r
d
e
(
1
5
9
7
)

は
 
 
 1

6

世
紀
 
は
ヨ
ー
 
ッ
 
各
地
で
 
 
、
 

 
 
れ
 
 
 
、
花
序
の
疎
密
で2

型
 
 
る
こ
と
を
示
し
 
 
る
。 

  
 
の
 
 
的
重
要
性 

 
 C

o
m

m
o

n
 m

ille
t (P

a
n

ic
u

m
 m

ilia
c
e
u

m
 L

.) 

は
新
石
器
時
代
以
降
、
 
 
 
 8

,5
0

0

年
 
わ
 

っ
 
ユ
ー
 
 
 
の
文
明
 
 
 
 
最
 
重
要
 
穀
物
で
 
っ
 
。
ユ
ー
 
 
 
で
は
最
 
古
 
 
 
植

物
の

1

 
で
 
 
る
 
、
植
物
学
的
起
原
と
 
っ
 
祖
先
 
と
地
 
的
起
源
地
 
つ
 
 
、
 
ま
だ
 
明

確
 
 
れ
 
 
 
 
。
 
 
は
北
西
イ
ン
ド
亜
大
陸
、
 
 
 
イ
 
、
北
 
国
 
ど
ユ
ー
 
 
 
大
陸
で

伝
統
的
 
広
く
 
 
 
れ
、
 
 
 
 
フ
 
カ
、
北
米
、
オ
ー
 
ト
 
 
 
 
ど
世
界
各
地
で
 
 
 
れ

 
 
る
。
 
 
ま
で
 
、
各
地
で
重
要
 
 
糧
や
飼
料
と
 
っ
 
 
る
ほ
 
、
 
 
 
利
用
 
れ
 
 
る
。 

 
本
で
は

7
0

年
ほ
ど
前
ま
で
は
北
海
道
ほ
 
全
国
各
地
で
経
済
的
価
値
を
 
っ
 
相
当
量
 
 
 
 

れ
 
 
 
。
世
界
農
林
 
セ
ン
 
 
（1

9
5
0

年
）
 
 
る
と
全
国
で
 
 
農
家
数6

1
6
,
0
6
3

戸
、
 
 
面

積2
7
5
3
0
.
2
2

町
歩
で
 
っ
 
（
 
メ
 
カ
の
施
政
 
 
 
っ
 
沖
縄
は
含
ま
 
 
）
。 

近
年
で
は
著
し
く
少
 
く
 
 
遺
存
的
 
 
 
 
れ
 
 
る
の
み
で
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
最
近
、

自
然
 
や
有
機
農
 
の
見
直
し
 
 
っ
 
、
ほ
の
 
 
 
 
の
増
 
 
見
 
れ
る
。
第
１
章
で
述
べ
 

C
4

植
物
で
 
る
 
 
は
す
ぐ
れ
 
耐
 
性
や
早
熟
性
 
ど
の
ゆ
 
 
半
 
 
地
や
丘
陵
地
域
 
 
け
る
有
力

 
穀
物
と
し
 
の
特
性
を
有
し
 
 
る
の
で
、
 
 
、
地
 
規
模
の
砂
漠
 
の
進
行
や
人
 
の
急
増
 
対

応
す
る
重
要
 
 
糧
資
源
と
し
 
の
再
評
価
 
必
要
で
 
る
。 

 
 
植
物
の
植
物
学
的
起
原
 
 
び
地
 
学
的
起
源
を
研
究
す
る
 
は
、
植
物
学
の
研
究
手
 
を
 
心

と
し
 
 
 
 
、
民
族
学
、
考
古
学
、
言
語
学
 
ど
の
 
く
つ
 
の
研
究
手
 
を
合
わ
 
用
 
る
必
要
 

 
る
（d

e
 C
a
n
d
o
l
l
e
 1
8
8
3

）
。
 
ぜ
 
 
ば
、
 
 
植
物
の
起
原
と
伝
播
は
 
去
１
万
年
 
 
未
来
へ
と

続
く
植
物
と
人
 
の
共
生
関
係
へ
の
進
 
の
歴
史
で
 
 
、
 
 
植
物
は
野
生
植
物
と
は
明
 
 
 
異
 

る
 
く
つ
 
の
植
物
学
的
 
質
を
人
為
選
択
 
 
っ
 
獲
得
し
 
 
る
 
 
で
 
る
。
ま
 
、
 
 
 
 

 
 
 
 
 
関
わ
る
技
術
や
道
具
 
ど
と
一
緒
 
 
 
植
物
は
一
つ
の
農
耕
文
 
基
本
複
合
と
し
 
伝
播

す
る
の
で
（
 
尾 

1
9
6
6

）
、
文
 
人
 
学
的
 
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
の
手
 
 
有
効
で
 
る
。 
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の
ユ
ー
 
 
 
 
 
け
る
起
原
祖
先
 
、
 
 
 
 
 
 
 
び
地
 
的
起
源
地
 
 
の
伝
播
を
明

瞭
 
す
る
 
め
 
、
 
態
的
 
 
び
生
態
的
特
性
 
 
、
遺
伝
的
特
性
、
 
 
の
二
次
生
体
 
分
の
分
析

ま
で
を
 
施
し
 (K

i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
N
e
g
i
s
h
i
 
2
0
0
2

、 
K
i
m
a
t
a
 
e
t
 
a
l
.
 
2
0
0
7
)

。
国
内
外
の
 
査
 
 
っ

 
、
現
地
農
家
 
 
分
譲
を
受
け
 
在
来
系
統
（
品
 
）a

c
c
e
s
s
i
o
n
s
 

（6
5
0

系
統
）
 
 
び
 
集
し
 

腊
 
標
本
を
用
 
 
、
次
の
観
察
、
 
査
や
 
験
分
析
を
行
っ
 
（K

im
ata 2

0
1

6

）
。 

 

 
の
結
果
と
し
 
、
 
態
的
 
生
態
的
特
性
、
遺
伝
的
特
性
（
交
雑
稔
性
、
雑
 
の
分
析
、
全
核D

N
A

の
断
片
長
 
型A

F
L

P
 

（am
p

lified
 frag

m
en

t len
g

th
 p

o
lym

o
rp

h
ism

）
、
 
 
の
フ
ェ
ノ
ー
 
呈
色

反
応
、
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応
（
 
 ―

 
 
 
性
）
、
脂
肪
酸
組
 
、
ま
 
併
 
 
生
物
文
 

的
 
 
性
 
関
し
 
、
伝
統
的
 
文
 
、
 
 
 
 
 
 
 
と
 
味
 
栄
養
、
考
古
学
 
 
び
言
語
学
デ

ー
 
を
統
合
的
 
考
察
し
 
、
 
 
の
植
物
学
的
起
原
、
 
 
 
 
 
、
地
 
的
起
源
と
伝
播
を
明
示
す

る
こ
と
 
し
 
。
す
 
わ
ち
、
 
査
 
研
究
の
結
論
と
し
 
、
 
 
は
 
央
 
ジ
 
、
特
 
 
 
 
海
 

 
南
西
 
山
山
脈
の
地
域
 
 
 
 
、
イ
ヌ
 
 P

. m
ilia

c
e
u

m
 su

b
sp

. ru
d

e
ra

le

の
野
生
集
団
 
 
新
石

器
時
代
 
 
 
 
 
れ
、
遊
牧
民
 
東
 
へ
は
 
国
、
西
 
へ
は
ヨ
ー
 
ッ
 
、
南
 
 
は
イ
ン
ド
亜
大

陸
、
 
 
 
北
 
へ
は
 
 
 
 
 
至
る
ま
で
伝
播
し
 
と
考
 
 
れ
る
。 

 

 
 
属
は
 
 
植
物
の
起
原
を
探
求
す
る
研
究
材
料
と
し
 
優
れ
 
 
 
、
次
 
示
す
大
変
 
興
味
深

 6

つ
の
課
題
を
有
し
 
 
る
。
①
 
 
は
ユ
ー
 
 
 
大
陸
で
 
 
 
 
れ
 
 
っ
と
 
古
 
雑
穀
の

一
つ
で
、
 
 
と
同
 
 
、
新
石
器
時
代
の
 
国
や
ヨ
ー
 
ッ
 
各
地
の
遺
跡
 
 
出
土
し
 
 
る
。
②

 
 
の
祖
先
 
は
 
の
と
こ
ろ
不
明
で
 
る
 
、
イ
ヌ
 
 
は
 
の
祖
先
野
生
 
の
可
能
性
 
高
 
。
③

 
 
属
の
 
 
 
 
は
、
他
 
南
イ
ン
ド
起
原
の
 
 
イ
、
 
 
び
新
大
陸
メ
 
 
 
起
源
の
 
 
イ
 

 
る
。
④
 
フ
 
カ
大
陸
で
は
 
年
生
野
生
 P

. tu
rg

id
u

m

やP
. strag

n
iu

m

 
ど
の
穀
 
 
 
用
 

供
 
れ
 
 
る
。
⑤
 
 
は
 
本
を
含
む
照
 
樹
林
帯
の
焼
 
の
伝
統
的
 
輪
 
 
 
体
系
 
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
 
少
 
く
、
ど
の
 
う
 
 
付
体
系
 
 
っ
 
の
 
明
 
 
で
 
 
。
⑥
 
 
は
、
 
 
 
の

 
 
ー
 
川
流
域
 
 
沿
海
州
 
 
け
 
、
紀
元
前3

千
年
紀
以
降
の
遺
跡
 
 
出
土
し
（
 
藤1

9
7

7

）
、

北
海
道
で
 
少
 
く
と
 
擦
文
期
の
遺
跡
 
 
出
土
し
 
 
 
（
松
谷

1
9

8
4

）
、
 
本
へ
北
 
経
由
で
雑

穀
 
 
を
 
心
と
し
 
農
耕
文
 
 
伝
播
し
 
可
能
性
 
 
る
。 

 

 
央
 
ジ
 
の
 
 
の
変
異 

 

 
 
の
地
 
的
起
源
地
 
 
央
 
ジ
 
で
 
る
（S

a
k
a
m
o
t
o
 1
9
8
7

）
と
の
仮
説
を
 
証
す
る
 
め
 
は

 
央
 
ジ
 
諸
国
の
現
地
 
査
 
必
要
で
 
る
。
幸
 
 
こ
と
 
、
 
 
ン
ブ
 
の
新
大
陸
 
陸5

0
0

年

記
念
（1

9
9
2

）
の

J
T

 
 
 
カ
 
 
ャ
ー
大
賞
を
得
る
こ
と
 
で
き
 
の
で
、
こ
れ
 
の
助
 
 
 
 

1
9
9
3

年6

月
 
 8

月
 
 
け
 
 
 
 
 
植
物
産
 
研
究
所
（
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
植
物
 
 
研
究
所
 

央
 
ジ
 
分
場
）
と
共
同
研
究
と
し
 
雑
穀
 
 
の
野
外
 
査
を
 
施
す
る
こ
と
 
で
き
 
。 
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図1
3

. 

 
 
の
 
態
 
 
る
分
  

 
の
３
型
 a1

、 

平
 
型; a2

、 

寄
 
型; a3

、
密
 
型
。
 
央
 
ジ
 
の
 
 
型
と
擬
態
雑
草
型
 b

1

、 
b

3
 

 
 
びb

5

、 

su
b

sp
. m

iliaceu
m

; b
2

、 

逸
出
雑
草; b

4
 

とd

、 
su

b
sp

. ru
d

erale
; 

 
 
びb

6

、 
su

b
sp

. ag
rico

lu
m

。 

 
c1

、 

 
 
 
 
ン
の
 
 
型
 
 
似
し
 
雑
草
性
生
物
型
、 

c2

、 
su

b
sp

. m
iliaceu

m
 

とsu
b

sp
. ru

d
erale

の
雑
 
第
一

代F
1

。e
1

とe
2

、 
1

7

世
紀
の
ヨ
ー
 
ッ
 
の
 
 (G

e
rard

e
 1

5
9

7
) 

  

 
集
し
 
 
 
の
 
 
試
験
の
デ
ー
 
の
概
略
は
表1
4

 
示
し
 
。
生
育
し
 3

8

系
統
の
 
型
の
変

異
は
著
し
く
次
の1

0

型
 
詳
細
区
分
で
き
 
。
①
直
立
密
 
型
（1

4

系
統
）
、
②
直
立
 
間
（2

系
統
）
、

③
疎
 
型
（8

系
統
）
、
④
長
 
疎
 
型
（2

系
統
）
、
⑤
長
 
 
間
型
（2

系
統
）
、
⑥
直
立
疎
 
型
（
２
系

統
）
、
⑦
 
間
（2

系
統
）
、
⑧
疎
 
 
間
（2

系
統
）
、
⑨
小
 
 
（1

系
統
）
、
⑩
小
 
疎
 
型
（3

系
統
）
。 

 

大
別
す
る
と
、
 
 
型
で
 
る
直
立
密
 
型A

 
イ
プ
 
 
び
疎
 
型B

 
イ
プ
、
随
伴
雑
草
型
で
 

る
小
 
疎
 
型

C

 
イ
プ
 
 
る
。A

 
イ
プ
系
統
は
分
け
つ
性
 
低
く
、
茶
色
の
穎
果
で
 
る
系
統
 

 
 
。B

 
イ
プ
系
統
は
分
け
つ
性
 
高
く
、
内
外
穎
の
色
 
灰
色
の
系
統
 
 
く
、
雌
蕊
は
赤
紫
色
で
 

る
。C

 
イ
プ
の
系
統
は
分
け
つ
性
と
 
 
 
粒
性
 
高
く
、
早
生
で
 
る
。
 
述
し
 
亜
 
の
分
 
 
当

 
は
め
る
と
、A

とB

 
イ
プ
は
 
 
型s

u
b
s
p
.
 miliaceum

、C

 
イ
プ
はs

u
b
s
p
.
 miliaceum

の
非

 
 
型
（c
r
o
p
-
l
i
k
e
 
w
e
e
d
y
 
b
i
o
t
y
p
e

）
、
 
 
 
、
イ
ヌ
 
  

s
u
b
s
p
.
 
ruderale

 
 
びs

u
b
s
p
. 

agricolum

で
 
る
。 

 

こ
の
 
う
 
、
 
央
 
ジ
 
の
 
 
は
変
異
 
著
し
く
大
き
く
、
イ
ヌ
 
 
を
含
む
亜
 
や
生
物
型
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存
在
し
 
 
る
こ
と
 
 
、
地
 
的
 
 
起
源
地
で
 
る
と
の
仮
説
は
有
効
で
 
る
と
考
 
 
れ
る
。
ま

 
、
雌
蕊
 
赤
紫
色
で
 
る
こ
と
は
 
本
北
海
道
の
在
来
系
統
と
の
関
連
を
推
測
 
 
る
特
徴
で
 
る
。

 
央
 
ジ
 
の
系
統
は
東
京
で
 
 
し
 
場
合
、
開
花
ま
で
の
 
数
 2

6

～4
6

 
で
 
 
、
 
本
北
海
道

の
在
来
系
統
と
同
 
 
著
し
く
早
生
 
 
っ
 
。
出
 
数
は
開
花
ま
で
の
 
数
と
正
の
相
関
 
認
め
 
れ

る
 
、6

～1
2

 
と
変
異
の
幅
は
大
き
 
。 

 

表1
4
. 

 
央
 
ジ
 
 
集
の
 
 
の
変
異 

 

 

 
央
 
ジ
 
と
南
 
ジ
 
の
 
 
の
変
異
を
比
較
す
る
 
め
 
、1

9
8
6

年
 
 

1
9
9
4

年
ま
で
の
 
 

試
験
の
デ
ー
 
を
改
め
 
比
較
し
 
。
東
京
で
 
 
し
 
場
合
の
開
花
ま
で
の
 
数
を
南
 
ジ
 
の
系
統

と
比
較
す
る
と
、
 
央
 
ジ
 
の
系
統
は
極
早
生
で
、
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
 
 
南
 
す
る
 
し
 
 
っ
 
、

 
生
 
 
晩
生
 
向
 
う
傾
向
 
認
め
 
れ
る
。
ま
 
、
 
 
 
 
ン
と
イ
ン
ド
の
変
異
の
幅
 
大
き
 

こ
と
 
示
 
れ
 
 
る
。
主
稈
の
 
数
は
南
 
ジ
 
の
系
統
と
比
較
す
る
と
、
 
央
 
ジ
 
の
系
統
は
少

 
く
、
南
 
す
る
 
し
 
 
っ
 
増
 
傾
向
 
 
る
。 

 
 
の
出
 
は
し
ば
し
ば
不
規
則
で
 
 
、
出
 
前4

～5

 
 
 
鞘
内
で
開
花
 
起
こ
っ
 
 
る
。
 

こ
で
、
出
 
 
で
は
 
く
、
開
花
 
を
記
録
し
 
、
播
 
 
 
開
花
ま
で
の
 
数
を
計
測
し
 
き
 
。
一

般
 
、
高
緯
度
地
域
で
 
 
 
れ
 
き
 
系
統
は
開
花
ま
で
の
 
数
は
短
 
 
、
著
し
く
変
動
す
る
。
東

京
で
 
 
し
 
場
合
、
 
国
、
 
ン
ゴ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
、
ヨ
ー
 
ッ
 
、
 
央
 
ジ
 
、
 
本
北

海
道
の
系
統
は
非
常
 
早
生
で
、
播
 
 4

0

 
ほ
ど
で
開
花
す
る
。
一
 
で
、
イ
ン
ド
、
本
州
以
南
の
 

本
の
系
統
は
晩
生
で
、
こ
れ
 
の
約3

0

％
は8

0

 
ほ
ど
で
開
花
す
る
。 

採集番号 　 穂型　 内・外穎色  分けつ数    開花日　  　　　　出葉数 雌蘂色
93-6-26-1a-3 直立密 茶 1.0 .36.8 10.8 薄紫
93-6-29-2-15-1 直立密 灰茶 1.0 .35.8 10.4 薄紫
93-6-29-2-15-2 小型疎 小粒 3.5 26.0 . 6.0 薄紫
93-7-2-2-1 直立密 茶 1.6 39.4 10.6 薄紫
93-7-6-1-25k 直立中間 茶 1.2 35.0 10.2 薄紫
93-7-6-1b-3-1 疎 薄茶 2.4 .39.2 11.4 紫
93-7-7-1b-1-1 直立密 茶 1.6 36.8 10.2 薄紫
93-7-7-1b-1-2 小型疎 灰 3.0 27.8 .  5.8 薄紫
93-7-13-2-1 疎 薄茶 2.6 41.0 12.2 紫
93-7-13-2-3-1 直立密 茶 1.5 37.0 10.5 薄紫
93-7-13-2-3-2 小型疎 灰 2.00 32.0 . 9.0 薄紫
93-7-15-1-4-1 直立疎 薄茶 2.2 40.6 10.8 薄紫／紫
93-7-15-1-4-2 　疎　 灰 3.5 40.8 11.5 紫
93-7-26-1 直立密 茶 1.8 36.2 9.8 薄紫
93-7-26-1-1n 直立密 茶 2.0 38.0 10.8 薄紫
93-7-27-1-1n-1 長疎 薄茶 2.6 39.3 10.8 紫
93-7-27-1-1n-2 疎　 灰 3.0 42.4 10.2 紫
93-7-27-1-7n-1 直立中間 茶 1.6 38.2 9.6 薄紫／紫
93-7-27-1-7n-2 疎 灰 3.4 32.8 7.6 赤紫／薄紫
93-8-2-1-1-1 長中間 薄茶 2.0 46.0 12.0 薄紫
93-8-2-1-1-2 長中間 茶 1.8 44.0 10.6 薄紫
93-8-2-1-1-3 疎 灰 2.2 44.0 11.2 薄紫
93-8-2-1-2 中間 薄茶 2.2 45.8 12.8 薄紫
93-8-5-1b-1 直立密 茶 1.6 37.8 10.4 薄紫
93-8-5-2-1-1 直立密 薄茶 2.2 41.8 11.5 薄紫
93-8-5-2-1-2 直立疎 灰 3.6 42.4 11.2 紫
93-8-7-1a-3 直立密 茶 1.3 39.3 11.0 薄紫
93-8-7-1a-5-1 疎 薄茶 2.5 38.0 10.8 薄紫
93-8-7-1a-5-2 　 中間 灰 1.8 42.4 11.4 薄紫
93-8-7-1a-6 直立密 薄茶 2.0 45.0 11.6 薄紫／赤紫
93-8-7-1b-1-1 疎中間 薄茶 2.8 45.0 10.6 薄紫／紫
93-8-7-1b-1-2 疎 灰 2.2 45.6 11.4 紫／薄紫
93-8-7-1d 疎中間 薄茶 2.6 43.2 11.4 薄紫／紫
93-8-14-1-1 小型 暗褐 2.8 29.4 6.0 薄紫
93-8-14-1-2-1 直立密 暗褐 2.6 30.6 . 7.4 薄紫
93-8-14-1-2-2 直立密 茶 1.2 40.0 10.8 薄紫
93-8-14-1-3-1 直立密 茶 1.8 36.5 10.3 薄紫
93-8-14-1-3-2 疎長 暗褐小粒 2.5 34.0 9.5 薄紫／紫
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主
稈
の
 
数
は
、
 
国
、
 
ン
ゴ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
、
ヨ
ー
 
ッ
 
、
 
央
 
ジ
 
、
 
本
北
海

道
で
は
少
 
く
（5

～1
0

）
、
西
 
南
 
ジ
 
、
韓
国
、
本
州
以
南
の
 
本
で
は
前
者
の
系
統
 
 
 
 
 

（1
1

～1
6

）
。 

有
効
分
け
つ
数
は
 
本
、
韓
国
、
 
 
ー
 
の
す
べ
 
の
系
統
は
少
 
く
（1

～3

）
、
 
央
 
ジ
 
、
南

 
ジ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
（
 
央
 
ジ
 
含
む
）
、
 
 
び
ヨ
ー
 
ッ
 
は
幅
広
 
変
異
（1

～6

）
を
示

し
、
イ
ン
ド
の
系
統
は
変
異
の
幅
 
 
 
 
広
く
、
極
端
 
系
統
（6

.
9

％
）
で
は
著
し
 
分
け
つ
数
（9

）

を
示
し
 
。 

 

 
 
は
植
物
全
体
 
毛
 
 
 
 
、
 
首
 
つ
 
 
は
ほ
と
ん
ど
の
系
統
は
無
毛
 
、
ご
く
ま
れ
 
毛

 
見
 
れ
る
だ
け
で
 
る
。
と
こ
ろ
 
詳
細
 
 
首
の
有
毛
性
 
つ
 
 
見
る
と
、
無
毛
、
有
毛
、
 
毛
、

著
し
く
 
毛
、
 4

分
 
で
き
る
。
 
本
北
海
道
（4

0
.
0

％
）
、
西
 
ジ
 
（2

6
.
1

％
）
 
 
び
ヨ
ー
 
ッ

 
（2

0
.
0

％
）
の
系
統
で
は
著
し
 
有
毛
性
 
見
 
れ
る
。 

 
型
は
、
平
 
型
、
寄
 
型
、
密
 
型
 
 
び
こ
れ
 
の
 
間
型
 5

分
 
で
き
る
。
 
本
北
海
道
、

 
国
、
イ
ン
ド
、
西
 
ジ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
、
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
の
ほ
と
ん
ど
は
平
 
型
で
 
る
。

一
 
、
 
本
の
本
州
以
南
、
韓
国
、
 
 
ー
 
は
寄
 
型
で
 
る
。
 
央
 
ジ
 
は
変
異
の
幅
 
広
く
、

 
 
 
、
西
 
ジ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
、
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
で
、
ほ
ん
の
少
数
の
系
統
 
密
 
型
 

見
 
れ
る
。 

 
熟
時
の
穎
果
（
内
 
外
穎
）
の
色
は
暗
褐
色
、
褐
色
、
薄
茶
色
、
象
牙
色
（
 
色
）
、
橙
色
、
 
 
び

灰
緑
色
（
灰
色
）
の6

色
 
 
 
ま
 
 
分
 
で
き
る
。
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
や
ヨ
ー
 
ッ
 
の
在
来
系
統

は
色
の
変
異
 
大
き
 
。
 
本
北
海
道
と
 
国
は
暗
褐
色
で
 
る
 
、
本
州
以
南
の
 
本
の
在
来
系
統
は

褐
色
、
薄
茶
色
、
象
牙
色
（
 
色
）
で
 
る
。
 
央
 
ジ
 
は
暗
褐
色
 
 
薄
茶
色
 
 
 
 
、
灰
色
の

系
統
 
見
 
れ
る
。
イ
ン
ド
の
系
統
で
は
、
灰
緑
色
（4

5
.
6

％
）
 
 
 
 
、
薄
茶
色
や
象
牙
色
 
 
る
。 

 
熟
時
の
雌
蕊
柱
頭
の
色
は
、
在
来
系
統
 
 
っ
 
 
色
、
薄
紫
色
 
 
び
赤
紫
色
の
 
ず
れ
 
で
 

る
。
 
 
 
 
の
系
統
（7

0

％
）
は
 
色
ま
 
は
薄
紫
色
で
 
る
。
 
本
本
州
以
南
と
 
 
ー
 
の
系
統

は
 
色
で
 
る
。
 
央
 
ジ
 
は
薄
紫
色
 
 
く
、
赤
紫
色
 
 
 
、
 
色
の
系
統
は
 
 
。
一
 
、
赤

紫
色
 
 
 
の
は
、
 
本
北
海
道
、
イ
ン
ド
、
西
 
ジ
 
の
系
統
で
 
 
、
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
で
は2

8

％

で
 
る
。 

こ
の
 
う
 
、
全
ユ
ー
 
 
 
 
 
 
集
し
 
在
来
系
統
 
つ
 
 
比
較
し
 
。
 
本
の
北
海
道
 
居

住
し
 
 
る
先
住
民
 
イ
ヌ
の
人
々
 
 
 
し
 
 
る
在
来
系
統
は
 
本
の
他
地
域
の
 
の
と
異
 
っ
 

特
性
を
示
し
 
。
 
 
 
 
ン
、
イ
ン
ド
、
 
央
 
ジ
 
 
 
 
集
し
 
在
来
品
 
は
、
ま
ば
 
 
花
序
、

 
分
け
つ
性
 
ど
の
 
質
で
大
き
 
変
異
 
 
っ
 
。
 
本
へ
の
伝
播
と
全
ユ
ー
 
 
 
へ
の
伝
播
 
 

び
 
 
 
 
 
を
再
構
 
す
る
 
め
 
、
こ
れ
 
の
特
性
の
地
 
的
分
布
は
有
用
 
情
報
で
 
る
。
 
部

 
ジ
 
各
地
 
 
 
集
し
 
在
来
系
統
の
、7

つ
の
 
態
的
と
生
態
的
特
性
 
つ
 
 
計
測
し
 
、
比
較
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し
 
。
北
 
 
 
 
ン
 
 
カ
ザ
フ
 
 
ン
ま
で
の
在
来
系
統
は
疎
 
 
 
、
早
生
 
ど
 
 
 
 
著
し

 
 
 
性
を
示
し
 
。
こ
れ
 
の
地
 
的
変
異
は
 
 
の
起
原
地
を
明
確
 
し
、
 
部
 
ジ
 
周
辺
で
の

 
 
 
 
 
を
再
構
 
す
る
の
 
、
有
用
 
情
報
を
与
 
 
 
る
。
 
 
型
 
混
じ
っ
 3

つ
の
雑
草
型

 
カ
ザ
フ
 
 
ン
、
 
 
 
 
 
 
ン
、
 
 
 
 
ン
で
見
 
れ
 
。
こ
れ
 
は
、（
１
）
 
 
型s

u
b
s
p
.
 

miliaceum

 
似
 
雑
草

b
i
o
t
y
p
e

、
（
２
）
短
 
花
序
と
暗
褐
色
の
内
外
穎
を
 
っ
 

s
u
b
s
p
.
 

agricolum
 

、（
３
）
 
 
び
イ
ヌ
 
 s

u
b
s
p
.
 ruderale

 
同
定
で
き
る
。
ど
の
雑
草
型
 
 
 
の
 

粒
性
 
著
し
 
。
こ
れ
 
の
事
例
は
、
 
 
 
 
部
 
ジ
 
で
 
 
 
 
れ
、
イ
ヌ
 
 
の
変
 
 
祖
先

野
生
型
で
 
る
こ
と
を
示
唆
し
 
 
る
。 

 

 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
 
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
 
分
布
す
る
品
 
の
特
徴
を
詳
細
 
検
討
し
 
と
こ
ろ
、

 
 
 
変
異
 
認
め
 
れ
る
と
と
 
 
、
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
 
 
 
 
ー
 
 
 
け
 
非
分
け
つ
性
の
系

統
 
連
続
的
 
分
布
し
、
イ
ン
ド
の
 
ハ
ー
 
州
や
 
ン
グ
 
デ
 
ュ
で
は
 
分
け
つ
性
の
系
統
 
 
く
、

ヒ
ン
ド
 
 
ン
平
原
へ
の
伝
播
は
ヒ
 
 
ヤ
南
麓
 
ー
ト
と
は
異
 
る
 
の
と
考
 
 
れ
る
。
 
 
の
 

本
へ
の
伝
播
 
つ
 
 
は
 
 
 
 
経
由
の
北
 
 
ー
ト
 
 
び
ヒ
 
 
ヤ
南
麓
経
由
の
南
 
 
ー
ト
を

想
定
し
、
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
を
行
っ
 
き
 
。
北
海
道
の
 
 
の
顕
著
 
特
徴
は
第
一
節
間
の
 
毛
、
護

穎
 
ど
の
紫
色
、
雌
蕊
の
赤
紫
色
、
早
生
 
ど
で
 
る
 
、
こ
れ
 
の
特
徴
は
 
本
本
州
 
 
 
 
ー
 

の
系
統
 
は
 
ま
 
み
 
れ
 
 
特
徴
で
、
む
し
ろ
西
 
ジ
 
 
 
ユ
ー
 
ッ
 
の
品
 
 
つ
 
 
る
 

の
で
 
る
（
木
俣
 1

9
8
6

）
。 

 
 
の
 
型
は
 
 
者
 
と
っ
 
は
最
 
目
 
つ
く
重
要
 
 
態
的
 
質
で
 
る
の
で
基
本
的
 
 
イ

プ
 
つ
 
 
比
較
し
 
。
こ
れ
 
 
 
 
、L

y
s
o
v

（Л
Ы
С
О
В
 
1
9
6
8

）
の
著
 
 
 
整
 
し
、
 
ジ
 
地

域
の
 
型
の
分
布
を
要
約
し
 
図1

4

 
示
し
 
。
こ
の
図
で
は
 
央
 
ジ
 
 
密
 
型
、
 
ン
ゴ
 
 
ブ

 
ヤ
ー
ト
 
疎
 
型
、
東
 
ジ
 
 
 
本
 
寄
 
型
 
典
型
的
 
 
型
と
し
 
提
示
 
れ
 
 
る
。
カ
ザ

フ
 
 
ン
 
 
 
山
ま
で
を
含
む
、
 
央
 
ジ
 
 
る
 
は
ト
 
 
 
 
ン
 
 
け
る
 
型
は
著
し
 
変

異
 
富
ん
で
 
る
 
う
 
見
 
る
。
 
央
 
ジ
 
の
 
集
系
統
の
 
型
の
変
異
は
著
し
 
。
東
 
ジ
 
、

特
 
 
本
の
 
 
の
寄
 
型
は
変
異
性
 
乏
し
 
 
、
 
 
植
物
の
 
型
と
し
 
は
と
 
 
洗
練
 
れ
 

 
る
。
北
海
道
で
は
 
 
を
イ
 
 
 
と
呼
称
し
 
 
る
 
う
 
、
本
州
 
 
導
入
 
れ
 
系
統
の
大
き

 
 
は
イ
 
の
 
の
 
う
 
熟
す
と
垂
れ
 
 
る
寄
 
型
で
 
る
。L

y
s
o
v

は
ヨ
ー
 
ッ
 
の
 
 
の
 

 
つ
 
 
は
述
べ
 
 
 
 
 
、
典
型
的
 
 
型
は
図1

3
.
e
1
/
e
2

 
示
し
 
（G

e
r
a
r
d
e
 
1
5
9
7

）
。 
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図1
4
.
 

 
ジ
 
地
域
の
 
 
の
 
型
の
変
異
（Л

Ы
С
О
В

、B
.
H
.
 
1
9
6
8

を
改
変
） 

 

交
雑
 
験
の
ま
と
め 

 

花
 
親
テ
 
 
ー
 
用
 
 6

系
統
と
の
交
雑
稔
性
 
 
見
 
、
ユ
ー
 
 
 
の
東
西
の
端
 
位
置
す

る
極
東
、
 
本
と
ヨ
ー
 
ッ
 
、
フ
 
ン
 
の
系
統
は
遺
伝
的
分
 
 
最
 
進
行
し
 
 
る
。
 
国
の
系

統
は
ヨ
ー
 
ッ
 
の
系
統
と
 
つ
 
 
 
を
保
ち
、
イ
ン
ド
の
系
統
は
東
 
ジ
 
の
系
統
と
、
 
央
 
ジ

 
の
系
統
 
東
 
ジ
 
の
系
統
と
つ
 
 
 
を
保
っ
 
 
る
 
、
他
の
地
域
の
系
統
と
は
 
ま
 
人
為
交

雑
で
き
 
 
っ
 
。
イ
ヌ
 
 
を
花
 
親
と
す
る
と
、
ど
の
地
域
の
系
統
と
 
交
雑
 
で
き
 
 
、
イ
ヌ

 
 
は
 
 
親
と
し
 
は
全
く
機
能
し
 
 
っ
 
。
交
配
技
術
 
問
題
 
 
る
の
 
 
し
れ
 
 
 
、
こ

の
結
果
 
正
し
 
と
す
る
の
 
 
、
イ
ヌ
 
 
は
 
 
 
 
の
花
 
を
受
け
入
れ
ず
、
生
殖
的
 
隔
離
 

れ
 
、
交
雑
 
 
る
雑
 
 
 
は
 
 
へ
と
一
 
的
 
起
っ
 
、
雑
草
型
イ
ヌ
 
 
 
 
地
 
生
育
し
 

 
れ
ば
、
 
 
型
の
個
体
周
辺
 
雑
草
 
 
 
 
れ
る
。 

 

生
 
学
的
 
質
 
 
見
 
地
 
的
変
異 

 

生
 
学
的
 
質
は
 
験
分
析
操
 
を
 
 
 
け
れ
ば
可
視
 
で
き
 
 
の
で
、
 
 
者
 
 
る
人
為
選

択
 
関
わ
 
 
く
 
。
 
こ
で
、
生
体
 
分
の
分
析
 
 
 
、
生
 
学
的
 
質
の
地
 
的
変
異
を
検
討
す

る
 
め
 
、
次
の5

生
体
 
分
 
つ
 
 
分
析
し
 
。
内
外
穎
の
フ
ェ
ノ
ー
 
呈
色
反
応
、
 
の
 
 
テ

 
ー
ゼ
 
 
イ
ソ
ザ
イ
 
、
幼
植
物
のD

N
A

断
片
長
 
型
は
ほ
と
ん
ど
人
為
選
択
 
関
わ
 
 
 
と
考
 

 
れ
る
。
 
 
の
脂
肪
酸
組
 
 
繊
細
 
味
覚
の
 
 
者
 
は
人
為
選
択
 
れ
る
 
 
し
れ
 
 
 
、
 

れ
ほ
ど
配
慮
す
る
こ
と
は
 
 
と
 
考
 
 
れ
る
。
 
だ
し
、
内
乳
デ
ン
プ
ン
の
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 

呈
色
反
応
は
 
 
 
 
 
 
性
の
判
別
 
用
 
る
の
で
、
味
覚
 
 
る
人
為
選
抜
 
関
与
す
る
と
考
 
 

れ
る
。 

 

内
外
穎
の
フ
ェ
ノ
ー
 
呈
色
反
応 
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穎
の
フ
ェ
ノ
ー
 
呈
色
反
応
は
薬
液
 
浸
 
 
け
れ
ば
不
可
視
で
 
る
 
 
、
人
為
選
択
を
受
け
る
こ

と
は
 
 
と
考
 
 
れ
る
。
こ
の
反
応
は
フ
ェ
ノ
ー
 
 
オ
 
 
ダ
ー
ゼ
と
 
う
酵
素
を
含
む
複
雑
 
生

 
学
的
反
応
で
 
る
。
 
内
変
異
の
系
統
分
 
や
地
 
的
分
布
を
明
 
 
 
す
る
手
 
と
し
 
有
効
で
 

る
（K

a
w
a
s
e
 
a
n
d
 
S
a
k
a
m
o
t
o
 
1
9
8
2

）
。 

 
 
の
内
外
穎
 
褐
色
で
 
る
系
統
は
 
 
の
で
、
着
色
前
の
若
 
穀
粒
の
内
外
穎1

0

を
用
 
 
フ
ェ

ノ
ー
 
呈
色
反
応
を
検
査
し
 
（K

i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
N
e
g
i
s
h
i
 
2
0
0
2

）
。4

1
1

系
統
 
つ
 
 
、
こ
れ
 
の
若

 
内
外
穎
を
フ
ェ
ノ
ー
 
溶
液
（
３
％
、2

m
l

）
 
室
温
で
、2

4

時
間
浸
漬
し
 
、
 
 
し
、
表
面
 
黒
褐

色
 
変
 
し
 
 
を
観
察
し
 
。 

呈
色
反
応
 
つ
 
 
は-

 
 +

+
+

ま
で
５
段
階
 
分
 
し
 
。
全
般
的
 
見
 
フ
ェ
ノ
ー
 
着
色
性
（+

～+
+
+

）
を
示
す
在
来
系
統
 
 
 
っ
 
 
（7

8
.
4
%

）
、
一
 
で
限
定
的
 
地
域
、
 
国
、
 
ン
ゴ
 
 
 

び
 
本
の
北
海
道
と
南
西
諸
島
 
 
 
 
は
非
着
色
性
（
－
～±

）
の
在
来
系
統
 
 
 
っ
 
（6

6
%

以
 
）
。

ま
 
、
 
央
 
ジ
 
の
系
統
 
 
非
着
色
性
の
系
統
（2

5
％
）
 
少
 
 
 
ず
認
め
 
れ
 
。
フ
ェ
ノ
ー

 
着
色
性
は
 
 
の
デ
ー
 
 
ー
 
で
穎
果
の
色
と
対
比
し
 
と
こ
ろ
対
応
し
 
 
呈
色
反
応
で
 
る
の

で
、
相
互
 
独
立
し
 
 
質
と
言
 
る
。 

着
色
性
の
系
統
は
 
本
の
主
要
島
を
含
む
 
 
 
 
の
地
域
で
広
範
 
認
め
 
れ
 
。
こ
の
 
う
 
広

 
地
 
的
変
異
は
 
 
 
や
オ
オ
 
 
で
 
観
察
 
れ
 
 
る
（K

o
n
d
o
 
a
n
d
 
K
a
s
a
h
a
r
a
 
1
9
4
0

）
。
し
 

し
 
 
 
、
イ
 
と
 
 
で
は2

表
現
型
 
明
瞭
 
見
 
れ
 
 
る
。
反
応
性
の
系
統
は
南
 
国
や
南
 

ジ
 
 
著
し
く
 
く
、
 
本
や
韓
国
で
は
ま
れ
で
 
っ
 
（I

i
z
u
k
a
 
et 

al
.
 
1
9
7
7

、K
a
w
a
s
e
 
a
n
d
 

S
a
k
a
m
o
t
o
 1
9
8
2

、L
e
e
 a
n
d
 S
a
k
a
m
o
t
o
 1
9
8
4

、
河
瀬 

1
9
8
6

、S
e
e
t
h
a
r
a
m
 

私
信
）
。
す
 
わ
ち
、
 
 

は
こ
れ
 
と
は
異
 
っ
 
地
 
的
分
布
を
示
し
 
 
 
、
 
 
と
比
べ
 
、
反
応
性
の
系
統
 
東
 
ジ
 

や
ヨ
ー
 
ッ
 
 
向
 
っ
 
分
布
し
 
 
る
の
で
、
 
央
 
ジ
 
 
 
北
 
 
向
 
っ
 
広
 
っ
 
 
る
。

こ
の
結
果
 
 
、
 
ン
ゴ
 
や
北
 
国
を
経
 
、
 
本
北
海
道
 
向
 
う
連
続
的
 
伝
播
経
路
 
示
唆
 

れ
る
。 

 内
乳
デ
ン
プ
ン
の
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応 

イ
 
科
穀
物
の
 
 
内
乳
デ
ン
プ
ン
 
 
 
性
を
有
す
る
の
は
、
 
 
の
他
 
、
ハ
ト
 
 
、
オ
オ
 

 
、
イ
 
、
 
 
、
 
 
 
 
 
 
び
ト
 
 
 
 
 
の
７
 
で
 
る
。
 
 
以
外
の
６
 
で
は
ヨ
ー
ド
 

ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応
 
赤
茶
色
（
 
 
性
）
と
青
色
（
 
 
 
性
）
の

2

表
現
型
 
 
 
 
 
明
瞭
 

分
 
れ
変
異
は
少
 
く
（N

a
m et al

.
 
1
9
8
6

）
、
葡
萄
色
（
 
間
性
）
 
出
現
す
る
こ
と
は
少
 
 
。 

 
 
の
 
 
内
乳
デ
ン
プ
ン
は
 
 
と
同
 
 
（
阪
本 

1
9
8
2

）
、
 
 
性
在
来
系
統
 
東
 
ジ
 
（4

7
%

以
 
）
 
局
在
し
 
分
布
し
 
 
る
（
表1

5

）
。
 
ン
ゴ
 
 
 
び
南
 
ジ
 
以
西
は
ほ
と
ん
ど
の
在
来
系

統
は
 
 
 
性
を
示
し
 
 
る
。
ま
 
、
 
本
北
海
道
を
 
心
 
韓
国
、
 
国
 
ど
東
 
ジ
 
の
在
来
系
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統
で
は
 
 
 
 
 
 
 
間
性
 
 
く
認
め
 
れ
 
（K

i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
N
e
g
i
s
h
i
 
2
0
0
2

）
。
 
 
以
外
の6

穀
物
は
す
べ
 2

倍
体
で
 
る
の
で
、
 
 
 
限
っ
 
 
間
性
 
 
 
の
は
複
雑
 
倍
数
性
（2

n
=
3
6

、40

、

4
9

、5
4

、7
2

 
ど
）
と
関
わ
 
 
 
る
と
推
測
 
れ
る
。 

東
 
ジ
 
 
 
 
 
穀
 
の
内
乳
デ
ン
プ
ン
の
 
 
性
系
統
 
偏
在
分
布
し
 
 
る
の
は
、
東
 
ジ
 

の
人
々
 
農
耕
儀
礼
や
祭
事
で
 
 
性
系
統
を
用
 
、
祖
先
 
 
供
す
る
こ
と
 
関
連
し
 
 
る

（S
a
k
a
m
o
t
o
 
1
9
8
3

）
。
 
 
 
性
の
系
統
は
東
 
ジ
 
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
ま
で
広
く
分
布
し
 
 
る
 
、

 
本
で
は
ご
く
ま
れ
で
 
る
。
西
 
ジ
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
 
 
び
ヨ
ー
 
ッ
 
で5

系
統
の
 
 
性
 

 
間
性
系
統
 
 
集
 
れ
 
 
る
 
、
こ
れ
 
の
地
域
で
は
他
 
の
 
 
性
系
統
は
ま
っ
 
く
見
 
れ
ず
、

 
 
 
性
系
統
ば
 
 
で
 
る
。
し
 
 
っ
 
、
 
 
の
 
 
性
 
 
間
性
系
統
は
東
 
ジ
 
 
 
偶
然

導
入
 
れ
 
 
 
 
れ
 
 
 
の
 
 
し
れ
 
 
。 

 

表1
5.

 
 

内
乳
デ
ン
プ
ン
の
 
 
 
 
 
 
性
、
ヨ
ー
ド
 
ヨ
ー
ド
カ
 
呈
色
反
応 

 

 

全
核DN

A

増
幅
断
片
長
 
型
（AF

LP

）
 
 
見
 
系
統 

ま
ず
、
 
 
属3

 
 
 
（
 
 Panicum miliaceum

、
 
 
イP. sumatrense

、
 
 
イP. sonorum

）

 
 
び
雑
草
型
の
 
分
 
 
つ
 
 
、
系
統
樹
を
 
 
し
 (

n
e
i
g
h
b
o
r
i
n
g
 
j
o
i
n
t
 
t
r
e
e

、 
P
A
U
P
*
)

。

図1
5

 
示
し
 
 
う
 
、
 
 
 
 
び
 
 
 
 
ン
と
 
 
 
 
 
 
ン
の
雑
草
型
、
 
 
イ
と
 
 
イ

の
間
で
は
ブ
ー
ト
 
 
ト
 
ッ
プ
検
定
 
 
 
 
 
明
瞭
 
 
分
 
 
認
め
 
れ
る
。 

 

し
 
し
 
 
 
、
図1

6

 
示
し
 
 
う
 
、
 
 
の
 
内
系
統
分
 
 
つ
 
 
は
ブ
ー
ト
 
 
ト
 
ッ

プ
検
定
で
は
明
瞭
 
差
異
は
示
 
れ
 
 
 
 
 
、
系
統
樹
（n

e
i
g
h
b
o
r
-
j
o
i
n
i
n
g

 
）
 
は
地
 
的
傾

向
は
示
 
れ
 
 
る
。7

5

系
統
は
大
き
く2

 
 
 
 
ーI

群
（6

亜
群
）
とI

I

群
（3

亜
群
）
 
分
 

れ
 
。I

a

亜
群
は5

系
統
、
ド
イ
ツ
、
 
ー
 
ニ
 
雑
草
型(

s
u
b
s
p
.
 
ruderale

)

、
 
国
 
 
び
 
本

赤茶（  ） 葡萄（ 間） 青（   ） 未決定

 本 132

北海道 16 1 (6.3) 15 (93.7)

本州 57 33(57.9) 21(36.8) 3(5.3)

四国 30 23(76.7) 7(23.3)

九州 9 6(66.7) 3(33.3)

南西諸島 20 13(68.4) 6(31.6) 1

東 ジ 39

Korea 23 11(50.0) 5(22.7) 6(27.3) 1

China 10 6(60.0) 1(10.0) 3(30.0)

Mongolia 6 6(100)

南 ジ 90 90(100)

西 ジ 26 1(3.8) 25(96.2)

旧ソ  ト連邦 78

Central Asia 12 12(100)

 の他 66 1(1.5) 2(3.0) 63(95.5)

ヨ  ッ 43 1(2.4) 41(97.6) 1

 フ カ 2 2

北 メ カ 1 1

合計 411 94(23.0) 62(15.2) 252(61.8) 3

K   t  & N   sh   00 改変

地域 系統数
呈色反応　系統数（％）
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（2
）
を
含
む
。I

b

亜
群
は7

系
統
、
ト
 
 
、
 
 
 
ャ
、
 
ー
 
ニ
 
（2

）
、
 
 
び
 
本
（3

）
 

 
 
る
。I

c
1

亜
群
は6

系
統
、
ユ
ー
ゴ
 
 
 
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
（
ヨ
ー
 
ッ
 2

、
 
央
 
ジ
 

2

）
 
 
び
ポ
ー
 
ン
ド
で
 
る
。I

c
2

亜
群
は

1
0

系
統
、
カ
 
ダ
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
（
ヨ
ー
 
ッ
 

2

、
 
央
 
ジ
 1
）
、
 
国
、
 
 
ー
 
、
 
ン
グ
 
デ
 
ュ
、
 
 
び
イ
ン
ド
（3

）
を
含
む
。I

c
3

亜

群
は8

系
統
、
イ
ン
ド
（3

）
、
 
 
 
 
ン
（4

）
、
 
 
び
 
本
 
 
 
る
。I

d

亜
群
は7

系
統
、
 
 

 
 
ン
（2

、2

雑
草
型
）
、
 
 
 
 
 
 
ン
（2

、1

雑
草
型
）
で
 
る
。I

I
a

亜
群
は
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン

の2

系
統
の
み
で
 
る
。I

I
ｂ
亜
群
は9

系
統
、
 
国
（2

）
、
 
 
ー
 
（2

）
、
 
ー
 
ニ
 
（2

）
、
フ

 
ン
 
、
 
ペ
イ
ン
、
 
 
 
ー
を
含
む
。
Ｉ
Ｉ
ｃ
亜
群
は1

1

系
統
、
 
国
、
韓
国
、
 
ン
ゴ
 
（2

）
、

ト
 
 
、
ブ
 
ガ
 
 
、
 
ー
 
ニ
 
、
 
ェ
 
 
 
 
 
 
、
ド
イ
ツ
（3

）
 
 
構
 
 
れ
 
 
る
。 

 
A
F
L
P

 
ー
カ
ー
の
分
布
は
概
し
 2

つ
の
地
 
的
傾
向
を
示
し
 
 
る
。
第1

は
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
と

 
ン
ゴ
 
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
 
、
 
国
を
経
 
 
 
ー
 
へ
と
東
 
西
の
傾
向
で
 
る
。
第2

は
 
 
 

 
 
 
ン
と
 
 
 
 
ン
 
 
イ
ン
ド
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
（
 
央
 
ジ
 
、
ヨ
ー
 
ッ
 
）
を
経
 

東
ヨ
ー
 
ッ
 
へ
と
南
 
西
の
傾
向
で
 
る
。
他
 
で
、
階
層
的
 
 
 
 
ー
分
析(

g
r
o
u
p
 
a
v
e
r
a
g
e
 

m
e
t
h
o
d

、 S
P
S
S
)

 
基
づ
け
ば
、51

系
統
内
で
、2

群
 
抽
出
 
れ
 
の
み
で
 
っ
 
。
Ｉ
群
は5

系
統
、

 
 
 
 
ン
と
 
 
 
 
 
 
ン
の3

雑
草
型
を
含
ん
で
 
る
 
、I
Ｉ
群
は
他
地
域
の4
6

系
統
 
 
 

っ
 
 
 
。 

 

図1
5
.
 

 
 
属
 
 
 
、
雑
草
のDN

A

断
片
長
 
型AF

LP

 
 
 
る
系
統
樹 
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図1
6.

 

 
 
のD

NA

断
片
長
 
型AFL

P

 
 
 
る
系
統
樹(

n
e
i
g
h
b
o
r
-
j
o
i
n
i
n
g

 )
 

 

概
観
し
 
特
徴
的
 
の
は
次
の
点
で
 
る
。
（1

）
 
ー
 
ニ
 
の
系
統
 Ia

亜
群
、Ib

亜
群
、IIb

亜

群
 
 
びII

ｃ
亜
群
 
と
、
広
範
囲
 
出
現
し
 
 
る
。
（2

）
 
国
の
系
統
はIa

亜
群
とIIb
亜
群
で
ヨ

ー
 
ッ
 
の
系
統
と
、Ic2

亜
群
とIIb

亜
群
で
 
 
ー
 
の
系
統
と
共
 
出
現
し
 
 
る
。（3
）
 
本
の

系
統

Ia

亜
群
と

Ib

亜
群
で
ド
イ
ツ
と
東
欧
の
系
統
と
共
 
出
現
し
 
 
る
。
（4

）
 
ー
 
ニ
 
雑
草
型

 

Ia

亜
群
 
現
れ
 
 
る
 
、
 
 
 
 
ン
と
 
 
 
 
 
 
ン
の
雑
草
型
は

Id

亜
群
 
出
現
し
 
 

る
。 

 

生
 
学
的
 
質
の
ま
と
め 

 

 
 
の
 
 
内
乳
デ
ン
プ
ン
は
 
 
と
同
 
 
（
阪
本 

1
9
8
2

）
、
 
 
性
在
来
系
統
 
東
 
ジ
 
 
局

在
し
 
分
布
し
、
 
ン
ゴ
 
 
 
び
南
 
ジ
 
以
西
は
ほ
と
ん
ど
の
在
来
系
統
は
 
 
 
性
で
 
っ
 
。

 
本
北
海
道
を
 
心
 
韓
国
、
 
国
 
ど
東
 
ジ
 
の
在
来
系
統
で
は
 
 
 
 
 
 
 
間
性
 
 
く
認

め
 
れ
 
（K

i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
N
e
g
i
s
h
i
 
2
0
0
2

）
。
 
 
 
限
っ
 
 
間
性
 
 
 
の
は
複
雑
 
倍
数
性
と
関

わ
 
 
 
る
と
推
測
 
れ
る
。 

微
量
の
脂
肪
酸
で
 
る
 
 
 
ジ
ン
酸
、
 
イ
 
セ
ン
酸
 
 
び
 
ヘ
ン
酸
の
有
無
 
 
っ
 
、
供
試

品
 
は4

 
イ
プ
（A

B

 A
E

 A
B
E

 O

型
）
 
分
 
で
き
、
こ
れ
 
の
地
 
的
分
布
 
は
明
瞭
 
偏
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認
め
 
れ
、A

B

型
は
ヨ
ー
 
ッ
 
 
 
 
央
 
ジ
 
 
、A

E

型
（
雑
草
型
を
含
む
）
は
ユ
ー
 
 
 
全
域

 
分
布
、A

B
E

と

O

型
は
極
東
 
 
 
。
し
 
 
っ
 
、
 
 
の
 
央
 
ジ
 
起
源
と
東
西
両
 
向
へ
の

伝
播
を
示
唆
し
 
 
る
。 

 

 
 
テ
 
ー
ゼ
 
 
イ
ソ
ザ
イ
 
つ
 
 
は
、
 
本
の
本
州
以
南
、
韓
国
、
 
国
、
 
ン
ゴ
 
 
 
び

 
 
ー
 
 
 
 
 
、
 
 
 
高
 
変
異
の
共
通
性
 
見
 
れ
、
一
 
、
 
 
 
 
ン
、
イ
ン
ド
 
 
び

 
央
 
ジ
 
周
辺
で
の
変
異
の
 
 
性
 
明
瞭
で
 
る
。 

 

全
核D

N
A

増
幅
断
片
長
 
型A

F
L
P

 
ー
カ
ー
の
分
布
は
概
し
 2

つ
の
地
 
的
傾
向
、
 
フ
ガ
ニ
 
 

ン
と
 
ン
ゴ
 
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
 
、
 
国
を
経
 
 
 
ー
 
へ
と
東
 
西
の
傾
向
、
 
 
び
 
 
 
 

 
 
ン
と
 
 
 
 
ン
 
 
イ
ン
ド
 
、
旧
ソ
 
 
ト
連
邦
を
経
 
東
ヨ
ー
 
ッ
 
へ
と
南
 
西
の
傾
向

で
 
る
。
こ
の
傾
向
は
、
 
ー
 
ニ
 
の
系
統
 
広
範
囲
 
出
現
し
 
 
る
、
 
国
の
系
統
は
ヨ
ー
 
ッ

 
の
系
統
 
 
び
 
 
ー
 
の
系
統
と
共
 
出
現
し
 
 
る
。
 
本
の
系
統
は
ド
イ
ツ
と
東
欧
の
系
統
と

共
 
出
現
し
 
 
る
。
 
ー
 
ニ
 
雑
草
型
と
 
 
 
 
ン
 
 
び
 
 
 
 
 
 
ン
の
雑
草
型
は
離
れ

 
位
置
 
出
現
し
 
 
る
。
こ
の
 
う
 
生
 
学
的
 
質
は
 
 
者
の
人
為
選
択
 
関
与
し
 
く
 
の
で
、

 
 
の
植
物
学
起
原
と
地
 
的
起
源
 
 
び
伝
播
経
路
を
明
 
 
 
す
る
 
め
の
有
効
 
資
料
で
 
る
こ

と
を
示
し
 
の
で
、
 
述
の
総
合
考
察
 
 
 
 
参
照
す
る
。 

 

 
テ
ッ
プ
農
耕
 
 
け
る
 
 
の
起
原
地
と
伝
播 

 
 
植
物
の
起
原
地
の
特
性
 
つ
 
 
は
、
ヴ
ァ
 
 
フ
（1

9
2
6

）
、
 
尾
（1

9
6
7

）
や
阪
本
（2

0
0
0

）

 
 
っ
 
大
 
 
整
 
 
れ
 
き
 
。
ヴ
ァ
 
 
フ
は
、
 
央
 
ジ
 
は
遊
牧
 
主
要
 
生
 
で
 
る
の

で
、
農
耕
 
関
し
 
は
否
定
的
で
 
 
、
大
 
の
 
 
植
物
 
西
 
ジ
 
 
る
 
は
 
国
 
 
伝
播
し
 

と
し
 
、
 
央
 
ジ
 
起
原
の
 
物
は
 
 
と
結
論
付
け
 
う
と
し
 
 
 
。
し
 
し
 
 
 
、
こ
れ
ま

で
 
 
央
 
ジ
 
の
 
ッ
テ
プ
地
帯
の
研
究
は
少
 
 
の
で
、
不
明
 
こ
と
 
 
 
、
考
古
遺
跡
の
発
掘

を
含
め
 
再
検
討
を
求
め
 
 
。
 
 
や
 
 
の
研
究
資
料
 
 
は
こ
れ
 
の
起
原
地
 
 
テ
ッ
プ
地
帯

の
縁
、
 
山
山
脈
南
麓
周
辺
 
 
る
可
能
性
は
高
く
、
 
テ
ッ
プ
地
帯
を
オ
 
 
 
を
頼
 
 
、
広
く
東

西
 
伝
播
し
 
と
考
 
る
。 

地
 
的
起
源
地
は
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
と
 
 
 
 
ン
の
北
部
山
岳
地
帯
を
含
み
、
 
 
 
海
 
 
南
西

 
山
山
脈
ま
で
の
 
央
 
ジ
 
で
 
る
。
こ
の
地
 
 
東
 
向
 
 
国
へ
、
西
 
向
 
ヨ
ー
 
ッ
 
へ
、

南
 
向
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
へ(

d
e
 W
e
t
 1
9
9
5
)

、
北
 
向
 
 
 
 
 
へ
、
新
石
器
時
代
以
降
 
遊
牧
民
 

 
っ
 
 
散
、
伝
播
 
れ
 
。
 
 
 
、1

3

世
紀
 
ヨ
ー
 
ッ
 
を
侵
略
し
 
 
ン
ゴ
 
軍
は
 
 
を
兵

糧
と
し
 
 
 (

C
a
r
p
i
n
e
 
1
2
4
6
)

。
 
態
的
 
質
）
 
 
びA

F
L

P

 
ー
カ
ー
（
図1

5

 
 
び
図1

6

）

 
 
る
系
統
群
 
 
、
少
数
の
 
国
系
統
 
ヨ
ー
 
ッ
 
系
統
 
混
ざ
っ
 
 
る
こ
と
は
、
 
ン
ゴ
 
民

族
 
 
る
 
 
の
伝
播
を
示
唆
し
 
 
る
。 
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る
 
、
 
本
北
海
道
 
居
住
す
る
 
イ
ヌ
民
族
の
 
 
し
 
き
 
伝
統
的
系
統
は
、
 
型
や
開
花

ま
で
の
 
数
 
 
 
 
、
北
 
国
や
 
ン
ゴ
 
の
系
統
と
 
似
し
 
 
 
、
他
 
で
、
 
本
本
州
以
南
の

系
統
は
、
 
型
、
柱
頭
色
、
穎
の
フ
ェ
ノ
ー
 
呈
色
反
応
性
 
 
 
 
、
韓
国
や
 
 
ー
 
の
系
統
と
 

似
し
 
 
る(

K
i
m
a
t
a
 e
t
 a

l
.
 1
9
8
6

、 
K
i
m
a
t
a
 a
n
d
 N
e
g
i
s
h
i
 2
0
0
2
)

。
 
本
北
海
道
の
系
統P

C
5
7
-
2

は
 
央
 
ジ
 
、
イ
ン
ド
 
 
び
 
本
の
花
 
親
テ
 
 
ー
と
の
間
 
稔
性
の
 
る
雑
 
を
 
る
こ
と
 

 
、
 
本
北
海
道
 
北
 
国
 
 
の
北
 
伝
播
経
路
 
示
唆
 
れ
る
。 

 
 
の
祖
先
 
は
イ
ヌ
 
 P. miliaceum

 s
u
b
s
p
.
 ruderale

の
野
生
型
で
 
っ
 
 
う
だ
。
初
期

の
 
 
 
 
 
は
 
央
 
ジ
 
周
辺
で
始
ま
 
、
 
国
へ
の
連
続
的
 
伝
播
 
 
 
進
ん
だ
。
 
 
 
、

 
 
型
は
 
央
 
ジ
 
 
 
南
 
ジ
 
へ
、
直
接
的
 
ヨ
ー
 
ッ
 
へ
、
間
接
的
 
西
 
ジ
 
を
経
 
南

東
ヨ
ー
 
ッ
 
へ
と
 
散
、
伝
播
し
 
（
図1

7
）
。 

 

図1
7.

 

 
 
の
ユ
ー
 
 
 
 
 
け
る
伝
播
経
路 

I
,

地
 
的
起
源
地
、I

I
,

二
次
伝
播
セ
ン
 
ー
。
 
線
は
 
央
 
ジ
 
 
 
の
古
伝
播
経
路
、
破
線
は
 
国
 
 
の1

3

世
紀
 
 

け
る
伝
播
経
路
。 
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第4

章 

イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
雑
穀
 
 
と
 
の
 
 
 
 
  

 

    

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
独
自
 
 
 
 
 
れ
 
雑
穀
 
は
ほ
と
ん
ど
関
心
 
 
 
れ
 
こ
 
 
っ
 
。
 
 

イ
、
 
ド
 
、
イ
ン
ド
 
 
は
亜
大
陸
周
辺
 
広
 
っ
 
 
、
他
 
、
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
は
南
部
、
 

イ
 
ャ
ン
は
カ
ー
 
ー
ヒ
 
の
み
で
地
域
固
有
の
穀
物
と
し
 
 
 
 
れ
 
 
 
、
特
定
地
域
 
 
伝
播

を
広
げ
る
こ
と
 
 
 
っ
 
。
 
 
グ
 
 
は
ヨ
ー
 
ッ
 
 
向
け
 
伝
播
し
 
 
、
と
 
の
昔
 
絶
滅

し
 
し
ま
っ
 
 
う
で
 
る
。
第4

章
で
は
特
 
、
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
 
焦
点
を
当
 
 
記
述
す
る
。 

イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
 
 
 
植
物
起
原
学
の
視
点
 
 
興
味
深
 
主
 
 
由
を
三
つ
 
げ
 
み
 
う
。

一
つ
は
、
イ
ン
ド
起
源
の
雑
穀
 
 
 
 
は
現
在
進
行
 
で
 
 
 
の
 
 
を
見
る
こ
と
 
で
き
る
 
 

で
 
る
。
す
 
わ
ち
、
野
草
 
 
雑
草
、
随
伴
雑
草
、
擬
態
随
伴
雑
草
、
混
 
ま
 
は
間
 
の
二
次
 
物
、

 
 
 
 
 
洗
練
 
れ
 
単
 
の
三
次
 
物
へ
と
向
 
う
 
 
植
物
の
進
 
の
 
 
で
 
る
。
二
つ
は
、

植
物
と
人
間
と
の
共
生
の
 
デ
 
 
植
物
を
 
 
 
し
 
 
く
 
 
 
 
 
 
典
型
的
 
認
め
 
れ
る
 

 
で
 
る
。
 
と
 
ば
、
雑
草
 
随
伴
雑
草
、
擬
態
随
伴
雑
草
と
 
 
、
 
 
 
二
次
 
物
と
 
る
 
 

 
植
物
と
人
間
相
互
間
 
 
わ
ば
真
摯
 
掛
け
合
 
 
 
る
 
 
で
 
る
。
三
つ
は
、
同
じ
イ
 
科
他
 

ば
 
 
で
 
く
 
メ
科
、
 
 
科
 
ど
他
科
 
 
植
物
と
の
混
 
や
間
 
 
ど
の
 
 
体
系
と
 
関
わ
っ

 
、
植
物
相
互
間
 
 
 
彩
 
関
係
性
 
生
じ
、
擬
態
や
共
生
的
 
生
活
 
式
の
共
進
 
 
認
め
 
れ
る

 
 
で
 
る
。
言
 
 
 
れ
ば
、
植
物
と
人
間
の
混
沌
と
し
 
歴
史
性
、
空
間
性
、
こ
れ
 
を
関
係
づ
け

る
環
境
文
 
 
真
 
面
 
 
の
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
農
耕
 
見
 
れ
る
の
で
 
る
。 
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こ
こ
で
は
人
間
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
場
所
に
生
育
す
る
植
物
を
野
草
、
路
傍
や
畑
地
・

水
田
な
ど
撹
乱
さ
れ
る
場
所
に
生
育
す
る
植
物
を
雑
草
、
村
落
な
ど
の
周
辺
に
逸
出
生
育
す
る
野
生
型
と

雑
草
型
の
中
間
的
特
性
を
も
つ
人
里
植
物
、
農
民
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
栽
培
植
物
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

栽
培
植
物
の
畑
に
侵
入
し
て
生
育
す
る
植
物
を
そ
の
随
伴
雑
草
、
こ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
栽
培
植
物
に
擬

態
し
て
い
る
植
物
を
そ
の
擬
態
随
伴
雑
草
と
し
て
、
雑
穀
の
栽
培
化
過
程
に
お
け
る
進
化
生
態
的
地
位
を

示
し
て
い
る
。 

 イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
農
山
村
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
査 

イ
ン
ド
亜
大
陸
 
は1

9
8

3

年
 
 2

0
0

1

年
 
 
け
 
延
べ2

年
間
ほ
ど
、6

回
の
野
外
 
査
を
行
っ

 
（
図1

8

）
。
主
 
は
、
ヒ
 
 
ヤ
山
脈
南
麓
、
デ
カ
ン
高
原
、
東
 
西
ガ
ー
ツ
山
脈
 
ど
の
雑
穀
 
 
地

域
で
 
る
。
 
査
は
京
都
大
学
と
全
イ
ン
ド
雑
穀
改
良
計
画
、
イ
ン
ド
農
 
研
究
会
議

IC
A

R

の
植
物
資

源
局
、
 
 
 
 
ン
国
立
農
 
研
究
セ
ン
 
ー
と
の
共
同
研
究
と
し
 
、
現
地
の
研
究
員
の
 
々
と
一
緒

 
 
施
し
 
。
 
 
 
 
は
自
動
車
 
 
っ
 
 
査
旅
行
を
し
 
 
、
都
市
間
の
長
距
離
移
動
は
飛
行
機
、

列
車
、
 
 
 
ど
を
乗
 
継
 
だ
。
 
 
 
、
東
京
女
 
大
学
や
東
京
学
芸
大
学
で
 
 
査
を
行
っ
  

東
イ
ン
ド
の
オ
 
ッ
 
州O

rissa (1
9

8
7

, 2
0

0
1

) 

 
 
び
南
イ
ン
ド
の
カ
 
 
 
カ
州K

arn
atak

a

と

 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州A

n
d

h
ra P

rad
esh

 (1
9

8
5

, 1
9

9
6

, 2
0

0
1

)

 
 
 
 
は
集
 
的
 
野
外
 
査

を
行
っ
 
。
オ
 
ッ
 
州
は
 
 
 
ダ
を
拠
点
 
、
カ
 
 
 
カ
州
と
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
境
地

域
は
 
ン
ガ
 
ー
 
を
拠
点
 
し
 
自
動
車
を
用
 
 
現
地
の
野
外
 
査
を
行
っ
 
。  

図1
8

. 

雑
穀
 
 
の
野
外
 
査
 
ー
ト 
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 イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀 

 
 
 1

0
,0

0
0

年
以
 
前
の
遺
跡
 
 
出
 
オ
オ
 
 
の
遺
物
の
 
う
 
、
 
 
 
 
向
 
っ
 
 
 

の
大
き
 
 
ど
の
 
態
 
明
 
 
 
変
 
し
 
 
る
 
 
 
れ
ば
、
 
イ
 
ャ
ン
の
 
う
 

1
9

世
紀
 

 
 
 
 
れ
 
 
で
 
粒
性
の
 
度
で
区
別
 
れ
る
、
 
る
 
は
 
現
在
 
半
 
 
段
階
 
 
る
 
と
思

わ
れ
る
 
、
野
生
の
ま
ま
 
 
 
を
 
 
 
れ
 
穀
物
と
し
 
利
用
 
れ
 
 
る
 
 
 
る
。
イ
 
 
し

 
 
 
、
イ
ン
ド
で
は
優
れ
 
品
 
 
 
 
 
れ
 
 
 
 
 
、
 
の
 
 
脇
の
灌
漑
用
 
路
 
生
 
る

野
生
イ
 
は
 
祭
 
の
 
め
 
 
 
 
れ
、
高
値
で
販
売
 
れ
、
神
々
と
人
間
と
の
供
 
 
用
 
 
れ
 

 
る
。 

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
雑
穀
を
地
理
的
起
源
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た

（
表1

6

）
。
①
ア
ジ
ア
起
源
の
う
ち
中
央
ア
ジ
ア
起
源
（I

群
）
は
キ
ビ
お
よ
び
ア
ワ
で
あ
る
。
②
東
南
イ

ン
ド
起
源(II

ａ
群)

に
は
サ
マ
イ
、
イ
ン
ド
ビ
エ
、
コ
ド
ラ
、
ラ
イ
シ
ャ
ン
、
コ
ル
ネ
お
よ
び
コ
ラ
テ
ィ
が

含
ま
れ
る
。
③
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
起
源
（II

ｂ
群
）
は
ハ
ト
ム
ギ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
栽
培
植
物
の
う
ち
コ

ド
ラ
お
よ
び
ハ
ト
ム
ギ
は
イ
ネ
と
同
じ
く
多
年
生
植
物
で
あ
る
が
、
こ
の
特
性
は
そ
の
起
源
を
考
え
る
に

当
た
っ
て
重
要
で
あ
る
。
④
ア
フ
リ
カ
起
源
（III

群
）
は
シ
コ
ク
ビ
エ
、
モ
ロ
コ
シ
お
よ
び
ト
ウ
ジ
ン
ビ

エ
で
あ
る
。
⑤
西
南
中
国
起
源
は
ソ
バ
お
よ
び
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
で
あ
る
。
⑥
新
大
陸
起
源
は
ア
マ
ラ
ン
サ

ス
お
よ
び
キ
ヌ
ア
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ネ
科
で
は
な
い
が
、
タ
デ
科
ソ
バ
と
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
、
お
よ
び

ヒ
ユ
科
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
と
ア
カ
ザ
科
キ
ヌ
ア
は
、
そ
の
種
子
が
穀
物
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
雑

穀
に
加
え
て
い
る
。 

イ
ン
ド
亜
大
陸
の
穀
物
栽
培
を
地
理
的
に
概
観
す
る
と
、
地
中
海
農
耕
文
化
の
伝
播
に
よ
る
コ
ム
ギ
は

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
西
イ
ン
ド
で
主
に
栽
培
さ
れ
、
緑
の
革
命
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
イ
ネ
の
栽
培
は
主

に
ア
ッ
サ
ム
か
ら
東
イ
ン
ド
、
さ
ら
に
海
岸
地
域
を
巡
っ
て
ケ
ラ
ラ
州
に
至
っ
て
い
る
。
オ
オ
ム
ギ
、
ソ

バ
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
南
麓
の
山
間
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
雑
穀

類
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
南
麓
の
丘
陵
地
と
デ
カ
ン
高
原
、
東
お
よ
び
西
ガ
ー
ツ
山
脈
の
半
乾
燥
地
や
丘
陵
地

で
主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
雑
穀
類
は
豆
類
と
混
作
や
間
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 表1
6

. 

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
雑
穀
類 
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中
央
ア
ジ
ア
か
ら
伝
播
し
た
雑
穀
（
Ｉ
群
） 

 

キ
ビ
（P

an
icu

m
 m

iliaceu
m

 L
.

）
は
第
３
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
も
古
い
栽
培
植
物
の
１
つ
で
、
少

な
く
と
も8

,0
0

0

年
前
に
は
中
国
で
、8

,5
0

0

年
前
に
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
域
に
お
い
て
各
地
の
新
石
器
時
代
の
文
明
を
支
え
た
重
要
な
食
糧
で
あ
っ
た
。
キ
ビ

は
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ネ
パ
ー
ル
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
地
帯
で
も
主
要
な
作
物
の
一
つ
と

し
て
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
。L

yso
v
 (1

9
7

5
)

は
キ
ビ
を
次
の
５
栽
培
品
種
群
、
す
な
わ
ちM

iliaceu
m

、

P
aten

tissim
u

m

、C
o

n
tractu

m

、C
o

m
p

actu
m

お
よ
びO

vatu
m

品
種
群
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
イ
ン
ド
で
主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
はP

aten
tissim

u
m

品
種
群
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
品
種
群

は
ま
ば
ら
な
穂
で
種
子
が
熟
し
た
際
に
は
若
干
た
れ
る
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
俯
瞰
す
る
と
キ
ビ
の
変
異
は

大
き
く
、
穂
型
は
も
と
よ
り
草
姿
も
非
分
け
つ
型
か
ら
多
分
け
つ
型
ま
で
幅
広
く
存
在
す
る
。
主
な
栽
培

地
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
下
流
域
で
イ
ネ
の
収
穫
後
に
播
種
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ

ュ
と
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の2

,5
0

0

ｍ
以
上
の
山
地
で
栽
培
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。 

今
日
で
も
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
初
め
と
し
て
中
国
、
日
本
、
中
央
ア
ジ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
各
地
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
（
図1

9
.e

） 

 
 

ア
ワ(S

etaria italica
 (L

.) P
.B

eau
v.)

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
域
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
一
年
生
穀
物
で
、

祖
先
種
は
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
（S

. italica ssp
. virid

is (L
.) T

h
ell.

）
で
あ
る
（
図1

9
.d

,f

）
。
エ
ノ
コ
ロ
グ

地理的起源地と学名 和名 インド名 染色体数 生活型 植物学的起源

アフリカ
Sorghum bicolor モロコシ jowar 2n=20 (2x) annual S. bicolor  var. verticilliflorum
Pennisetum americanum トウジンビエ bajra 2n=14 (2x) annual P. violaceum
Eleusine coracana シコクビエ ragi 2n=36 (4x) annual E. coracana var. africana

アジア
１.インド
Panicum sumatrense サマイ samai 2n=36 (4x) annual P. sumatrense  ssp. psilopodium
Paspalum scrobiculatum コドラ kodo 2n=40 (4x) perennial wild
Echinochloa flumentacea インドビエ jangora 2n=54 (6x) annual E. colona
Brachiaria ramosa コルネ korne annual wild

Setaria pumila コラティ（キンエノコロ） kolati 2n=18,36,72 annual wild

Digitaria crusiata ライシャン raishan annual wild
２.東南アジア

Coix lacryma-jobi var. ma-yuen ハトムギ 2n=20 (2x) perennial C. lacryma-jobi var. lacryma-jobi

３.中央アジア
Setaria italica アワ thenai 2n=18 (2x) annual S. italica  ssp. viridis
Panicum miliaceum キビ cheena 2n=36 (4x) annual P. milliaceum ssp. ruderale
４.南西中国
Fagopyrum esculentum ソバ 2n=16 (2x) annual Fagopyrum esculentum ssp. ancestralis
Fagopyrum tartaricum ダッタンソバ 2n=16 (2x) annual Fagopyrum tartaricum ssp. potanini
アメリカ
Amaranthus hypocondriacus センニンコク 2n=32, 34 (2x) annual A. cruentus (A. hybridus)
Amaranthus caudatus ヒモゲイトウ 2n=32, 34 (2x) annual A. cruentus (A. hybridus)
Chenopodium quinoa キヌア 2n=36 (4x) annual C. quinoa ssp. milleanum

和名 インド名 代表的 語のみ示し  地 名の詳細は7. 0節 示し  
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サ
属
植
物
は
雑
草
化
し
、S

. sp
h

acelata
 (S

ch
u

m
ach

.) S
tap

f et C
.E

.H
u

b
b

.

やS
. p

alm
ifo

lia
(K

o
en

.) 

S
tap

f
な
ど
い
く
つ
か
の
種
が
新
旧
大
陸
で
野
生
穀
物
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ワ

以
外
で
栽
培
化
の
過
程
に
あ
る
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
南
イ
ン
ド
で
の
コ
ラ
テ
ィ
（S

. p
u

m
ila

）
の
み
で

あ
る
。
ア
ワ
は
中
国
で
は
約5

,0
0

0

年
来
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
仰
韶
時
代
に
は
キ
ビ
と
同
様
に
重
要
な
穀

物
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
新
石
器
時
代
、
約

3
,6

0
0

年
前
に
は
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ

ン
ド
の
新
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ア
ワ
は
次
の
２
品
種
群
に
分
類

さ
れ
て
い
る
（D

ecap
relevich

 an
d

 K
asp

arian
 

1
9

2
8

)

。M
o

h
aria

品
種
群
は
多
数
の
稈
と
小
さ
く
て

円
筒
型
の
穂
を
も
ち
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
西
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
。M

axim
a

品
種
群
は
１
な
い
し
少

な
い
稈
と
長
く
て
垂
れ
下
が
る
穂
を
も
ち
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
分
布
す
る
。
後
に

P
rasad

a R
ao

 

ら

(1
9

8
7

)

が
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
で
栽
培
さ
れ
て
い
るIn

d
ica

品
種
群
を
追
加
し
た
が
、
こ
れ
に
は
分

類
学
的
な
根
拠
は
な
く
、
農
耕
に
関
わ
る
地
理
的
分
布
を
参
照
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
栽
培
化
の
地
理
的
起

源
に
つ
い
て
は
キ
ビ
と
同
様
に
諸
説
が
あ
る
が
、S

ak
am

o
to

(1
9

8
7

)

は
、
ア
ワ
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン

ド
亜
大
陸
北
西
部
で
紀
元
前

5
0

0
0

年
以
前
に
栽
培
化
さ
れ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
に
牧
民
の
手
で

漸
次
伝
播
し
て
地
方
品
種
群
を
分
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ

ス
タ
ン
北
西
部
の
ア
ワ
の
品
種
は
祖
先
種
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
に
類
似
し
て
、
小
さ
な
穂
を
多
数
つ
け
、
分
け

つ
性
が
高
い
、
交
雑
花
粉
稔
性
か
ら
見
て
品
種
分
化
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
な
ど
で
あ
る
（
阪
本1

9
8

8

）
。

最
近
の
栽
培
面
積
は
中
国
で
約4

0
0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
南
イ
ン
ド
で1

0
0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
で
あ
る
。
イ

ン
ド
で
は
モ
ロ
コ
シ
と
間
作
さ
れ
、
牧
草
と
し
て
も
高
い
価
値
が
あ
り
、
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
を

中
心
に
高
収
性
品
種
を
導
入
し
て
生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。 
 

 
 

 
 

 

 

 

図1
9
.
 

イ
ン
ド
 
伝
播
し
 
雑
穀
  

 
a

 
 
 
 
 
、b

 
ト
 
ジ
ン
 
 
、c

 
 
 
 
 
 
、d
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、e

 
 
 
、f

 
 
 
 
間
 
 
れ
 
ダ
イ
 
。 

 

イ
ン
ド
亜
大
陸
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
起
源
し
た
雑
穀
（
Ｉ
Ｉ
群
） 

 

サ
マ
イ(P

an
icu

m
 su

m
atren

se
 R

o
th

.)

は
イ
ン
ド
周
辺
の
ミ
ヤ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で

も
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
東
ガ
ー
ツ
山
脈
の
村
で
は
重
要
な
一
年
生
穀
物
と
な
っ
て
い
る
。
祖

先
種
は
雑
草P

. su
m

atren
se

 ssp
. p

silo
p

o
d

iu
m

(T
rin

.) d
e W

et

で
畑
に
積
極
的
に
侵
入
す
る
。
こ
の

雑
草
か
ら
由
来
し
た

N
an

a
品
種
群
は
成
熟
時
に
種
子
散
布
能
力
を
な
く
し
て
い
る
。
サ
マ
イ
は
モ
ロ
コ

シ
と
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
の
間
作
穀
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
で
は
イ
ネ
の
天
水
田
の
畦
に

栽
培
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。R

o
b

u
sta

品
種
群
は
良
好
な
土
壌
の
畑
で
は
単
作
栽
培
さ
れ
る
。
民
族
植
物

学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
雑
穀
や
関
連
す
る
道
具
の
呼
称
・
地
方
名
な
ど
言
語
学
的
な
聞
き
取
り
調
査

も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
サ
マ
イ
は
興
味
深
い
事
例
を
示
し
て
い
る
。
サ
マ
イ
の
雑
草
型
をakki m

arri 

h
u

llu
 

（
米
の
小
さ
な
草
の
意
）
や yerri arasam

u
lu

（
脱
粒
性
の
サ
マ
イ
の
意
）
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
か

ら
、
農
夫
が
サ
マ
イ
の
擬
態
随
伴
雑
草
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
雑
草
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と

を
明
瞭
に
で
き
（
小
林

1
9

9
0

）
、
後
述
す
る
よ
う
に
作
物
＝
雑
草
複
合
の
内
実
、
栽
培
化
過
程
、
伝
播
ル

ー
ト
な
ど
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 
 

 

イ
ン
ド
ビ
エ(E

ch
in

o
ch

lo
a fru

m
en

tacea
 L

in
k

)

は
イ
ン
ド
周
辺
で
の
み
栽
培
さ
れ
て
い
る
一
年
生
草

本
で
あ
る
。
考
古
学
的
な
発
掘
は
イ
ン
ド
で
は
ま
だ
な
い
の
で
、
栽
培
化
は
比
較
的
新
し
い
時
代
に
な
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の4

品
種
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（d

e W
et et al., 1

9
8

3
）
。S

tro
n

ifera

品

種
群
は
祖
先
種
のE

. co
lo

n
a L

in
k

に
似
て
お
り
、R

o
b

u
sta

品
種
群
は
大
き
な
花
序
を
有
し
て
お
り
、
イ

ン
ド
中
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。S

tro
n

ifera

品
種
群
とR
o

b
u

sta

品
種
群
が
交
雑
し
てIn

term
ed

ia

品
種
群
を
生
じ
た
。L

axa

品
種
群
は
シ
ッ
キ
ム
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
長
く
て
細
い
穂
を
有
し
て
い
る
。

バ
ー
ト
や
ガ
ン
ジ
ー
な
ど
に
調
理
さ
れ
る
が
、
飼
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
雑
穀
は
種
子
を
人
間
が
、

茎
葉
を
家
畜
が
食
す
る
こ
と
で
今
日
も
重
要
性
が
あ
る
。
同
属
の
栽
培
種
に
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ヒ

エE
. escu

len
ta (A

.B
rau

n
) H

. S
ch

o
lz

（syn
. E

. u
tilis O

h
w

i et Y
ab

u
n

o

）
が
あ
る
。
日
本
の
東
北
地

方
で
は
か
っ
て
ヒ
エ
の
茎
葉
を
馬
に
与
え
、
種
子
を
人
間
が
食
糧
と
し
て
い
た
。 

ま
た
、
パ
ー
ボ
イ
ル
加

工
や
し
と
ぎ
加
工
を
施
し
た
り
、
病
人
の
滋
養
食
と
し
て
か
ゆ
に
調
理
し
て
い
る
点
も
両
種
に
共
通
し
て

い
て
興
味
が
広
が
る
。 

 
ド
 P

asp
alu

m
 scro

b
icu

latu
m

 L
.

は
 
年
生
草
本(

図7
.2

b

、2
n

 =
 4

0

、4

倍
体)

で
 
る
。
 
ド

 
は
イ
ン
ド
の
み
で
一
年
生
穀
物
と
し
 
 
 
 
れ
 
 
る
 
、
イ
 
や
ハ
ト
 
 
と
同
 
 
、
本
来
は

 
年
生
草
本
で
 
る
。
こ
の
雑
草
型
は
旧
大
陸
の
熱
帯
 
亜
熱
帯
の
湿
地
 
広
く
侵
入
し
 
 
る
。
 
 

 
 
れ
 
の
は
少
 
く
と
 

3
,0

0
0

年
前
で
、
 
ジ
ャ
 
 
ン
州
と
 
ハ
 
 
ュ
ト
 
州
の
遺
跡
 
 
出

土
し
 
 
る
。
 
 
型
と
雑
草
型
は
 
 
 
粒
性
 
 
 
 
明
 
 
 
差
は
認
め
 
れ
る
 
、
相
互
 
交
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雑
し
 
 
る
の
で
両
者
の
分
 
は
 
ま
 
明
瞭
で
は
 
 
。
 
ド
 
の
小
 
は
一
般
 
は2

列
で
 
る
 

4

列
の
系
統
 
 
る
。
こ
の
特
性
は
 
量
増
 
 
関
わ
る
の
で
農
夫
は
丹
念
 
人
為
選
抜
し
 
 
る
 
、

雑
草
と
の
自
然
交
雑
故
 
固
定
す
る
こ
と
 
で
き
 
 
で
 
る
。 

 

 

ラ
イ
シ
ャ
ンD

ig
itaria cru

ciata
 (N

ees) A
. C

am
u

s

は
ア
ッ
サ
ム
の
カ
ー
シ
ー
ヒ
ル
に
居
住
す
る
山

地
民
に
よ
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
畑
の
二
次
作
物
と
し
て
栽
培
化
さ
れ
た
一
年
生
草
本
で
あ
る
。
バ

ー
ト
な
ど
に
調
理
さ
れ
る
が
、
飼
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
栽
培
化
さ
れ
た
の
は
ご
く
新
し
く1

9

世
紀

と
さ
れ
て
い
る
（S

in
g

h
 an

d
 A

lo
ra, 1

9
7

2

）
。
調
査
当
時
は
カ
ー
シ
ー
ヒ
ル
へ
の
入
域
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
直
接
観
察
は
し
て
い
な
い
が
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
農
科
大
学
や
王
立
キ
ュ
ー
植
物
園
（
イ
ギ
リ
ス
）

で
腊
葉
標
本
を
観
察
し
た
。
同
属
の
マ
ナ
グ
ラ
スD

ig
itaria san

g
u

in
alis (L

.) S
co

p
.

は
ロ
ー
マ
時
代
に

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も

1
9

世
紀
ま
で
は
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
カ
シ
ミ
ー
ル
と
ロ
シ
ア
の
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
カ
シ
ミ
ー
ル
各
地
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
西
ア
フ
リ
カ
で

は
同
属
の
フ
ォ
ニ
オD

. exilis (K
ip

p
ist) S

tap
f. 

と
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ニ
オD

. ib
u

ru
a S

tap
f.

が
栽
培
さ

れ
て
い
る
。 

 

コ
ル
ネ
（B

rach
iaria ram

o
sa

 (L
.) S

tap
f.

）
は
一
年
生
草
本
で
、
イ
ン
ド
の
東
ガ
ー
ツ
山
脈
に
居
住
す

る
山
地
民
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
（
図2

0

）
。
近
年
ま
で
カ
ル
ナ
タ
カ
州
と
ア
ン
ド
ラ=

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
境

界
の
乾
燥
地
域
で
約8

0
0

0

エ
ー
カ
ー
栽
培
さ
れ
て
い
た
。1

9
9

6

年
の
調
査
で
も
こ
の
地
域
で
栽
培
さ
れ

続
け
て
お
り
、
バ
ー
ト
や
ロ
テ
ィ
な
ど9

種
類
の
調
理
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
コ
ル
ネ
は
、

本
来
、
南
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
し
、
林
床
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
果
樹
林
床
や
路
傍
な
ど
の
生
育
地
か

ら
、
陸
稲
、
次
い
で
シ
コ
ク
ビ
エ
、
サ
マ
イ
な
ど
の
畑
に
雑
草
と
し
て
侵
入
し
、
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
乾
燥
に
強
い
の
で
保
険
作
物
の
地
位
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
二
次
作
物
と
し
て
単
作
さ
れ

る
栽
培
植
物
に
な
っ
た
。
栽
培
型
は
擬
態
随
伴
雑
草
型
よ
り
も
穂
が
密
で
大
き
く
、
種
子
脱
粒
性
が
弱
い
。

耐
旱
性
に
著
し
く
優
れ
、
雨
が2

回
降
れ
ば
収
穫
に
至
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
南
イ
ン
ド
で
は
単
作
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
栽
培
も
至
っ
て
簡
単
で
、
極
端
に
言
え
ば
播
い
て
収
穫
す
る
の
み
で
あ
る
。
西
ア
フ

リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
で
ほ
ぼ
栽
培
化
段
階
に
至
っ
て
い
る
同
属
の
一
年
生
種
が
ア
ニ
マ
ル
フ
ォ
ニ
オB

. 

d
eflexa (S

ch
u

m
ach

) C
.E

. H
u

b
b

b
ard

で
あ
る
。 

野
外
 
査
は
、
カ
 
 
 
カ
州
、
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
 
 
び
 
ミ
 
 
 
ド
ゥ
州
（1

9
8

5

、

1
9

9
6

、1
9

9
7

）
、
 
ハ
 
 
ュ
ト
 
州
 
 
び
オ
 
ッ
 
州
（1

9
8

7

）
、
 
ッ
デ
ィ
ヤ
 
プ
 
デ
 
ュ
州
 

 
び
 
ハ
ー
 
州
（1

9
8

9

）
、
 
 
 
、
ヒ
 
 
ャ
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
 
 
び
 
ッ
 
 
 
プ
 
デ
 
ュ

州
（1

9
9

6

）
 
 
 
 
 
施
し
 
。
 
 
 
は
カ
 
 
 
カ
州
と
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
の
境
界
地

域
周
辺
だ
け
で
 
 
 
れ
 
 
 
。
 
 
テ
ィ
の
 
 
は
カ
 
 
 
カ
州
と
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州

 
 
び
 
ミ
 
 
 
ド
ゥ
州
の
境
界
、
オ
 
ッ
 
州
の
丘
陵
地
 
限
 
れ
 
 
 
。
し
 
し
 
 
 
、
古
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く
 
 
普
及
し
 
 
 
 
 
は
 
く
の
場
所
で
 
 
 
続
 
 
き
 
。
同
時
 
、
農
耕
 
、
穀
粒
 
 
 
、

 
 
 
、
 
 
び
植
物
地
 
名
 
関
す
る
情
報
を
地
域
の
農
民
 
 
聴
取
し
 
。
特
 1

9
9

6

年
と1

9
9

7

年
 
は
、
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
で
 
る
 
物
の
詳
細
 
 
 
 
を
農
民
の
自
宅
で
詳
細
 
観
察
 
 
 
 

 
っ
 
。
場
所
は
、
カ
 
 
 
カ
州T

u
m

k
u

r

地
区
、M

ad
h

u
g

iri talu
k

のA
n

n
erah

alli

村
、
 
 
び

 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州C

h
itto

o
r

地
区
のP

alm
an

er

近
郊
のJalarip

alli

村
で
 
っ
 
。 

 

コ
ラ
テ
ィ(

キ
ン
エ
ノ
コ
ロS

. p
u

m
ila (P

o
ir.) R

o
e
m

. et S
ch

u
lt.)

は
南
イ
ン
ド
で
時
折
栽
培
さ
れ
て

い
る
一
年
生
草
本
で
あ
る
。
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
は
日
本
で
も
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
雑
草
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
で

は
開
け
た
林
床
、
路
傍
や
畑
地
に
生
育
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
東
南
イ
ン
ド
の
キ
ン
エ

ノ
コ
ロ
は
生
態
的
に
３
分
類
で
き
る
。
第1
は
、
短
い
穂
を
も
ち
、
著
し
い
種
子
脱
粒
性
を
示
し
、
陸
稲

な
ど
の
畑
地
に
侵
入
し
て
い
る
雑
草
型
で
あ
る
。
第2

は
、
コ
ド
ラ
か
サ
マ
イ
に
擬
態
随
伴
し
て
い
る
雑

草
型
で
あ
る
。
第3

は
、
サ
マ
イ
と
混
作
さ
れ
て
い
る
栽
培
型
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
細
に
異
種
間
の
擬
態

状
況
を
見
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
コ
ラ
リ
は
現
在
も
二
元
的
な
進
化
の
方
向
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
一
つ
は
、
オ
リ
ッ
サ
州
に
お
い
て
主
に
イ
ネ
（
陸
稲
）
、
シ
コ
ク
ビ
エ
、
コ
ド
ラ
な
ど
の
畑
に
侵
入

し
、
擬
態
随
伴
雑
草
と
な
っ
た
第2

の
雑
草
型
で
あ
り
、
飼
料
と
し
て
の
ほ
か
に
ほ
ぼ
保
険
作
物
の
段
階

に
達
し
て
食
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
サ
マ
イ
の
畑
に
侵
入
し
て
擬
態
随
伴
雑
草

と
な
り
、
さ
ら
に
カ
ル
ナ
タ
カ
と
タ
ミ
ー
ル
・
ナ
ド
ゥ
の
州
境
地
域
に
お
い
て
サ
マ
イ
と
混
作
さ
れ
、
ほ

ぼ
栽
培
化
の
完
成
段
階
に
達
し
て
い
る
栽
培
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
マ
イ
と
混
合
し
て
バ
ー
ト
な
ど6

種

類
の
調
理
に
さ
れ
て
い
る
。
雑
草
型
と
比
較
す
る
と
、
驚
く
ほ
ど
穂
が
数
倍
も
長
く

1
0

cm

以
上
、
種
子

脱
粒
性
が
低
下
し
て
お
り
、
早
晩
生
、
頴
の
色
な
ど
で
品
種
分
化
も
生
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
サ
マ
イ

と
種
子
の
形
状
と
色
が
類
似
し
て
い
る
コ
ラ
リ
の
種
子
は
頴
の
滑
ら
か
さ
と
つ
や
に
よ
っ
て
の
み
区
別
で

き
る
点
は
興
味
深
い
。 
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図2
0

. 

 
 
 
の
  

(a) 
カ
 
 
 
カ
州
のT

u
m

k
u

r

地
区
の
 
 
 
の
 
 (b

)

 
 
型cp

密
 
、
擬
態
随
伴
雑
草
型o

p

疎
 
。 

 

三
次
 
物
 
 
テ
ィ 

 
 
テ
ィ
は
南
イ
ン
ド
で
時
折
、
 
 
イ
と
混
 
 
れ
 
 
る
一
年
生
草
本
で
 
る(

図2
1

)

。
祖
先
 

の
 
ン
 
ノ
 
 
は
 
本
で
 
ご
く
 
 
ふ
れ
 
雑
草
で
 
る
 
、
イ
ン
ド
で
は
開
け
 
林
 
、
路
傍
や

 
地
 
生
育
し
 
 
る
。
こ
の
章
で
は
原
則
と
し
 S

. p
u

m
ila

は
雑
草
型
を
 
ン
 
ノ
 
 
と
し
、
こ
の

 
 
型
だ
け
を
 
 
者
の
呼
称
 
従
っ
 
 
 
テ
ィk

o
rati

と
記
す
こ
と
 
す
る
。 

カ
 
 
 
カ
州
、
 
ミ
 
 
 
ド
ゥ
州
 
 
び
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
の
州
境
地
域
 
 
け
る
 

 
丘
陵
地
の
 
査
で
、
 
ン
 
ノ
 
 
の3
型
 
区
別
で
き
 
。
一
つ
は
、
主
 
 
 
イ
と
と
 
 
生
育

 
見
 
れ
る
 
 
型
 
 
テ
ィ
で
、
若
干
の
 
粒
性
 
 
 
、
草
丈
は
高
く
、
分
け
つ
数
 
 
 
。
こ
の

 
 
型
は
、
長
 
 
（1

1

㎝
）
、
高
密
度
の
小
 
（3

4
粒
／
㎝
）
、
 
数
の
分
け
つ
数
（4

3

）
、
広
 
止
 

（
長
 3

1

㎝
、
幅1

㎝
）
を
 
っ
 
 
る
。
開
花
ま
で
の
 
数
（7

3

 
）
は
長
く
、
随
伴
す
る
 
物
（
こ

の
場
合
は
 
ド
 
）
の
開
花
ま
で
の
 
数
 
適
応
し
 
 
る
。
二
つ
は
、
 
 
イ
と
 
ド
 
 
随
伴
す
る
雑

草
型
で
 
 
、
む
し
ろ
長
 
 
（1

0

㎝
）
と
高
 
 
粒
性
の
 
る
 
 
の
 
 
を
 
っ
 
 
る
。
三
つ
は
、
短

 
 
（6

㎝
）
を
 
っ
 
雑
草
型
で
、
 
熟
時
 
著
し
 
 
粒
す
る
小
 
 
 
 
を
 
っ
 
 
る
。
オ
 
ッ
 

州
で
は
、
 
 
型
 
 
テ
ィ
は
 
 
イ
の
、
む
し
ろ
湿
っ
 
 
 
し
ば
し
ば
生
育
し
 
 
る
。
こ
の
 
 

型
は
赤
 
 
と
薄
黄
の
 
の2

 
 
 
区
別
で
き
る
。
草
丈
の
高
 
随
伴
雑
草
型
は
通
常
は
陸
稲
や
 
 

 
 
 
、
 
 
イ
、
 
 
び
 
ド
 
の
 
 
生
育
し
 
 
 
。
南
イ
ン
ド
の
 
 
型
と
比
較
し
 
、
オ
 

ッ
 
州
の
 
 
型
は
太
く
長
 
茎
、
広
 
 
、
長
 
 
、
短
 
剛
毛
を
 
っ
 
 
 (K

aw
ase 1

9
8

7
; 

K
o

b
ayash

i 1
9

8
7

, 1
9

8
9

)

。 

 
ン
 
ノ
 
 S

etaria p
u

m
ila (P

o
ir.) R

o
em

. et S
ch

u
lt.(syn

.S
, g

lau
ca)

は
一
年
生
雑
草
で
、
世

界
各
地
 
広
範
囲
 
分
布
す
る
汎
存
 
の
雑
草
で
 
 
、
倍
数
性
（2

n
=

1
8

,3
6

,7
2

)

 
と
 
 
 
複
雑
 

 
で
 
る
。
草
丈3

0

～6
0

㎝
 
る
。
花
序
は
円
筒
 
で
密
 
花
 
つ
き
、
 
 
の
総
状
花
序
、2.5

～1
0

cm

、

通
常
は
黄
色
、
稀
 
紫
 
薄
 
緑
で
 
る
。
 
 
 
普
通
 
 
る
イ
 
科
草
本
で
標
高

7
0

0
m

ま
で
、
特

 
農
耕
地
、
路
傍
、
開
墾
し
 
森
 
生
 
 
 
る
。
小
 (

約3
 

㎜)

は
薄
 
緑
 
茶
緑
で
 
る
。
牛
 
 

ン
 
ノ
 
 
を
見
つ
け
る
と
言
わ
れ
 
 
る(A

ch
ariy

ar 1
9

2
1

、S
in

g
h

 1
9

8
8

)

。 

 
 

第
２
章
で
記
し
た
ハ
ト
ム
ギ(C

o
ix lacrym

a-jo
b

i L
. var. m

a-yu
en

 (R
o

m
an

.) S
tap

f.)

（IIc

群
）
は

主
に
ア
ッ
サ
ム
お
よ
び
周
辺
の
諸
州
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
多
年
生
草
本
で
あ
る
。
今
日
で
は
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
で
も
試
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
雑
草
型
の
祖
先
種
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
（C

. lacrym
a-jo

b
i var. 

lacrym
a-jo

b
i

）
は
日
本
を
含
め
て
、
東
ア
ジ
ア
各
地
に
生
育
し
て
い
る
。
雑
草
型
の
種
子
は
堅
い
苞
鞘
に

包
ま
れ
て
お
り
、
ロ
ザ
リ
オ
や
数
珠
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
栽
培
化
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
東
イ
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ン
ド
で
は
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
が
水
稲
の
擬
態
随
伴
雑
草
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。 

 

余
談
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
の
栽
培
化
に
関
す
る
基
礎
研
究
は
小
林
央
往
の
担
当
で
あ
っ

た
。
彼
と
は3

回
の
イ
ン
ド
調
査
を
共
に
し
た
。
そ
の
後
、
小
林
は
ア
フ
リ
カ
調
査
で
マ
ラ
リ
ア
に
罹
患
、

急
逝
し
た
の
で
、
私
が
遺
志
を
継
い
だ
。 

 

ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
伝
播
し
た
雑
穀
（III

群
） 

 

シ
コ
ク
ビ
エ(E

leu
sin

e co
racan

a
 G

aertn
.)

は
ア
フ
リ
カ
の
東
か
ら
南
部
の
高
地
や
サ
バ
ン
ナ
地
帯

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
一
年
生
の
穀
物
で
、
祖
先
種
はE

. co
racan

a
 ssp

. african
a (K

en
n

ed
y
-O

’B
yrn

e) 

H
ilu

 &
 d

e W
et

で
あ
る
。
シ
コ
ク
ビ
エ
は
中
央
ス
ー
ダ
ン
で
は5

0
0

0

年
前
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
後
、
紀
元
前1

,0
0

0

年
紀
に
は
イ
ン
ド
に
到
達
し
た
。
ア
フ
リ
カ
で
は
約1

0
0

万
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
イ
ン
ド
で
は
北
か
ら
南
部
諸
州
に
か
け
て
約

3
0

0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。ssp

. 

african
a

は
イ
ン
ド
に
広
く
伝
播
せ
ず
、
カ
ル
ナ
タ
カ
州
の
農
科
大
学
農
場
内
の
シ
コ
ク
ビ
エ
圃
場
周
辺

に
ま
れ
に
生
育
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
の
品
種
を
交
雑
し
て
イ
ン
ダ
フ

品
種
を
育
種
し
て
い
る
の
で
、
ア
フ
リ
カ
の
品
種
の
種
子
に
混
入
し
て
最
近
に
な
っ
て
帰
化
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
図1

9
.c

）
。 

 

シ
コ
ク
ビ
エ
は
南
イ
ン
ド
で
は
今
日
で
も
主
要
な
食
糧
と
な
っ
て
い
る
。
花
序
の
形
態
に
基
づ
い
て
次

の
５
品
種
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（d

e W
et et al. 1

9
8

4

）
。C

o
ro

can
a

品
種
群
は
ア
フ
リ
カ
と
イ
ン
ド

で
広
く
栽
培
さ
れ
、ssp

．african
a

に
似
て
お
り
、
中
央
の
枝
梗
を
良
く
発
達
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
枝
梗

は5

か
ら9

本
形
成
さ
れ
、
細
く
直
線
的
で
あ
る
。
こ
の
品
種
群
は
イ
ン
ド
で
は
モ
ロ
コ
シ
と
ト
ウ
ジ
ン

ビ
エ
畑
で
間
作
さ
れ
て
い
る
。V

u
lg

aris

品
種
群
は
ア
フ
リ
カ
と
イ
ン
ド
で
最
も
普
通
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
が
、
イ
ン
ド
で
は
潅
漑
イ
ネ
栽
培
に
続
く
乾
季
作
物
と
し
て
、
直
播
の
ほ
か
苗
床
に
播
種
、
育
苗
後
、

移
植
栽
培
さ
れ
て
も
い
る
（
口
絵1

下
、a

～d

）
。C
o

m
p

acta

品
種
群
は
北
東
イ
ン
ド
か
ら
ウ
ガ
ン
ダ
ま

で
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
と
り
わ
け
曲
が
っ
た
枝
梗
に
加
え
て
下
位
に
付
く
枝
梗
が
特
徴
的

で
あ
る
。P

lan
a

品
種
群
は
イ
ン
ド
の
東
西
ガ
ー
ツ
か
ら
マ
ラ
ウ
イ
に
ま
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
小
穂
は
長

く
小
花
が
花
軸
に
密
生
し
、
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
外
観
と
な
る
。E

lo
n

g
ata

品
種
群
は
枝
梗
が
長
く
、
東
ア

フ
リ
カ
の
他
、
イ
ン
ド
の
東
ガ
ー
ツ
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
の
栽
培
が
シ

コ
ク
ビ
エ
の
栽
培
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る
の
で
、
栽
培
面
積
は
こ
の2

0

年
間
に2

0
0

万
か
ら3

0
0

万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
間
を
変
動
し
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

 

モ
ロ
コ
シ(S

o
rg

h
u

m
 b

ico
lo

r ssp
. b

ico
lo

r M
o

en
ch

)

は
半
乾
燥
熱
帯
の
農
業
に
お
け
る
主
要
穀
物
で

あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
か
ら
農
耕
文
化
が
南
方
へ
伝
播
す
る
際
に
イ
ン
ド
で
は
熱
帯
の
穀
物
が
必
要
と
な
っ
た
。

紀
元
前2

0
0

0

年
な
い
し3

0
0

0

年
紀
に
は
モ
ロ
コ
シ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
交
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
。
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
か
ら
の
考
古
学
的
証
拠
が
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。1

9
9

0

年
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に
は
世
界
の
総
計4

5
0

0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
、
内1

5
3

0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
の
作
付

け
で
あ
っ
た
。 

 

モ
ロ
コ
シ
は
第
２
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
栽
培
型
亜
種
の
ほ
か
、ssp

. aru
n

d
in

aceu
m

 (D
esv.) d

e W
et 

an
d

 H
arlan

お
よ
び

ssp
. d

ru
m

m
o

n
d

ii (S
teu

d
.) d

e W
et

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、 

ssp
. 

aru
n

d
in

aceu
m

は 
var. aru

n
d

in
aceu

m

、var. verticilliflo
ru

m

お
よ
びvar. aeth

io
p

icu
m

 

の3

変

種
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（d

e W
et, 1

9
7

8

）
。
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
型
品
種
群
は
近
縁
種
と
の
複
雑
な
か
か
わ

り
合
い
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
直
接
の
祖
先
種
はvar. verticilliflo

ru
m

(2
n

=
2

0
)

と
考
え
ら
れ
、
栽

培
型
と
こ
の
変
種
は
近
縁
野
生
種S

. p
ro

p
in

q
u

u
m

 (K
u

n
th

) H
itch

c. (2
n

=
2

0
)

と
も
自
然
交
雑
し
、S

. 

h
alep

en
se

 (L
.) P

ers.(2
n

=
4

0
)

と
は
染
色
体
数
の
倍
化
を
伴
っ
て
浸
透
性
交
雑
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

著
し
く
複
雑
な
変
異
を
示
し
て
い
る(D

o
g

g
et, 1

9
8

8
)

。ssp
. d

ru
m

m
o

n
d

ii

は
栽
培
型
と
野
生
種
が
同
所

的
に
生
育
し
て
い
る
地
域
で
雑
種
起
源
の
雑
草
と
な
っ
て
い
る
。
品
種
群
の
分
化
過
程
は
次
ぎ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。ssp

. aru
n

d
in

aceu
m

は
ア
フ
リ
カ
で6

0
0

0
か
ら5

0
0

0

年
前
に
栽
培
化
の
過
程
に
入
り
、

分
裂
選
択
に
よ
っ
て
モ
ロ
コ
シ
の5

栽
培
品
種
群
お
よ
び
雑
種
を
生
み
出
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
野
生
型
亜

種
とS

. h
alep

en
se

間
の
自
然
交
雑
、
栽
培
型
とssp

. aru
n

d
in

aceu
m

間
の
交
雑
が
各
地
で
生
じ
て
い

る
。G

u
in

ea

とD
u

rra

品
種
群
は
東
方
へ
と
伝
播
し
、4

0
0

0

年
ほ
ど
前
に
は
イ
ン
ド
へ､

2
0

0
0

年
ほ
ど

前
に
は
中
国
に
伝
播
し
て
ア
ン
バ
ー
・
ケ
ー
ン
と
コ
ー
リ
ャ
ン
と
な
っ
て
い
る
。S

. b
ico

lo
r

と

S
. 

h
alep

en
se

の
交
雑
で
雑
草
性
の
著
し
い
ジ
ョ
ン
ソ
ン
グ
ラ
ス
、
さ
ら
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
飼
料

用
と
さ
れ
る
コ
ロ
ン
バ
ス
・
グ
ラ
ス
（S

. alm
u

m
 P

aro
d

i, 2
n

=
4

0

）
が
こ
の
雑
草
と
栽
培
品
種
の
自
然
交

雑
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。1

9

世
紀
以
降
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
導
入
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
の

D
u

rra

、

K
affir

お
よ
びB

ico
lo

r

品
種
群
は
矮
性
品
種
を
生
じ
て
い
る
。
栽
培
品
種
群
の
特
徴
に
つ
い
て
少
し
整
理

し
て
み
よ
う
。
頴
に
包
ま
れ
た
耐
鳥
害
性
の
小
粒
種
子
を
持
つB

ico
lo

r

品
種
群
は
最
初
に
、
良
好
に
加
工

で
き
る
中
粒
種
子
を
も
つ

G
u

in
ea

品
種
群
は
次
に
発
達
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
で
発
達
し
、
耐
旱
性
が
強

く
大
粒
種
子
を
も
つD

u
rra

品
種
群
は
イ
ン
ド
や
東
ア
ジ
ア
ま
で
伝
播
し
て
い
る
。C

au
d

atu
m

品
種
群

は
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
特
性
を
亀
甲
状
種
子
の
形
態
や
色
・
味
に
持
っ
て
い
る
。K

affir

品
種
群
は
南
ア
フ

リ
カ
で
バ
ン
ツ
ー
族
と
関
わ
り
を
も
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
る(H

arlan
 an

d
 d

e W
et, 1

9
7

2
)

。D
u

rra

お

よ
びB

ico
lo

r

品
種
群
は
擬
態
随
伴
雑
草
を
も
っ
て
い
る
。
今
日
の
イ
ン
ド
で
は
全
イ
ン
ド=

モ
ロ
コ
シ
改

良
計
画
が
中
心
と
な
っ
て
品
種
改
良
や
普
及
を
行
っ
て
い
る
。
同
じ
く
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
に
あ
る

IC
R

IS
A

T

（
国
際
半
乾
燥
熱
帯
作
物
研
究
所
）
も
モ
ロ
コ
シ
や
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
の
品
種
改
良
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
。 

 

ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ(P

en
n

isetu
m

 g
lau

cu
m

 (L
.)R

.B
r.)

は
ア
フ
リ
カ
起
源
の
一
年
生
草
本
で
、
暑
熱
と
乾

燥
に
強
く
、
ア
フ
リ
カ
で
は1

6
0

0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
パ
ン
ジ
ャ

ブ
か
ら
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ウ
州
に
か
け
て
約1

1
0

0

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
ラ
ジ
ャ
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ス
タ
ン
州
で
は
主
要
な
食
糧
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
の
近
縁
野
生
種
は
乾
燥
し
た
東
か
ら
西
ア

フ
リ
カ
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。B

ru
n

k
en

 
(1

9
7

7
)

は
二
倍
体
の
栽
培
品
種
、
雑
草
お
よ
び
野
生
種
は

頻
繁
に
交
雑
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
ら
を
単
一
の
種P

.am
erican

u
m

 (L
.) L

eek
e

と
し 

、
さ
ら

に
３
亜
種
に
分
類
し
、
栽
培
型ssp

. am
erican

u
m

、
雑
草
性
のssp

. sten
o

stach
yu

m
 (K

lo
tzsch

 ex A
.B

r. 

&
 B

o
u

ch
e

’) B
ru

n
k

en

お
よ
び
野
生
型ssp

. m
o

n
o

d
ii (M

aire) B
ru

n
k

en

と
し
た
。
そ
の
後
、Clayto

n
 

an
d

 R
en

vo
ize(1

9
8

2
) 

は
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
の
分
類
学
的
に
適
切
な
名
称
をP

. g
lau

cu
m

と
し
、
近
縁
雑

草 

をP
. sieb

erian
u

m
 (S

ch
lech

t.) S
tap

f et H
u

b
b

.

、
近
縁
野
生
種
をP

.vio
laceu

m
 M

aire

と
し
て

整
理
し
た
。
こ
れ
ら3

種
の
違
い
は
生
育
場
所
の
選
択
と
種
子
散
布
の
機
構
に
あ
る
。P

.vio
laceu

m

は
祖

先
種
で
あ
り
、
上
記
分
類
の

ssp
. 

m
o

n
o

d
ii

に
相
当
す
る
。
ま
た
、P

.sieb
erian

u
m

は

ssp
. 

sten
o

stach
yu

m

に
相
当
し
，
ア
フ
リ
カ
で
は
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
畑
の
擬
態
随
伴
雑
草
と
し
て
花
序
の
大
き

さ
や
形
態
、
栄
養
体
の
形
態
お
よ
び
開
花
期
を
類
似
さ
せ
て
い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
で
は
雑
草
性
の
「
半
＝

栽
培
品
種
」
の
雑
種
集
団
を
シ
ブ
ラ
ス
（sh

ib
ras

）
と
呼
ん
で
お
り
、
農
夫
に
と
っ
て
は
普
通
に
見
ら
れ

る
い
わ
ば
「
汚
染
」
植
物
で
あ
る
。
シ
ブ
ラ
ス
は
栽
培
型
と
雑
草
近
縁
種P

. vio
laceu

m

と
の
浸
透
性
交

雑
に
よ
っ
て
生
じ
て
お
り
、
花
序
の
大
き
さ
や
形
、
栄
養
体
の
形
態
お
よ
び
開
花
期
で
栽
培
型
に
類
似
す

る
擬
態
随
伴
雑
草
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
で
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

地
理
的
に
は
次
の4

栽
培
品
種
群
が
認
め
ら
れ
る
。
卵
型
の
頴
果
を
も
ち
、
も
っ
と
も
祖
先
型
に
近
い

T
yp

h
o

id
es

品
種
群
は
今
日
も
ア
フ
リ
カ
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
的
な
証
拠
か
ら4

0
0

0

年
前

に
ア
フ
リ
カ
で
栽
培
化
さ
れ
、
品
種
分
化
が
起
こ
る
以
前
、
こ
の
品
種
群
の
み
が
北
西
イ
ン
ド
に
少
な
く

と
も3

0
0

0

年
前
に
伝
播
し
た
。
し
か
し
、
他
の3

品
種
群
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
外
へ
は
伝
播
し
て
い
な
い
。

N
ig

ritaru
m

品
種
群
はT

yp
h

o
id

es

品
種
群
に
類
似
し
、5

0
cm

以
下
の
花
序
を
も
つ
。G

lo
b

o
su

m

品

種
群
は
長
球
形
の
頴
果
、1

0
0

cm

を
越
え
る
ロ
ー
ソ
ク
型
の
花
序
を
も
つ
。L

e
o

n
is

品
種
群
は
先
の
尖
っ

た
扁
球
形
の
頴
果
を
も
ち
、
花
序
の
長
さ
や
形
は
変
異
に
富
む
。
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
は
旱
魃
に
強
い
の
で
、

将
来
も
乾
燥
地
帯
の
農
耕
地
で
栽
培
が
拡
大
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

西
南
中
国
よ
り
伝
播
し
た
タ
デ
科
雑
穀
（IV

群
） 

ソ
バ(F

ag
o

p
yru

m
 escu

len
tu

m
 M

o
en

ch
.)

と
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ(F

. tataricu
m

 G
aertn

.)

は
一
年
生
草

本
で
あ
る. 

多
年
生
草
本
のF

. cym
o

su
m

 (T
rev.) M

eisn
.

が
両
種
の
祖
先
種
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、

種
子
脱
粒
性
の
野
生
種
が
見
つ
か
り
、
ソ
バ
の
祖
先
種
はF

. escu
len

tu
m

 ssp
. an

cestralis O
h

n
ish

i

、

ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
の
祖
先
種
はF

. tataricu
m

 ssp
. p

o
tan

in
i B

atalin

と
さ
れ
、
西
南
中
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

域
で5

0
0

0

年
ほ
ど
前
に
栽
培
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（O

h
n

ish
i, 1

9
9

8

）
。
カ
シ
ミ
ー
ル
に
伝
播

し
た
の
は
紀
元1

2
0

0

年
頃
で
あ
る
。
現
在
、
イ
ン
ド
で
は
ヒ
マ
チ
ャ
ー
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
ア
ッ
サ
ム

に
か
け
て
主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
丘
陵
地
帯
で
カ
リ
フ
季
に2

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
け
さ
れ
、
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6
0

0
0

ト
ン
の
年
間
生
産
量
を
上
げ
て
い
る 

(Jo
sh

i an
d

 P
aro

d
a, 1

9
9

1
)

。 

 

新
大
陸
か
ら
伝
播
し
た
雑
穀
（V

群
） 

 

ヒ
ユ
科
ア
マ
ラ
ン
サ
ス(

主
にA

m
aran

th
u

s h
yp

o
ch

o
n

d
riacu

s L
.

とA
. cau

d
atu

s L
.)

は
紀
元1

5
0

0

年
頃
に
イ
ン
ド
に
伝
播
し
、
現
在
は
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
ア
ッ
サ
ム
地
域
、
南
イ
ン
ド
の
山

地
帯
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
ザ
科
キ
ヌ
ア(C

h
en

o
p

o
d

iu
m

 q
u

in
o

a
 W

illd
.)

は
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
な
ど

で
ま
れ
に
栽
培
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
種
子
ば
か
り
で
な
く
野
菜
と
し
て
若
い
葉
が
利
用
さ
れ
て
い

る(Jo
sh

i an
d

 R
an

a, 1
9

9
1

)

。
北
イ
ン
ド
で
は
伝
統
的
な
作
物
で
は
な
い
の
で
、
栽
培
し
て
も
自
ら
の
食

用
と
は
せ
ず
に
、
換
金
作
物
と
し
て
い
る
。 

 

イ
ン
ド
起
原
の
雑
穀
の
 
 
 
 
  

 

東
イ
ン
ド
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 
 
 
 
は
イ
 
の
伝
播
 
強
く
関
連
し
 
 
る
。
 
 
植
物
は
半
 

 
地
 
 
 
 
一
年
生
植
物
 
 
選
抜
 
れ
 
。
ま
 
、
湿
地
 
 
 
 
は
 
年
生
植
物
を
一
年
生
植
物

の
生
活
環
 
強
要
し
 
、
生
育
期
間
を
短
縮
 
 
、
 
 
生
産
を
増
や
す
 
向
 
、
一
年
生
 
の
 
向
 

選
抜
し
 
。
こ
の
 
 
で
、
イ
 
 
 
の
随
伴
雑
草
 
 
、
ハ
ト
 
 
と
 
ド
 
 
 
年
生
 
 
一
年
生

 
の
 
向
 
選
抜
 
れ
 
二
次
 
物
 
 
っ
 
。
 
 
 
イ
 
の
随
伴
雑
草
 
 
、
 
 
 
耐
 
る
一
年

生
植
物
 
擬
態
随
伴
雑
草
、
二
次
 
物
 
 
イ
、
イ
ン
ド
 
 
、
こ
れ
 
の
随
伴
雑
草
 
 
三
次
 
物
 

 
 
、
 
 
テ
ィ
 
 
 
 
 
 
向
 
選
抜
 
れ
 
。
東
イ
ン
ド
の
 
 
、
 
 
 
 
 
 
陸
稲
 
と
 

う
 
 
環
境
 
 
 
地
へ
の
適
応
進
 
 
る
自
然
選
択
と
人
為
選
択
の
結
果
で
 
る
。
 
南
米
 
 
伝
播

し
 
ト
 
 
 
 
 
の
 
 
侵
入
し
 
雑
草
 
 
 
イ
 
ャ
ン
（
カ
ー
 
ー
 
ミ
レ
ッ
ト
）
 1

9
世
紀
 

 
っ
 
 
 
 
 
 
 
れ
 
。 

 

二
次
 
物
の
 
態
的
 
質 

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
の
雑
穀
の
 
 
 
 
 
は
、
イ
 
 
 
 
雑
草
と
し
 
侵
入
す
る
第1

段
階
 
 ､

二
次
 
物
で
 
る
 
 
イ
、
 
ド
 ､

イ
ン
ド
 
 
 
ど
の
祖
先
 
 
随
伴
雑
草
 
 
る
第2

段
階
、
陸

稲
 
で
イ
 
の
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
二
次
 
物
 
 
る
第3

段
階
、
 
 
 
 
 
イ
、
 
ド
 
、
 
 
 

 
 
 
ど
へ
の
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
、
 
 
 
、
 
 
テ
ィ
 
二
次
 
物
 
 
る
第4

段
階
 
至
る
。
こ

の
 
 
は
イ
 
 
 
び
こ
れ
 
随
伴
す
る
雑
草
（
祖
先
 
）
 
イ
ン
ド
東
北
部
 
 
南
部
へ
と
伝
播
す
る

 
で
、
湿
潤
気
候
 
 
 
 
気
候
へ
の
適
応
 
関
わ
っ
 
促
進
 
れ
 
と
考
 
 
れ
る
（K

im
ata et al. 

2
0

0
0

）
。
ヒ
ト
と
植
物
の
共
生
系
 
 
の
事
例
と
し
 
と
 
 
興
味
深
 
。 

 
 
テ
ィ
は
南
イ
ン
ド
で
は
 
 
イ
と
混
 
 
 
っ
 
 
 
 
れ
 
 
る
 
、
オ
 
ッ
 
州
で
は
 
ド

 
や
 
 
 
 
 
と
混
 
 
れ
 
 
る
。
こ
の
混
 
組
合
 
 
 
っ
 
ど
の
 
う
 
 
内
分
 
 
生
じ
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る
 
 
つ
 
 
、
南
イ
ン
ド
と
オ
 
ッ
 
州
の
野
外
 
査
を
行
っ
 
。
 
集
し
 
在
来
系
統
 
つ
 
 

は
、
 
れ
ぞ
れ
の
 
で
の
 
構
 
（
組
合
 
）
ご
と
 
 
述
す
る
 
う
 
、
初
期
生
育
 
ど
の
 
態
的
 

生
態
的
 
質
 
 
び
植
物
体
色
 
ど
の
生
 
的
 
質
の
比
較
試
験
や
 
験
を
行
っ
 
。
 
験
材
料
と
し
 

用
 
る
際
 
は
、
 
 
植
物
の
他
雑
草
 
ど
 
含
む
の
で
、
用
語
と
し
 
品
 
で
は
 
く
系
統
を
用
 
る
。 

 

イ
 
 
 
王
立
 
ュ
ー
植
物
園
標
本
庫
 
 
け
る
 
同
定 

 

コ
ル
ネ
、
コ
ラ
テ
ィ
、
キ
ビ
な
ど
の
タ
イ
プ
標
本
を
観
察
し
て
、
種
の
同
定
を
確
認
し
た
（2

0
0

5

年
）
。

コ
ル
ネ
の
標
本
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
大
型
の
穂
と
広
い
葉
で
栽
培
型
に
近
い
標
本
が
あ
っ
た
。
北
西
イ

ン
ド
採
集
の
標
本
は
分
け
つ
数
が
多
く
、
密
穂
で
あ
り
、
野
生
の
穀
物
利
用
が
可
能
と
見
え
た
。
私
が
用

い
た
供
試
材
料
の
同
定
は
的
確
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

コ
ラ
テ
ィ
の
変
異
は
大
き
く
、
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
か
ら
コ
ツ
ブ
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
ま
で
含
ん
で
い
た
。Bo

r

の

採
集
標
本
も
あ
り
、T

.K
o

p
e

の
同
定
標
本
も
あ
っ
た
。
細
く
少
な
い
剛
毛
の
密
穂
の
標
本
も
あ
っ
た
。
種

内
変
異
で
、
サ
マ
イ
か
コ
ド
ラ
に
擬
態
し
て
三
次
作
物
に
な
っ
た
と
の
起
原
仮
設
は
こ
の
観
察
か
ら
支
持

さ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
リ
ッ
サ
州
で
は
サ
マ
イ
が
多
く
、
コ
ド
ラ
と
の
混
作
も
あ
っ
た
が
、
カ
ル
ナ
タ
カ

州
で
は1

標
本
の
み
し
か
な
か
っ
た
。N

irg
ir

な
ど
の
標
本
に
は
穂
が
長
く
、
剛
毛
が
短
い
も
の
も
あ
り
、

コ
ド
ラ
擬
態
型
も
コ
ル
ネ
に
分
類
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ザ
ラ
ツ
キ
エ
ノ
コ
ロ
は
剛
毛
が
長
く
疎
穂
で
あ
る

が
、
変
異
が
大
き
か
っ
た
。 

東
南
イ
ン
ド
の
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
は
生
態
的
に
３
分
類
で
き
る
（
表1

7

）
。
第1

は
、
短
い
穂
を
も
ち
、

著
し
い
種
子
脱
粒
性
を
示
し
、
陸
稲
な
ど
の
畑
地
に
侵
入
し
て
い
る
雑
草
型
で
あ
る
。
第2
は
、
コ
ド
ラ

か
サ
マ
イ
に
擬
態
随
伴
し
て
い
る
雑
草
型
で
あ
る
。
第3

は
、
サ
マ
イ
と
混
作
さ
れ
て
い
る
栽
培
型
で
あ

る
。
さ
ら
に
詳
細
に
異
種
間
の
擬
態
状
況
を
見
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
コ
ラ
テ
ィ
は
現
在
も
二
元
的
な

進
化
の
方
向
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
つ
は
、
オ
リ
ッ
サ
州
に
お
い
て
主
に
イ
ネ
（
陸
稲
）
、
シ

コ
ク
ビ
エ
、
コ
ド
ラ
な
ど
の
畑
に
侵
入
し
、
擬
態
随
伴
雑
草
と
な
っ
た
第
２
の
雑
草
型
で
あ
り
、
飼
料
と

し
て
の
ほ
か
に
ほ
ぼ
保
険
作
物
の
段
階
に
達
し
て
食
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
サ

マ
イ
の
畑
に
侵
入
し
て
擬
態
随
伴
雑
草
と
な
り
、
さ
ら
に
カ
ル
ナ
タ
カ
州
と
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
の
州
境
地

域
に
お
い
て
サ
マ
イ
と
混
作
さ
れ
、
ほ
ぼ
栽
培
化
の
完
成
段
階
に
達
し
て
い
る
栽
培
型
で
あ
る
。
こ
れ
は

後
述
す
る
よ
う
に
、
サ
マ
イ
と
混
合
し
て
飯b

h
at

な
ど6

種
類
の
調
理
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
雑
草
型
と

比
較
す
る
と
、
穂
が
長
く1

0

ｃ
ｍ
以
上
、
種
子
脱
粒
性
が
低
下
し
て
お
り
、
早
晩
生
、
頴
の
色
な
ど
で
品

種
分
化
も
生
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
サ
マ
イ
と
種
子
の
形
状
と
色
が
類
似
し
て
い
る
コ
ラ
テ
ィ
の
種
子

は
頴
の
滑
ら
か
さ
と
つ
や
に
よ
っ
て
の
み
区
別
で
き
る
点
は
興
味
深
い
。 

 表1
7

. 

カ
 
 
 
カ
州
で
 
集
し
 
 
 
テ
ィ
の3

型
（
各5

個
体
）
の
 
態
的
 
質
の
比
較 
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イ
と
 
 
テ
ィ
の
混
 
 
の
 
 
 
 
は4

,4
2

2

粒
を
観
察
し
 
と
こ
ろ
、
 
 
イ
の
 
 
は7

0
.1

％

で
、
 
 
テ
ィ
の
 
 
は

2
6

.8

％
混
合
し
 
 
 
。
 
 
 
、
 
 
 
 
 
の
 
 
は

0
.4

％
、
 
デ
科
 
 

は

2
.5

％
混
入
し
 
 
 
。
 
 
イ
と
 
 
テ
ィ
の
混
 
 
で
 
 
し
 
 
 
 
 
け
る
混
合
比
は
 
の
年
の

気
象
条
件
 
 
っ
 
変
動
す
る
と
考
 
 
れ
る
 
、
表1

8

を
見
る
限
 
、
 
 
テ
ィ
の
混
入
率
 
 
み
 
、
三

次
 
物
と
し
 
の
地
位
は
十
分
 
高
 
と
言
 
 
う
。 

   

特性   イ の雑草型  ド 擬態随伴雑草型  ド と混 の  型

 粒性 著  高 低 

 長  6.1±0.6 10.4±0.4 11.1±1.3

小 密度（穀粒数／  ） 29.0 30.5 33.9

稈直径㎜ 1以下 おおよそ1 2

剛毛長  5.5密生 6.5密生 5.0疎生

穀粒長  2.0 2.5 3.0

草丈㎝ 73.8±11.3 90.6±5.1 75.8±5.3

分けつ数 40.0±10.6 20.0±3.5 43.0±9.7

止 長㎝ 17.1±3.3 22.8±4.5 31.0±4.6

止 幅㎝ 0.5±0.1 0.8±0 1.1±0.1

開花までの 数 51 61 73

図 21.   ティの 型: a)と b)  型(Dk)

 ド との混 ;c)   型(Ds)   イとの

混   び d)   粒性の雑草型;e)と f)  

 ティと  イの混  : ンド  プ デ 

 州 Chittoor近郊の Illur村  
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表1
8

. 

 
 
イ
単
 
 
と
 
 
イ
 
 
 
テ
ィ
混
 
 
の
 
 
穀
粒
構
 
の
比
較 

 

 

擬
態
随
伴
雑
草 

 

擬
態
 
は
 
間
擬
態
と
 
内
擬
態
 
 
る
。
 
 
テ
ィ
 
 
け
る
 
間
擬
態
は
イ
 
、
 
ド
 
 
 
び

 
 
イ
 
ど
 
対
し
 
生
じ
 
 
 
、
他
 
物
へ
の
擬
態
随
伴
雑
草
型
を
生
じ
 
 
る
。
 
内
擬
態
は
雑

草
型
と
 
 
型
 
継
代
的
 
自
然
交
雑
し
 
、
こ
れ
 
の
 
間
型
と
 
 
う
べ
き
擬
態
随
伴
雑
草
型
 
生

じ
、
自
然
選
択
 
重
 
 
、
農
夫
 
 
る
人
為
選
択
を
受
け
 
、
き
わ
め
 
 
似
し
 
 
る
 
、
混
 
 

 
型
と
は
 
 
の
非
 
粒
性
 
 
っ
 
判
別
で
き
る
。 

南
イ
ン
ド
で
は
、
 
 
テ
ィ
 
 
型
 
 
つ
 
 
 
イ
と
混
 
 
で
 
 
 
れ
 
 
る
 
、
一
 
、
東

イ
ン
ド
で
は
 
 
 
農
 
生
態
的
地
位
 
 
 
 
、
 
う
一
つ
の
 
 
テ
ィ
 
 
型
や
 
ン
 
ノ
 
 
雑

草
型
 
ど
 
、
主
 
 
ド
 
と
 
 
、
 
ま
 
 
 
 
 
 
や
陸
稲
と
混
 
 
る
 
は
随
伴
生
育
し
 
 

る
。
 
 
テ
ィ
の
 
く
つ
 
の
植
物
的
特
性
は
 
 
型
 
雑
草
型
 
 
出
自
し
 
 
る
こ
と
、
ま
 
、
こ

れ
 
の
特
性
 
 
 
イ
や
他
の
穀
物
と
進
 
的
 
同
 
し
 
き
 
こ
と
を
示
し
 
 
る
。 

こ
の
 
 
 
 
 
は
 
 
気
候
 
対
し
 
適
応
す
る
 
う
 
機
能
し
、
他
の
穀
物
 
へ
の
 
態
的
 
擬

態
 
 
っ
 
促
進
 
れ
 
き
 
。
 
 
 
、
 
ン
ト
 
 
ニ
ン
組
 
 
関
係
し
 
 
と
 
鞘
の
着
色
 
他

の
穀
物
と
ご
く
近
縁
の
雑
草
と
の
間
で
の
擬
態
 
組
み
込
ま
れ
る
。
雑
草
型
と
随
伴
雑
草
型
は
牛
へ
の
飼

料
と
し
 
、
ま
 
、
飢
饉
の
時
 
農
民
の
 
め
の
保
険
 
物
と
し
 
用
 
 
れ
る
。
 
 
テ
ィ
の
穀
粒
は

何
時
 
他
の
穀
物
と
と
 
 
播
 
、
混
 
 
れ
 
 
 
、
次
節
で
述
べ
る
 
う
 
、
補
助
 
材
と
し
 

6

 
 
の
伝
統
 
品
 
 
 
 
れ
、
順
次
、
農
耕
文
 
基
本
複
合
の
 
 
 
 
関
与
し
 
 
る
。 

 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州C

h
itto

o
r

近
郊
の

Ja
larip

ali

村
で
 
 
 
れ
、
地
域
の
市
場
で
販
売
 
れ

 
 
 
 
 
イ
と
 
 
テ
ィ
の
混
合
穀
物
 
 
 
色
の
擬
態
 
見
 
れ
 
（
図2

2

）
。
 
 
イ
の
 
 
粒

は
 
 
テ
ィ
の
 
 
粒
 
非
常
 
 
く
似
 
薄
茶
色
を
し
 
 
 
。
ま
 
、
容
易
 
識
別
で
き
る
黒
色
 

  イ 5249 98.6 3100 70.1

  ティ 1 少し 1187 26.8

     0 0 17 0.4

雑草

A デ科 70 1.3 112 2.5

B  科 0 0 6 0.1

C未同定 1 少し 0 0

D未同定 1 少し 0 0

合計 5322 4422

単  穀粒数％ 混  穀粒数％
 名

K pp  p ly 村 J l r p ll 村
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含
ま
れ
 
 
 
。
 
 
テ
ィ
の
穀
粒
は
黒
色
（5

1
.1

％
）
と
 
黄
色
（4

8
.9

％
）
 2

区
分
で
き
 
。
黒

色
 
 
は
混
合
穀
粒tela sam

u
ru

の
 
で
 
 
イ
と
容
易
 
区
別
で
き
る
 
、
薄
茶
色
 
 
は
 
 
イ

と
同
色
で
 
 
、
色
の
み
で
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
 
っ
 
 
、
詳
細
 
見
れ
ば
、
 
 
イ
穀
粒
の
光

沢
 
る
内
外
穎
 
 
っ
 
、
 
 
テ
ィ
の
薄
茶
色
 
 
 
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
 
。 

 
 
テ
ィ
 
 
型
は
常
 
 
 
イ
と
と
 
 
播
 
し
、
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
れ
る
。
農
民
は
混
合

穀
物
を
テ
 
グ
語
でtela sam

u
ru

 

 
る
 
はtella sam

u
lu

と
呼
ぶ
 
、
こ
れ
は
 
 
 
 
イ
を
意
味

し
 
 
 
。
混
 
 
 
っ
 
 
 
し
 
穀
粒
は
 
 
テ
ィ
を2

6
.8

％
含
ん
で
 
 
 
、
 
 
イ
の
単
 

で
 
 
し
 
穀
粒
は
ほ
ん
の
少
し
の
 
ン
 
ノ
 
 
を
含
ん
で
 
 
 
 
ぎ
 
 
っ
 
。 

 

図2
2

. 

 
 
テ
ィ
の
 
 
イ
へ
の
 
 
擬
態 

a) 

 
 
 
販
売
 
れ
 
 
る
混
合
穀
粒
、
分
 
し
 
穀
粒
、 

b
) 

 
 
イ
の
茶
色
 
 
、 

c) 

 
 
テ
ィ
の
茶
色
 
 
とd

)

黒
色
 
 
。 

 

 
 
 
の
 
 
 
と
 
 
  

野
外
 
査
（1

9
8

5

）
の
間
 
唯
一
、
 
 
 
 
 
型
の
単
一
 
 
 
 
 
ン
ガ
 
ー
 
 
 
北
へ1

0
0

k
m

 
 
るM

allesw
arap

u
ra

村
で
観
察
 
れ
 
。
こ
こ
で
は
、
小
学
校
教
師
 
約0

.0
3

h
a

の
 
で
 
 
 

を
 
 
し
 
 
 
。
穀
粒
は
、
去
勢
牛
 
鋤
を
牽
 
 
 
耕
地
を
整
地
し
 
 
、7

月
最
終
週
 
 

8

月

初
め
 
散
播
し
 
。
農
民
は9

月
 
頃
 
一
度
、
手
で
除
草
す
る
 
、
こ
の
時
 
 
 
 
は2

0
cm

ほ
ど

 
育
っ
 
 
る
。
 
 
は1

0

月
の
終
わ
 
 
 1

1

月
初
め
の
朝
の
う
ち
 
株
 
を
し
 
 
 
。
植
物
体
は

2

～3

 
、
 
穀
場
で
 
 
 
 
、
牛
の
踏
圧
で
 
穀
し
 
。
 
摺
 
、
 
 
、
風
選
の
 
 
、
雑
穀
粒
は
飯an

n
a

、

 
ッ
デ

m
u

d
d

e

 
 
び
非
発
酵
 
ン

ro
ti

 
 
 
し
 
 
 
。
 
 
 
 
 
型
は
著
し
 
 
 
 
粒
性

の
 
る
雑
草
型
 
随
伴
 
れ
 
 
 
。
 
 
 
は
カ
 
 
 
カ
州
と
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
の
州
境
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位
置
す
るT

u
m

k
u

r

 
 
び 

A
n

an
th

ap
u

r

地
区
の
 
 
地
で
現
在
 
ご
く
限
定
的
 
 
 
 
れ
 
 

る
雑
穀
で
 
る
。
 
つ
 
は
、
 
 
 
は
カ
 
 
 
カ
州

T
u

m
k

u
r

地
区
の

M
ad

h
u

g
iri

 
 
 

talu
k

 
 
 
 
約8

0
0

h
a

、
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州A

n
an

th
ap

u
r

地
区
のM

ad
ak

asira

 
 
 
 
 
 

 3
,2

0
0

h
a

の
耕
地
で
 
 
 
れ
 
 
 (G

o
w

d
a

私
信)

。 

野
外
 
査
（1

9
8

7
）
 
 
 
 
、B

. ram
o

sa

は
オ
 
ッ
 
州
の
 
 
イ
 
 
生
育
し
 
 
る
擬
態
雑
草

で
 
る
こ
と
 
観
察
 
れ
 
。
農
民
は
こ
の
擬
態
雑
草
をg

u
sara p

ata 

 
る
 
はg

u
sara lo

ta

と
呼
ん

で
 
 
。
オ
 
ッ
 
州
の
こ
の
地
で
は
、
 
 
 
 
 
び
別
の
近
縁
雑
草

B
. eru

cifo
rm

is

は
良
 
イ
 

科
飼
料
で
 
る(K

o
b

ayash
i 1

9
8

7
)

。B
. ram

o
sa

は
 
 
取
 
 
耐
 
、
良
 
新
芽
を
出
し
、8

0

～8
5

 

の
間
 
、8

～1
0

ト
ン
／h

a

の
緑
飼
料
を
供
給
す
る
。
最
近
で
は
、
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
のK

arn
o

o
l

とA
n

an
th

ap
u

r

両
地
区
の
 
 
農
 
地
 
 
 
 
飼
料
 
物
と
し
 
普
及
し
つ
つ
 
る
。 

野
外
 
査
（1

9
9

6

）
は
カ
 
 
 
カ
州
と
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
のM

ad
h

u
g

iri

とH
in

lu
p

u
r

の
間
の
厳
し
 
 
 
丘
陵
 
 
 
 
 
施
し
 
。
 
 
標
本
、
腊
 
標
本
 
 
び
農
 
生
態
系
 
関
す
る

情
報
を7

カ
所
で
 
集
し
 
。
農
民
 
 
っ
 
採
用
 
れ
 
 
る
 
 
 
の
 
 
 
は
次
の
通
 
で
 

る
。
農
夫
は
鋤
を
用
 
 3

回
、
整
地
を2

回
し
 
 
付
け
 
を
準
備
し
 
。
穀
物
 
 
は
間
 
物
 
し

で
、8

月
 
旬
 
散
播
し
 
。
 
 
 
は
大
き
く
 
 
す
ぎ
 
倒
伏
す
る
の
で
、
施
肥
は
し
 
 
っ
 
。

 
 
 
、
 
 
 
の
茎
 
非
常
 
細
く
 
弱
く
、
個
体
群
は
著
し
く
密
生
し
 
 
る
の
で
、
通
常
は
除
草
 

 
耕
 
し
 
 
っ
 
。1

0

月
末
 
 1

1

月
初
め
の
 
熟
時
 
全
植
物
体
を
 
 
し
、
小
 
 
束
 
ま
と

め
 
、
 
で
 
 
 
 2

週
間
 
 
 
 
 
。 

 
穀
は
 
穀
場
で
、
牛
 
牽
 
 
 
石
製
 
ー
 
ー
で
行
っ
 
。
穀
粒
の
 
 
量
は
風
選
 
 
、
約

3
.5

～4

ト
ン
／h

a

で
 
 
っ
 
。
石
臼
 
 
摺
 
機
で
 
摺
 
と
 
 
 
 
約6

0

％
 
可
 
分
と
し
 

残
っ
 
。 

  
 
テ
ィ
の
 
 
 
と
 
 
  

 
 
テ
ィ
は
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
のC

h
itto

r

地
区
 
 
び
オ
 
ッ
 
州
の
先
住
民
居
住
地
帯

trib
al b

elts

で
の
 
査
（1

9
8

5

）
で
は
 
 
イ
と
の
混
 
物
と
し
 
 
 
 
れ
 
 
 
。
 
 
 
、
野
外

 
査
（1

9
9

7

）
を
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
のP

alm
an

er

とV
en

k
atag

irik
o

ta

の
間
の
地
域
で
 

施
し
 
。
 
 
標
本
 
 
び
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
 
 
の
情
報
はK

u
p

p
am

p
alya

村
とJalarip

alli

村
で
 
集
し
 
。
 
 
イ
と
混
 
 
れ
る
 
 
テ
ィ
の
 
 
 
は
、2

～3

回
鋤
で
 
を
耕
 
し
、
混
合

し
 
 
 
を7

月
 
半
 
 8

月
初
め
 
播
 
し
 
。
有
機
肥
料
の
み
を
施
し
、
通
常
は
除
草
 
 
耕
 

し
 
 
っ
 
。
 
熟
時
、1

1

月
 
頃
ま
で
 
 
 
し
、
 
で1

0

 
ほ
ど
 
 
 
 
 
。
 
穀
は
 
穀
場

で
、
牛
の
踏
圧
 
 
っ
 
行
っ
 
。
穀
粒
の
 
 
量
は
少
 
く
約1

.5

ト
ン
／h

a

で
 
っ
 
。
 
摺
 

と
 
 
は
石
臼
と
木
製
杵
で
行
っ
 
。 
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農
民
の
意
見
で
は
、
ひ
ど
 
旱
魃
の
時
 
は
、
 
 
テ
ィ
は
妥
当
 
 
 
を
与
 
る
 
、
 
 
イ
は
全

く
 
 
で
き
 
 
。
こ
う
し
 
状
況
は
 
 
気
候
 
 
け
る
 
 
イ
 
対
し
 
の
二
次
 
物
の
 
 
 
 

 
を
示
唆
し
 
 
る
。 

 表1
9

. 

 
 
 
 
 
び
 
 
テ
ィ
の
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
の
 
査
地
はA

n
n

e
rah

alli villag
e
, T

u
m

k
u

r d
istrict in

 K
arn

atak
a

。 

 
 
テ
ィ
の
 
査
地
はJalarip

a
lli villag

e
, C

h
itto

o
r d

istrict in
 A

n
d

h
ra

 P
rad

e
sh

。 

 第5

章 

穀
物
の
 
 
 
 
 
 
び
 
 
 
  

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

      

耕 地の準備 木製鋤で３回耕す 木製鋤で ～3回耕す

整地 木製ハ  で 回 木製ハ  で 回

播 期 8月 旬 7月 旬  8月初め

播  散播 散播

 付け体系 単   イと混 

施肥 無施肥 有機肥料 有機肥料 750～  000k 

除草 無除草 手除草 回 し  　

 耕 し    回 し    回 播   0   5 

  期  0月末    月初め  0月末    月 頃

   鎌で株 鎌で株 

  3    週間以 8   0 

 穀 石製    家畜の踏み付け

 摺 石製臼  摺 機 石製臼 木製杵

  石製臼 石製臼 木製杵

      
 物

      
   

              
                    
        
                        

               
              

               

     1989   
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イ
ン
ド
亜
大
陸
の
複
雑･

 
 
 
自
然
的
 
文
 
的
環
境
を
反
映
し
 
、
各
地
の
住
民
の
生
活
文
 
、
と

 
わ
け
 
文
 
、
 
と
 
ば
主
 
と
 
る
穀
物
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
民
族
ご
と
 

顕
著
 
特
色
を
有
し
 
 
る
。
 
ン
ダ
族
は
稲
 
 
関
し
 
重
要
 
役
割
を
果
 
し
 
と
考
 
 
れ
る

（A
z
i
z
,
 
1
9
8
3
;
 
J
a
f
f
r
e
y
 
1
9
8
7

、
長
 1

9
9
5

、
山
 1

9
6
9

）
。
 
々
の
 
事
 
 
 
 
、
穀
物
料
 
 

は
 
彩
 
香
辛
料
 
富
む
 
わ
ゆ
る
カ
レ
ー
料
 
、
 
 
の
 
メ
 
で
 
 
 
れ
る
 
 
ュ
ー
と
 
言
う

べ
き
ダ
 
 
 
 
 
 
伴
っ
 
 
る
。
菜
 
を
主
と
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
 
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
料
 

 
香
辛
料
と
 
メ
 
は
 
く
 
は
 
 
 
 
 
素
材
で
 
 
、
言
 
尽
く
 
 
 
ほ
ど
 
味
 
 
彩
 
豊

 
 
を
与
 
 
 
る
。
カ
レ
ー
料
 
は
世
界
 
 
広
 
 
、
 
で
は
世
界
を
代
表
す
る
料
 
の
一
つ
で
 

ろ
う
。 

し
 
し
、
本
書
で
は
主
 
と
 
る
穀
物
 
 
 
焦
点
を
当
 
、
こ
れ
 
以
外
は
副
次
的
 
述
べ
 
 
く

こ
と
 
し
 
 
。
イ
 
科
穀
 
は
人
 
 
と
っ
 
最
 
重
要
 
 
糧
で
 
 
、
世
界
の
 
で
の
イ
ン
ド
亜

大
陸
の
独
自
性
の
強
 
 
 
 
 
 
 
 
の
位
置
づ
け
を
明
 
 
 
す
る
こ
と
 
第5

章
の
課
題
で
 
る
。

 
際
、
前
述
し
 
 
う
 
、
 
く
の
雑
穀
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
独
自
 
起
原
し
 
 
 
、
他
 
で
 
フ
 ･

ユ
ー
 
 
 
各
地
 
 
農
耕
文
 
基
本
複
合
と
し
 
、
何
千
年
 
前
 
 
、
相
互
 
 
び
 
び
伝
播
を
繰

 
返
し
、
 
れ
ぞ
れ
 
地
域
で
受
容
 
れ
、
 
る
 
は
 
 
 
独
自
の
変
容
を
遂
げ
 
、
 
 
の
 
文
 

の
地
域
的
 
 
性
を
 
 
、
世
界
的
 
 
性
 
影
響
を
与
 
 
き
 
と
考
 
る
 
 
で
 
る
。
し
 
 
っ

 
、
 
 
植
物
と
し
 
の
変
異
の
 
 
性
と
重
 
合
わ
 
 
、
 
 
 
 
 
 
び
 
 
 
 
 
含
ま
れ
る

歴
史
的
 
伝
統
的
技
術･

智
恵
の
 
 
性
を
広
範
囲
 
比
較
分
析
す
る
こ
と
 
 
 
、
 
の
 
 
植
物
の
起

原
と
伝
播
 
つ
 
 
解
き
明
 
す
可
能
性
 
 
 
 
開
け
、
と
 
 
興
味
深
 
謎
解
き
 
で
き
 
う
。 

 
や
流
行
 
の
自
然
 
や
 
 
ー
フ
ー
ド
で
何
 
と
話
題
 
 
っ
 
 
る
雑
穀
の
 
 
 
 
と
は
ど
の

 
う
 
 
の
 
の
だ
ろ
う
 
。
こ
こ
で
は
 
尾
（1

9
6
7

、1
9
7
2

）
 
提
示
し
 
農
耕
文
 
基
本
複
合
と
料

 
の
起
源
 
関
し
 
構
想
 
れ
 
壮
大
 
仮
説
 
沿
っ
 
再
検
討
を
進
め
 
 
。 

 

穀
物
の
 
 
 
  

イ
 
科
の
 
 
は
穎
果
と
呼
ば
れ
、
穎
 
被
わ
れ
 
 
る
 
態
を
 
と
 
う
。
 
 
は
イ
 
、
ヒ
 
や

オ
オ
 
 
、
 
 
 
 
ど
の
 
う
 
芒
 
 
 
 
、
こ
の
ま
ま
で
は
痛
く
 
 
 
 
は
入
れ
 
れ
 
 
。

 
ち
ろ
ん
、
 
と
 
 
 
入
っ
 
 
消
 
で
き
 
 
。
第
四
紀
 
 
け
る
 
 
や
寒
冷
と
 
う
環
境
 
ト

レ
 
 
耐
 
、
貯
蔵
性
の
良
 
性
質
 
 
る
 
 
こ
 
基
層
文
 
を
構
 
し
、
都
市
国
の
基
盤
と
 
る
 

糧
と
 
っ
 
の
だ
 
、
 
 
し
 
 
 
 
、
 
 
 
至
る
ま
で
の
 
 
 
 
は
容
易
で
は
 
 
。
 
 
取

 
、
 
の
 
 
、
 
穀
、
 
 
の
風
選
、
 
摺
 
、
 
 
、
挽
き
割
 
、
製
 
 
ど
の
 
 
 
 
 
連
続

す
る
。 

一
番
簡
単
 
 
 
 
は
 
の
ま
ま
焼
く
こ
と
で
 
る
。
穎
や
芒
を
焦
 
し
 
し
ま
 
、
 
 
を
ポ
ッ
プ
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れ
ば
、
容
易
 
 
べ
る
こ
と
 
で
き
る
。
イ
 
や
 
 
の
焼
米
は
こ
う
し
 
 
る
。
大
麦
や
ト
 
 

 
 
 
 
こ
れ
と
似
 
 
う
 
 
の
で
 
る
。 

 
 
 
 
を
取
 
は
ず
す
 
 
 
 
穀
、
 
 
 
穎
を
取
 
は
ず
す
 
 
 
 
摺
 
ま
 
は
 
稃
、
こ

の
 
 
 
終
わ
る
と
玄
穀
（
玄
米
 
同
じ
）
 
 
る
。
 
 
 
 
皮
を
取
 
除
く
 
 
 
 
を
 
 
と
 

う
。
 
 
の
結
果
、
 
皮
 
胚
 
 
く
 
 
、
ほ
と
ん
ど
胚
乳
澱
 
ば
 
 
の
 
 
粒
 
で
き
 
 
る
。

 
本
の
イ
 
や
雑
穀
で
 
 
ば
、
 
穀→

 
摺
 →

 
 
の
一
連
の
 
 
 
 
を
経
 
 
米
 
 
っ
 
状

態
で
 
る
。
こ
の
 
 
粒
を
 
の
ま
ま
 
材
と
し
 
 
 
し
、
料
 
を
 
 
、
 
べ
る
こ
と
を
粒
 
と
 

う
。
 
本
 
例
を
と
れ
ば
、
粒
 
の
代
表
は
飯
で
 
 
、
こ
の
ほ
 
 
、
蒸
し
 
 
る
 
こ
わ
、
 
 
 

る
粒
 
、
 
る
 
は
ヤ
 
メ
す
し
（
静
岡
県
井
川
）
や
こ
は
だ
の
粟
漬
（
東
京
都
）
 
ど
の
利
用
 
含
め

 
 
 
で
 
ろ
う
。 

裸
性
穀
粒
は
登
熟
す
る
と
穎
 
 
 
 
 
は
み
出
し
 
 
 
、
皮
性
穀
粒
 
比
べ
 
容
易
 
穎
 
外
れ

る
。
 
 
 
 
 
は
こ
の
裸
性
品
 
 
 
る
。
反
対
 
、
ヒ
 
 
ど
の
 
う
 
穎
 
 
 
を
固
く
保
護
し

 
 
る
場
合
は
容
易
 
 
を
外
す
こ
と
 
で
き
 
 
。
 
こ
で
、
 
穀
 
、
湯
 
 
立
っ
 
大
鍋
 
 
を

入
れ
 1

5

分
ほ
ど
 
 
 
 
取
 
出
し
、
 
 
で
 
 
し
、
 
の
 
、
 
を
外
す
 
 
を
 
ー
 
イ
 
 

 
と
 
う
。
イ
ン
ド
で
は
 
ジ
 
起
源
の
穀
物
（
イ
 
を
含
む
）
 
適
用
 
れ
る
こ
と
 
 
く
、
 
本
で

は
ヒ
 
で
 
施
し
 
 
る
地
域
 
 
る
。
イ
 
科
で
 
ハ
ト
 
 
は
硬
 
包
鞘
の
 
 
 
 
 
 
 
、
包

鞘
を
ソ
 
殻
と
同
じ
 
う
 
搗
き
砕
く
し
 
 
 
。
玄
穀
 
 
 
で
 
る
。
 
 
の
 
 
は
胚
と
胚
乳
 

 
 
、
こ
れ
 
は
 
皮
 
包
ま
れ
 
 
る
。
こ
の
 
皮
 
ど
を
は
 
す
 
 
 
 
 
（
 
米
 
同
じ
）
で

 
る
。
こ
こ
ま
で
の
 
状
 
 
る
と
、
や
っ
と
粒
 
材
と
し
 
使
 
や
す
く
 
る
。 

 
 
 
玄
穀
粒
を
 
の
ま
ま
製
 
す
る
と
全
粒
 
、
 
 
粒
を
製
 
す
る
と
 
製
 
、
こ
れ
 
を
粗
く

砕
 
 
 
の
 
粗
挽
き
 
で
 
る
。
穀
物
 
は
 
ン
、
 
 
 
、
だ
ん
ご
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
 
 
、
し
と

ぎ
 
ど
の
 
 
 
 
 
使
用
す
る
。 

製
 
 
は
 
式
製
 
 
と
湿
式
製
 
 
 
 
る
。
 
 
 
 
ど
は
 
式
製
 
を
す
る
。
 
ジ
 
の
雑
穀

や
イ
 
は
湿
式
製
 
 
を
適
用
で
き
 
、
容
易
 
 
製
 
 
で
き
る
。
 
と
 
ば
、
 
ト
 
は
 
 
粒
を

一
夜
 
 
潤
 
し
 
 
、
搗
き
砕
き
、
 
 
 
 
す
れ
ば
、
良
質
 
 
製
 
 
で
き
る
。
と
こ
ろ
 
、
 

 
 
 
 
粒
 
こ
の
湿
式
製
 
 
を
適
用
し
 
 
、
 
 
粘
っ
 
 
ン
の
ド
 
 
で
き
 
し
ま
 
、
 
製

 
 
は
 
 
 
 
。
こ
の
 
め
 
 
 
 
 
ど
は
 
大
 
 
 
 
 
ー
を
用
 
 
風
車
や
 
車
を
回
し
 

 
式
製
 
 
を
適
用
 
 
ば
 
 
 
 
。
イ
ン
ド
 
 
 
本
 
 
け
 
 
ト
 
湿
式
製
 
 
は
分
布
し
 

 
 
、
 
 
、
ヒ
 
と
イ
 
の
し
と
ぎ
 
品
は
神
事
 
関
わ
る
こ
と
 
 
 
。 

 

こ
の
 
う
 
穀
物
 
材
は
一
般
 
穀
粒
 
穀
 
と
し
 
 
 
 
用
 
 
れ
る
。
 
 
粒
の
 
 
は
め
し

（1

）
、
プ
 
オ
／
 
 
ヤ
ー
ニ
、
挽
き
割
 
粒
の
 
 
は
 
プ
 
（2

）
で
、
他
の
す
べ
 
は
 
製
 
ま
 

は
全
粒
 
 
 
る
 
 
で
 
る
。
次
 
具
体
的
 
 
 
、
 
 
 
 
を
述
べ
る
。 
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穀
物
 
 
の
 
 
 
  

 

穀
物
 
 
の
 
 
 
 
は
大
き
く
分
け
 4

つ
の
処
 
 
 
 
る
。
①
穎
果
の
ま
ま
 
熱
す
る
。
②
穎

果
を
 
摺
 
、
 
 
粒
、
製
 
す
る
。
 
の
 
、
③
穀
粒
や
穀
 
を
 
熱
す
る
。
④
発
芽
や
発
酵
 
 
る
。

こ
れ
と
関
連
し
 
、
 
材
と
し
 
み
る
と
大
き
く
分
け
 
粒
 
品
、
粗
挽
き
 
品
、
 
 
品
 
 
び
発
酵

 
品
 
 
る
。 

穀
 
 
つ
 
 
の
 
 
 
は
焼
く
、
煎
る
、
 
る
、
蒸
す
、
ポ
ッ
プ
 
 
る
、
醸
す
。
 
の
 
、
何
 

で
和
 
る
、
搗
く
、
固
め
る
、
 
 
 
油
で
揚
げ
る
、
 
ど
数
 
く
 
る
。
穀
 
 
つ
 
 
は
、
煎
る
、

練
る
（
 
、
湯
、
卵
、
 
 
ー
 
ど
と
）
、
 
の
 
、
茹
で
る
、
蒸
す
、
焼
く
、
揚
げ
る
、
 
ど
 
 
る
。

 
 
は
と
 
 
れ
、
穀
粒
で
 
穀
 
で
 
 
べ
る
 
め
 
は
最
終
的
 
 
熱
の
 
 
 
必
要
で
 
る
。
世

界
各
地
で
無
数
と
 
 
る
ほ
ど
 
 
 
穀
物
 
品
 
 
 
 
れ
 
 
る
 
、
こ
れ
 
は
 
 
 
 
と
地
 

的
分
布
 
 
っ
 
 
る
 
度
は
ま
と
め
る
こ
と
 
で
き
る
。 

 

粒
 
品
 
は
、
め
し
（
姫
飯
）
、
つ
ぶ
 
ゆ
（
粒
 
）
、
 
こ
わ
（
強
飯
）
、
 
ち
（
餅
）
、
ピ
 
フ
、
ぞ
う

す
 
（
雑
炊
）
、
ポ
ッ
プ
 
 
ー
ン
 
ど
 
 
る
。
 
 
 
 
 
 
み
る
と
簡
単
 
 
の
で
、
基
本
的
 
は

 
 
粒
を
 
る
、
蒸
す
 
、
煎
る
だ
け
で
 
る
。
唯
一
 
ち
は
例
外
で
、
蒸
し
、
搗
き
、
練
っ
 
 
し
 

 
、
 
 
 
 
る
や
焼
く
 
ど
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
る
。
粒
 
は
 
 
 
 
東
 
南
 
ジ
 
の
 

 
 
 
と
言
 
る
。
 
 
 
、
 
ち
は
 
 
、
 
 
、
 
 
 
 
、
イ
 
 
ど
の
糯
性
穀
粒
を
用
 
 
、

粘
 
 
強
 
独
特
の
 
品
で
東
 
ジ
 
 
限
定
 
れ
 
 
る
。
ピ
 
フ
は
 
 
 
 
を
 
く
炒
め
、
色
 

 
態
 
ド
 
ド
 
の
飴
の
 
う
 
し
 
 
 
、
ニ
ン
ジ
ン
、
羊
肉
 
生
穀
粒
を
 
 
 
、
 
る
の
で
、
 

 
め
し
を
炒
め
る
 
ャ
ー
ハ
ン
と
は
異
 
る
。
 
央
 
ジ
 
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
の
料
 
と
考
 
 
れ
る
。

粗
挽
き
 
 
品
 
 
 
び
き
 
ゆ
（
粗
挽
き
 
）
 
 
 
、
 
央
 
ジ
 
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
で
は
 
 
を

ミ
 
 
で
 
 
 
る
。 

 
央
 
ジ
 
起
源
と
考
 
 
れ
る
 
 
と
 
 
 
 
 
 
す
る
 
品
の
事
例
を
大
ま
 
 
見
る
と
、
東

 
ジ
 
 
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
ま
で
は
粒
 
の
飯
 
 
 
す
る
こ
と
 
 
く
、
一
 
、
イ
ン
ド
 
 
 
央
 

ジ
 
は
 
ン
 
、
 
 
 
イ
ン
ド
 
 
ヨ
ー
 
ッ
 
は
粗
挽
き
 
 
 
 
す
る
こ
と
 
 
 
（K

i
m
a
t
a
 

a
n
d
 

S
a
k
a
m
o
t
o
 

1
9
9
2
;
 

阪
本

1
9
8
8

）
。
東
 
ジ
 
 
限
定
的
で
 
る
 
、
 
 
性
の
品
 
群
 
 
 
、

こ
れ
は
餅
 
 
 
し
、
ま
 
、
 
 
 
ー
 
飲
料
 
す
る
こ
と
 
 
 
。
東
ヨ
ー
 
ッ
 
 
は
非
 
 
 

ー
 
飲
料
 
 
る
。
 
 
、
 
 
性
の
穀
粒
で
ん
ぷ
ん
を
 
つ
穀
物
は
、
イ
 
、
オ
オ
 
 
、
ト
 
 
 

 
 
、
 
 
、
 
 
、
 
 
 
 
、
ハ
ト
 
 
、
 
 
び
イ
 
科
で
は
 
 
 
 
 
ー
 
の
 
 
 
ン
 

 
（A.hypocondriacus

）
の8

 
で
 
る
。
 
 
性
品
 
の
ほ
と
ん
ど
 
 
本
、
韓
国
、
 
国
 
 
 

オ
 
、
 
イ
、
 
ガ
 
ン
ド
ま
で
の
、
東
 
 
し
東
南
 
ジ
 
 
限
定
的
 
分
布
し
 
 
 
、
イ
ン
ド
の

 
ッ
 
 
以
西
 
は
ほ
と
ん
ど
見
 
れ
 
 
。 

ま
 
、
 
フ
 
カ
起
源
の
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
び
ト
 
ジ
ン
 
 
 
 
 
る
 
品
の
事
例
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は
、
 
 
 
関
す
る
正
確
 
文
献
 
少
 
く
事
例
 
限
 
れ
 
 
る
（K

i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
S
a
k
a
m
o
t
o
 

1
9
9
2

）
。
粒
 
 
つ
 
 
は
 
 
と
 
 
の
事
例
と
 
似
し
 
 
る
 
、
粗
挽
き
 
と
 
 
 
イ
ン
ド
 

 
 
フ
 
カ
諸
国
 
 
く
、
こ
の
 
 
 
 
 
こ
れ
 
の
穀
物
と
と
 
 
伝
播
し
 
こ
と
を
推
測
 
 

る
。
 
フ
 
カ
諸
国
で
は
 
 
 
ー
 
飲
料
（
 
 
ツ
酒
）
 
す
る
こ
と
 
 
く
、
 
 
ー
 
や
北
イ
ン

ド
で
 
 
 
 
ー
 
飲
料
（
黒
麹
の
粒
発
酵
酒
）
 
し
 
 
る
 
、
両
地
域
の
発
酵
 
 
は
大
き
く
異
 

っ
 
 
る
。 

 

 
 
品
 
は
、
 
ン
、
 
 
 
、
こ
 
 
ゆ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
う
ど
ん
、
 
ョ
 
ザ
、
し
と
ぎ
、
こ
 
 

ち
、
こ
う
 
ん
 
ど
 
 
る
。
粒
 
 
比
べ
 
、
 
 
 
手
間
 
 
 
る
。
と
 
わ
け
、
 
 
広
く
普
及

し
 
 
る
 
ン
は
 
ろ
 
ろ
 
 
 
 
 
を
経
 
、
と
 
 
 
 
 
 
品
と
し
 
展
開
し
 
 
る
。
 
ン

は
肥
沃
 
三
 
月
地
帯
で
発
し
 
 
品
で
 
っ
 
 
、
テ
フ
の
イ
ン
ジ
ェ
 
や
ト
 
 
 
 
 
の
ト
 
テ

ィ
ー
ヤ
 
ど
 
ン
 
の
 
品
は
世
界
各
地
 
 
る
。 

 

照
 
樹
林
文
 
論
で
一
世
を
風
靡
し
 
民
族
植
物
学
者
 
尾
佐
助
（1

9
6
6

）
は4

つ
の
農
耕
文
 
を
提

唱
し
 
 
、
 
の
う
ち
の
地
 
海
農
耕
文
 
と
 
 
ン
 
農
耕
文
 
は
半
 
 
気
候
で
 
 
、
と
 
わ
け

イ
 
科
植
物
 
関
わ
 
 
深
 
。
地
 
海
農
耕
文
 
は
 
 
 
や
オ
オ
 
 
を
 
料
基
盤
と
し
、
 
 
品

 
 
 
。
 
 
ン
 
農
耕
文
 
は
雑
穀
と
イ
 
を
 
料
基
盤
と
し
 
粒
 
品
 
 
 
 
、
前
者
の
影
響
 

 
っ
 
 
 
品
 
少
 
く
 
 
。
ま
ん
じ
ゅ
う
や
う
ど
ん
は
 
 
 
の
 
 
を
応
用
し
 
東
 
ジ
 
独
自

の
 
品
で
 
ろ
う
。
穀
物
と
 
の
料
 
の
起
源
地
 
は
 
ン
プ
 
 
 
 
 
 
 
の
ま
ま
残
っ
 
 
る
 

う
で
 
る
。
 
 
 
の
 
 
 
は
他
の
 
文
 
の
受
容
 
 
っ
 
 
 
れ
 
 
る
の
だ
ろ
う
 
。
む
し
ろ
、

伝
播
の
最
終
地
域
の
ほ
う
 
 
 
 
料
 
 
を
維
持
し
 
 
る
 
う
 
思
 
る
。
イ
ン
ド
の
 
ミ
ー
 
 

ド
ゥ
州
や
 
本
の
 
 
 
事
例
は
こ
の
こ
と
を
支
持
し
 
 
る
の
だ
ろ
う
。 

 粒
 
と
 
ー
 
イ
 
 
  

 
 
、
イ
ン
ド
の
イ
 
は
 
穀
 
、
 
摺
 
を
す
る
前
 
 
ー
 
イ
 
と
 
う
 
 
 
 
を
入
れ
る
こ

と
 
 
く
、
イ
ン
ド
 
 
け
る
イ
 
の
総
 
量
の
約

5
0
%

 
 
ー
 
イ
 
 
れ
 
 
る
 
う
で
 
る
。
 

ー
 
イ
 
 
 
と
は
、
 
穀
し
 
 
付
穀
粒
を
大
鍋
の
熱
湯
 
で1

5

分
ほ
ど
 
 
 
 
、
 
 
 
 
し
、

 
の
 
は
一
般
通
 
の
 
 
 
整
 
 
を
行
 
う
（
図2

3

）
。
し
 
 
っ
 
、
穀
粒
の
外
見
は
 
 
を
施
 

 
 
 
の
と
ほ
と
ん
ど
区
別
 
つ
 
 
 
（
 
 2

 
参
照
）
。
一
 
、
 
稲
と
近
似
し
 
 
 
体
系
 
 

る
 
 
 
 
 
の
 
ー
 
イ
 
事
例
は
 
 
。
イ
ン
ド
で
は
イ
 
の
大
半
 
 
ー
 
イ
 
 
 
を
施
 
れ

 
 
る
。
イ
 
と
イ
ン
ド
起
源
の
雑
穀
 
は
施
用
 
れ
る
 
、
 
 
と
 
 
 
は
例
外
的
 
ほ
と
ん
ど
適

用
 
れ
 
 
 
 
。
こ
の
 
 
 
 
 
の
違
 
 
 
前
者
と
 
者
は
異
 
る
 
文
 
複
合
を
 
っ
 
 
る

と
 
 
 
う
。 
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フ
 
カ
起
源
の
雑
穀
 
、
麦
 
、
ト
 
 
 
 
 
は
ま
っ
 
く
 
ー
 
イ
 
 
 
を
施
し
 
 
 
 
。

 
っ
と
 
、
 
 
 
 
 
、
ト
 
ジ
ン
 
 
や
ト
 
 
 
 
 
 
ど
の
穀
粒
は
 
わ
ば
裸
性
で
 
 
、
全

粒
を
 
 
材
料
と
し
 
使
用
す
る
こ
と
 
 
 
の
で
、
必
ず
し
 
 
ー
 
イ
 
 
 
す
る
必
要
 
 
 
 

う
で
 
る
。
 
ジ
 
の
半
 
 
地
起
源
の
 
 
や
 
 
 
ほ
と
ん
ど
 
ー
 
イ
 
 
 
 
施
 
れ
 
 
 

 
。
 
ー
 
イ
 
 
 
の
盛
ん
 
 
ハ
ー
 
の
み
で
、
 
 
 
 
ー
 
イ
 
 
れ
 
 
る
こ
と
は
、
む
し

ろ
特
例
と
考
 
 
ほ
う
 
 
 
 
う
で
 
る
。
地
 
的
 
み
 
、
 
ー
 
イ
 
 
 
の
事
例
 
 
 
の
は

 
ハ
ー
 
と
オ
 
ッ
 
で
 
 
、
 
 
西
部
イ
ン
ド
で
は
ほ
と
ん
ど
事
例
 
 
 
っ
 
。
 
だ
し
、
 
ン

グ
 
 
デ
 
ュ
や
稲
 
地
帯
の
海
岸
線
を
南
 
し
 
ケ
 
 
州
ま
で
行
く
と
、
イ
 
穀
粒
の
大
半
を
 
ー

 
イ
 
 
 
し
 
 
る
（
 
尾 

1
9
6
7

）
。 

 

穀
 
の
 
付
き
粒
を
 
ー
 
イ
 
し
 
 
 
、
し
ば
 
く
 
 
 
 
し
 
 
、
臼
で
搗
き
、
 
殻
を
風

選
し
 
除
去
し
、
残
っ
 
編
平
 
穀
粒
 
品
 
 
ュ
ー
 c

h
i
u
r
a

 
 
る
。
 
ュ
ー
 
は
塩
味
、
カ
レ
ー

味
 
ど
を
つ
け
 
、
一
般
的
 
 
 
ッ
 
と
し
 
、
 
る
 
は
カ
レ
ー
を
 
け
 
 
の
ま
ま
 
べ
る
こ
と

 
 
る
（
 
 2

 c

参
照
）
。
 
ハ
ー
 
州
 
 
 
 
、
 
 
や
 
 
イ
を
 
ー
 
イ
 
 
 
し
 
 
 

熱
砂
の
 
で
炒
っ
 
穀
粒
を
 
 
ハ

m
a
l
h
a

、
 
 
 
ミ
 
 
と
黒
砂
糖
を
 
 
 
 
べ
る
 
品
を
 
イ

l
a
i

と
呼
ぶ
。
ガ
ン
ジ
 
河
の
氾
濫
原
で
イ
 
の
 
 
、
冬
 
の
 
 
を
 
 
し
 
 
る
人
々
は
 
 
の

 
 
ハ
は
め
し
 
 
 
 
 
し
 
と
 
う
。
南
イ
ン
ド
 
独
特
の
ド
ー
 
と
イ
ド
 
は
 
ー
 
イ
 
 
 

し
 
イ
 
 
 
 
 
す
る
（
図2

6
.

ｃ
 
ｄ
）
。 

 

 
 
植
物
の
側
 
 
み
る
と
、
イ
 
 
次
 
で
 
ジ
 
の
湿
潤
地
起
源
の
雑
穀
、
 
 
イ
、
 
ド
 
、

イ
ン
ド
 
 
、
 
 
テ
ィ
（
 
ン
 
ノ
 
 
）
の
順
 
 
ー
 
イ
 
 
 
の
事
例
 
 
 
。
 
 
 
、
イ

 
 
つ
 
 
オ
 
ッ
 
州
の
事
例
で
 
う
と
、
陸
稲
の
ほ
う
 
 
稲
 
 
 
 
ー
 
イ
 
 
 
 
れ
る
こ

と
 
 
く
、
ま
 
、
野
生
イ
 Oryza rufipogon
 G
r
i
f
f
.

は
伝
統
的
 
祭
礼
用
 
重
要
で
 
 
 
 
 

 
ー
 
イ
 
 
 
 
れ
る
こ
と
は
 
 
。
こ
の
味
の
 
 
、
 
 
イ
 
の
祖
先
野
生
 
は
採
集
す
る
際
 

大
半
 
 
粒
し
、
大
量
 
集
め
る
こ
と
 
で
き
ず
、
 
デ
ィ
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
の
ジ
ャ
 
村J

a
r
a

の
例

で
は
 
 
イ
 
の6

倍
の
値
段
で
売
れ
る
と
 
う
。
 
 
 
、
一
層
興
味
深
 
点
は
 
ー
 
イ
 
 
 
を

施
 
れ
る
雑
穀
 
の
 
 
イ
、
 
ド
 
、
イ
ン
ド
 
 
、
 
 
 
 
ど
は
陸
稲
 
 
 
 
 
 
れ
ぞ
れ
の

近
縁
雑
草
を
随
伴
 
 
 
 
る
こ
と
 
 
る
（
小
林

1
9
8
8

）
。
こ
の
事
 
は
こ
れ
 
の
雑
穀
 
と
 
の
 

 
の
起
源
の
問
題
を
解
く
 
め
の
有
用
 
示
唆
を
与
 
る
 
の
で
 
ろ
う
。 

 

 
本
で
 
ヒ
 
の
伝
統
的
 
 
 
 
 
の
前
処
 
と
し
 
、
 
ー
 
イ
 
 
 
 
相
当
す
る
黒
蒸
 
、

 
蒸
 
 
施
 
れ
 
き
 
事
例
 
 
る
（
橘

1
9
8
1

、
竹
井
 

1
9
8
1

、
大
野
 
畠
山

1
9
9
6

）
。
 
と
 
ば
、

黒
蒸
 
は
 
穀
し
 
ヒ
 
穀
粒
を
大
釜
ま
で
蒸
し
 
 
 
、
む
し
ろ
 
広
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
、
ば
っ

 
 
 
車
で
搗
 
し
、
 
 
し
 
ヒ
 
米
 
 
 
し
 
。 
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ー
 
イ
 
 
 
の
効
果
 
つ
 
 
は
次
の4

点
 
考
 
 
れ
る
。
①
 
粒
性
の
残
る
小
 
 
の
雑
穀

は
 
粒
 
起
こ
る
以
前
の
 
 
未
熟
 
う
ち
 
青
 
 
 
 
を
 
ざ
る
を
得
 
 
。
こ
の
場
合
 
 
ー
 

イ
 
す
る
と
胚
乳
 
固
く
 
 
、
 
摺
 
 
 
の
際
 
潰
れ
 
 
 
ず
、
 
 
効
率
 
 
く
 
る
。
②
湯

で
 
熱
す
る
こ
と
 
 
 
、
糠
糊
 
層
の
 
ミ
ノ
酸
 
ど
 
溶
け
 
胚
乳
 
浸
透
し
、
味
と
栄
養
 
向
 

す
る
。
③
 
熱
す
る
こ
と
 
 
 
、
 
 
フ
ァ
澱
 
 
し
、
 
の
 
 
 
容
易
 
 
る
。
④
昆
虫
卵
、
カ

 
 
ど
を
防
除
し
 
、
貯
蔵
性
を
良
く
す
る
。
こ
れ
 
の
効
果
 
つ
 
 
は
 
 
の
詳
し
 
分
析
 
必
要

で
 
る
（F

A
O
 1
9
8
5

）
。
非
 
粒
性
の
選
抜
 
進
ん
で
 
 
 
っ
 
段
階
の
雑
穀
 
 
つ
 
 
は
、
 
粒
防

止
の
 
め
の
 
の
青
 
 
 
 
の
 
の
 
 
処
 
 
の
問
題
解
決
 
と
し
 
 
ー
 
イ
 
 
 
の
技
術
を

生
ん
だ
可
能
性
 
高
 
の
で
は
 
 
ろ
う
 
。 

 
 
 
整
 
 
 
関
連
し
 
、
穀
粒
の
皮
性
と
裸
性
 
つ
 
 
補
足
説
明
 
必
要
で
 
ろ
う
。
皮
性
は

 
 
 
内
 
外
頴
 
ど
 
し
っ
 
 
と
付
着
し
 
 
 
、
 
摺
 
の
 
 
 
 
 
必
要
 
穀
粒
の
特
性
を

 
う
。
 
と
 
ば
、
ヒ
 
や
イ
 
 
ど
は
皮
性
で
 
る
。
と
 
わ
け
ヒ
 
は
護
頴
の
ほ
 
、
内
 
外
頴
 

堅
固
で
容
易
 
玄
粒
 
で
き
 
 
。
す
 
わ
ち
 
 
 
手
間
は
 
 
る
 
、
反
面
、
 
 
の
劣
 
を
防
く

こ
と
 
で
き
、
生
存
期
間
 
長
く
、
飢
饉
の
備
 
 
備
蓄
 
れ
る
の
は
こ
の
 
由
 
 
る
。
 
 
 
 
や

オ
オ
 
 
 
は
皮
性
 
裸
性
 
 
る
。
一
 
、
ト
 
ジ
ン
 
 
、
 
 
 
 
 
、
ト
 
 
 
 
 
 
ど
は

一
般
 
裸
性
で
内
 
外
頴
 
ど
 
退
 
、
 
る
 
は
、
 
 
の
で
 
摺
 
の
 
 
 
 
 
 
く
 
 
容
易

 
玄
穀
の
状
態
 
で
き
る
。
遺
伝
的
 
は
皮
性
 
顕
性
（
優
性
）
 
質
で
 
る
。 

 

 
 
、
 
ー
 
イ
 
 
 
の
意
味
 
関
す
る
 
述
の
仮
説
を
確
 
め
る
 
め
 
、
 
 
 
 
と
穀
粒
 

分
の
変
 
 
つ
 
 
高
速
液
体
 
 
 
ト
グ
 
フ
 
 
る
定
量
分
析
 
験
を
行
 
っ
 
み
 
（K

i
m
a
t
a
 e
t 

a
l
.
 1
9
9
9

）
。
穀
粒
の
 
粒
を
避
け
る
 
め
 
、
 
 
時
期
を
早
め
 
若
干
未
熟
の
う
ち
 
青
 
 
す
る
 
、

 
る
 
は
朝
露
の
 
る
早
朝
 
 
 
と
る
と
、
穀
粒
は
 
分
含
量
 
 
 
。
 
こ
で
 
ー
 
イ
 
 
 
を

行
う
の
だ
と
 
 
者
 
ち
は
言
っ
 
 
る
。
 
 
 
、
 
味
 
良
く
 
る
と
 
、
病
害
虫
を
防
ぐ
と
 
言

う
。
し
 
し
 
 
 
、
 
験
分
析
で
は
未
熟
穀
粒
 
つ
 
 
 
ー
 
イ
 
 
 
の
効
果
 
 
摺
 
 
 
で

認
め
 
れ
 
の
は
、
イ
 
と
 
 
 
 
 
 
の
み
で
、
 
 
 
ど
 
は
効
果
は
 
 
っ
 
。
 
味
 
関
係

す
る
遊
離
 
ミ
ノ
酸
は
、
 
ー
 
イ
 
 
 
 
 
っ
 
、
 
 
で
は
グ
 
 
ミ
ン
酸
、
イ
 
で
は
 
 
 

 
 
ン
酸
 
増
 
傾
向
 
 
っ
 
 
、
他
の
穀
粒
で
は
効
果
 
示
 
れ
 
 
っ
 
。
ま
 
、
ヌ
 
レ
オ
 

ド
含
量
 
つ
 
 
は
穀
 
 
間
の
差
異
 
著
し
 
っ
 
。
栄
養
と
し
 
の
 
ン
 
 
質
 
の
 
ミ
ノ
酸
 

つ
 
 
は
、
 
ー
 
イ
 
 
 
 
 
る
組
 
の
変
動
は
示
 
れ
 
 
っ
 
。
す
 
わ
ち
、
 
ー
 
イ
 
 

 
は
主
 
イ
 
 
有
効
で
 
っ
 
。 
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と
製
 
  

 
穀
し
 
イ
 
科
穀
 
の
穀
粒
を
裸
性
の
場
合
は
 
の
ま
ま
、
ま
 
は
皮
性
の
場
合
は
 
摺
 
し
 
 

 
、
製
 
し
 
 
材
を
全
粒
 a

t
t
a

と
呼
ぶ
。
 
皮
 
つ
 
 
穀
粒
、
 
る
 
は
同
じ
物
で
は
 
る
 

 
摺
 
を
し
 
玄
穀
粒
を
 
 
 
 
麩
、
 
皮
を
は
 
し
 
 
 
し
 
 
 
製
 
し
 
 
材
を
 
製
 

m
a
i
d
a

と
呼
ぶ
。
 
と
 
ば
、
 
本
で
言
う
 
ン
の
 
で
 
る
 
ャ
 
テ
ィ
や
 
テ
ィ
の
 
く
は
全
粒
 

を
使
用
し
 
非
発
酵
の
 
 
 
 
、
一
 
、
 
ン
は
 
製
 
を
使
用
し
 
半
発
酵
の
 
 
 
 
で
 
る
。

 
 
は
地
 
海
農
耕
文
 
の
麦
 
を
 
材
と
し
 
 
ン
や
 
 
 
 
ど
の
 
文
 
 
代
表
 
れ
る
 
、
 

 
ン
 
農
耕
文
 
 
 
 
 
 
 
ガ
 u

g
a
l
i

 
ど
雑
穀
 
の
 
 
は
広
く
見
 
れ
る
（
 
尾1

9
7
2

）
。 

 

製
 
と
 
う
 
 
技
術
 
は
大
別
し
 2

 
 
 
 
る
。1

つ
は
 
式
製
 
 
で
、
 
と
 
ば
麦
 
は

古
く
 
 
臼
や
 
ド
 
カ
ー
ン
を
用
 
 
製
 
 
れ
 
き
 
（
図2

4
.
a

）
。
 
 
 
 
を
練
っ
 
 
ン
や

う
ど
ん
を
 
る
と
き
を
想
像
し
 
 
 
だ
き
 
 
。
 
 
 
 
は
冷
 
を
 
 
 
練
る
だ
け
で
 
粘
 
 

出
る
の
で
、
製
 
は
 
 
し
 
状
態
で
行
 
う
 
 
他
は
 
 
。
 
 
し
 
硬
 
穀
粒
を
砕
 
 
細
 
く

し
、
 
 
す
る
 
は
強
 
力
 
 
る
の
で
、
 
く
の
労
力
と
 
少
大
掛
 
 
 
道
具
 
必
要
と
 
ろ
う
。

製
 
時
 
熱
 
 
わ
る
と
 
材
 
変
質
す
る
の
で
、
熱
を
吸
 
す
る
石
臼
は
望
ま
し
 
道
具
で
 
る
。
イ

ン
ド
の
都
市
生
活
で
は
電
動
臼
 
 
る
 
、
肝
心
 
部
位
は
旧
来
と
変
わ
 
 
 
石
臼
で
で
き
 
 
る
の

は
、
こ
う
し
 
 
由
で
 
る
。 

   イ        

 粒性の未熟粒の  

      焼米

（ヤ ゴメ  本四国 九州 ヒ イ米 佐賀
県神石郡 ホガケ 岡山県  部村 京都府竹
野村）

（インド）  期隔離分布

   ト  ディ

   ト  イ 

 ツ 製 

   の   

（西 ジ ）

プ オ（ピ フ   オ）

（インド西部   ペイン）

  ガ  

ヒ の黒蒸   蒸 

  手県 群 県）

    ャ ジャン  ヤ

 ゾット

図 23.    イ     び     
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う1

つ
は
湿
式
製
 
 
で
、
 
と
 
ば
イ
 
や
 
 
、
 
 
 
ど
は
穀
粒
を
 
 
潤
し
、
軟
 
く
し

 
 
 
臼
で
つ
 
 
製
 
し
 
 
粘
 
ず
、
 
の
ま
ま
 
 
 
 
す
れ
ば
 
 
 
 
し
 
 
 
 
る
。
し

 
 
っ
 
、
強
 
力
と
結
果
と
し
 
生
じ
る
熱
を
 
 
 
く
 
 
、
穀
粒
は
容
易
 
砕
け
る
の
で
、
比
較

的
簡
略
 
道
具
で
 
を
得
る
こ
と
 
で
き
る
（
図2

5
.
a
,
b
,
c

）
。
 
本
の
古
 
伝
統
的
 
 
 
で
、
神
へ

の
供
物
と
し
 
 
 
で
 
一
部
の
神
社
で
 
 
れ
 
 
る
生
 
料
 
の
し
と
ぎ
、
ま
 
 
イ
ヌ
の
人
々
 

 
 
し
 
 
る
し
と
 
ど
は
、
南
 
国
、
台
湾
、
 
 
 
オ
、
ミ
ヤ
ン
 
ー
、
 
 
 
ン
カ
 
ど
、
大
変

広
範
囲
 
 
似
し
 
料
 
と
し
 
分
布
し
 
 
 
、
典
型
的
 
湿
式
製
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
る
 
材
 

 
る
 
の
で
 
る
。
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
や
 
ミ
ー
 
 
 
ド
ゥ
州
で
 
 
 
れ
 
 
る
 
ブ

m
a
v
u

 
ま
っ
 
く
同
 
 
 
 
で
 
 
れ
 
 
る
。
イ
 
（
米
）
 
 
植
物
油
を
練
 
こ
み
、
灯
明
ピ

 
 
 
ブ
 
し
 
ヒ
ン
ド
ゥ
の
神
々
 
供
 
 
 
る
点
は
興
味
深
 
と
こ
ろ
で
 
る
（
図2

5
.
d

）
。
 
尾

（1
9
7
2

）
は
し
と
ぎ
 
南
イ
ン
ド
で
は
見
 
れ
 
 
と
し
 
 
る
 
、
こ
の
点
は
修
正
 
 
ば
 
 
 

 
。 

 

     の 式製     石製挽き臼    ト  イ   
      を砂で 熱し ぜ  るポップ   ン   同じく
    のポップ   ン（ ）  び ピト  p t （ ） 

  

 

図 24. 穀粒の     
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図2
5
.
 

湿
式
製
 
 
（
し
と
ぎ
）：a

 
イ
 
 
 
粒
を
石
臼
で
搗
く
、b

 
 
漬
し
 
 
切
す
る
、c

 
篩

で
 
 
す
る
、d

 
燈
明
の
ピ
デ
ィ
 
 
ブ
。
 
ト
 
 
 
派
生
し
 
 
 
 
 
。 

 

人
々
は
雑
穀
や
他
の
穀
物
を
利
用
し
 
 
ろ
 
ろ
 
 
 
の
 
品
を
 
 
し
 
き
 
。
主
 
は
、
飯b

h
at

、

 
ンro

ti

、
 
 
 m

u
d

d
e

 
ど
 
穀
物
の
 
 
 
 
を
利
用
し
 
頻
繁
 
 
 
 
れ
る(K

im
ata 1

9
8

7
)

。 

飯b
h

at

は
最
 
一
般
的
 
 
品
で
、
提
示
し
 
 
材
す
べ
 
を
用
 
 
 
 
れ
る
、
穀
粒
を
 
 
 
品

で
 
る
。
飯
は
古
代
 
国
 
発
し
 
、
 
ッ
 
 
 
 
東
イ
ン
ド
経
由
で
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
 
 
 
れ

 
。
 
ンro

ti

は
同
じ
く
一
般
的
 
 
品
で
、
穀
物
 
 
 
 
 
し
、
肥
沃
 
三
 
月
地
帯
 
 
け
る
 

 
 
の
 
ン
 
発
し
 
、
西
イ
ン
ド
経
由
で
亜
大
陸
 
 
 
 
 
れ
 
。
 
 
 m

u
d

d
e

は
東
 
フ
 
カ

 
 
 
 
 
 
半
島
を
経
由
し
 
 
 
 
 
れ
 u

g
ari

の
 
 
 
 
受
容
 
れ
 
。
図2

6

は
イ
ン
ド
亜

大
陸
 
 
け
る
穀
物
の
 
 
 
を
示
し
 
 
る
。
伝
統
的
 
飯(a

) 

 
豆
煎
餅

p
ap

ad
 (

豆
 

d
al

、
野
菜

 
 
び
穀
物
 
を
材
料
 
し
 
塩
気
の
 
 
 
 
 
 
の
煎
餅)

 
添
 
 
れ
 
 
る
。
ま
 
、(b

) u
p

m
a

とkesari b
h

at

、(c) d
o

sa; (d
) 

 
 
 m

u
d

d
e
 

 
 
び
 
 
 
の
飯
、 

(e) 

揚
げ
 
ンp

u
li

、(f)

蒸

し
 
ン id

li

 
ど
 
 
る
。 

 
フ
 
カ
起
源
の
穀
物
で
は
、
 
 
 
 
と
ト
 
ジ
ン
 
 
は
主
 
 
ンro

ti

を
 
る
の
 
用
 
 
れ
、

 
 
 
 
 
は
主
 
 
 
 m

u
d

d
e
 

を
 
 
し
、
 
 
 
ー
 
飲
料ch

an
 (

図2
7

)

の
醸
造
 
用
 
る
。

他
の
穀
物
 
は
主
 
飯b

h
at

の
 
 
 
用
 
る
。
特
別
 
 
品
で
 
る
し
と
ぎm

avu

は
祭
事
 
神
々
 

供
す
る
 
め
 
 
 
と
イ
 
の
生
 
 
 
 
 
す
る
。
 
 
の
し
と
ぎ

m
avu

は
植
物
油
 
浸
し
 
灯
明

 
す
る
。
 
 
 
を
用
 
 

9

 
 
の
 
品
 
 
 
れ
、m

u
d

d
e
 

は
 
 
 
 
 
と
混
合
し
 
 
 
す

 

 

 

 

しとぎの       

しとぎ       ダンゴ オカ        
（祭事  本青森県 滋賀県）

だんご

  ち

し く（ 本 美大島） ハ  ピッティ（セイ ン）  ブ（南イ
ンド）        オ 台湾 華南 

生しとぎ

湿式製    用

 本沖縄 ダ  （   ） ブ  ン

しとぎ餅 糯米のしとぎ  品

しと（ 本北海道  イヌ民族）

   糯米  新  米

餅麹酒 
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る
。
 
ャ
 
テ
ィ
は
 
 
 T

riticu
m

 aestivu
m

 

を
用
 
 
 
 
す
る
。
発
酵
 
品
 
関
し
 
は
、a

オ

オ
 
 H

o
rd

eu
m

 vu
lg

are

で
 
っ
 
 
菌
。b

発
酵
し
 jar

、c

 
 
 
 
 
を
醸
造
し
 
 
 
 
ー

 
飲
料ch

an
、d

ヨ
ー
グ
 
トd

ah
i

で
 
る
。 

u
p

m
a

粗
挽
き
 
の
 
品
、d

o
sa

は
ジ
ャ
ガ
イ
 
 
カ
レ
ー
を
包
ん
だ
薄
 
発
酵
 
ン
ケ
ー
 
 
の
 

品
で
 
る
。id

li

はd
o

sa

と
同
じ
 
材
で
 
 
す
る
発
酵
 
 
ン
ド
 
ケ
ー
 
で
 
る
。vad

a

は
新
鮮
 

雑
穀
粒
 
豆
 d

al

を
挽
 
 
 
る
ケ
ー
 
 
の
揚
げ
 
品
で
 
る
。g

an
ji

はm
u

d
d

e

と
同
じ
 
材
を

用
 
る
と
 
 
薄
 
 
 
で
 
る
。 

 
 
テ
ィ
と
 
 
イ
は
混
 
 
れ
 
、
 
 
物
は
 
の
ま
ま
常
 
混
合
し
 
利
用
 
れ
る
。
他
 
 
同

 
の
事
例
 
 
 
、
二
次
 
物
 
イ
 
 
と
一
次
 
物
 
 
 
は
混
 
（
 
 
 
ンm

aslin

）
 
る
 
は

混
合
し
 
 
イ
 
 
 
ン
 
 
 
す
る
（
図2

8
.e

）
。
こ
れ
 
は
 
の
 
 
時
の
気
象
 
 
っ
 
混
合
比
 

変
 
す
る
。
こ
の
混
合
比
率
で
 
 
 
 
ン
 
で
き
る
の
で
 
る
。
イ
ン
ド
で
は
夏
生
一
年
生
 
旱
魃
 

対
す
る
耐
 
性
の
違
 
で
、
 
央
 
ジ
 
 
ど
で
は
冬
生
一
年
生
 
標
高
や
緯
度
 
応
じ
 
寒
冷
 
対
す

る
耐
寒
性
の
違
 
 
 
っ
 
、
 
の
 
 
時
の
気
象
 
従
っ
 
、
混
 
 
れ
 
 
る2

 
の
 
 
物
の
混

合
比
 
変
 
す
る
の
で
 
る
。 

 

図2
6
. 

 

イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
穀
物
の
 
 
  

a

伝
統
的
 
飯
 
豆
煎
餅

p
ap

ad
 (

豆
 

d
al

、
野
菜
 
 
び
穀
物
 
を
材
料
 
し
 
塩
気
の
 
 
 
 
 
 
の
煎
餅)

 
添
 
 

れ
 
 
る
。
ま
 
、b

 
 
 
のu

p
m

a 

とkesari b
h

at

、c

ド
ー
  d

o
sa; d

 

 
 
テ
ィ
の
 
 
 m

u
d

d
e

 

 
 
び
飯
、 

e
 

揚
げ
 
ンp

u
li

、f

蒸
し
 
ン id

li

 
ど
 
 
る
。 

 

図 7. インド亜大陸  ける穀物の   
 伝統的 飯 豆煎餅 p p  (豆   l 野菜  び穀物 を材料 し 塩気の      の
煎餅) 添  れ  る  ま      の p  とk s r  h t  ド   os     ティ
の          び飯  揚げ ンp l   蒸し ン   l  ど  る 
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a b

c

d

 

図2
7

.  

発
酵
 
品 

 

a

オ
オ
 
 H

o
rd

eu
m

 vu
lg

are

で
 
っ
 
 
菌
、b

発
酵
用
の
壺
、c

 
 
 
 
 
の
 
 
 
ー
 
飲
料ch

an

、d
, 

ヨ
ー
グ
 

トd
ah

i

。 

  
 
 
 
 
び
 
 
テ
ィ
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
比
較 

 
 
 
の
 
穀
は
 
穀
場
で
、
牛
 
牽
 
 
 
石
製
 
ー
 
ー
で
行
っ
 
（
表2

0

）
。
穀
粒
の
 
 
量

は
風
選
 
 
、
約3

.
5

～4

ト
ン
／h

a

で
 
 
っ
 
。
石
臼
 
 
摺
 
機
で
 
摺
 
と
 
 
 
 
約6

0

％

 
可
 
分
と
し
 
残
っ
 
。
 
 
テ
ィ
は
 
 
し
、
 
で1

0

 
ほ
ど
 
 
 
 
 
 
、
 
穀
は
 
穀
場

で
、
牛
の
踏
圧
 
 
っ
 
行
っ
 
。
穀
粒
の
 
 
量
は
少
 
く
約1

.
5

ト
ン
／h

a

で
 
っ
 
。
 
摺
 

と
 
 
は
石
臼
と
木
製
杵
で
行
っ
 
。
農
民
の
意
見
で
は
、
ひ
ど
 
旱
魃
の
時
 
は
、
 
 
テ
ィ
は
妥
当

 
 
 
を
与
 
る
 
、
 
 
イ
は
全
く
 
 
で
き
 
 
。
こ
う
し
 
状
況
は
 
 
気
候
 
 
け
る
 
 
イ

 
対
し
 
の
二
次
 
物
の
 
 
 
 
 
を
示
唆
し
 
 
る
。 

 表2
0.

 

 
 
 
 
 
び
 
 
テ
ィ
の
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の
 
査
地
はA

n
n
e
r
a
h
a
l
l
i
 
v
i
l
l
a
g
e
,
 
T
u
m
k
u
r
 
d
i
s
t
r
i
c
t
 
i
n
 
K
a
r
n
a
t
a
k
a

。 

 
 
テ
ィ
の
 
査
地
はJ

a
l
a
r
i
p
a
l
l
i
 
v
i
l
l
a
g
e
,
 
C
h
i
t
t
o
o
r
 
d
i
s
t
r
i
c
t
 
i
n
 
A
n
d
h
r
a
 
P
r
a
d
e
s
h

。 

 

 
 
テ
ィ
の
穀
粒
は
、
オ
 
ッ
 
州
、
 
ッ
デ
ィ
ヤ
 
プ
 
デ
 
ュ
州
 
 
び
 
ン
ド
 
 
プ
 
デ
 

ュ
州
で
 
く
つ
 
の
 
 
、
飯anna

、
非
発
酵
 
ンroti

、
 sankati

 
 
び
薄
 
 ganji

ま
 
は

peja

を
 
る
の
 
用
 
 
れ
る
。
 
 
テ
ィ
の
穀
粒
は
す
べ
 
 
 
イ
と
一
緒
 
 
 
 
れ
る
。
 
ー
 

イ
 
し
 
 
 
テ
ィ
は
オ
 
ッ
 
州
の
野
外
 
査
の
折
 
一
度
だ
け
観
察
し
 
。Ja

l
a
r
i
p
a
l
l
i

村
で
は
、

6

 
 
の
 
品
を
 
 
し
 
 
 
（1

9
9
7

年
）
。 

 
 
テ
ィ
の
穀
粒
料
 
は
次
の
 
う
 
用
意
 
れ
る
。
飯annamu

は
カ
 
 
 
カ
州
の
 
 
 
で
 
 

す
るanna

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
 
る
。sankati

は
 
 
し
 
飯annamu

を
木
製
の
棒
で
練
っ
 
、
 

型
 
 
 
す
る
。
 ganji

は
 
 
し
 
飯annamu

 
 
立
っ
 
 
湯
と
少
し
の
塩
、
 
 
ョ
 
を
 
 

 
、
混
合
し
 
 
る
。uppitu

の
 
 
は
ま
ず
砕
穀
粒
を
 
で
洗
う
。
ト
 
ガ
 
 
や
 
 
 
 
 
ど
の

野
菜
は
刻
ん
で
 
 
 
ン
ダ
ー
、
 
 
 
ー
ド
、
ト
 
ガ
 
 
 
、
塩
と
一
緒
 
植
物
油
で
 
 
め
る
。

炒
め
 
野
菜
 
砕
穀
粒
と
 
を
 
 
 
 
る
。kheer

は
砕
穀
粒
を
 
目
の
 
で
軟
 
 
く
 
る
ま
で
 

る
。
余
分
の
湯
を
捨
 
、
こ
の
穀
粒
 
砂
糖
を
混
ぜ
る
。 

 
 
テ
ィ
の
 
ンroti

は
混
合
 
材
 
だ
け
で
 
 
す
る
 
品
で
 
る
。
 
の
 
 
 
 
は
 
 
 
の

roti

と
同
じ
で
 
る
。
 
 
テ
ィ
のsankati

と
 
 
 
のnuchina mudda

は
と
 
 
穀
粒
 
品
の
変

 
で
 
る
 
、
他
の
穀
物
 
 
 
 
す
る
 
 
 mudde

は
通
常
、
穀
 
を
用
 
る
の
で
一
般
的
 
は
 

 
品
 
分
 
 
れ
る
。
明
 
 
 
、
こ
れ
 
の
穀
粒
 
品
は
む
し
ろ
近
時
の
、
新
し
 
変
 
で
 
る
。 

 
物
の
呼
称
 
 
見
 
、
イ
 
 
東
イ
ン
ド
 
 
海
岸
沿
 
 
、
デ
カ
ン
高
原
を
迂
回
し
 
南
イ
ン
ド

 
南
 
伝
播
す
る
 
伴
っ
 
、
飯ch

aw
al

の
 
 
 
 
広
 
 
、
主
要
 
 
物
 
 
っ
 
。
一
 
で
、
 

      

耕 地の準備 木製鋤で３回耕す 木製鋤で ～3回耕す

整地 木製ハ  で 回 木製ハ  で 回

播 期 8月 旬 7月 旬  8月初め

播  散播 散播

 付け体系 単   イと混 

施肥 無施肥 有機肥料 有機肥料 750～  000k 

除草 無除草 手除草 回 し  　

 耕 し    回 し    回 播   0   5 

  期  0月末    月初め  0月末    月 頃

   鎌で株 鎌で株 

  3    週間以 8   0 

 穀 石製    家畜の踏み付け

 摺 石製臼  摺 機 石製臼 木製杵

  石製臼 石製臼 木製杵

      
 物
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西
イ
ン
ド
 
 
西
ガ
ー
ツ
山
脈
南
麓
を
南
イ
ン
ド
 
南
 
伝
播
す
る
 
伴
っ
 
、
 
ャ
 
テ
ィ

ch
ap

ati
の
 
 
 
 
広
 
っ
 
、
主
要
 
 
物
 
 
っ
 
。
 
 
 m

u
d

e

は
 
フ
 
カ
 
 
伝
播
し
 

 
 
ン
 
農
耕
文
 
の
雑
穀
料
 
（
 
と
 
ば
 
 
 
 
 
のu

g
ari

）
の
変
 
で
、
ヒ
 
 
ヤ
南
麓
 
 

ー
 
と
南
イ
ン
ド
で
主
要
 
 
 
 
で
 
る
。
 
 g

an
ji

 
 
 
 
と
 
似
し
 
分
布
を
し
 
 
る
。
ド

ー
 d

o
sa

は
南
イ
ン
ド
の
主
要
 
 
 
 
で
 
る
。 

 

 

図2
8

. 

 
 
 
ほ
 
の
穀
物
 
 
 
  

a

 
 
 
の
 
 
 9

 
 
：
 
、ch

akk
u

lli

、n
ip

p
attu

、
飯an

n
a

、
 
ー
 kh

eer

。
 
、
 
テ
ィro

ti

、
 
 
 
 
 
ト
 

ガ
 
 
入
 
、
穀
 
の
み
、
ド
ー
 d

o
sai

、kad
ab

u

、k
o

d
u

b
ale

。
ｂ
 
 
 
の
 
ャ
 
テ
ィ
、c
 
 
 
の
プ
ー
 
と
 
 
 

 
 
の
 
 
 m

u
d

d
a

、d

 
 
テ
ィ
の
 
プ
 u

p
p

itu

、e

 
イ
 
 
 
ン
（
 
イ3
0

％
と1

0
0

％
）
。 

  
 
 
の
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
れ
る
 
 
 
 
品
 
つ
 
 
は
図2
8

.a

 
示
し
 
。
９
 
 
の
 
品
は
粒
 
と
 
 

 
分
 
で
き
る
。
粒
 
品
は
穀
粒
を
 
 
飯an

n
a

 
 
び
甘
 
 
 
ー
 kh

eer

の2

 
 
で
 
る
。
粗

挽
き
 
 
 
は
や
や
硬
 
 
 
 n

u
ch

in
a m

u
d

d
a

を
 
る
。
穀
粒
 
 
ー
 
イ
 
 
 
 
れ
る
こ
と
は

 
 
。T

u
m

k
u

r

地
区
の
農
民
は
通
常
、
月
 2

回
飯
と
し
 
 
べ
る
 
、
 
ー
 kh

eer

は
祭
事
の
際

 
し
 
 
べ
 
 
。4

 
 
の
 
 
 
は
非
発
酵
 
ンro

ti

、
発
酵
 
 
 
薄
 
 
ン
ケ
ー
 d

o
sai

、
 

 
び
 
く
 
 
 
の
揚
げ
 
 
 
ッ
 
 
品(n

ip
p

attu
, ch

akku
lli, h

aralu
, ko

d
u

b
ale

 an
d

 kad
ab

u
)

 

 
る
。
粒
 
品
は
 
で
 
る
こ
と
で
 
 
す
る
 
、
 
 
品
は
焼
く
 
植
物
油
で
揚
げ
 
 
 
す
る
。
 
 
 

の
粒
 
品
は
次
の
 
う
 
 
 
 
れ
る
。 

（1
)

飯an
n

a:

ま
ず
、
 
 
粒
を
 
で
洗
う
。
熱
湯
 
沸
 
 
鍋
 
穀
粒
を
入
れ
る
。
ヘ
 
で
時
々
 
き
混

ぜ
 
 
 
、6

分
ほ
ど
強
火
で
 
る
。
余
分
 
熱
湯
を
捨
 
る
。
再
び
、3

分
間
弱
火
で
蒸
す
。
 
 
 
れ

 
飯
はsam

b
ar

（
香
料
の
利
 
 
野
菜
 
 
ュ
ー
）
 
る
 
は
ヨ
ー
グ
 
ト
と
と
 
 
供
す
る
。 

(2
)

 
ー
 kh

eer:

穀
粒
 
軟
 
 
く
 
る
ま
で
、
 
目
の
 
で
 
る
。
甘
く
す
る
 
め
 
砂
糖
 
黒
砂
糖
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を
混
ぜ
、
 
の
粘
 
を
出
す
。
炒
っ
 
落
花
生
を
 
ー
 
の
飾
 
 
用
 
る
。
ま
 
、
 
ー
 
は
授
乳
 

の
母
親
 
と
っ
 
良
 
 
品
で
 
る
。 

(3
) n

u
ch

in
a m

u
d

d
a
: 

 
 
 
の
砕
け
 
穀
粒
と
 
 
 
 
 
の
穀
 
を1

：4

の
比
で
混
合
し
、
熱
湯

 
 
入
れ
 
、3
分
間
 
る
。
こ
れ
を
 
 
 
木
製
の
平
 
 
棒
（1

0

ｘ6
0

cm

）
で
良
く
捏
 
る
。
こ
の

 
 
ーb

a
t
t
e
r

を
木
製
の
皿
の
 
 
置
き
、
鉄
の
ヘ
 
で
捏
 
 
、
手
で
 
ー
 
 
 
 
 
す
る
。 

6

 
 
の
 
 
の
 
 
は
次
の
と
 
 
で
 
る
。(1

) R
o

ti:

 
で
 
を
練
っ
 
、
刻
ん
だ
 
 
 

 
を
混
ぜ
る
。
刻
ん
だ
ト
 
ガ
 
 
、
砕
 
 
落
花
生
 
 
び
 
塩
を
味
付
け
 
 
 
る
。
こ
の
厚
 
ド

 
を
手
と
麵
棒
で
、
平
 
く
丸
 
 
の
 
ン
ケ
ー
 
状
 
 
型
す
る
。
フ
 
イ
 
ンh

an
ch

 
 
ジ
１

杯
の
油
で
両
面
を
焼
く
。 

(4
) d

o
sai:

穀
 
を
 
で
溶
き
、
薄
 
 
 
ー
 
す
る
。
こ
れ
を
フ
 
イ
 
ン
状
 
広
げ
 
、
 
ジ1

杯

の
植
物
油
で
約4

分
間
焼
く
。d

o
sai 

とro
ti

の
焼
く
 
 
は
 
 
 
 
同
じ
で
 
る
。d

o
sai

は
通
常

は
 
 
 
ッ
ツ
と
香
辛
料
を
摺
 
合
わ
 
 
 
ャ
ツ
 ch

u
tn

ey

と
 
ン
 
ーsam

b
ar

を
付
け
合
 

る
。 

(5
) n

ip
p

attu
, ko

d
u

b
ale

とch
aku

lli: 

 
 
 
の
穀
 
と
ケ
ツ
 
 
 
 
の
豆
 
｛b

lack
 g

ram

、

V
ig

n
a m

u
n

g
o

 (L
.) H

ep
p

er

｝
、
 
 
び
 
 
 
 m

aid
a

を
 
 
 
比
率
で
混
ぜ
 
、
油
で
揚
げ
 

 
 
ッ
 
 
品
 
 
る
。
炒
っ
 
ヒ
ヨ
 
 
メ
｛b

en
g

al g
ram

、C
icer arietin

u
m

｝
と
落
花
生
を
混

ぜ
 
、n

ip
p

attu

の
ド
 
を
 
る
。 

(6
) kad

ab
u

: 

 
 
 
の
穀
 
を
 
で
混
ぜ
る
。
こ
の
ド
 
の
少
量
を
取
っ
 
、
麺
棒
で
平
 
 
し
、
甘

 
 
材
を
包
ん
で
、
落
花
生
の
油
で
金
茶
色
 
 
る
ま
で
 
く
揚
げ
る
。 
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第6

章 

穀
物
の
新
 
 
伝
播
仮
設 

 
 

 

 

 

中
尾
佐
助
の
『
栽
培
植
物
と
農
耕
の
起
源
』（1

9
6

6

）
お
よ
び
『
料
理
の
起
源
』（1

9
7

2

）
を
常
に
参
照

し
な
が
ら
、
阪
本
寧
男
の
『
雑
穀
の
き
た
道
』
（1

9
8

8

）
に
導
か
れ
て
雑
穀
の
研
究
を
し
て
き
た
。
中
尾

（1
9

6
6

）
の
仮
説
の
要
点
を
次
の
８
点
に
ま
と
め
て
み
た
。 

（1

）
根
 
農
耕
文
 
の
特
色
：
①
無
 
 
農
 
、
②
倍
数
体
利
用
 
進
歩
、
③
 
メ
 
と
油
料
 
物
を
欠

く
、
④
握
 
棒
の
農
 
、
点
播
、
⑤
裏
庭
 
 
焼
き
 
へ
、
⑥
ハ
ト
 
 
の
利
用
ま
で
進
む
、
⑦
根
 
農

耕
文
 
の
 
フ
 
カ
へ
の
伝
播
。 

（2

）
 
 
 
 
 
こ
 
雑
穀
 
の
 
 
ゆ
る
 
 
の
 
で
、
 
 
ン
 
農
耕
文
 
基
本
複
合
の
基
本
と
 

っ
 
要
素
で
 
る
。
イ
ン
ド
北
西
部
 
 
西
 
 
 
 
ン
 
わ
 
る
 
 
地
帯
で
は
 
 
と
 
 
 
 
 

 
 
れ
 
。
 
ン
 
イ
州
で
は
セ
 
 
 
 
グ
 
 
カ
 
 
 
 
 
れ
 
 
る
。
 
 
の
原
産
地
は
イ
ン

ド
と
み
 
す
。
ヒ
 
 
は
イ
ン
ド
で
 
 
 
れ
 
 
 
と
、
東
北
 
進
ん
で
照
 
樹
林
帯
の
温
帯
地
域
 

達
し
 
時
 
 
 
 
 
れ
、
 
本
 
ま
で
伝
播
し
 
 
 
 
 
る
。 

（3

）
 
 
ン
 
農
耕
文
 
の
 
物
と
雑
草
は
ま
っ
 
く
別
物
で
 
っ
 
、
絶
対
的
 
競
争
者
の
関
係
 
 

る
。
 
 
 
の
雑
草
は
、
必
ず
し
 
反
対
者
で
は
 
く
、
麦
 
の
雑
草
の
 
 
 
は
 
く
 
ん
の
二
次
 

物
 
開
発
 
れ
 
き
 
 
、
 
 
ン
 
農
耕
文
 
の
 
 
 
は
、
一
つ
の
二
次
 
物
 
生
ま
れ
 
 
 
 
。

雑
穀
を
条
播
し
 
、
入
念
 
除
草
す
る
。 

（4

）
 
 
ン
 
農
耕
文
 
は
 
 
し
 
熱
帯
で
 
る
 
 
ン
 
地
帯
で
、
夏
の
 
ン
 
ー
ン
雨
期
 
生
育

 

  

 

 

 ト        どと同所的湿地    れ  

るイ  
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し
 
禾
本
科
の
草
の
穀
 
を
採
集
し
 
 
用
と
す
る
こ
と
 
 
始
ま
っ
 
。
雨
量
の
 
 
地
帯
 
入
っ
 

 
く
と
湿
生
の
禾
本
科
植
物
の
群
落
 
出
合
う
。
 
れ
 
の
 
で
特
 
優
れ
 
 
 
、
人
間
 
選
び
だ
 

れ
、
 
 
と
 
う
新
し
 
 
 
地
で
 
 
 
れ
る
 
う
 
 
っ
 
雑
穀
 
、
イ
 
で
 
る
。
他
の
雑
穀
 

 
イ
 
を
基
本
複
合
と
し
 
は
っ
き
 
区
別
す
る
 
由
は
 
 
。
稲
 
文
 
 
ど
と
 
う
複
合
は
存
在
し

 
 
。
根
 
農
耕
文
 
の
影
響
を
受
け
 
 
 
ン
 
農
耕
文
 
複
合
で
 
る
。 

（5

）
イ
ン
ド
で
ま
ず
最
初
 
始
ま
っ
 
イ
 
の
 
 
は
 
 
ン
 
農
耕
文
 
の
雑
穀
の
一
部
と
し
 
で
 

る
。
イ
 
は
 
 
 
 
と
 
う
特
殊
性
 
 
っ
 
、
 
れ
は
平
野
 
 
の
 
態
を
と
っ
 
。
イ
 
の
品
 

 
陸
 
で
 
 
 
れ
、
オ
カ
 
と
 
っ
 
品
 
群
を
つ
く
る
の
は
、
イ
 
 
東
 
へ
伝
播
し
 
、
 
ッ
 

 
以
東
の
山
地
 
 
 
っ
 
 
 
で
 
る
。 

（6

）
イ
 
の
 
 
は
 
植
 
を
す
る
。
移
植
 
 
は
 
 
 
 
 
で
 
行
わ
れ
 
 
る
。
 
 
 
 
 
は

 
ち
ろ
ん
 
 
だ
 
、
 
の
移
植
は
 
ン
 
ー
ン
雨
期
の

7

月
ご
ろ
 
行
わ
れ
る
の
で
、
 
地
 
移
植
し

 
 
 
く
活
着
す
る
。
イ
 
の
移
植
は
 
 
 
 
 
の
移
植
を
ま
 
 
の
 
 
し
れ
 
 
。
イ
 
の
移
植

 
 
は
イ
ン
ド
の
 
ハ
ー
 
州
で
始
ま
っ
 
可
能
性
 
 
る
。 

（7

）
 
ッ
 
 
の
山
地
は
堀
棒
で
イ
 
 
を
 
 
し
 
 
 
根
 
文
 
の
地
帯
で
、
イ
 
と
 
う
新
し
 

 
物
を
知
る
と
、
焼
 
の
山
の
斜
面
で
イ
 
を
 
 
す
る
の
と
同
じ
や
 
 
で
、
掘
 
棒
で
イ
 
を
点
播

す
る
。
オ
カ
 
は
 
う
イ
 
と
 
う
 
 
、
 
 
、
 
 
 
ど
の
雑
穀
と
ほ
と
ん
ど
同
格
の
 
物
で
 
る
。

こ
れ
 
は
 
 
性
の
ハ
ト
 
 
を
伴
っ
 
 
る
。
穀
 
は
み
 
一
年
生
植
物
だ
。 

（8

）
野
生
の
穀
 
の
未
熟
 
 
で
は
、
 
分
 
 
く
 
貯
蔵
 
適
 
 
 
。
す
ぐ
 
 
べ
る
 
、
 
 
す

る
必
要
 
 
る
。
九
州
の
山
間
地
 
見
る
ヤ
 
ゴ
メ
は
 
 
ゴ
メ
を
早
 
し
 
、
 
ミ
の
ま
ま
蒸
し
 
 

 
臼
で
搗
く
と
、
粒
は
扁
平
と
 
 
、
 
殻
 
落
ち
る
。
こ
れ
は
 
 
フ
ァ
米
と
 
っ
 
 
 
、
貯
蔵
性

能
 
優
れ
、
 
を
 
 
 
だ
け
で
 
べ
 
れ
る
。
明
治
 
期
ま
で
 
本
農
民
の
主
要
 
糧
で
 
っ
 
ヒ
 

の
 
 
 
は
、
 
蒸
 
、
黒
蒸
 
と
呼
ば
れ
る
 
 
で
、
蒸
し
 
 
 
 
 
 
れ
 
 
 
。 

中
尾
（1

9
6

6

）
の
仮
説
が
い
か
に
優
れ
た
着
想
に
よ
る
と
は
い
え
、
す
で
に6

0

年
近
く
を
経
て
お
り
、

こ
の
間
に
新
た
な
研
究
成
果
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
尾
仮
説
は
大
幅
な
修
正
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ネ
の
起
原
地
は
イ
ン
ド
で
は
な
く
、
中
国
の
珠
江
周
辺
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定

し
た
の
で
、
イ
ネ
の
起
原
や
稲
作
文
化
に
関
し
て
は
大
き
く
仮
説
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。8

つ
の

要
点
に
つ
い
て
順
次
検
討
す
る
。 

 

（1

）
の
根
 
農
耕
文
 
の
特
色
 
つ
 
 
は
大
 
、
 
で
 
有
効
で
 
る
 
、
イ
 
の
起
原
 
関
し
 

稲
 
は
根
 
農
耕
の
発
展
段
階
で
 
る
と
の
新
 
 
仮
設
を
提
案
し
 
 
。
イ
 
は
湿
地
 
自
生
す
る
 

年
生
草
本
で
 
る
。
株
は
生
存
し
、
翌
年
再
び
 
 
は
生
産
 
れ
、
周
辺
 
散
布
 
れ
、
芽
生
 
る
。
言

 
換
 
れ
ば
、
湿
地
は
原
初
の
 
圃
で
 
る
。
株
や
発
芽
 
は
 
 
 
、
 
ト
 
 
 
、
 
 
イ
 
と
同

じ
 
う
 
栄
養
繁
殖
体
や
 
生
 
の
移
植
 
 
、
 
植
 
 
つ
 
 
る
。
す
 
わ
ち
、
根
 
農
耕
の
発
展
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段
階
で
 
 
、
 
 
 
西
 
山
地
帯
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
デ
カ
ン
高
原
へ
と
南
 
す
る
 
 
で
、
湿
地
、
 

 
、
 
 
 
、
 
地
で
 
イ
 
を
 
 
す
る
 
 
で
、
 
ン
 
ー
ン
雨
季
を
期
待
す
る
年
間
 
付
け
体
系

 
 
っ
 
イ
 
は
生
態
的
一
年
生
 
し
 
 
 
 
 
 
 
進
ん
だ
と
考
 
る
こ
と
 
で
き
る
。
ハ
ト
 
 

と
 
ド
 
 
 
年
生
草
本
で
 
 
 
 
 
、
イ
 
の
擬
態
随
伴
雑
草
と
し
 
、
二
次
 
物
へ
と
 
 
 
 

 
 
進
ん
だ
。 

 

（2

）
 
関
し
 
、
 
 
 
 
 
の
指
標
植
物
の
地
位
は
変
わ
 
 
 
と
し
 
、
 
 
と
 
 
は
イ
ン
ド

北
西
部
を
含
め
 
 
山
山
脈
南
麓
地
帯
で
 
 
 
 
 
 
進
ん
だ
と
考
 
る
。
イ
ン
ド
起
原
の
雑
穀
 
イ

ン
ド
 
 
、
 
 
イ
、
 
 
 
、
 
 
テ
ィ
 
ど
は
、
イ
 
の
擬
態
雑
草
 
 
、
 
 
 
 
 
強
 
二
次

 
物
と
し
 
 
 
 
 
進
ん
だ
。
イ
ン
ド
 
 
と
は
異
 
っ
 
、
ヒ
 
は
北
 
本
の
湿
地
で
野
生
利
用
 

 
 
 
 
 
 
向
 
っ
 
。
（3

）
で
 
 
ン
 
農
耕
は
条
播
で
除
草
 
完
璧
で
 
る
の
で
、
二
次
 
物
は

ま
っ
 
く
 
 
と
 
う
の
は
 
の
通
 
で
、
東
イ
ン
ド
 
 
け
る
二
次
 
物
は
稲
 
農
耕
の
南
 
の
 
 

で
、
耐
 
性
を
獲
得
し
 
 
 
 
や
陸
稲
 
で
見
 
れ
る
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
。
 
 
 
 
 
 
進
ん
だ

（
図2

9

）
。 

 

図2
9

. 

イ
ン
ド
に
お
け
る
雑
穀
の
栽
培
化
過
程 

 

（4

）
と
（5

）
の
見
解
と
は
異
 
っ
 
、
稲
 
農
耕
は
根
 
農
耕
の
発
展
段
階
で
 
っ
 
、
 
 
ン
 

農
耕
 
 
強
 
影
響
を
受
け
 
発
展
し
 
の
で
は
 
 
。
（6

）
イ
 
の
移
植
 
 
は
 
 
 
 
 
の
移
植

 
 
の
影
響
で
は
 
く
、
反
対
 
 
 
 
 
 
 
イ
 
の
移
植
を
ま
 
 
の
だ
と
考
 
 
れ
る
。
（7

）
で

南インド  地

    

    

二  物

    

   物

イネ    

コドラ  インドビエ  サマイ  

コルネ  

コラティ  
 

             

                  

        

              
  

            

                 

シコクビエ  

         

イネ   

        
               

東インド  地
 １  

                 

      

      

   

  
混  間 
条播
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記
 
れ
 
 
る
こ
と
は
根
 
農
耕
の
発
展
段
階
 
 
る
イ
 
陸
稲
で
 
 
、
イ
 
や
ハ
ト
 
 
 
ゾ
ミ
 

地
域
で
 
 
性
品
 
を
持
つ
こ
と
 
、
 
の
こ
と
の
証
左
で
 
る
。
（8

）
は
穀
 
の
 
 
 
 
で
 
ー
 

イ
 
や
し
と
ぎ
の
 
 
 
 
は
イ
ン
ド
と
共
通
 
 
本
で
 
各
地
で
伝
統
的
 
 
 
 
と
し
 
遺
存
し
 

 
る
。 

 

一
次
 
物
、
二
次
 
物
、
 
 
び
三
次
 
物 

自
然
集
団
の
 
 
 
人
間
 
関
与
す
る
 
 
 
 
 
を
経
 
、
 
物
 
 
っ
 
 
を
一
次
 
物
と
 
う
。

こ
の
一
次
 
物
の
 
 
地
 
雑
草
と
し
 
侵
入
、
随
伴
し
、
 
 
 
 
物
 
 
 
低
温
や
 
 
 
強
 
耐

性
を
 
つ
ゆ
 
 
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
 
 
 
 
を
進
め
、
二
次
 
物
 
 
っ
 
。
こ
の
 
、
 
 
 
二

次
 
物
 
擬
態
随
伴
し
 
 
 
テ
ィ
の
 
う
 
三
次
 
物
 
 
る
 
 
 
っ
 
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け

る
雑
穀
の
 
 
 
 
 
の
 
査
研
究
は
、
 
 
 
 
 
 
現
在
進
行
 
で
観
察
で
き
る
の
で
、
と
 
 
面

 
 
（
図2

9

）
。 

 
央
 
ジ
 
で
 
 
 
 
れ
 
一
次
 
物
 
 
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
 
 
 
 
れ
 
二
次
 
物
 
 
イ
、

三
次
 
物
 
 
テ
ィ
を
表

2
1

で
比
較
す
る
。
３
 
は
す
べ
 
一
年
生
草
本
で
、C

4

植
物
で
 
る
。
 
 

の
野
生
型
 
つ
 
 
は
 
の
存
在
は
不
明
確
 
 
し
は
消
滅
し
 
と
 
言
わ
れ
 
 
る
 
、
私
は
 
 
野

生
的
 
イ
ヌ
 
 
 
ま
だ
ど
こ
 
 
存
在
し
 
 
る
と
期
待
し
 
 
る
。
第3
章
で
は
 
 
の
祖
先
野
生

型
 
 
雑
草
型
を
イ
ヌ
 
 
と
結
論
し
 
。
現
在
 
明
瞭
で
は
 
 
野
生
型
は
 
 
 
く
草
原
の
 
で
大

き
 
個
体
群
を
 
し
 
 
 
の
で
 
ろ
う
。 

 
 
の
起
源
地
で
 
る
 
央
 
ジ
 
の
 
テ
ッ
プ
気
候
で
は
一
年
中
あ
る
い
は
乾
季
の
み
晴
天
が
続
き
、

雨
季
に
は
雨
が
降
り
（
年
間
平
均
降
水
量
は2

5
0

～7
5

0
m

m

）
、
短
い
草
の
草
原
が
多
い
。
黒
色
土
や
栗
色

土
な
ど
の
肥
沃
な
土
壌
が
分
布
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
随
伴
雑
草
型

は
脱
粒
性
が
高
い
。
キ
ビ
は
混
作
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
調
理
は
他
の
穀
物
と
混
合
す
る
こ
と
も
あ

る
。
伝
播
範
囲
が
広
い
の
で
、
地
方
名
は
世
界
各
地
で
多
様
に
あ
る
。 

 
 
イ
の
祖
先
野
生
 
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
現
在
 
 
 
、
 
生
植
物
で
 
る
野
生
型
の
個
体
群
は
必

ず
し
 
大
き
く
は
 
く
、
イ
 
へ
の
随
伴
雑
草
と
し
 
安
定
的
 
年
間
周
期
 
 
る
稲
 
 
 
 
侵
入
し

 
生
育
地
を
獲
得
し
 
。
イ
 
 
陸
稲
と
し
 
 
 
 
れ
る
 
う
 
 
る
と
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
 
、
 

 
ン
 
気
候
の
デ
カ
ン
高
原
で
二
次
 
物
と
し
 
 
 
 
段
階
 
至
っ
 
。
擬
態
随
伴
雑
草
と
雑
 
を
 

 
、
他
 
と
混
 
 
れ
る
こ
と
 
 
る
。
地
 
名
は
 
 
地
で
 
る
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
限
定
 
れ
る
。 

 
 
テ
ィ
の
祖
先
 
は
疎
林
地
で
生
育
を
見
 
 
、
個
体
群
は
小
 
 
。
陸
稲
や
 
 
 
 
 
の
 
の

随
伴
雑
草
型
は
 
ド
 
や
 
 
イ
 
ど
の
 
地
で
擬
態
随
伴
雑
草
 
 
 
、
 
 
 
 
 
の
厳
し
 
 
地

で
混
 
 
れ
る
 
、
南
イ
ン
ド
で
三
次
 
物
と
し
 
 
 
 
 
 
 
 
段
階
 
 
っ
 
。
擬
態
随
伴
雑
草

と
は
雑
 
を
 
る
。
 
 
は
主
 
物
と
同
時
 
 
 
れ
 
、
 
 
 
混
合
し
 
穀
粒
の
ま
ま
行
わ
れ
る
。

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%BB%92%E8%89%B2%E5%9C%9F&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%97%E8%89%B2%E5%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%97%E8%89%B2%E5%9C%9F


98 

 

地
 
名
は
南
イ
ン
ド
 
局
在
し
 
 
る
。 

 

表2
1
.
 

一
次
 
物
 
 
、
二
次
 
物
 
 
イ
 
 
び
三
次
 
物
 
 
テ
ィ
の
比
較 

 

 

阪
本
（1

9
9

6

）
 
 
れ
ば
、
普
通
系
 
 
 T

riticu
m

 aestivu
m

は
 
 
二
粒
系
 
 
 T

. tu
rg

id
u

m
 

ssp
. d

ico
cco

id
es

と
随
伴
雑
草
の
 
 
ホ
 
 
 A

e. sq
u

arro
sa

の
雑
 
 
由
来
す
る
複
二
倍
体
植
物

と
し
 
生
じ
、
し
 
 
っ
 
、
普
通
系
 
 
 
は
二
粒
系
 
 
 
 
対
す
る
随
伴
雑
草
 
 
二
次
的
 
起

原
し
 
こ
と
 
 
る
。
ま
 
、
 
イ
 
 
は
 
 
 
の
随
伴
雑
草
 
 
二
次
的
 
起
原
し
 
。 

 
れ
で
は
イ
 
の
一
次
 
物
と
し
 
の
起
原
、
地
 
的
起
源
 
つ
 
 
は
、
現
在
、
ど
の
 
う
 
考
 

 
れ
 
 
る
の
だ
ろ
う
 
。Xu

eh
u

i

 
（2

0
1

2

）
は
世
界
各
地
 
 
 
集
し
 
 
 
イ
 O

. sativa 1
,0

8
3

品
 
、
祖
先
 
と
 
れ
る
野
生
イ
 O

. ru
fip

o
g

o
n

 4
4

6

系
統
の
全
ゲ
ノ
 
解
析
を
行
 
、
③
イ
 
の
 

 
 
は
 
国
の
珠
江
 
流
域
で
始
ま
 
、O

. ru
fip

o
g

o
n

の
限
 
れ
 
集
団
 
 
ジ
ャ
ポ
ニ
カO

. sativa 

jap
o

n
ica

 
 
分
 
し
 
こ
と
を
明
 
 
 
し
 
。
ま
 
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
分
 
 
続
 
 
、
東
南
 
ジ

 
や
南
 
ジ
 
の
野
生
イ
 
系
統
と
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
交
雑
 
 
 
、
イ
ン
デ
ィ
カO

. sativa in
d

ica

 
 

内
分
 
し
 
こ
と
 
判
明
し
 
（
倉
 
 
久
保
訳2

0
1

2

）
。 

し
 
し
 
 
 
、
こ
の
珠
江
流
域
の
遺
跡
 
 
の
イ
 
 
関
す
る
報
告
は
寡
聞
で
 
 
、
年
代
 3

,0
0

0

～2
,4

0
0

B
C

と
、
長
江
 
流
部
と
比
べ
 
新
し
 
。
長
江
流
域
 
 
 
流
 
遡
る
 
し
 
 
っ
 
、
 
 

 
イ
ン
ド
へ
と
西
 
 
、
 
イ
 
ど
へ
と
南
 
す
る
 
し
 
 
っ
 
年
代
は
新
し
く
 
っ
 
 
る
。
ま
 
、

伝
播
経
路
は
長
江
 
流
湿
地
帯
 
 
各
地
域
の
河
川
流
域
を
遡
 
し
、
 
つ
源
流
部
 
 
西
 
や
南
 
へ

と
広
 
っ
 
 
る
。
イ
 
は
湿
地
性
の
 
年
生
草
本
で
 
る
 
 
、
河
川
で
つ
 
 
る
こ
と
は
生
態
的
 

可
能
性
を
示
し
 
 
る
。 

現在      現在      現在      

一次 物 二次 物 三次 物

同 の野生型 （ る）     る     る    

個体群の大き 大き 大き   小  小    小  小    

  の数量   比較的      比較的    少  少    

採集と利用 飼料
穀物 飼料とし
 採集

 る
    少 
   

少  
    少 
   

同 の雑草型  る  粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

異 る在来   への擬態雑草型    粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

同 の  型への擬態雑草型 まれ  る  粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

同 の  型と擬態雑草型との雑   まれ  る 常  る 常  る

異 る在来   との混 まれ  る  る 必ず る

異 る在来   とと       る 必ず る

異 る在来   とと    まれ  る まれ  る 必ず る

  型ま は野生型の分布地域 世界各地
ユ    の 
テップ

インド亜大陸周辺 南インドの一部 ユ    

地 名の   と広  世界各地  央 ジ インド亜大陸 東インド インド内局地的 南インド

特性
   Panicum miliaceum   ティSetaria pumila  イ Panicum sumatrense
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イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 
 
 
  

こ
れ
 
の
雑
草
型
は
 
 
イ
 
（
陸
稲
）
や
他
の
雑
穀
と
と
 
 
 
 
 
農
耕
生
態
的
地
位
 
 
 
 

生
育
し
 
 
 
、
地
域
の
農
民
は
 
ろ
 
ろ
 
地
 
名
 
 
っ
 
区
別
を
し
 
 
る
。
フ
ィ
ー
 
ド
 
査

は
こ
れ
 
の
希
少
 
 
用
穀
物
の
進
 
傾
向
、
 
 
 
、
 
 
び
民
族
植
物
 
関
す
る
情
報
を
 
集
す
る

 
め
 
行
っ
 
。
こ
う
し
 
見
 
だ
 
れ
 
こ
と
は
 
 
 
 
 
（
図2

9

）
 
次
の4

段
階
を
経
 
 
る

と
 
う
こ
と
を
支
持
し
 
 
る
。(

i
)
 

湿
地
の
野
草
 
 
イ
 
 
 
の
雑
草
、（i

i

）
オ
カ
 
や
他
の
雑
穀

の
擬
態
随
伴
雑
草
、(i

i
i
)

二
次
 
物
で
 
る
 
 
イ
や
 
ド
 
 
混
入
す
る
擬
態
随
伴
雑
草
、(i

v
)

混
 

 
れ
 
 
独
立
し
 
三
次
 
物
。
ま
 
、
こ
の
 
 
は
湿
潤
気
候
の
地
域
 
 
 
 
気
候
の
地
域
 
伝
播

す
る
 
で
の
適
応
 
 
っ
 
促
進
 
れ
、
順
 
農
耕
文
 
基
本
複
合
の
 
 
 
 
組
み
込
ま
れ
 
 
っ
 
。 

 

イ
ン
ド
亜
大
陸
で
の
伝
播
経
路 

結
論
と
し
 
、
野
外
観
察(

K
i
m
a
t
a
 et al

.
 2
0
0
0
)

、
 
験
結
果(

K
i
m
a
t
a
 2
0
1
5
a
,
 2
0
1
5
b
)

 
 
び
こ

れ
 
の
民
族
資
料
や
言
語
資
料
 
基
づ
く
雑
穀
の
 
 
 
 
 
は
非
常
 
複
雑
で
 
 
、
統
合
的
仮
設
を

必
要
と
す
る
。
雑
穀
の
 
 
 
セ
ン
 
ー
は
東
ガ
ー
ツ
山
脈
と
南
部
デ
カ
ン
高
原
 
及
ん
で
 
る
。
こ
の

 
 
 
 
 
は
雑
穀
と
近
縁
 
の
間
で
ま
こ
と
 
複
雑
で
 
る
け
れ
ど
 
、
雑
草
型
と
擬
態
随
伴
雑
草
型

を
経
 
二
次
起
原
 
 
る
 
 
 
を
 
解
す
る
 
め
 
は
と
 
 
有
効
で
 
る
。
 
ン
 
 
と
 
イ
 
 

は
耐
寒
性
を
発
達
 
 
 
 
 
 
 
対
す
る
二
次
 
物(

V
a
v
i
l
o
v
 
1
9
2
6
)

で
 
る
 
、
イ
ン
ド
起
源
雑
穀

は
耐
寒
性
を
発
達
 
 
 
陸
稲
へ
の
二
次
 
物
で
 
っ
 
。
 
 
 
は
 
 
テ
ィ
 
 
 
旱
魃
 
耐
 
、

独
立
し
 
 
物
 
 
っ
 
。
 
 
テ
ィ
は
ほ
と
ん
ど
常
 
 
 
イ
と
一
緒
 
 
 
 
れ
る
 
、
し
 
し
、

厳
し
 
旱
魃
時
 
 
 
イ
 
生
育
し
損
 
っ
 
時
 
は
単
一
で
生
育
す
る
こ
と
を
観
察
し
 
。
こ
れ
 

2

 
は
と
 
 
 
わ
ゆ
る
三
次
 
物
で
、
言
 
換
 
れ
ば
、
こ
れ
 
は
他
の
雑
穀
と
陸
稲
 
対
し
 
二
重
の

二
次
 
物
で
 
る
。
雑
穀
の
 
 
 
 
 
は
雑
草
 
 
物
複
合
 
 
び
植
物
 
人
間
共
生
と
し
 
の
農
耕

文
 
基
本
複
合
の
重
要
性
を
示
し
 
 
る
。 

 
 
、
こ
こ
で
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
 
心
 
農
耕
文
 
複
合
の
伝
播
 
つ
 
 
再
度
検
討
し
 
み
る
。
イ

ン
ド
亜
大
陸
は
極
東
の
 
本
と
は
大
き
く
異
 
る
歴
史
地
 
的
位
置
 
 
る
 
 
で
 
る
。
す
 
わ
ち
、

東
西
南
北
 
 
往
来
す
る
文
 
複
合
の
巨
大
 
十
字
路
で
 
っ
 
 
 
で
 
る
。
巨
大
 
イ
ン
ド
亜
大
陸

 
流
入
し
 
文
 
複
合
は
単
純
 
受
容
で
は
 
く
、
変
容
し
、
独
自
の
文
 
複
合
と
融
合
 
 
れ
、
 
 

 
送
 
出
 
れ
 
 
き
 
。
古
来
、
イ
ン
ド
の
人
々
の
行
動
範
囲
 
 
央
ユ
ー
 
 
 
や
イ
ン
ド
洋
を
越

 
 
、
広
範
囲
 
及
ん
で
 
 
 
 
で
 
る
。 

 

西
 
 
は
地
 
海
 
 
東
地
域
の
 
 
 
の
農
耕
文
 
基
本
複
合
、
南
西
 
 
は
 
 
ン
 
 
 
フ
 

カ
地
域
の
雑
穀
 
の
農
耕
文
 
基
本
複
合
、
北
 
 
は
 
テ
ッ
プ
 
 
央
 
ジ
 
地
域
の
雑
穀
文
 
複
合
、
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ヨ
ー
 
ッ
 
経
由
の
ト
 
 
 
 
 
の
伝
播
、
 
国
 
ど
の
山
間
地
 
 
 
ッ
 
 
や
ゾ
ミ
 
地
域
経
由

で
 
 
稲
 
農
耕
文
 
複
合
、
東
南
 
 
は
根
 
農
耕
文
 
複
合
 
伝
播
し
 
き
 
。
 
 
 
、
 
 
ン

 
農
耕
文
 
や
地
 
海
農
耕
文
 
は
東
へ
と
 
国
 
向
 
 
、
 
本
 
 
伝
わ
っ
 
。
他
 
、
根
 
農
耕

文
 
複
合
は
 
フ
 
カ
 
伝
わ
 
、
ヤ
 
 
 
ト
を
 
 
し
 
と
考
 
 
れ
る
。
 
本
、
東
南
 
ジ
 
 

 
、
南
イ
ン
ド
、
東
 
フ
 
カ
へ
の
海
洋
 
 
け
る
伝
播
経
路
は
古
代
 
 
と
 
 
有
効
で
 
っ
 
と
考

 
 
 
る
。 

 
 
、
 
年
生
イ
 O

. sa
tiv

a

は
世
界
の
広
 
範
囲
で
 
 
 
れ
 
 
る
。
 
う

1

 
の
 
 
 
、

一
年
生
 
フ
 
カ
イ
 

O
. g

la
b

e
rim

a

は
 
フ
 
カ
大
陸
の
西
部
ニ
ジ
ェ
ー
 
川
 
湿
地
帯
で
 
 
 

れ
 
 
る
。
近
縁
野
生
 
は2

倍
体A

A
ゲ
ノ
 
で
 
る
。
イ
 
属
 
はB

、C

、D

、E

、G

、H

 
 

びJ

ゲ
ノ
 
を
有
す
る2

倍
体
と4

倍
体
の
 
 
合
計

2
2

 
属
し
 
 
る
。
 
年
生
と
一
年
生
 
熱
帯

周
辺
地
域
の
１
各
地
 
分
布
し
 
 
る
（
森
島

2
0

0
1

）
。
こ
こ
は
ま
 
 
根
 
農
耕
文
 
の
起
原
地
と
主

要
 
分
布
圏
 
重
 
る
。
す
 
わ
ち
、
湿
地
性
 
年
生
植
物
の
栄
養
繁
殖
を
利
用
す
る
根
 
農
耕
 
 
派

生
し
 
 
大
し
 
の
 
稲
 
農
耕
文
 
で
 
る
と
の
仮
設
を
提
案
す
る
。
原
初
的
 
 
圃
は
湿
地
 
の
 

の
で
 
っ
 
。
 
 
 
、
 
ト
 
 
 
、
 
 
、
 
 
 
は
 
 
ヤ
 
と
と
 
 
、O

. ru
fip

o
g
o
n

は
随

伴
雑
草
と
し
 
生
 
 
 
 
、
 
年
生
で
 
る
 
 
株
は
残
 
、
こ
の
親
株
の
周
辺
 
は
 
 
繁
殖
 
 

る
幼
 
 
ま
る
で
 
 
の
 
 
育
っ
 
 
 
。
 
 
 
や
 
ト
 
 
 
と
同
じ
 
う
 
、
移
植
 
 
 
れ

る
の
は
必
然
的
 
推
測
で
き
る
。
こ
と
 
 
 
植
技
術
の
発
明
を
待
つ
ま
で
 
 
 
っ
 
と
考
 
る
。 

丁
（1

9
3
3

）
 
 
れ
ば
、
野
生
イ
 
は
広
州
付
近
と
華
南
各
地
の
 
 
 
深
く
 
 
つ
 
る
沼
沢
地
 

分
布
し
、
 
 
で
匍
匐
茎
を
出
し
 
横
臥
し
、
茎
の
各
節
 
 
根
を
出
し
 
分
け
つ
し
宿
根
性
の
 
年
生

の
性
質
を
示
す
。
こ
れ
を
 
 
 
移
植
す
る
と
、
ほ
 
の
イ
 
科
雑
草
と
同
 
の
 
態
を
示
し

O. 

perennis
 M
o
t
n
c
h

で
 
る
。
こ
の
 
態
は
 
 
イ
 
 
 
似
し
、
 
 
イ
 
の
の
直
接
祖
先
、
イ
ン
ド
の

 
 
イ
 
の
変
 O. 

sativa
 
v
a
r
.
 
fatua

 
P
r
a
i
n

 
相
当
す
る
。R

o
s
c
h
e
v
i
c
z

はO. 
sativa

 
f
. 

spontanea

と
認
め
 
。
 
国
の
イ
 
の
 
 
はB

.
C
.
2
7
0
0

年
 
始
ま
 
、
世
界
で
最
 
古
 
。
言
語
的

 
は
、
イ
 
は
古
 
音
読
で
はd

a
u

、t
a
o

、t
a
u

、t
u

と
 
る
。
現
在
、
広
西
で
はh

a
o

、h
o

、h
o
u

と
呼

ぶ
。
華
南
で
はd

e
u

、t
e
u

で
 
る
（
岡
彦
一
編
訳1

9
9
7

）
。 

 
尾
（1

9
6
7

）
は
、
稲
 
は
 
 
地
域
 
発
生
し
 
カ
 
フ
農
耕
 
、
 
の
周
辺
の
湿
地
気
候
地
域
 

波
及
し
 
、
湿
性
の
雑
穀
と
し
 
イ
 
を
と
 
 
 
と
き
 
始
ま
っ
 
と
し
 
 
る
。
 
の
 
、
イ
 
は

 
 
で
 
 
 
れ
る
 
う
 
 
 
、
 
 
 
で
は
 
く
、
大
河
の
 
流
地
域
で
雨
期
の
洪
 
を
利
用
で
き

る
と
き
 
、
豊
産
性
を
発
揮
し
 
。
東
南
 
ジ
 
で
は
雑
穀
を
圧
倒
し
 
イ
 
単
 
地
帯
を
つ
く
 
 
げ

 
と
仮
説
を
述
べ
 
 
る
。
 
 
、
イ
 
は
 
国
の
南
部
、
珠
江
 
流
域
で
、8

0
0
0
B
.
C
.

頃
 
起
原
し
 

こ
と
 
明
 
 
 
 
れ
 
 
る
。
 
尾
は
東
イ
ン
ド
を
イ
 
の
起
原
地
と
推
定
し
 
 
 
の
で
、
彼
の
仮

説
は
稲
 
 
関
し
 
は
棄
却
 
れ
る
。 
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尾
は
稲
 
文
 
 
る
 
の
は
、
東
亜
 
 
 
 
独
立
し
 
存
在
し
 
と
は
言
 
 
 
。
 
だ
、
カ
 

フ
農
耕
 
 
わ
っ
 
イ
 
と
 
う
大
き
 
 
ブ
 
 
ま
 
 
巨
大
 
し
 
の
で
、
 
く
の
人
 
思
 
違
 

す
る
の
だ
ろ
う
。
イ
 
は
、
 
 
植
物
と
し
 
は
、
発
展
段
階
 
若
 
 
の
 
の
で
 
る
、
と
述
べ
 
 

る
。
し
 
し
、
 
 
で
は
、
こ
の
仮
説
は
誤
 
と
言
う
ほ
 
は
 
 
。
む
し
ろ
、
根
 
農
耕
文
 
の
発
展

型
と
し
 
稲
 
文
 
を
考
 
 
 
 
適
切
だ
と
考
 
 
れ
る
。 

飯
沼
 
堀
尾
（1

9
7
6

）
 
 
け
る
イ
 
 
の
起
源
の
見
解
 
は
、
ま
っ
 
く
同
感
で
 
る
。
 
 
イ
 

の
 
 
（
湿
地
）
 
 
 
 
随
伴
雑
草
で
 
っ
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
進
み
 
 
 
、
珠
江
や
長
江
を

西
 
山
地
帯
へ
と
伝
播
し
 
 
っ
 
。
移
植
 
 
（
 
植
）
は
栄
養
繁
殖
と
 
 
繁
殖
を
共
 
で
き
る
 

年
生
の
イ
 
 
 
 
イ
 
や
 
 
 
の
 
 
 
 
を
模
倣
し
 
と
考
 
 
れ
る
。
す
 
わ
ち
、
 
 
ン
 

農
耕
文
 
の
影
響
 
 
っ
 
湿
地
性
の
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
入
っ
 
の
で
は
 
く
、
根
 
 
農
耕
文
 

の
発
展
と
し
 
、
 
 
 
れ
 
と
考
 
る
の
は
植
物
的
 
は
 
 
得
る
。
山
地
帯
 
伝
播
す
る
 
 
 
 

 
で
、
陸
稲
 
 
進
ん
だ
の
で
 
ろ
う
。
ま
 
、
随
伴
雑
草
と
し
 
、
ヒ
 
属
、
 
 
メ
ノ
ヒ
 
属
、
ジ

ュ
 
ダ
 
属
 
ど
 
 
っ
 
。
こ
れ
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
を
進
め
 
 
ド
 
や
ハ
ト
 
 
は
湿
地
性

の
 
年
生
草
本
で
 
る
。
こ
う
し
 
点
で
は
、
 
尾
仮
説
と
異
 
 
、
照
 
樹
林
文
 
 
先
立
ち
、
稲
 

文
 
 
 
国
南
部
で
起
原
し
 
の
だ
と
修
正
提
案
を
し
 
 
（
図3

0

）
。 

 
ち
ば
ん
古
 
農
 
｛
注
 
正
確
 
は
農
耕
｝
は
約1

5
0

0
0

年
前
 
東
南
 
ジ
 
で
始
ま
っ
 
イ
 
 

農
 
で
、
堀
棒
と
鍬
だ
け
を
用
 
 
 
 
。
鍬
は
狩
猟
採
集
段
階
で
は
 
跡
 
 
 
の
で
、
農
 
の
開
始

と
と
 
 
使
 
始
め
 
れ
 
。
イ
 
 
農
 
 
約1

0
0

0
0

年
前
 
西
南
 
ジ
 
 
達
し
 
、
冷
涼
 
 
 

地
で
野
生
 
 
 
 
物
 
 
れ
、
 
 
 
農
 
と
と
 
 
犂
 
発
達
し
 
。 

イ
 
は
イ
ン
ド
東
部
 
 
東
南
 
ジ
 
南
部
の
 
辺
で
、
イ
 
 
農
 
の
応
用
と
し
 
 
 
イ
 
の
 

 
雑
草
 
 
 
物
 
 
れ
 
。
現
代
で
 
、
 
と
 
ば
、
フ
ィ
 
ッ
ピ
ン
の
イ
フ
ガ
オ
族
は
山
地
の
 
 

 
 
 
イ
 
と
一
緒
 
イ
 
を
 
っ
 
 
る
。
 
熟
し
 
イ
 
は
 
 
 
、
貯
蔵
 
れ
る
 
、
 
代
 
は

 
の
ま
ま
横
 
置
 
れ
、
生
 
 
き
 
芽
は
本
 
 
移
植
（
 
植
）
 
れ
る
。
 
 
 
 
イ
 
 
の
移
植

を
思
わ
 
る
。
す
 
わ
ち
、
イ
 
の
移
植
は
イ
 
 
 
 
け
る
移
植
 
 
始
ま
っ
 
と
考
 
 
れ
る
。 

沖
縄
県
の
西
表
島
で
は
現
在
 
 
 
で
里
芋
を
 
 
し
 
 
る
。
同
 
 
、
湿
地
性
 
年
生
植
物
の
イ
 

は
生
態
的
一
年
生
 
、
陸
稲
 
の
 
向
 
人
為
選
抜
 
 
 
れ
 
と
 
考
 
 
れ
る
。
湿
地
 
生
育
す
る

 
粒
性
の
野
生
 
年
生
 
 
、
耐
 
性
を
強
め
 
生
態
的
一
年
生
、
非
 
粒
性
、
 
 
性
 
人
為
選
抜
 

れ
 
と
言
う
こ
と
 
 
 
、
 
分
 
し
つ
つ
、
西
 
の
半
 
 
地
、
丘
陵
地
へ
と
、
 
 
 
 
 
 
を
伴

 
 
 
 
伝
播
し
 
と
考
 
 
れ
る
。
私
は
現
地
 
査
や
 
験
研
究
 
 
る
事
 
を
基
 
、
 
尾
（1

9
6
7

）

 
構
想
し
 
仮
説
を
学
問
の
系
譜
 
沿
っ
 
検
証
し
 
き
 
。 
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図3
0.

 

イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
農
耕
文
 
の
伝
播
仮
設 

 

イ
 
 
 
び
 
の
随
伴
雑
草
起
原
で
 
る
二
次
 
物
ハ
ト
 
 
、
 
ド
 
 
ど
は
ご
く
例
外
と
し
 
、

 
年
生
で
 
 
 
 
 
、
生
態
的
一
年
生
と
し
 
順
 
 
進
ん
で
き
 
の
で
 
る
。
 
述
す
る
 
う
 
、

根
 
農
耕
文
 
の
影
響
の
 
と
 
起
源
し
 
稲
 
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
向
 
大
河
 
沿
っ
 
東
伝
し
 
湿

地
帯
の
 
 
稲
 
 
 
、
デ
カ
ン
高
原
 
達
し
 
半
 
 
地
の
 
 
陸
稲
 
へ
と
技
術
的
 
変
容
し
 
 

っ
 
。 

 
本
の
縄
文
農
耕
へ
の
影
響
と
 
の
関
 
 
不
明
確
で
 
 
、
最
近
の
考
古
学
分
野
の
 
果
 
 
 
 

筆
修
正
 
必
要
で
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
私
は
 
尾
 
佐
々
木
の
照
 
樹
文
 
論
は
 
で
 
有
効
 
統

合
的
仮
説
で
 
る
と
考
 
 
 
る
。
東
 
ジ
 
 
 
け
る
雑
穀
の
伝
播
（
鹿
野 

 
4
6

）
を
 
の
 
の
 
査

研
究
 
果
（
竹
井 
 
 
7

ほ
 
）
 
 
修
正
し
 
。
主
 
修
正
は
、
ヒ
 
 
広
域
 
伝
播
し
 
 
 
 
、
 

 
 
 
 
は
 
ン
ダ
列
島
を
東
進
し
 
伝
播
し
 
、
こ
の 

点
で
 
る
。
阪
本
（ 

 
8
 

）
や
佐
々
木

（ 
 
8
 

）
は
根
 
農
耕
文
 
の
イ
 
 
の
延
長
と
し
 
 
 
文
 
起
源
セ
ン
 
ー
を
ゾ
ミ
 
地
域
 
設
定

し
 
、
こ
こ
 
 
沿
海
部
を
東
北
 
伝
播
し
、
 
本
の
北
海
道
 
ま
で
至
っ
 
 
う
 
描
 
 
 
る
。
鎖

国
以
前
の
 
本
列
島
は
極
東
 
位
置
し
 
 
る
と
は
 
 
、
海
洋
を
海
流
 
乗
っ
 
、
 
数
の
島
伝
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広
範
 
場
所
 
 
 
 
 
出
自
の
人
々
 
辿
 
着
き
、
住
み
つ
 
 
き
 
と
思
わ
れ
る
。
し
 
 
っ
 
、

イ
 
ほ
 
の
穀
物
や
 
 
植
物
の
伝
播
経
路
 
 
び
 
の
時
期
は
複
数
 
 
、
 
つ
度
重
 
 
 
っ
 
と

考
 
る
こ
と
 
妥
当
で
 
る
。
ま
 
、
農
耕
文
 
基
本
複
合
 
、
 
 
 
内
容
の
組
み
合
わ
 
 
 
 
、

 
本
列
島
 
伝
播
し
 
き
 
の
だ
ろ
う
。
佐
々
木
（ 

0
0
3

）
の
詳
細
 
ま
と
め
の
考
察
で
は
、
東
南
 
ジ

 
大
陸
 
 
 
ッ
 
 
ま
で
と
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
農
耕
文
 
基
本
複
合
 
 
 
 
異
 
る
。 

 

考
古
学
 
 
の
再
考 

 
 
と
 
 
は
数
少
 
 
 
テ
ッ
プ
起
源
の
 
 
植
物
で
 
る
と
ハ
ー
 
ン
（1

9
7
9

）
は
指
摘
し
、
 

国
と
ヨ
ー
 
ッ
 
で
と
 
 6

,
5
0
0

～5
,
0
0
0
B
C

年
代
 
出
土
し
 
 
る
の
で
、
並
行
起
源
の
可
能
性
を
示

唆
し
 
 
る
。
 
 
は
ド
イ
ツ
 
ど
の
線
帯
紋
土
器
文
 
の
遺
跡
（7

,
0
0
0

～6
,
0
0
0
B
C

）
で
、
フ
 
ン
 

西
部
で
は
青
銅
器
時
代
早
期
（1

,
8
0
0

～1
,
5
0
0
B
C

）
 
央
ヨ
ー
 
ッ
 
で
は4

,
4
0
0

～4
,
0
0
0
B
C

、
 
 
 

ャ
で
は
無
土
器
時
代
（6

,
0
0
0

～5
,
0
0
0
B
C

）
の
遺
跡
 
 
出
土
し
 
 
る
。
イ
 
ン
の
遺
跡
で
は1

,
5
5
0
BC

の
層
で
 
 
 
 
く
 
ん
見
つ
 
っ
 
。
 
 
は
 
国
で
は6

,
0
0
0

～5
,
0
0
0
B
C

の
間
 
黄
河
高
原
の
南
部

で
 
 
 
 
れ
 
と
ヴ
ァ
ヴ
ィ
 
フ
は
説
 
 
 
 
、
大
地
湾
文
 
（6

,
0
0
0

～5
,
0
0
0
B
C

）
や
仰
韶
文
 

（5
,
0
0
0

～3
,
0
0
0
B
C

）
の
遺
跡
で
出
土
し
 
 
る
。 

 
フ
 
カ
起
源
の
雑
穀
 
の
出
土
事
例
は
ま
だ
少
 
 
の
で
、
 
 
 
 
は4

,
0
0
0
B
C

頃
 
、
 
 
 

 
 
は3

,
0
0
0
B
C

頃
 
、
 
 
び
ト
 
ジ
ン
 
 
は2

,
0
0
0
B
C

頃
 
 
 
 
 
れ
 
と
推
定
 
れ
 
 
る
。

こ
れ
 
は
 
東
の
南
端
を
経
 
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
伝
播
し
 
イ
ン
ダ
 
文
明
の
一
部
を
支
 
 
。
 
フ
 

カ
起
源
の
ト
 
ジ
ン
 
 
は
 
東
を
経
 
イ
ン
ド
 
ま
で
伝
播
し
 
の
は
、
イ
ン
ダ
 
文
明
 
崩
壊
し
、

 
の
残
影
 
南
イ
ン
ド
 
移
っ
 
頃
の
 
う
だ
。
イ
ン
ダ
 
文
明
の
遺
跡
で
は
 
 
 
の
ほ
 
 
、
ユ
ー

 
 
 
起
源
の
 
 
、
 
 
 
続
 
 
、
 
フ
 
カ
起
源
の
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
 
び
ト
 
ジ

ン
 
 
 
順
次
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
全
域
 
伝
播
し
 
こ
と
 
分
 
っ
 
 
る
（F

u
l
l
e
r
 a
n
d
 M
a
d
e
l
l
a
 2
0
0
0
 

F
u
l
l
e
r
 et al

.
 2
0
0
1

）
。
一
 
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
イ
ン
ダ
 
文
明
の
影
響
を
受
け
 
新
石
器
時
代
の

遺
跡
 
 
独
自
 
起
源
し
 
 
く
の
雑
穀
 
最
近
の
発
掘
で
出
土
し
 
 
る
。
考
古
学
の
発
掘
 
査
や
分

析
技
術
 
急
進
展
し
 
 
る
の
で
、
南
 
ジ
 
 
 
 
 
最
初
 
穀
物
 
出
現
し
 
時
期
を
表2

2

 
ま
と

め
 
。
こ
の
表
はF

u
l
l
e
r
 e
t
 a
l
.
 (
2
0
0
1
)

 
基
づ
く
 
、
追
 
情
報
で
補
足
し
 (

F
u
l
l
e
r
 a
n
d
 M
a
d
e
l
l
a
 

2
0
0
1

、F
u
l
l
e
r
 

私
信)

。 

オ
オ
 
 
、
 
 
 
属
（
と
 
 
 
 
）
、
 
 
び
 
ン
 
 
（
少
 
 
）
は
ハ
 
ッ
 
ー
遺
跡
の
初
期

（
 
 
 
 4

,
5
0
0
 B
.
C
.

）
で
同
定
 
れ
 
。
イ
 
（
 
 
）
と
 
 
（
少
 
 
）
は
最
盛
期
（
 
 
 

 2
,
6
0
0
 
B
.
C
.

）
で
同
定
 
れ
 
。
 
の
 
、
 
ノ
 
 
グ
 
属Setaria

 
s
p
.
(

と
 
 
 
 )

、
 
 

 
 
（
 
 
）
、
 
 
び
ト
 
ジ
ン
 
 
（
痕
跡
）
は
 
期
（
 
 
 
 2

,
0
0
0
 B
.
C
.

）
で
見
つ
 
っ
 
。

 
 
 
 
 
 
つ
 
 
は
ま
だ
不
明
で
 
る
。 
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南
イ
ン
ド
の
早
期
の
遺
跡(

2
,
3
0
0

 
 1

,
8
0
0
 
B
.
C
.
)

で
は
 
 
イ
（
痕
跡
）
、
 
 
 
（
 
 
）
、
ザ

 
ツ
 
 
ノ
 
 
（
 
 
）
、
 
 
び
 
 
テ
ィ
（
痕
跡
）
 
見
 
れ
 
。
 
の
 
、
 
期
の
遺
跡(

1
,
8
0
0
 

 
  

1
,
2
0
0
 
B
.
C
.
)

 
 
 
 
 
ド
 
（
痕
跡
）
と
 
ヒ
メ
 
 Echinochloa

 
c
f
 
colona

 

（
 
 
、

 
 
 
く
イ
ン
ド
 
 )

 
同
定
 
れ
 
。
 
ジ
 
起
源
雑
穀
は
次
の
歴
史
的
順
序
で
生
じ
 
。
す
 
わ
ち
、

 
 
、
 
ノ
 
 
グ
 
属
、
 
の
 
、
 
 
 
、
ザ
 
ツ
 
 
ノ
 
 
、
 
 
イ
、
 
 
テ
ィ
、
イ
ン
ド

 
 
、
 
 
び
 
ド
 
、
ご
く
新
し
く1

9

世
紀
 
 
っ
 
 
イ
 
ャ
ン
で
 
る
。
し
 
し
 
 
 
、
 
 

 
、
ザ
 
ツ
 
 
ノ
 
 
、
 
 
テ
ィ
、
 
 
び
 
ヒ
メ
 
 
は
野
生
穀
物
と
し
 
採
集
 
れ
 
き
 
。 

 表2
2.

 

南
 
ジ
 
の
穀
物
の
考
古
遺
跡
 
 
の
出
土
概
要 

 

 

近
年
 
 
っ
 
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
初
期
農
耕
 
関
す
る
非
常
 
有
用
 
考
古
学
研
究
資
料
 
示
 
れ

る
 
う
 
 
っ
 
き
 
。
イ
 
科
雑
穀
の
遺
残
 
南
イ
ン
ド
の
新
石
器
時
代
 
 
る

I
I

期(
2
3
0
0
–
1
8
0
0
 

c
a
l
.
B
C
)

と 
I
I
I

期(
1
8
0
0
–
1
2
0
0
 c
a
l
.
B
C
)

の
考
古
学
 
準
 
 
出
 
き
 
。
 
れ
 
は
主
と
し
 2

 
、

 
 
 
と
ザ
 
ツ
 
 
ノ
 
 b

r
i
s
t
l
y
 f
o
x
t
a
i
l
 m
i
l
l
e
t
-
g
r
a
s
s

で
 
る
と
同
定
 
れ
 
き
 
。
 
 

テ
ィ

y
e
l
l
o
w
 
f
o
x
t
a
i
l
 
m
i
l
l
e
t

 
限
定
的
 
存
在
し
、
 
 
 
く
野
生
 
の
採
集
と
考
 
 
れ
る

(
F
u
l
l
e
r
 
et 

al
.
 
2
0
0
1
)

。
ハ
 
ッ
 
ー
文
明
 
 
け
る
穀
物
の
初
出
は
初
期(

2
6
0
0
 
B
C

以
前)

で
は
 

 
 
、
オ
オ
 
 
、
 
 
び
 
ン
 
 
、
最
盛
期(

2
6
0
0
–
2
0
0
0
 B
C
)

で
は
オ
ヒ
 
 
属Eleusine

 s
p
.
 (

不

確
 
、
 
 
 
 
 )

、
 
ノ
 
 
グ
 
属
 
 
び
 
 
属
、
 
期(

2
0
0
0
 B
C

 
 
新
し
 )

で
は
 
 
メ

年代 初期 最盛期  期 南インド

 名 4500 B.C.- -2600 B.C. -2000 B.C.
2300-1800

B.C.
1800-1200

B.C.
-0 A.D. 1500 A.D.

1900
A.D.

Paspalum scrobiculatum trace
Panicum sumatrense trace 少  
Echinochloa cf. colona   
Brachiaria ramosa 野生     
Setaria verticillata 野生     
Setaria pumila 野生 痕跡 痕跡
Setaria sp. と    
Digitaria cruciata    
Digitaria sanguinalis 不明 消滅
Panicum miliaceum 少  
Panicum sp. 少  
Setaria italica 可能性
Eleusine coracana ? 可能性
Sorghum bicolor   
Pennisetum glaucum 痕跡 痕跡 痕跡
Coix lacryma-jobi 可能性
Oriza sativa   痕跡 痕跡
Hordeum vulgare と        
Triticum dicoccum 痕跡 痕跡
Triticum durum/aestivum   痕跡
Triticum sp. と        
Avena sativa 少  
Zea mays 導入
F ll r  t  l.  00   F ll r     M   ll   00       F ll r (私信) 基づ    
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ノ
ヒ
 
属Paspalum

 s
p
.

、 

ヒ
 
属Echinochloa

 s
p
.

、
 
 
 
 
属Sorghum

 s
p
.

 
 
び
 
カ
 

 
 
属Pennisetum

 
s
p
.

で
 
っ
 (

F
u
l
l
e
r
 
a
n
d
 
M
a
d
e
l
l
a
 
2
0
0
0
;
 
W
e
b
e
r
 
1
9
9
2
)

。 

南
 
ジ
 
の
初
期
農
耕
文
 
 
ど
の
 
う
 
伝
播
展
開
し
 
 
を
概
観
す
る 

(
M
i
s
r
a
2
0
0
1

、

C
h
a
k
r
a
b
a
r
t
i
1
9
9
9

を
改
変)

。
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
経
由
で
 
 
（
冬
生
一
年
生
草
本
）
 
を
 
心
と
す
る

地
 
海
農
耕
文
 
 
イ
ン
ダ
 
川
流
域
 
伝
播
し
 
ハ
 
ッ
 
ー
文
明
を
花
開
 
 
、
 
の
 
、
農
耕
文

明
は
西
ガ
ー
ツ
山
脈
西
麓
 
並
行
し
 
西
海
岸
を
南
 
し
 
南
イ
ン
ド
 
、
ま
 
ヒ
 
 
ヤ
の
南
北
山
麓

 
、
向
 
っ
 
。
 
く
 
 
遅
れ
 
、
 
フ
 
カ
 
 
雑
穀
 
 
 
 
 
 
ど
（
夏
生
一
年
生
草
本
）
を

 
心
と
す
る
 
 
ン
 
農
耕
文
 
 
同
 
の
経
路
を
 
ど
っ
 
。
一
 
で
、
東
南
 
ジ
 
 
 
の
イ
 
 

を
 
心
と
し
 
根
菜
農
耕
文
 
、
続
 
 
 
国
 
 
イ
 
を
 
心
と
す
る
農
耕
文
 
 
東
イ
ン
ド
 
伝
播

し
 
、
東
ガ
ー
ツ
山
脈
の
東
麓
 
並
行
し
 
東
海
岸
を
南
 
、
 
 
 
西
海
岸
 
沿
っ
 
北
 
し
 
。
こ

の
イ
 
 
稲
（
 
年
生
草
本
）
 
 
 
 
 
 
で
 
 
す
る
陸
稲
 
系
統
分
 
し
、
東
イ
ン
ド
、
オ
 
ッ

 
州
 
伝
播
す
る
経
路
で
、
湿
地
性
の
イ
 
随
伴
雑
草
ハ
ト
 
 
や
 
ド
 
（
 
年
生
草
本
）
、
 
 
び
イ

ン
ド
 
 
や
 
 
イ
（
一
年
生
草
本
）
 
イ
 
陸
稲
の
二
次
 
物
と
し
 
 
 
 
 
 
 
向
 
 
、
つ
 

で
南
イ
ン
ド
 
伝
播
す
る
経
路
で
、
 
 
 
や
 
 
テ
ィ
（
一
年
生
草
本
）
 
二
次
 
物
、
イ
ン
ド
固
有

雑
穀
 
対
し
 
三
次
 
物
 
 
っ
 
と
考
 
 
れ
る
。
 
 
ン
 
農
耕
文
 
と
稲
 
農
耕
 
出
会
っ
 
東

イ
ン
ド
 
 
南
イ
ン
ド
 
向
 
う
 
で
、
耐
 
性
の
 
る
夏
生
一
年
生
草
本
で
 
る
 
 
 
や
 
 
テ
ィ

 
 
 
 
 
 
を
辿
る
 
う
 
 
っ
 
。 

イ
 
の
生
育
す
る
地
域
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
 
 
湿
地
 
 
二
次
的
 
 
地
 
 
大
し
 
。
順
次
、

雑
草
的
祖
先
 
 
 
稲
 
 
や
陸
稲
 
 
侵
入
し
 
。
こ
れ
 
の
 
は
東
イ
ン
ド
 
 
 
 
陸
稲
 
 
 

旱
魃
 
対
し
 
 
 
 
強
 
耐
性
を
示
し
 
 
 
、
地
域
の
農
民
 
ち
は
継
続
的
 
、
 
 
イ
、
 
ド
 
、

イ
ン
ド
 
 
を
二
次
 
物
と
し
 
 
 
 
し
 
。
こ
の
地
域
で
は
次
 
示
す
数
 
の
雑
穀
 
 
 
 
 
 

 
 
れ
 
。
 
 
 
、
 
イ
 
ャ
ン
、
 
 
テ
ィ
 
ど
で
 
る(

C
h
a
n
d
r
a
 
a
n
d
 
K
o
p
p
a
r
 
1
9
9
0
;
 
d
e
 
W
e
t 

et al
.
 
1
9
8
3
a
,
 
b
,
 
c
)
.
 

こ
う
し
 
 
 
 
 
 
は
 
述
し
 
 
査
や
 
験
結
果
 
 
明
 
 
で
 
る
。
現
代
農
 
ま
で
含
め
 
、

 
物
の
伝
播
経
路
を
描
 
 
。
 
 
ン
ブ
 
 
新
大
陸
 
 
陸
（1

4
9
2

）
以
降
、
ヨ
ー
 
ッ
 
経
由
で
、

南
北
 
メ
 
カ
起
源
の
ト
 
 
 
 
 
や
ジ
ャ
ガ
イ
 
 
ど
の
 
物
 
伝
播
し
 
。 

 言
語
学
か
ら
の
再
考 

農
耕
文
 
基
本
複
合
、
 
わ
ゆ
る
「
 
 
 
胃
袋
ま
で
」
と
 
う
 
 
論
的
概
念
は
農
耕
の
起
源
を
研

究
す
る
 
で
 
尾
佐
助(1

9
6

7
)

 
 
っ
 
提
案
 
れ
 
。
 
 
植
物
は
常
 
植
物
（
 
 
）
の
遺
伝
的
 

生
物
 
 
性
 
 
始
ま
っ
 
、
人
間
の
文
 
的
 
 
 
性
と
し
 
の
 
 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
 
 
 
、

儀
礼
利
用
、
地
 
名
、
 
 
び
 
の
他
 
彩
 
文
 
複
合
 
伴
わ
れ
 
 
る(K

im
ata an

d
 S

ak
am

o
to
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1
9

9
2

)

。B
ellw

o
o

d
 an

d
 R

e
n

frew
 (2

0
0

2
)

は
最
近
、
基
層
文
 
を
広
く
比
較
す
る
展
望
 
 
考
古
学
、
言

語
学
、
 
 
び
遺
伝
学
の
領
域
を
超
 
 
共
同
研
究
す
る
「
農
耕
／
言
語
伝
播
仮
説
」
を
提
唱
し
、
検
証

し
 
き
 
。
 
と
 
ば
、
雑
穀
と
 
の
近
縁
雑
草
は
ま
 
、
 
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
言
語
で
 
く
の
地
 
名

を
 
っ
 
 
る
。
こ
こ
で
は
言
語
考
古
学
を
参
照
し
 
地
 
名
の
視
点
 
 
、
 
 
 
 
 
 
つ
 
 
論

考
を
補
足
し
 
 
。
特
 
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
の
 
 
 
 
 
の
再
構
 
 
関
連
し
 
 
る
 
、
こ
れ
 

イ
ン
ド
固
有
の
雑
穀
 
つ
 
 
の
良
好
 
言
語
学
資
料
は
 
ま
だ
十
分
 
 
ろ
っ
 
は
 
 
 (F

u
ller 

2
0

0
2

; S
o

u
th

w
o

rth
 2

0
0

5
)

。 

雑
穀
の
地
 
名
は1

9
8

3

年
以
来
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
の
野
外
 
査
で
 
集
し
 
き
 
。
農
民
は
 
 

 
 
 
 
 
 
 
雑
穀
と
 
の
近
縁
雑
草
の
地
位
状
態
 
適
切
 
認
識
を
 
っ
 
 
る
。
こ
の
雑
穀
と
農

民
と
の
間
の
共
生
 
 
は
 
の
観
察
、
植
物
学
 
験
、
民
族
 
査
資
料
、
考
古
学
資
料
、
 
 
び
言
語
資

料
を
統
合
し
 
考
 
る
こ
と
 
 
 
再
構
 
 
れ
る
。
東
ガ
ー
ツ
山
脈
や
南
デ
カ
ン
高
原
 
は
 
 
 
地

 
名
 
 
る
。
こ
れ
 
の
地
域
で
は
、
イ
ン
ド
起
源
の
雑
穀
 
 
 
 
近
縁
 
と
と
 
 
広
範
囲
 
 
 

 
れ
 
 
る
。
古
イ
ン
ド
 
 
ー
 
 
語
 
 
び
ド
 
 
ダ
語
 
 
る
 
く
つ
 
の
呼
称
 
雑
穀
の
地
 

名
 
関
係
し
 
 
る
こ
と
は
明
 
 
で
 
る
。
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
は
オ
カ
 
 
の
周
 
で
生
育
し
 
 

 
雑
草
型
 
 
、
主
 
 
 
イ
や
他
の
穀
物
関
連
し
 
擬
態
随
伴
雑
草
型
を
経
 
、
 
 
 
 
れ
 
き

 
。
 
 
 
は
単
 
 
れ
る
独
立
し
 
 
物
 
 
っ
 
 
、
 
 
テ
ィ
は
 
 
イ
や
他
の
穀
物
と
混
 
 

れ
 
 
る
。
し
 
 
っ
 
、
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
は
単
 
と
混
 
と
 
う
地
位
状
態
 
差
異
は
 
る
 
、

三
次
 
物
と
言
 
 
う
。
つ
ま
 
、
 
 
 
 
 
を
 
ど
れ
ば
、
始
ま
 
は
イ
 
の
 
 
 
侵
入
し
 
雑

草
、
次
 
イ
 
の
南
 
 
伴
う
オ
カ
 
 
の
随
伴
雑
草
、
こ
れ
 
の
 
 
 
擬
態
随
伴
雑
草
を
経
 
 
 

イ
や
 
ド
 
 
二
次
起
原
し
、
 
 
 
二
次
 
物
の
擬
態
随
伴
雑
草
型
 
 
 
 
 
と
 
 
テ
ィ
 
三
次

起
原
し
 
こ
と
 
 
る
。
歴
史
遺
跡
 
 
の
雑
穀
遺
物
の
最
初
の
出
土
の
順
序
は
こ
の
進
 
 
 
を
支
持

し
 
 
る
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 
 
セ
ン
 
ー
は
東
ガ
ー
ツ
山
脈
や
南
デ
カ
ン
高
原
 

 
っ
 
 
う
だ
。 

 雑
穀
と
他
の
穀
物
の
言
語
考
古
学
的
呼
称 

雑
穀
と
他
の
穀
物
の
言
語
考
古
学
的
呼
称
 
つ
 
 
は
、
 
 
 
、
ザ
 
ツ
 
 
ノ
 
 
、
 
 
テ
ィ

 
 
び
 
 
イ
の
古
イ
ン
ド
 
 
ー
 
 
語
名
は
古
代
文
献
 
は
見
つ
け
 
れ
 
 (c

f. S
o

u
th

w
o

rth
 

2
0

0
5

)

。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
 
の
雑
穀
 
比
較
的
古
く
 
 
年
代
 
イ
ン
ド
で
 
 
 
 
れ
 
こ
と
を
示
し

 
 
る
 
う
で
 
る
。
対
照
的
 
、
 
ド
 
はko

d
o

rava

と
呼
ば
れ
 
 
る
の
で
、
こ
の
語
彙
はko

d
o

とko
d

o
ra

の
語
源
と
考
 
 
れ
る
。
イ
ン
ド
 
 
の
呼
称syam

aka

はsh
am

a

とsam
a

の
由
来
と
考

 
 
れ
る
。
 
 
の
呼
称cin

a(ka)

 
同
 
 ch

een
a

の
由
来
と
考
 
 
れ
る
。
 
 
の
呼
称kan

ku
(n

i) 

とrah
ala

は
広
域
で
用
 
 
れ
るkan

g
an

i

、
 
ハ
 
 
ュ
ト
 
州
で
用
 
 
れ
るrala

の
語
源
で
 
る
。
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の
呼
称m

ad
aka

は
 
ッ
 
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
のm

an
d

u
a

の
語
源
で
 
 
、
語
彙*b

ajjara
はb

ajra (*

再
構
 
 
、S

o
u

th
w

o
rth

 2
0

0
5

)

の
語
源
で
 
る
。
 
ド
 
と
 
 
の
ド
 
 
ダ
語
名*var-

ak-

は
、varag

u

の
語
源
、
 
 
の
語
彙*tin

ai

と*n
u

v-an
-ay

は
 
ミ
 
 
 
ド
ゥ
州
のth

en
ai

、
 
ン

ド
 
 
プ
 
デ
 
ュ
州
と
カ
 
 
 
カ
州
の

n
avan

e

の
語
源
と
考
 
 
れ
る
。
こ
れ
 
の
 
は
古
イ
ン

ド
 
 
ー
 
 
ン
語
ま
 
は
ド
 
 
ダ
語
の
呼
称
を
 
ち
、
考
古
学
的
根
拠
 
 
 
西
 
地
域
 
 
導
入

 
れ
 
 
、
イ
ン
ド
で
比
較
的
遠
 
 
去
 
 
 
 
 
れ
 
と
考
 
 
れ
る(W

eb
er 1

9
9

2
)

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

農
民
 
 
る
雑
穀
の
命
名
体
系
と
 
 
 
 
  

農
民
 
ち
と
植
物
と
の
間
の
共
生
 
 
は

4

段
階
と
し
 
認
識
 
れ
る
。
す
 
わ
ち
、
農
民
 
ち
 
意

識
し
 
 I

段
階
、
弁
別
し
 
 II

段
階
、
区
別
同
定
す
るIII

段
階
、
 
 
び
 
ん
 
 
の
在
来
系
統
を

分
 
す
るIV

段
階
で
 
る
（
表2

3

）
。 

I

段
階
で
、
農
民
 
ち
は
野
草
や
雑
草
 
対
し
 
呼
称
を
 
 
ず
、
こ
れ
 
を
一
般
名
詞
で

g
h

a
s

と 

h
u

llu

と
呼
ぶ
。II

段
階
で
、
農
民
 
ち
は
、
 
と
 
ば
 
 
 
 
 
で
は
 
物
（ra

g
i

）
と
雑
草
（ra

g
i

）

を
同
じ
名
前
で
呼
ぶ
。 

III

段
階
で
、
農
民
 
ち
は
雑
穀
を
識
別
し
 
特
別
 
名
前
で
、
 
と
 
ば
、
 
 
植
物
の
 
 
 
 
 

はm
a

d
u

a

、
近
縁
雑
草
の
オ
ヒ
 
 
はk

h
a

d
u

a

と
呼
ぶ
。
 
 
 
、
農
民
 
ち
は
雑
穀
名
の
語
幹
 
少
し

の
 
容
語
を
 
 
る
。
 
と
 
ば
、
雑
草
を
意
味
す
るg

h
a

s lin
g

u
d

i

（
 
 
テ
ィ
の
雑
草
）
、
他
の
 
物
 

似
 
 
る
こ
と
でsa

m
e
 m

e
la

tti

（
 
 
イ
 
似
 
擬
態
雑
草
）
、
ま
 
、
 
態
的
特
性b

ila
i la

n
g

e

（
 
 

の
尾
）
、
生
態
的
特
性y

e
rri a

ra
sa

m
u

lu

（
 
粒
性
の
 
る
雑
草
）
 
 
び
利
用
 p

il sa
m

a
（
飼
料
用
 

 
 
）
 
ど
で
 
る
。IV

段
階
で
、
農
民
は
雑
穀
を
 
く
 
 
の
在
来
系
統
 
分
 
す
る
。
 
と
 
ば
、

 
 
 
 
 m

a
ru

a

はa
g

a
t- (

早
生)

、m
a

d
h

y
a

m
- (

 
生)

 
 
びp

ic
h

h
a

t- (

晩
生)

、
雑
草
オ
ヒ
 
 
は

m
a

ru
a

n
i

と
し
 
認
識
 
れ
る
。
こ
の
 
査
結
果
と
し
 
、
農
民
 
ち
は
、
時
々
、
異
 
っ
 
場
所
の
雑
穀

 
同
じ
呼
称
を
用
 
 
 
す
る
 
、
雑
穀
と
近
縁
 
の
地
位
を
明
瞭
 
認
識
し
 
 
る
こ
と
は
は
っ
き
 

し
 
 
る
。 

 表2
3

. 

イ
ン
ド
 
 
 
 
農
民
 
 
る
雑
穀
と
雑
草
の
命
名
体
系 
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第7

章 

人
新
世
 
 
け
る
生
物
文
 
 
 
性 

   

 

 

段階 認知 典型事例（ 名）｛意味｝
I 認知し  無名:  h s  h ll  [雑草]
II 区別し  雑草と穀物は同名

ragi, malwa (Eleusine coracana)/r       lw  (雑草　E. indica)
kodo (Paspalum scrobiculatum) /ko o (雑草)
kukuru lange (Setaria pumila)/k k ry l     (擬態雑草)[犬の尾]

III 認知する
1. a specific word (大半の穀物は れぞれの言語グ  プ    呼称 れる くつ の特異 名前  る)

madua (E. coracana)/khadua (E. indica)
gruji suau (Echinochloa frumentacea)/ h r  (雑草 E. colona)
  r   o  ko ow r (擬態雑草 P. scrobiculatum)/  tw l   kh r s    (雑草 Paspalum sp.)

2.  容語彙を  る
2.1 雑草を意味する lingudi (Setaria pumila)/ h s l       (雑草)

kodo/kodo ghas 

2.2 他の穀物  似 s      l tt  (擬態雑草 B. ramosa) [  イ 似る]
 kk  h ll  (擬態雑草 P. sumatrense) [イ  似 雑草]

2.3  態的特性を示す r    k     (雑草 E. indica) [杖の う  を つ     ]
  l   l     (雑草 S. pumila) [  の尾]

2.4 生態的特性を示す samulu (Panicum sumatrense)/y rr   r s   l  ｛ 粒性の る雑草｝
same (P. sumatrense)/samuru korra (S. pumila) [  イ で育つ  ]
varagu sakkalathi (S. pumila) [擬態雑草  ド の第二夫人]
s kk l th  s    (擬態雑草 B. ramosa) [  イの第二夫人]

2.5 特定する same (P. sumatrense)/ pil same (Brachiaria ramosa) [飼料用]

IV  くつ の在来系統 分 marua (E. coracana): 3変      t- [早生]     hy  -[ 生]   び p  hh t-[晩生]
/maruani (E. indica)
sama (P. sumatrense): 4変       h -[夏]  p l -[短 ]   r -[高 ]  びv r   -[１月 播 ]
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イ
ン
ド
の
変
わ
 
 
 
で
ほ
し
 
伝
統
的
農
耕
文
  

 
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
 
で
 
と
 
わ
け
南
イ
ン
ド
の
デ
カ
ン
高
原
や
東
西
ガ
ー
ツ
山
脈
の
丘
陵
山
地
地
帯

で
は
、
ト
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
比
較
的
少
 
く
、
 
プ
 
、
 
テ
ィ
、
 
ダ
 
ど
 
時
々
 
 

 
れ
 
 
る
 
 
ぎ
 
 
。
こ
の
 
由
は
降
雨
 
少
 
く
土
壌
 
肥
沃
で
 
 
 
ど
の
地
 
的
 
要
因
の

ほ
 
 
、
南
イ
ン
ド
の
人
々
は
め
し
や
 
 
 
 
し
 
時
の
ト
 
 
 
 
 
の
風
味
を
好
ま
 
 
こ
と
 

 
げ
 
れ
 
う
。
 
フ
 
カ
大
陸
の
雑
穀
 
 
地
帯
、
 
る
 
は
 
 
 
 
ン
や
 
 
ー
 
で
は
、
す
で

 
ト
 
 
 
 
 
は
主
要
 
 
物
と
し
 
広
く
 
量
 
 
 
 
れ
 
 
 
、
伝
統
的
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
材
と
し
 
 
く
組
み
込
ま
れ
 
 
る
（
木
俣

1
9

9
0

）
。
こ
う
し
 
伝
統
を
維
持
し
、
抵
抗
す
る
意

思
は

M
.K

.

ガ
ン
ジ
ー
の
紡
ぎ
車
の
 
神
性
 
の
 
 
し
れ
 
 
。1

9
8

3

年
 
初
め
 
行
っ
 
ニ
ュ
ー
デ

 
ー
の
 
 
 
ー
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
 
ン
 
 
ダ
ー
 
オ
ー
ト
 
ィ
 
 
ャ
ー
ば
 
 
だ
っ
 
。
速
度
計
は

壊
れ
 
、
 
 
 
ュ
 
神
の
 
札
 
貼
っ
 
 
 
、
ド
 
の
取
手
は
引
っ
張
る
と
取
れ
 
し
ま
っ
 
。
ヘ

ッ
ド
 
ン
プ
 
点
灯
し
 
 
 
 
 
ー
 
 
っ
 
。
 
 
 
 
ン
や
 
 
ー
 
で
は
 
古
の
 
本
車
ダ
ッ

ツ
ン
や
ト
ヨ
 
 
 
 
っ
 
の
と
対
照
的
で
 
る
。 

3
0

年
余
 
 
わ
 
る
緑
の
革
命
 
 
っ
 
、
 
 
 
、
イ
 
、
ト
 
 
 
 
 
の
３
大
穀
物
を
 
心
 

商
 
用
品
 
 
 
る
画
一
的
 
増
産
 
図
 
れ
、
世
界
各
地
で
雑
穀
在
来
品
 
の
 
く
 
消
滅
の
危
機
 

瀕
し
 
 
る｡

 
 
植
物
の
 
 
性
 
減
少
す
る
と
、
諸
々
の
環
境
変
 
 
対
応
し
 
き
 
 
 
 
遺
伝
 

 
失
わ
れ
 
、
地
 
レ
 
 
 
 
び
地
域
レ
 
 
の
新
 
 
環
境
変
動
 
 
 
植
物
 
対
応
困
難
と
 
る

と
予
測
で
き
る｡

ま
 
、
農
家
 
継
承
し
 
き
 
郷
土
 
文
 
を
始
め
と
す
る
 
彩
 
生
活
文
 
、
自
然
と

関
わ
る
伝
統
的
知
恵
 
失
わ
れ
る
こ
と
 
 
る｡

こ
の
こ
と
 
関
し
 
は
イ
ン
ド
の
 
ヴ
ァ
（1

9
9
3

、20
0
0

）

 
具
体
的
 
事
例
を
 
っ
 
明
確
 
批
判
を
行
っ
 
き
 
。
私
は
彼
女
 
来
 
し
 
折
 2

度
会
っ
 
。

 
ン
ガ
 
ー
 
 
 
る
時
 
彼
女
の
本
『
生
物
 
 
性
の
危
機
』
を
見
つ
け
 
読
み
、
と
 
 
興
味
深
 

っ
 
の
で
出
版
社
 
翻
訳
を
願
 
出
 
 
、
残
念
 
 
 
す
で
 
ほ
 
の
 
と
の
契
約
 
交
わ
 
れ
 
 

 
。
帰
国
 
、
大
学
院
環
境
教
育
学
専
攻
の
講
義
で
院
生
と
一
緒
 
訳
本
 
読
ん
だ
。 

 

 
本
の
取
 
戻
し
 
 
伝
統
的
 
 
農
耕
文
  

 

私
は
民
族
植
物
学
者
と
し
 
世
界
、
 
で
 
イ
ン
ド
の
雑
穀
の
 
 
と
 
 
の
 
査
研
究
を
し
 
き
 
。

 
ち
ろ
ん
 
本
人
で
 
る
の
で
、
 
本
各
地
の
雑
穀
の
 
 
と
 
 
の
 
査
 
同
時
 
行
っ
 
き
 
。
民

族
植
物
学
は
、
民
族
と
植
物
の
歴
史
的
関
わ
 
を
明
 
 
 
す
る
学
問
領
域
で
 
る
 
 
、
イ
ン
ド
と
同

 
 
 
本
 
民
族
的
 
視
点
 
 
比
較
す
る
必
要
 
 
る
。
 
ぜ
 
 
、「
電
気
の
国
 
 
来
 
 
本
人
 

 
ぜ
イ
ン
ド
 
来
 
雑
穀
を
 
査
す
る
の
 
。
イ
ン
ド
を
遅
れ
 
国
と
思
 
、
 
く
見
 
 
る
の
で
は
 

 
の
 
」
と
、
オ
 
ッ
 
の
研
究
者
 
ち
と
論
争
 
 
っ
 
こ
と
 
 
る
。
育
 
学
者
で
は
 
 
の
で
生

産
量
 
焦
点
を
当
 
 
品
 
改
良
 
関
心
を
 
ま
 
 
っ
 
 
 
ず
、
起
源
と
伝
播
 
ど
と
 
う
暇
人
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す
る
 
う
 
 
査
研
究
は
彼
 
 
と
っ
 
 
解
し
 
 
 
内
容
で
 
っ
 
 
 
 
 
し
れ
 
 
。 

私
 
と
っ
 
、
植
物
学
の
立
場
 
 
す
れ
ば
、
イ
 
 
 
 
 
、
 
る
 
は
雑
草
 
野
生
植
物
 
ど
れ

 
同
じ
く
好
き
 
植
物
で
 
っ
 
、
対
等
の
関
心
を
 
っ
 
進
 
の
 
相
を
見
 
き
 
。
イ
 
 
限
 
ず
、

特
定
の
植
物
だ
け
 
思
 
入
れ
は
し
 
 
 
 
。
し
 
し
、
 
本
で
は
と
 
わ
け
明
治
維
新
以
 
、
と
 

わ
け
、
第2

次
世
界
大
戦
 
敗
戦
前
 
 
、
国
家
政
策
と
し
 
イ
 
 
抜
き
ん
で
 
重
視
 
れ
る
 
う
 

歴
史
 
書
き
換
 
 
れ
 
き
 
の
で
は
 
 
 
と
考
 
始
め
 
（
木
俣 

2
0
1
6

）
。
 
 
稲
 
 
強
力
 
推

進
 
れ
 
き
 
結
果
、
麦
や
雑
穀
の
 
 
 
前
世
紀
 
ご
ろ
 
 
衰
退
し
 
。
本
書
で
は
イ
ン
ド
と
比
較

す
る
こ
と
 
制
限
し
 
、
こ
の
主
要
因
 
関
し
 
民
族
の
視
点
 
 
若
干
の
論
及
を
す
る
。 

 

 
本
 
 
け
る
雑
穀
 
 
の
現
況 

人
 
は
動
物
で
 
 
、
他
の
生
命
を
犠
牲
 
し
、
摂
 
し
 
け
れ
ば
自
 
の
生
命
を
維
持
で
き
 
 ｡

こ

の
 
め
人
 
は
植
物
を
 
 
 
し
、
洗
練
 
れ
 
植
物
と
の
共
生
関
係
を
農
耕
、
 
料
を
め
ぐ
る
環
境
文

 
と
し
 
 
 
し
 
き
 
。
ヨ
ー
 
ッ
 
や
 
ジ
 
の
新
石
器
時
代
文
明
は
 
 
や
 
 
を
主
 
 
料
と

し
 
築
 
れ
 
。
 
本
で
 
同
 
 
縄
文
時
代
 
期
頃
 
 
雑
穀
 
 
 
 
 
れ
る
 
う
 
 
 
、
近
年

ま
で
各
地
の
農
山
村
で
 
 
、
 
 
、
ヒ
 
、
 
 
 
 
 
、
ハ
ト
 
 
 
 
び
 
 
 
 
の
６
 
の
イ

 
科
雑
穀
 
 
 
 
れ
続
け
 
 
る
。
商
 
的
 
は
イ
 
科
雑
穀
の
他
 
ソ
 
と
、
最
近
で
は
 
 
 
ン

 
 
や
 
ヌ
 
 
、
 
 
 
、
オ
オ
 
 
、
香
米
や
黒
米
 
ど
 
広
義
の
雑
穀
 
含
め
る
こ
と
 
 
く
 

っ
 
 
る
。 

 
本
は
山
間
地
 
 
く
、
本
来
、
農
山
村
で
は
 
 
 
麦
 
雑
穀
 
主
要
 
 
糧
と
 
っ
 
 
 
の
で

 
る
。
し
 
し
、
無
 
を
承
知
で
、
 
大
 
苦
労
を
重
 
 
棚
 
を
 
っ
 
、
イ
 
を
 
 
し
 
き
 
地

域
 
 
る
。
主
要
 
 
メ
の
産
地
で
 
る
北
陸
地
 
の
冬
は
豪
雪
 
の
で
、
む
し
ろ
麦
冬
 
 
困
難
だ
 

 
、
稲
夏
 
 
挑
戦
し
 
の
だ
ろ
う
 
。
 
 
 
 
 
植
物
と
こ
れ
 
 
生
育
し
 
 
る
景
観
は
生
き
 

環
境
文
 
財
と
 
 
う
べ
き
 
の
で
、
と
 
 
美
し
 
景
観
で
 
る
。 

ヨ
ー
 
ッ
 
で
 
 
ジ
 
で
 
、
新
石
器
時
代
の
文
明
は
 
 
や
 
 
を
主
 
 
料
と
し
 
築
 
れ
 
。

 
 
で
 
 
 
や
 
 
は
 
 
地
帯
や
山
地
 
丘
陵
地
帯
で
 
 
 
れ
、
 
料
 
 
れ
 
 
る
。
第
一
次

 
 
び
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
 
糧
難
 
 
 
 
雑
穀
は
「
救
荒
 
料
」
と
 
 
、
増
産
す
る
こ
と
 
 

 
 
糧
難
を
乗
 
越
 
 
、
 
く
の
 
本
人
の
命
を
救
 
、
 
の
 
し
ば
 
く
は
 
 
地
帯
の
各
地
農
山

村
で
 
 
 
維
持
 
れ
 
 
 
。
し
 
し
、
稲
 
 
北
 
本
の
寒
冷
地
で
 
品
 
改
良
 
ど
 
 
 
技
術

的
 
可
能
と
 
 
、
 
の
 
量
 
安
定
す
る
 
つ
れ
、
稲
 
一
辺
倒
の
政
策
と
 
 
ま
っ
 
雑
穀
の
 
 

面
積
は
急
減
し
 
 
っ
 
。
現
在
、
 
本
で
は
雑
穀
 
 
 
極
端
 
減
少
し
、
在
来
品
 
と
し
 
は
 
と

 
 
 
 
植
物
 
と
し
 
 
雑
穀
は
絶
滅
寸
前
の
状
態
 
 
る
。 

毎
年
発
行
 
れ
 
 
る
総
 
府
統
計
局
の
『
 
本
の
統
計
』
 
 
る
と
、
こ
の

5
0

年
間
 
 
 
 
は
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1
9
6
0

年
こ
ろ
 
 
約

2
0

万
ヘ
 
 
ー
 
 
っ
 
雑
穀
の
 
 
面
積
 
急
激
 
減
少
し
、
 
 
、
ヒ
 
、

 
 
 
 
び
 
 
 
 
は1

9
6
9

年
で
個
別
 
の
統
計
 
取
 
れ
 
く
 
っ
 
。
ソ
 
の
み
は
約
２
万
ヘ
 

 
ー
 
で
安
定
し
 
 
 
 
至
っ
 
 
る
。
生
産
量
 
同
じ
く
急
減
傾
向
 
 
る
 
の
の
、1

9
6
9

年
 
は

 
 
は3

千
ト
ン
、
ヒ
 
は1

万
ト
ン
、
 
 
は1

千
ト
ン
、
ソ
 
は2

万2

千
ト
ン
で
 
っ
 
。
こ
の

年
以
前
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
び
ハ
ト
 
 
は
す
で
 
統
計
値
 
 
 
。
 
本
の
雑
穀
生
産
量

は
ソ
 
を
除
け
ば3

0
0

ト
ン
 
す
ぎ
 
 
 
、
輸
入
量
は
 
 
 
 
を
 
心
 
約2

4
6

万
ト
ン
で
 
っ
 ｡

 

 
F
A
O
S
T
A
T

 
 
抽
出
し
 
現
代
史
を
振
 
返
っ
 
見
る
と
、
 
本
の
雑
穀
 
 
 
 
 
（1

9
6
7

年
以
降

デ
ー
 
 
 
 
）
生
産
量
（
ト
ン
）
と
最
近
、
と
み
 
健
康
 
と
し
 
注
目
を
集
め
 
 
る
 
ヌ
 
の
世

界
の
生
産
量
を
対
比
し
 
み
 
。
す
で
 
述
べ
 
事
 
 
 
 
わ
ず
、
 
本
の
雑
穀
と
 
 
 
 
の
生
産

（
 
 
）
状
況
は
 
ま
 
 
少
 
く
遺
存
的
 
 
 
と
 
う
し
 
 
 
。 

し
 
し
、
見
 
を
変
 
れ
ば
、
 
れ
で
 
 
 
を
続
け
る
人
々
 
連
綿
と
 
る
こ
と
を
む
し
ろ
不
思
議

で
素
晴
 
し
 
と
 
う
し
 
 
 
。
数
千
年
の
農
耕
文
 
の
伝
統
を
、
 
 
植
物
の
生
命
を
つ
 
 
で
 

る
 
 
で
 
る
。
 
と
 
ば
、
古
く
 
 
の
 
文
 
を
大
切
 
伝
 
 
 
 
、
新
し
 
 
夫
を
 
 
る
。

イ
 
、
 
 
 
や
ト
 
 
 
 
 
は
 
 
の
単
位
面
積
当
 
 
の
 
量
 
 
く
、
 
つ
美
味
し
 
 
、
 

 
、
 
 
、
ヒ
 
 
ど
の
雑
穀
 C

4

植
物
で
 
イ
オ
 
 
と
し
 
は3
大
穀
物
 
引
け
を
取
 
 
 
 
、

厳
し
 
環
境
 
で
は
 
れ
 
を
超
 
る
 
の
だ
。 

雑
穀
 
 
 
農
文
 
の
 
 
性
と
し
 
、
 
ま
 
は
 
手
 
料
 
し
 
 
べ
 
み
 
う
と
 
う
こ
と
で

 
る
。
美
味
し
 
 
ど
う
 
は
個
人
の
味
覚
と
 
 
技
能
 
 
っ
 
決
ま
る
。
飢
餓
 
 
る
栄
養
欠
乏
と

は
反
対
 
、
先
進
国
で
は
栄
養
 
剰
の
 
生
活
 
肥
満
 
 
メ
 
 
 
ッ
 
 
 
ン
ド
 
ー
 
と
呼
ば
れ

る
、
一
連
の
不
健
康
 
状
態
、
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
 

 
る
。
こ
の
 
め
 
、
健
康
長
寿
こ
 
願
わ
し
 
の
で
、
有
機
 
無
農
薬
 
 
の
麦
 
雑
穀
と
野
菜
の
 

生
活
改
善
を
求
め
る
人
々
 
 
く
 
っ
 
 
る
。 

ス
コ
ッ
ト
も
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
作
物
化
し
た
植
物
が
私
た
ち
の
助
け
な
し
に
繫
栄
で
き
な
い

の
だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
も
全
く
同
じ
よ
う
に
、
種
と
し
て
の
生
き
残
り
を
一
握
り
の
栽
培
品
種
に
依
存

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
家
畜
化
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
角
度
を
変
え
て
み
れ
ば
、
家
畜
化
さ
れ
た
の

は
私
た
ち
の
方
だ
と
も
言
え
る
。
植
物
に
は
知
能
は
な
い
か
ら
、
意
図
し
て
ヒ
ト
を
隷
属
さ
せ
た
り
は
し

な
い
か
ら
、
こ
の
ギ
ャ
グ
は
面
白
い
が
、
科
学
的
で
は
な
く
賛
同
で
き
な
い
。
昨
今
、
流
行
っ
て
い
る
自

己
家
畜
化
論
（
表2

4

）
と
は
異
な
っ
た
次
元
の
綾
に
す
ぎ
な
い
。 

 表2
4

. 

自
己
家
畜
化
の
定
義 
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調
理
法
に
関
し
て
は
第5

章
で
述
べ
た
が
、
本
書
を
書
き
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
も
う
一
点
重
要
な
著

述
が
あ
る
。W

ran
g

h
am

（2
0

0
9

）
の
『
火
の
賜
物―

ヒ
ト
は
料
理
で
進
化
し
た
』
で
あ
る
。
ホ
モ
属
の

出
現
を
促
し
た
の
は
、
火
の
使
用
と
料
理
の
発
明
で
あ
っ
た
と
彼
は
言
う
。
わ
れ
わ
れ
は
料
理
と
い
う
食

事
法
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
そ
の
結
果
が
体
も
心
も
含
む
存
在
の
す
べ
て
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
ヒ
ト
は
料
理
す
る
サ
ル
で
あ
り
、
炎
の
動
物
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
生
物
学
的
、
進
化
論
的
に
料
理

は
意
義
は
な
い
、
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
も
料
理
に
は
生
物
学
的
な
意
義
が
な
い
と
考
え
て
い

た
よ
う
だ
。
一
方
で
、
美
食
家
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
（1

8
2

5

）
は
、
人
類
が
自
然
を
手
な
ず
け
た
の
は
火
に
よ
っ

て
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
料
理
は
食
物
の
安
全
性
を
高
め
、
食
欲
を
そ
そ
る
豊
か
な
味
を
生
み
出
し
、

腐
敗
を
減
ら
す
。
熱
す
る
こ
と
で
固
い
食
物
を
開
き
、
切
り
、
磨
り
潰
す
こ
と
が
で
き
る
。
料
理
は
食
物

か
ら
摂
取
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
。
人
間
性
は
料
理
か
ら
生
ま
れ
た
。
料
理
法
の
発
達
は
継
続
的

に
消
化
の
効
率
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
脳
の
成
長
に
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

     

ヒトの自己
家畜 

人類は文化 創造者 あ と同時に担 手 あり 自ら 文化   中に

置 て  こと あ  人類 場合は単な 家畜化 はな  自ら 家畜

化 てきたことにな  

定義

友好性の進 
自然淘汰によって 異な  や同じ に対  友好性と う性質 獲得 

て ほ  人類が絶滅  中  繫栄 きた 
楽観的見 

狩猟採集民
の 生活

 ンザニ のハッザの う 狩猟採集民は毎   べ物を探し 出 け 
野営地 戻    や 事をし 仲間と交流し 睡眠をとる 女性は地面
  掘 起こし き 塊茎 や 集め き 果物を分け合う 男性は貴重
 肉や蜂蜜を持  帰  くる  人猿  べ物を集め  るとき 分け
合うことは る   べ物をすみ へ持ち帰  くるのは人間だけだ 

統合 れ 心
の事例 自 
体験的 考 
る

都市民の 
生活

 本の都市生活者は  料を      ケットで買  自   するこ
と   少 く    核家族や単身世帯  く   個別    れ 
 品 イン  ント物 冷凍品を買う   堂で べる     

自己家畜 し
 心の事例 
外付け情報装
置 依存する

偏見 人々の つの集団 対する否定的 感情 差別

邪悪 力

脅威を感じ とき 自分の集団以外の人々の人間性を無視できる う 
    人間性を無視することは 偏見   はる  邪悪 力だ   
者 対し 共感でき  と 彼 の苦しみを自分のことの う は感じ 
  攻撃は容認 れる 人道的で  扱 をする う 求める規則や規
範 道徳は適用 れ く る 

悲観的見 
ジェノ イド

動物の自己
家畜 症候
群

遺伝的適応 結果と て従順にな  単一   中  他 に促され こ

とな  反応的攻撃性が低下  過程 自己家畜化と呼ぶ  家畜は文化

 影響 受動的に受け   

ヒトの自己家
畜 とは区別

ヘ ＆ ッ （ 0 0） 木俣（ 0  ） ミ ン（   6） 尾本編（ 00 ）  ンガ  （ 0  ）参照
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わ
 
  

本
書
の
主
課
題
を
攻
究
す
る
 
 
で
は
、
最
初
 
 
礼
を
言
う
べ
き
は
雑
穀
を
大
切
 
 
 
し
保
存
し

 
 
る
国
内
外
の
と
 
 
 
く
の
農
民
の
皆
 
ん
で
 
る
。
特
 
、
降
矢
静
夫
、
 
川
智
、
岡
部
良
雄
 

は
山
村
農
 
つ
 
 
親
し
く
教
 
 
 
 
だ
 
 
。
世
情
 
ど
う
 
ろ
う
と
生
 
を
続
け
る
こ
と
は
人
間

の
根
底
的
 
営
み
で
、
強
く
敬
意
を
表
し
 
 
。
 
 
 
、
研
究
 
関
し
 
師
匠
や
先
達
 
教
示
や
助
言

を
受
け
、
支
 
 
れ
 
き
 
。
次
 
記
す
、
特
 
 
世
話
 
 
っ
 
 
々
 
深
謝
し
、
 
 
 
記
し
き
れ

 
 
 
く
の
 
々
 
 
、
心
 
 
の
 
礼
を
申
し
 
げ
る
（
敬
称
や
当
時
の
肩
書
を
つ
け
 
 
こ
と
を
 

許
し
く
だ
 
 
）
。
阪
本
寧
男
 
 
は
大
き
 
課
題
を
教
唆
 
れ
、
謎
解
き
の
人
生
を
楽
し
む
こ
と
 
で
き

 
。
畏
友
小
林
央
往
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
の
 
査
 
 
つ
 
同
行
し
 
、
現
場
で
の
観
察
力
を
鍛
 
 
く

れ
 
。
降
矢
静
夫
夫
妻
は
じ
め
、
橋
本
光
忠
、
橋
本
秀
 
、
 
川
智
、
岡
部
良
雄
夫
妻
、
守
屋
秋
 
は
山

村
農
の
誇
 
を
、
身
を
 
っ
 
教
 
 
く
だ
 
っ
 
。
先
達
、
河
野
昭
一
（
 
生
物
学
）
、
堀
 
満
（
植
物

分
 
学
）
、
福
 
一
郎
（
植
物
遺
伝
学
）
、
館
岡
亜
緒
（
植
物
分
 
学
）
、
森
島
啓
 
（
植
物
遺
伝
学
）
、
山

本
紀
夫
（
民
族
学
）
、
 
野
 
郎
（
花
 
学
）
、
西
川
五
郎
（
 
芸
 
物
学
）
、
花
 
毅
一
（
 
物
生
 
学
）、

平
宏
和
（
栄
養
学
）
、
安
孫
 
昭
二
（
縄
文
考
古
学
）
ほ
 
、
 
 
 
竹
井
恵
美
 
（
民
族
植
物
学
）
、
河

瀬
真
琴
（
系
統
保
存
学
）
、
藤
村
達
人
（
植
物
学
）
、
河
原
太
八
（
 
 
植
物
起
原
学
）
、
福
家
真
也
（
 
物

学
）
、
遠
藤
節
 
（
有
機
 
学
）
、
太
 
信
宏
（
南
 
ジ
 
学
）
の
皆
 
 
 
は
研
究
 
の
温
 
 
助
言
や

助
力
を
頂
 
 
。
ま
 
、
直
接
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
 
く
、
共
同
研
究
会
 
ど
で
数
回
ご

助
言
を
く
だ
 
っ
 
の
み
で
 
っ
 
 
、
 
尾
佐
助
（
 
 
植
物
起
原
学
）
の
農
耕
文
 
基
本
複
合
と
 

う
基
本
概
念
 
は
大
き
 
影
響
を
受
け
、
彼
の
フ
ィ
ー
 
ド
 
 
け
る
緻
密
 
観
察
力
、
 
査
資
料
を
統

合
的
 
考
察
し
 
、
大
胆
 
仮
説
を
立
 
る
構
想
力
を
尊
敬
し
 
き
 
。 

海
外
で
は
、
イ
ン
ド
で
の
共
同
 
査
を
し
 
く
だ
 
っ
 A

.
 S
e
e
t
h
a
r
a
m

は
じ
め
全
イ
ン
ド
雑
穀
改
良

計
画
の
皆
 
ん
、M

.
V
.
R
a
o

、R
.
S
.
P
a
r
o
d
a

、R
.
K
.
A
r
o
r
a

、M
.
N
.
K
o
p
a
r

、S
.
G
.
M
a
n
t
o
r

、B
.
T
.
S
h
a
n
k
a
r
l
 

G
o
w
d
a

、P
.
S
.
J
a
g
a
d
i
s
h

、R
.
A
n
w
a
r

、
 
央
 
ジ
 
で
の
共
同
研
究
を
し
 
く
だ
 
っ
 

K
.
 
Z. 

I
b
r
a
g
i
m
o
v
i
c
h

は
じ
め
 
 
 
 
植
物
産
 
研
究
所
の
皆
 
ん
、
考
古
学
 
ど
 
関
す
る
 
く
の
文
献
を

ご
教
示
く
だ
 
っ
 
王
立
 
ュ
ー
植
物
園
のM

.
 
N
e
s
b
i
t
t
(
A
r
c
h
e
o
l
o
g
y
)

、T
.
 
C
o
p
e
(
T
a
x
o
n
o
m
y
)

、S
.
 

L
i
n
i
n
g
t
o
n
(
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)

 
 
び
ケ
ン
ト
大
学
のR

.
 E
l
l
e
n
(A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
)

、
雑
穀
の
起
源
と
伝
播

 
つ
 
 
ご
助
言
く
だ
 
っ
 
ケ
ン
ブ
 
ッ
ジ
大
学
のM

.
 J
o
n
e
s
(
A
r
c
h
e
o
l
o
g
y
)

 
 
び
 
ン
ド
ン
大
学

の

D
.
 
F
u
l
l
e
r
(
A
r
c
h
e
o
l
o
g
y
)

、
 
イ
の
 
ジ
ャ
 
ト
 
プ
 
 
 
ン
大
学
の

L
.
K
a
n
h
a
s
w
a
n

、 
 

S
.
S
o
n
n
d
a
r
o
t
o
k

 
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

東
京
学
芸
大
学
環
境
教
育
研
究
セ
ン
 
ー
で
は
 
の
時
々
 
、
圃
場
試
験
の
補
助
を
し
 
く
だ
 
っ
 

農
夫
の
村
野
正
男
、
新
井
富
夫
、
宮
野
生
一
、
平
 
大
介
、
 
く
の
院
生
 
学
部
生
と
共
同
研
究
を
し
 

き
 
。
 
の
 
果
の
一
部
は
必
ず
共
著
と
し
 
、
国
内
外
の
 
く
つ
 
の
学
会
で
 
頭
発
表
し
、
ま
 
学
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会
誌
や
書
籍
 
掲
載
し
 
き
 
。
民
族
植
物
学
研
究
室
で
の
楽
し
 
っ
 
野
外
 
査
や
 
験
の
 
々
を
思

 
出
し
 
、
す
べ
 
の
皆
 
 
御
礼
申
し
 
げ
ま
す
。 

 
本
 
 
び
近
隣
諸
国
の
雑
穀
の
農
耕
文
 
複
合
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
農
山
村
民
 
 
学
ん
だ
民
族
植

物
学
研
究
 
 
け
る
基
本
的
 
報
告
や
論
文
は
す
で
 
英
文
で
公
表
し
 
 
る
。
 
本
は
 
江
兆
民
 
言

う
 
う
 
、
大
 
の
学
問
は
輸
入
品
、
海
外
の
書
籍
の
翻
訳
 
主
要
 
仕
事
の
 
う
だ
。
 
く
の
言
語
を

使
用
す
る
こ
と
は
凡
人
 
は
難
し
 
 
 
、
翻
訳
は
大
 
 
 
 
 
 
 
。
 
だ
、
文
脈
的
 
納
得
で
き

 
 
場
合
は
原
書
を
読
み
直
す
必
要
 
 
る
。
し
 
し
、
 
本
の
書
籍
 
翻
訳
家
 
外
国
語
 
翻
訳
 
れ

る
こ
と
は
ご
く
稀
で
 
る
の
で
、
自
 
外
国
語
で
書
 
 
け
れ
ば
、
読
ん
で
は
 
 
 
 
 
。
こ
の
 
め

 
、
研
究
内
容
 
海
外
 
及
ぶ
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
英
語
で
書
 
 
き
 
。
 
 
 
、
 
尾
佐
助
大
先

達
の
構
想
力
（
思
 
付
き
）
と
阪
本
寧
男
師
の
独
行
性
（
旋
毛
曲
 
）
 
導
 
れ
 
、
爾
来
、5

5

年
ほ
ど

の
彷
徨
 
基
づ
く
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
、
 
験
研
究
、
 
ど
 
基
づ
 
 
、
書
 
 
き
 
。
イ
ン
ド
亜
大
陸

 
 
け
る
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
は1

9
8
3

年
 
 2

0
0
1

年
ま
で
、
東
京
女
 
大
学
、
京
都
大
学
、
東
京
学
芸

大
学
 
ど
の
学
術
 
査
隊
や
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
 
 
ン
ガ
 
ー
 
 
 
る
農
科
大
学
の
全
イ

ン
ド
雑
穀
改
良
計
画
 
 
 
 
 
施
し
 
。
 
 
 
、
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
 
、
関
連
文
献
や

腊
 
標
本
の
 
査
は2

0
0
5

年
 
 2

0
0
6

年
ま
で
、
イ
 
 
 
の
ケ
ン
ト
大
学
 
 
び
王
立
植
物
園
 
ュ

ー
 
 
 
 
 
施
し
 
。
東
京
学
芸
大
学
退
職
 
、
東
京
外
国
語
大
学
 
ジ
 
 
 
フ
 
カ
言
語
研
究
所

の
ご
厚
意
で
フ
ェ
 
ー
と
し
 2

0
1
4

年
 
 2

0
2
0

年
ま
で
、
イ
ン
ド
関
連
の
文
献
 
査
を
 
 
 
 
 

だ
 
 
。 

F
A
O
S
T
A
T

デ
ー
 (

 
 
6
 

～ 
0
 
0
)

 
 
、
穀
物
の
 
 
面
積h

 

 
 
び
生
産
量
ト
ン
の
推
移
を
抽
出
す

る
だ
け
で
 
、
こ
の
第
四
紀
人
新
世
 
 
け
る
自
然
災
害
や
政
治
 
戦
争
 
ど
 
 
る
超
高
速
の
激
動
、

 
窺
わ
れ
、
 
 
の
展
開
 
憂
慮
 
れ
る
。
こ
の
く
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
極
東
に
位
置
し
、
海
洋
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
多
数
の
巨
大
都
市
や
工
業
地
帯
を
構
築
し
た
今
日
で
さ
え
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
領
域

の
約6

4

パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
に
被
わ
れ
て
い
る
。
島
ぐ
に
で
あ
る
と
同
時
に
山
ぐ
に
で
あ
る
と
い
う
特
異

な
自
然
環
境
に
立
地
し
て
い
る
。
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
は
多
い
が
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

禍
福
転
じ
て
暮
ら
せ
ば
、
平
常
時
に
は
と
て
も
穏
や
か
で
豊
か
な
自
然
環
境
に
あ
る
。
大
陸
か
ら
直
接
東

漸
し
て
、
あ
る
い
は
花
綵
列
島
を
伝
っ
て
間
接
的
に
南
下
あ
る
い
は
北
上
し
て
、
次
々
と
多
様
な
民
族
が

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
文
化
を
も
っ
て
や
っ
て
き
て
、
定
住
し
た
。
島
々
の
先
は
太
平
洋
だ
か
ら
、
こ
の
先
に

は
行
け
な
か
っ
た
。
豊
か
な
自
然
は
行
く
必
要
も
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
約1

万
年
前
に
農
耕

文
化
が
獲
得
さ
れ
た
後
に
は
、
栽
培
植
物
を
含
む
農
耕
文
化
複
合
も
伴
っ
て
移
住
し
て
き
た
。
こ
の
見
方

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
く
に
は
、
ヤ
マ
ト
族
だ
け
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
、
オ
ロ
ッ
コ
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
、
朝
鮮

族
な
ど
の
混
合
民
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
山
住
の
縄
文
文
化
の
系
譜
を
う
け
た
畑
作
農
耕
か
ら
平
住

（
低
地
）
の
弥
生
文
化
の
系
譜
に
よ
る
水
田
稲
作
農
耕
へ
と
歴
史
的
に
進
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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農
耕
が
始
ま
る
以
前
の
無
土
器
文
化
で
あ
れ
、
そ
の
後
の
農
耕
文
化
で
あ
れ
、
こ
の
く
に
の
生
活
文
化
は

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
時
を
経
な
が
ら
重
層
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
は
ず
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
何
故
か
、
柳
田
国
男
に
よ
る
日
本
の
稲
作
単
一
民
族
説
、
平
住
（
低

地
）
の
弥
生
文
化
の
系
譜
の
み
を
重
視
す
る
水
田
稲
作
農
耕
論
が
優
勢
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
日
本

の
農
業
や
農
耕
の
あ
り
方
を
著
し
く
歪
め
、
父
祖
以
来
の
食
糧
自
給
の
努
力
を
捨
て
去
り
、
食
糧
輸
入
に

依
存
す
る
体
制
に
導
い
た
思
想
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
江
戸
時
代
の
米
石
高
制
に
加
え
て
、
明
治
維

新
の
殖
産
興
業
、
戦
時
中
の
米
配
給
制
度
、
ア
メ
リ
カ
に
敗
戦
し
た
後
の
小
麦
・
脱
脂
粉
乳
な
ど
の
食
糧

援
助
が
、
こ
の
国
の
人
々
を
し
て
、
独
立
心
を
喪
失
し
た
「
米
悲
願
単
一
民
族
」
に
仕
立
て
上
げ
た
。
柳

田
の
思
想
の
一
部
、
微
瑕
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
、
こ
の
政
策
に
与
し
た
の
だ
ろ
う
。
人
間
も
生
き
物
で
あ

る
か
ら
、
食
料
の
安
全
・
安
心
確
保
は
第
一
の
欲
求
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国
の
政
策
は
食
糧
安
全

保
障
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
水
田
稲
作
の
み
に
集
中
し
た
結
果
の
米
の
過
剰
生
産
を
減
反
の
強
制
に
よ

っ
て
対
応
し
た
。
生
産
を
放
棄
す
る
こ
と
に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
農
民
の

誇
り
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
稲
の
多
収
よ
り
も
安
全
・
安
定
生
産
、
畑
作
の
麦
・
雑
穀
の
生
産
も
維
持
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
世
界
的
な
人
口
激
増
や
環
境
変
動
の
も
と
で
、
不
安
定
な
食
糧
生
産
と
需
要
の
拡
大
に

よ
っ
て
、
海
外
か
ら
の
食
糧
輸
入
に
全
面
的
な
依
存
は
で
き
な
い
。
こ
の
国
が
農
業
生
産
を
軽
視
し
、
食

料
安
全
保
障
を
怠
っ
て
い
る
の
で
、
多
様
な
食
料
の
安
全
・
安
心
は
家
族
で
、
地
域
社
会
で
確
保
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。 

 

第2

の
人
生
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
各
地
お
よ
び
日
本
各
地
へ
の
旅
に
多
く
の
年
月
を
費
や
し
た
。
イ
ン

ド
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
、
農
科
大
学
）
と
イ
ギ
リ
ス
（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
、
ケ
ン
ト
大
学
）
の
地
方
都
市
に
は

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
、
タ
イ
（
バ
ン
コ
ッ
ク
、
ラ
ジ
ャ
バ
ト
・
プ
ラ
ナ
コ
ン
大
学
）
に
は
大
学
院
の
集
中
講

義
な
ど
で
、
し
ば
ら
く
暮
ら
す
機
会
を
得
た
。
こ
の
た
め
、
と
り
わ
け
イ
ン
ド
農
村
の
暮
ら
し
、
西
欧
の

農
村
景
観
か
ら
大
き
な
心
象
を
受
け
た
。
退
職
後
、
第3

の
人
生
で
は
、
旅
で
観
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
旅
行
で
た
く
さ
ん
の
農
家
か
ら
分
譲
を
受
け
た
栽
培
植
物
の
種
子
・
標
本
を
用
い
た
実
験

研
究
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
研
究
の
成
果
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
の
要
約

で
あ
る
。 
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n
d
 
p
r
o
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p
e
c
t
.
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n
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d
i
a
n
 
A
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h
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e
o
l
o
g
y
 
i
n
 
R
e
t
r
o
s
p
e
c
t
,
 
V
o
l
.
 
I
I
.
 
P
r
o
t
o
h
i
s
t
o
r
y
.
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n
:
 

S
e
t
t
a
r
 
S
,
 
R
a
v
i
 
K
o
r
i
s
e
t
t
a
r
 
(
e
d
s
)
 
P
u
b
l
i
c
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t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
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n
d
i
a
n
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o
u
n
c
i
l
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r
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s
t
o
r
i
c
a
l
 
R
e
s
e
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r
c
h
,
 
M
a
n
o
h
a
r
,
 
N
e
w
 
D
e
l
h
i
.
 
 

F
u
l
l
e
r
,
 
D
.
Q
.
,
 
R
.
 
K
o
r
i
s
e
t
t
a
r
 
a
n
d
 
P
.
C
.
V
e
n
k
a
t
a
s
u
b
b
a
i
a
h
 
2
0
0
1
,
 
S
o
u
t
h
e
r
n
 
N
e
o
l
i
t
h
i
c
 

c
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n
 
s
y
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e
m
s
:
 
A
 
r
e
c
o
n
s
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r
u
c
t
i
o
n
 
b
a
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e
d
 
o
n
 
a
c
h
a
e
o
b
o
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n
i
c
a
l
 
e
v
i
d
e
n
c
e
.
 
S
o
u
t
h
 

A
s
i
a
n
 
S
t
u
d
i
e
s
 
1
7
:
 
1
7
1
-
1
8
7
 

F
u
l
l
e
r
,
 
D
.
Q
.
 
a
n
d
 
M
.
 
M
a
d
e
l
l
a
 
2
0
0
2
,
 
I
s
s
u
e
s
 
i
n
 
H
a
r
a
p
p
a
n
 
a
r
c
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e
o
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o
t
a
n
y
:
 
R
e
t
r
o
s
p
e
c
t
 

a
n
d
 
p
r
o
s
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e
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t
.
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n
 
I
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d
i
a
n
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r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
 
i
n
 
R
e
t
r
o
s
p
e
c
t
,
 
V
o
l
.
 
I
I
.
 
P
r
o
t
o
h
i
s
t
o
r
y
.
 

S
.
S
e
t
t
a
r
 
a
n
d
 
R
a
v
i
 
K
o
r
i
s
e
t
t
a
r
 
(
e
d
s
.
)
 
P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
d
i
a
n
 
C
o
u
n
c
i
l
 
f
o
r
 

H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
.
 
M
a
n
o
h
a
r
,
 
N
e
w
 
D
e
l
h
i
,
 
3
1
7
-
3
9
0
.
 

G
e
r
a
r
d

、 
J
.
 
1
5
9
7
.
 
T
h
e
 
H
e
r
b
a
l
l
 
o
r
 
G
e
n
e
r
a
l
l
 
H
i
s
t
o
r
i
e
 
o
f
 
P
l
a
n
t
e
s
.
 
N
o
r
t
o
n

、 
L
o
n
d
o
n

、 

p
p
7
3
-
8
1
.
 

グ
レ
ー
 
ー,

D
.

 D
.

 
ェ
ン
グ
 
 2

0
2
1

、
酒
井
隆
訳2

0
2
3

、
万
物
の
黎
明
：
人
 
史
を
根
本
 
 
く

つ
 
 
す
、
光
文
社
、
東
京
、G

r
a
e
b
e
r
,
 
D
.
 
a
n
d
 
D
.
 
W
e
n
g
r
o
w
 
2
0
2
1
,
 
T
h
e
 
D
a
w
n
 
o
f
 
E
v
e
r
y
t
h
i
n
g
:
 

A
 
n
e
w
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
H
u
m
a
n
i
t
y
,
 
A
l
l
e
n
 
L
a
n
e
,
.
 
 

G
r
i
m
e
,
 
J
.
P
.
 
1
9
7
9
.
 
P
l
a
n
t
 
S
t
r
a
t
e
g
i
e
s
 
a
n
d
 
V
e
g
e
t
a
t
i
o
n
 
P
r
o
c
e
s
s
e
s
.
 
J
o
h
n
 
W
i
l
l
e
y
 
a
n
d
 

S
o
n
s
,
 
C
h
i
c
h
e
s
t
e
r
,
 
U
.
K
.
 

H
a
r
l
a
n
,
 
J
.
 
R
.
 
1
9
7
5
.
 
C
r
o
p
s
 
a
n
d
 
M
a
n
,
 
A
m
e
r
.
 
S
o
c
.
 
A
g
r
o
n
.
,
 
M
a
d
i
s
o
n
.
 
 



118 

 

ハ
ー
 
ン,

J
.
R
.
 
1
9
8
4

、
熊
 
恭
一
 
前
 
英
三
訳
、
 
物
の
進
 
と
農
 
 
 
糧
、
学
会
出
版
セ
ン
 

ー
。 

H
a
r
l
a
n
,
 
J
.
R
.
 
1
9
6
7
,
 
A
 
w
i
l
d
 
w
h
e
a
t
 
h
a
r
v
e
s
t
 
i
n
 
T
u
r
k
e
y
,
 
A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
 
2
0
:
1
9
7
-
2
0
1
.
 
 

H
a
r
p
e
r
,
 
J
.
L
.
 
1
9
7
7
.
 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
B
i
o
l
o
g
y
 
o
f
 
P
l
a
n
t
s
,
 
A
c
a
d
e
m
i
c
 
P
r
e
s
s
,
 
L
o
n
d
o
n
.
 

堀
 
満1

9
7
4

、
植
物
の
進
 
生
物
学
第I

I
I

巻
、
植
物
の
分
布
と
分
 
、
三
省
堂
、
東
京
。 

飯
沼
二
郎
 
堀
尾
尚
志1

9
7
6

、
 
の
と
人
間
の
文
 
史1

9

、
農
具
、
 
政
大
学
出
版
局
、
東
京
。 

J
a
f
f
r
e
y
,
 
M
.
 
1
9
8
7
,
 
A
 
T
a
s
t
e
 
o
f
 
I
n
d
i
a
,
 
P
a
v
i
l
i
o
n
 
B
o
o
k
s
 
L
t
d
.
 
L
o
n
d
o
n
.
 

J
o
h
n
s
o
n
,
 
M
.
(
e
d
.
)
 
1
9
9
2
.
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
o
n
 
t
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
 
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
k
n
o
w
l
e
d
g
e
:
 
i
t
s
 

d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
a
n
d
 
i
t
s
 
r
o
l
e
.
 
I
n
:
 
L
o
r
e
:
 
C
a
p
t
u
r
i
n
g
 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 

K
n
o
w
l
e
d
g
e
.
 

鹿
野
忠
雄1

9
4
6

、
東
南
亜
細
亜
民
族
学
先
史
学
研
究I
、
矢
島
書
店
。 

 
藤
晋
平
、1

9
7
7

、
北
 
農
耕
覚
書3

、
縄
文
農
耕
 
北
野
視
点
、
ど
る
め
ん1

3

． 

河
野
昭
一1

9
7
4

、
植
物
の
進
 
生
物
学I

I

、
 
の
分
 
と
適
応
、
三
省
堂
、
東
京
。 

K
a
w
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n
o
,
 
S
.
 
1
9
7
5
.
 
T
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 
a
n
d
 
r
e
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 
b
i
o
l
o
g
y
 
o
f
 
f
l
o
w
e
r
i
n
g
 
p
l
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n
t
s
.
 

I
I
.
 
T
h
e
 
c
o
n
c
e
p
t
 
o
f
 
l
i
f
e
 
h
i
s
t
o
r
y
 
s
t
r
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t
e
g
y
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n
 
p
l
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n
t
s
.
 
J
.
 
C
o
l
l
.
 
L
i
b
.
 
A
r
t
s
.
 
T
o
y
a
n
a
 

U
n
i
v
.
 
8
:
5
1
-
8
6
.
 

K
a
w
a
n
o
,
 
S
.
 
1
9
8
4
.
 
R
e
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 
s
t
r
a
t
e
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y
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n
d
 
l
i
f
e
 
h
i
s
t
o
r
y
 
e
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o
l
u
t
i
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n
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n
 
w
e
e
d
s
 
a
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d
 

r
u
d
e
r
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l
s
.
 
W
e
e
d
 
R
e
s
.
 
J
a
p
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n
.
 
2
9
:
1
-
1
0
 
(
i
n
 
J
a
p
a
n
e
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e
)
.
 

K
a
w
a
n
o
,
 
S
.
 
a
n
d
 
Y
.
 
N
a
g
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i
 
1
9
7
5
.
 
T
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
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d
 
r
e
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
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y
 
o
f
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w
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r
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g
 
p
l
a
n
t
s
.
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.
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e
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r
y
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e
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y
 
o
f
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h
r
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e
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c
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s
 
i
n
 
J
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n
.
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.
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.
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o
k
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o
 
8
8
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2
8
1
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3
1
8
.
 

K
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w
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e
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d
 
S
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k
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o
 
1
9
8
2
,
 
G
e
o
g
r
a
p
h
i
c
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l
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i
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n
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d
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e
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t
i
c
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f
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r
 
r
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c
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l
 
m
i
l
l
e
t
,
 Setaria italica

 
(
(
L
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)
 
P
.
 
B
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v
.
 
T
h
e
o
r
.
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l
.
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e
n
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t
.
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1
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9
.
 

木
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均
編1

9
5
4

、
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の
研
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、
養
賢
堂
、
東
京
。 

K
i
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,
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.
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1
6
,
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c
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n
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o
c
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s
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l
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h
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c
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.
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美
樹
男
 
木
村
幸
 
 
河
 
徳
明
 
柴
 
一1

9
8
6

、
北
海
道
沙
流
川
流
域
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 

と
 
 
、
季
刊
人
 
学1

7
-
1

：2
2
-
5
3
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.
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i
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i
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e
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,
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o
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.
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e
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p
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c
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S
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r
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c
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e
.
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S
-
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a
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a
n
 
S
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i
e
n
c
e
 
S
e
m
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n
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r
,
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h
e
 
N
e
w
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r
k
 
B
o
t
a
n
i
c
a
l
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a
r
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n
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r
y
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r
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e
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木
俣
美
樹
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9
8
4

、
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ケ
属
植
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の
生
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と
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（
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執
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、
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植
物
の
生
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と
進
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1
3
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8
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p
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e
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o
p
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u
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r
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c
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e
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B
u
l
l
.
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o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
U
n
i
v
.
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e
c
t
.
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3
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-
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2
.
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俣
美
樹
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、
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ケ
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（
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、
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節
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-
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、
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館
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i
k
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o
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i
m
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a
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d
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u
j
i
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o
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e
i
.
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9
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i
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s
 
o
n
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e
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e
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r
i
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s
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f
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e
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,
 M. japonicus

 
a
n
d
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,
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l
a
r
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c
e
a
e
.
 

B
u
l
l
.
 
F
S
I
.
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o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
U
n
i
v
.
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-
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4
.
 

K
i
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6
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.
 
T
e
r
t
i
a
r
y
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o
m
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c
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n
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c
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f
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o
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c
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e
)
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h
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c
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y
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r
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a
i
n
 
c
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o
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n
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h
e
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n
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n
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u
b
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t
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n
e
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t
.
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t
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o
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c
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e
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-
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8
.
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.
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n
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c
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o
f
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c
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n
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c
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c
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e
r
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r
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.
 
E
t
h
n
o
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n
i
c
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l
 
N
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e
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.
 

K
i
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.
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E
.
 
G
.
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k
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.
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e
e
t
h
a
r
a
m
.
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.
 
D
o
m
e
s
t
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a
t
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n
,
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l
t
i
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n
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n
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u
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l
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n
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o
u
t
h
 
I
n
d
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a
.
 
E
c
o
n
o
m
i
c
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o
t
a
n
y
 
5
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(
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)
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2
1
7
-
2
2
7
.
 

K
i
m
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t
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a
n
d
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.
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a
k
a
m
o
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o
 
1
9
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2
,
 
I
n
t
e
r
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l
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o
n
s
h
i
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s
 
b
e
t
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e
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n
 
t
h
e
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u
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d
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y
 
A
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p
e
c
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s
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A
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k
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s
h
i
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A
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h
u
m
i
d
o
r
m
,
 
G
r
a
m
i
n
e
a
e
.
 
W
e
e
d
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
(
J
a
p
a
n
)
 
2
7
(
2
)
:
1
8
2
-
2
0
5
.
 
 

K
i
m
a
t
a
,
M
.
 
a
n
d
 
S
.
S
a
k
a
m
o
t
o
.
 
1
9
9
2
.
 
U
t
i
l
i
z
a
t
i
o
n
 
o
f
 
s
e
v
e
r
a
l
 
s
p
e
c
i
e
s
 
o
f
 
m
i
l
l
e
t
 
i
n
 

E
u
r
a
s
i
a
.
 
B
u
l
l
.
 
F
S
I
.
 
T
o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
U
n
i
v
.
 
3
:
 
1
-
1
2
.
 

K
i
m
a
t
a
,
 
M
.
,
 
S
.
 
F
u
k
e
 
a
n
d
 
A
.
 
S
e
e
t
h
a
r
a
m
.
 
1
9
9
9
.
 
S
o
m
e
 
E
f
f
e
c
t
s
 
o
f
 
P
a
r
b
o
i
l
i
n
g
 
P
r
o
c
e
s
s
 

f
o
r
 
S
m
a
l
l
 
M
i
l
l
e
t
s
.
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
S
t
u
d
i
e
s
,
 
T
o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
U
n
i
v
.
 
9
:
 
2
5
 
-
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4
0
.
 
 

K
i
m
a
t
a
,
 
M
.
 
a
n
d
 
M
.
 
N
e
g
i
s
h
i
.
 
2
0
0
2
.
 
G
e
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
 
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
o
f
 
p
r
o
s
o
 
m
i
l
l
e
t
,
 

Panicum miliaceum
 
L
.
 
o
n
 
i
o
d
o
s
t
a
r
c
h
 
a
n
d
 
p
h
e
n
o
l
 
r
e
a
c
t
i
o
n
s
;
 
w
i
t
h
 
s
p
e
c
i
a
l
 
r
e
f
e
r
e
n
c
e
s
 

t
o
 
a
 
n
o
r
t
h
e
r
n
 
p
r
o
p
a
g
a
t
i
o
n
 
r
o
u
t
e
 
i
n
t
o
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
I
s
l
a
n
d
s
.
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 

S
t
u
d
i
e
s
,
 
T
o
k
y
o
 
G
a
k
u
g
e
i
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
.
 
1
2
:
1
5
 
-
 
2
2
.
 
 

K
i
m
a
t
a
,
M
.
,
 
T
.
K
a
w
a
m
u
r
a
,
 
T
,
M
a
e
n
o
,
 
a
n
d
 
S
.
E
n
d
o
 
2
0
0
7
,
 
F
a
t
t
y
 
a
c
i
d
 
c
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
 
n
e
u
t
r
a
l
 

l
i
p
i
d
s
 
i
n
 
s
e
e
d
 
g
r
a
i
n
s
 
o
f Panicum miliaceum

 
L
.
 
E
t
h
n
o
b
o
t
a
n
i
c
a
l
 
N
o
t
e
s
 
2
:
8
-
1
3
.
 
 

木
俣
美
樹
男1

9
9
6

、
 
 -

古
代
文
明
を
支
 
 
穀
物
、
井
 
健
編
『
植
物 

の
生
き
残
 
 
戦
』
、
平
凡

社
。 

K
i
m
a
t
a
,
 
M
.
 
2
0
1
6
,
 
D
o
m
e
s
t
i
c
a
t
i
o
n
 
p
r
o
c
e
s
s
 
a
n
d
 
l
i
n
g
u
i
s
t
i
c
 
d
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 
m
i
l
l
e
t
s
 

i
n
 
t
h
e
 
I
n
d
i
a
n
 
s
u
b
c
o
n
t
i
n
e
n
t
,
 
E
t
h
n
o
b
o
t
a
n
i
c
a
l
 
N
o
t
e
s
 
9
:
 
1
2
-
2
4
.
 

 

木
俣
美
樹
男
 
木
村
幸
 
 
河
 
徳
明
 
柴
 
一1

9
8
6

、
北
海
道
沙
流
川
流
域
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 

と
 
 
、
季
刊
人
 
学1

7
-
1

：2
2
-
5
3

。 

木
俣
美
樹
男1

9
8
8

、
南
イ
ン
ド
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 
と
 
 
 
つ
 
 
、
生
活
学
第1

3

冊
：1

2
7
—

1
4
9

。 

木
俣
美
樹
男 

1
9
9
5

、
西
ト
 
 
 
 
ン
の
 
 
 
 
と
 
 
、
第 

9
 

回
雑
穀
研
究
会
 
ン
ポ
ジ
 
 
。 

遠
藤
節
 
 
阿
部
幸
世
 
窪
 
ゆ
き
 
 
木
俣
美
樹
男 

1
9
9
6

、
西
ト
 
 
 
 
ン
の
 
 
 
 
の
脂
質

  

分
、
東
京
学
芸
大
学
紀
要
第
四
部
門 

第 
4
8
 

集
：2

1
-
3
6

。 
 

木
俣
美
樹
男 

1
9
9
6

、
 
 -

古
代
文
明
を
支
 
 
穀
物
、
井
 
健
編
『
植
物 

の
生
き
残
 
 
戦
』

p
p
.
3
5
3
-
 
2
6
1

、
平
凡
社
。 

木
俣
美
樹
男 

1
9
9
7

、
 
 
の
 
 
 
と
伝
播
 
 
び
 
の
利
用
、
育
 
学
最
近
の
進
歩 

第 
3
9
 

集 
6
3
-

6
6

。 

木
俣
美
樹
男2

0
1
6

、
巻
頭
言 

 
 
 
生
活
文
 
の
 
の
雑
穀
（
特
集
）
、
民
族
植
物
学
ノ
オ
ト9

：1

。 

K
i
m
a
t
a
,
 
M
.
 
2
0
1
6
b
,
 
T
e
r
t
i
a
r
y
 
d
o
m
e
s
t
i
c
a
t
i
o
n
 
p
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
k
o
r
a
t
i
,
 Setaria pumila

 

(
P
o
a
c
e
a
e
)
 
t
h
r
o
u
g
h
 
t
h
e
 
m
i
m
i
c
r
y
 
t
o
 
o
t
h
e
r
 
g
r
a
i
n
 
c
r
o
p
s
 
i
n
 
t
h
e
 
I
n
d
i
a
n
 
s
u
b
c
o
n
t
i
n
e
n
t
,
 

E
t
h
n
o
b
o
t
a
n
y
 
9
:
2
5
-
3
8
.
 

K
i
m
a
t
a
,
 
M
.
 
2
0
1
6
d
,
 
D
o
m
e
s
t
i
c
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
d
i
s
p
e
r
s
a
l
 
o
f
 Panicum miliaceum

 
L
.
 
(
P
o
a
c
e
a
e
)
 

i
n
 
E
u
r
a
s
i
a
,
 
E
t
h
n
o
b
o
t
a
n
y
 
9
:
5
2
-
6
6
.
 

北
村
四
郎
 
村
 
源1

9
6
1

、
原
色
 
本
植
物
図
鑑
草
本
編I

I

 
離
弁
花
 
、
保
育
社
、
大
阪
。 

熊
本
記
念
植
物
採
集
会1

9
6
9

、
熊
本
県
植
物
誌
。 

北
村
四
郎
 
村
 
源1

9
6
4

、
原
色
 
本
植
物
図
鑑(

 )

、
保
育
社
、
大
阪
。 

K
h
u
s
h
,
 
G
.
S
.
 
a
n
d
 
G
.
L
.
 
S
t
e
b
b
i
n
s
 
1
9
6
1
.
 
C
y
t
o
g
e
n
e
t
i
c
 
a
n
d
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y
 
s
t
u
d
i
e
s
 
i
n
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Secale
 
I
.
 
S
o
m
e
 
n
e
w
 
d
a
t
a
 
o
n
 
t
h
e
 
a
n
c
e
s
t
r
y
 
o
f
 S. cereale

.
 
 

K
o
b
a
y
a
s
h
i
,
 
H
.
 
1
9
8
7
.
 
M
i
m
i
c
 
a
n
d
 
a
s
s
o
c
i
a
t
e
d
 
w
e
e
d
s
 
w
i
t
h
 
m
i
l
l
e
t
s
 
a
n
d
 
c
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n
 

m
e
t
h
o
d
s
 
o
f
 
m
i
l
l
e
t
s
 
i
n
 
t
h
e
 
I
n
d
i
a
n
 
s
u
b
c
o
n
t
i
n
e
n
t
.
 
I
n
:
 
S
.
 
S
a
k
a
m
o
t
o
 
(
e
d
.
)
 
A
 

p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
r
e
p
o
r
t
 
o
f
 
s
t
u
d
i
e
s
 
o
n
 
m
i
l
l
e
t
 
c
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
i
t
s
 
a
g
r
o
-
p
o
s
t
a
l
 

c
u
l
t
u
r
e
 
c
o
m
p
l
e
x
 
i
n
 
I
n
d
i
a
n
 
s
u
b
-
c
o
n
t
i
n
e
n
t
,
 
I
 
(
1
9
8
5
)
.
 
K
y
o
t
o
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 
K
y
o
t
o
,
 

J
a
p
a
n
,
 
p
p
 
1
5
-
4
0
.
 

K
o
b
a
y
a
s
h
i
,
 
H
.
 
1
9
8
9
.
 
M
i
m
i
c
 
a
n
d
 
a
s
s
o
c
i
a
t
e
d
 
w
e
e
d
s
 
w
i
t
h
 
m
i
l
l
e
t
 
a
n
d
 
r
i
c
e
 
c
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n
 

i
n
 
O
r
i
s
s
a
 
a
n
d
 
M
a
h
a
r
a
s
h
t
r
a
 
i
n
 
I
n
d
i
a
.
 
I
n
:
 
S
.
 
S
a
k
a
m
o
t
o
 
S
 
(
e
d
.
)
 
A
 
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 

r
e
p
o
r
t
 
o
f
 
s
t
u
d
i
e
s
 
o
n
 
m
i
l
l
e
t
 
c
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
i
t
s
 
a
g
r
o
-
p
o
s
t
a
l
 
c
u
l
t
u
r
e
 
c
o
m
p
l
e
x
 

i
n
 
I
n
d
i
a
n
 
s
u
b
-
c
o
n
t
i
n
e
n
t
,
 
I
I
 
(
1
9
8
7
)
.
 
K
y
o
t
o
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 
K
y
o
t
o
,
 
J
a
p
a
n
,
 
p
p
.
 
1
1
-

3
2
.
 

小
林
央
往1

9
8
8

、
ヒ
 
 
 
 
 
の
雑
草―

擬
態
随
伴
雑
草
 
探
る
雑
穀
 
 
の
原
初
 
態
、
佐
々
木

高
明
 
松
山
利
夫
編
、
 
 
文
 
の
誕
生―

縄
文
農
耕
論
へ
の
 
プ
 
ー
 
、
 
本
放
送
出
版
協
会
。 

小
林
往
央1

9
9
0

、
イ
ン
ド
 
 
け
る
雑
穀
二
次
 
物
の
起
源
、
（
阪
本
寧
男
編
）
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀

農
牧
文
 
、
学
会
出
版
セ
ン
 
ー
、
東
京
。 

倉
 
の
 
 
久
保
貴
彦2

0
1
2

、
イ
 
の
 
 
 
の
起
源
 
ゲ
ノ
 
の
全
域
 
 
け
る
変
異
比
較
解
析
 

 
 
判
明
し
 
、
 
イ
フ
 
イ
 
ン
 
新
着
レ
 
ュ
ー
、D

a
t
a
b
a
s
e
 
C
e
n
t
e
r
 
f
o
r
 
L
i
f
e
 
S
c
i
e
n
c
e

。 

L
e
f
é
b
v
r
e
,
 
C
.
 
1
9
7
0
.
 
S
e
l
f
-
f
e
r
t
i
l
i
t
y
 
i
n
 
m
a
r
i
t
i
m
e
 
a
n
d
 
z
i
n
c
 
m
i
n
e
 
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 

Armeria maritima
 
(
M
i
l
l
.
)
 
W
i
l
l
d
.
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
 
2
4
:
5
7
1
-
5
7
7
.
 

L
i
n
h
a
r
t
,
1
9
7
4
,
 

L
o
n
g
l
e
y
 
a
n
d
 
S
a
n
d
o
1
9
3
0
,
 

L
y
s
o
v
,
Л
ы
с
о
в

,
 
B
.
H
.
 
1
9
6
8
,
 
П
р
о
с

,
 
К
о
л
о
с

,
 
Й
е
н
и
н
г
р
а
д

.
 

M
a
t
s
u
m
u
r
a
,
 
M
.
 
1
9
6
7
.
 
G
e
n
e
c
o
l
o
g
i
c
a
l
 
s
t
u
d
i
e
s
 
o
n
 
t
h
e
 
f
o
x
t
a
i
l
 
g
r
a
s
s
,
 
Alopecurus 

aequalis
,
 
i
n
 
J
a
p
a
n
.
 
R
e
s
.
 
B
u
l
l
.
 
F
a
c
.
 
A
g
r
i
.
,
 
G
i
f
u
 
U
n
i
v
.
 
2
5
:
1
2
9
-
2
0
8
 
(
i
n
 
J
a
p
a
n
e
s
e
)
.
 

松
谷
暁
 1

9
8
4

、
走
査
電
顕
像
 
 
る
炭
 
 
 
の
識
別
、
古
代
文
 
財
 
関
す
る
保
存
科
学
と
人
文

科
学
、
総
括
報
告
書
。 

M
i
t
h
e
n

ミ
 
ン,

S
.
 

1
9
9
6

、
心
の
先
史
時
代
、
松
浦
俊
輔
 
牧
野
美
佐
緒
訳1

9
9
8

、
青
土
社
、
東
京
。

M
i
t
h
e
n
,
 
S
.
 
1
9
9
6
,
 
T
h
e
 
P
r
e
h
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
T
h
e
 
M
i
n
d
;
 
A
 
s
e
a
r
c
h
 
f
o
r
 
t
h
e
 
o
r
i
g
i
n
s
 
o
f
 
a
r
t
,
 

r
e
l
i
g
i
o
n
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e
.
 
T
h
a
m
e
s
 
a
n
d
 
H
u
d
s
o
n
 
L
t
d
.
,
 
L
o
n
d
o
n
.
 

森
島
啓
 2
0
0
1

、
野
生
イ
 
へ
の
旅
、
裳
華
房
、
東
京
。 

村
 
道
夫1

9
6
1

、C
o
i
x

属
の
改
良
 
関
す
る
育
 
学
的
研
究
（
Ｖ
）
ハ
ト
 
 
と
ジ
ュ
 
ダ
 
の
雑
 

Ｆ2

 
 
け
る
遺
伝
的
分
離
、
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
書
 
農
学
第1

3

号
：1

1
1
-
1
2
0

。 
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M
u
r
a
k
a
m
i
 
1
9
6
0
,
 

 
尾
佐
助1

9
6
6

、
 
 
植
物
と
農
耕
の
起
原
、
 
波
書
店
、
東
京
。 

 
尾
佐
助1

9
6
7

、
農
 
起
原
論
、
森
 
正
明
 
吉
良
竜
男
編1

9
6
7

、
自
然-

生
態
学
的
研
究
、
 
央
公
論

社
、
東
京
。 

 
尾
佐
助1

9
7
2

、
料
 
の
起
源
、
 
本
放
送
出
版
協
会
。 

O
h
w
i
,
 
J
.
 
a
n
d
 
S
.
 
S
a
k
a
m
o
t
o
 
1
9
6
4
.
 
T
a
x
o
n
o
m
y
,
 
e
c
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
o
f
 Agropyron 

humidorum
 
O
h
w
i
 
e
t
 
S
a
k
a
m
o
t
o
.
 
J
o
u
r
.
 
J
a
p
.
 
B
o
t
.
 
3
9
(
4
)
:
1
0
9
-
1
1
4
.
 

岡
彦
一
編
訳
、
稲
 
の
起
源―

 
国
古
代
遺
跡
 
語
る
、
八
坂
書
房
。 

大
野
康
雄
 
畠
山
貞
雄1

9
9
6

、
 
手
県
北
地
 
の
ヒ
 
の
 
 
 
 
、
雑
穀
研
究8

：1
-
7

。 

大
野
晋2

0
0
0

、
 
本
語
の
 
 
、
 
波
書
店
、
東
京
。 

大
野
晋2

0
0
4

、
弥
生
文
明
と
南
イ
ン
ド
、
 
波
書
店
、
東
京
。 

O
k
a
,
 
H
.
 
a
n
d
 
C
o
w
o
r
k
e
r
s
 
1
9
8
0
.
 
T
h
e
 
A
n
c
e
s
t
e
r
s
 
o
f
 
C
u
l
t
i
v
a
t
e
d
 
R
i
c
e
 
a
n
d
 
T
h
e
i
r
 

E
v
o
l
u
t
i
o
n
,
 
D
e
p
t
.
 
o
f
 
A
p
p
l
i
e
d
 
G
e
n
e
t
i
c
s
,
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
I
n
s
t
.
 
O
f
 
G
e
n
e
t
i
c
s
,
 
M
i
s
h
i
m
a
.
 

O
r
n
d
u
f
f
1
9
6
9

、 

長
 
俊
樹1

9
9
5

、
 
文
研
双
書
、
 
ン
ダ
人
の
農
耕
文
 
と
 
事
文
 
、
民
族
言
語
学
的
研
究―

 

イ

ン
ド
文
 
 
稲
 
文
 
 
照
 
樹
林
文
  

―

、
国
際
 
本
文
 
研
究
セ
ン
 
ー
、
京
都
。 

Q
u
i
n
b
y
,
 
J
.
R
.
,
 
N
.
W
.
 
K
r
a
m
e
r
,
 
J
.
C
.
 
S
t
e
p
h
e
n
s
,
 
K
.
A
.
 
L
a
h
n
,
 
a
n
d
 
R
.
E
.
 
K
a
r
p
e
r
 
1
9
5
8
.
 
G
r
a
i
n
 

s
o
r
g
h
u
m
 
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
i
n
 
T
e
x
a
s
.
 
T
e
x
a
s
 
A
g
r
.
 
E
x
v
.
 
S
t
a
.
 
B
u
l
l
.
,
 
9
1
2
.
 
 

R
i
l
e
y
,
 
R
.
 
1
9
5
5
.
 
T
h
e
 
c
y
t
o
g
e
n
e
t
i
c
s
 
o
f
 
t
h
e
 
d
i
f
f
e
r
e
n
c
e
 
b
e
t
w
e
e
n
 
s
o
m
e
 
S
e
c
a
l
e
 
s
p
e
c
i
e
s
.
 

J
.
 
A
g
r
i
c
.
 
S
c
i
.
 
4
6
:
2
7
7
-
8
3
.
 
 
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
 
1
9
7
3
.
 
P
a
t
t
e
r
n
s
 
o
f
 
p
h
y
l
o
g
e
n
e
t
i
c
 
d
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
t
r
i
b
e
 

T
r
i
t
i
c
e
a
e
.
 
S
e
i
k
e
n
 
Z
i
h
o
 
N
o
.
2
4
:
1
1
-
3
1
.
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
 
1
9
6
1
.
 
A
n
 
e
a
r
l
y
 
e
c
o
t
y
p
e
 
o
f
 Agropyron tsukushiense

 
v
a
r
.
 transiens

.
 

S
e
i
k
e
n
 
Z
i
h
o
 
1
2
:
4
5
-
5
8
.
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
1
9
6
6
.
 
C
y
t
o
g
e
n
e
t
i
c
 
s
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
t
r
i
b
e
 
T
r
i
t
i
c
e
a
e
.
 
I
V
.
 
N
a
t
u
r
a
l
 

h
y
b
r
i
d
i
z
a
t
i
o
n
 
a
m
o
n
g
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 Agropyron

 
s
p
e
c
i
e
s
.
 
J
a
p
a
n
.
 
J
.
 
G
e
n
e
t
.
 
4
1
(
3
)
:
1
8
9
-
2
0
1
.
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
 
1
9
8
2
.
 
A
d
a
p
t
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
w
o
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 Agropyron

 
s
p
e
c
i
e
s
 
t
o
 
t
h
e
 
w
i
n
t
e
r
 

f
a
l
l
o
w
 
p
a
d
d
y
 
f
i
e
l
d
s
.
 
W
e
e
d
 
R
e
s
.
 
(
j
a
p
a
n
)
:
 
2
3
(
3
)
:
 
1
0
1
-
1
0
8
.
(
i
n
 
J
a
p
a
n
e
s
e
)
.
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
 
1
9
9
1
,
 
T
h
e
 
c
y
t
o
g
e
n
e
t
i
c
 
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 
o
f
 
T
r
i
t
i
c
e
a
e
 
g
r
a
s
s
e
s
,
 
C
h
r
o
m
o
s
o
m
e
 

E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
 
i
n
 
P
l
a
n
t
s
:
 
G
e
n
e
t
i
c
s
,
 
B
r
e
e
d
i
n
g
,
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
,
 
P
a
r
t
 
A
.
 
e
d
.
 
b
y
 
P
.
K
.
 
G
u
p
t
a
 

a
n
d
 
T
.
 
T
s
u
c
h
i
y
a
,
 
E
l
s
e
v
i
e
r
 
S
c
i
e
n
c
e
 
P
u
b
l
i
s
h
e
r
s
 
B
.
V
.
,
 
A
m
s
t
e
r
d
a
m
,
 
T
h
e
 
N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
.
 

阪
本
寧
男1

9
9
6

、
 
 
の
民
族
植
物
誌
～
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
 
 
、
学
会
出
版
セ
ン
 
ー
、
東
京
。 
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阪
本
寧
男
 
河
原
太
八1

9
7
9

、
 
フ
ガ
ニ
 
 
ン
の
灌
漑
 
 
 
の
雑
草
 
イ
 
 
 
 
び
雑
草
 
ン

 
 
 
つ
 
 
、
雑
草
研
究2

4

：3
6
-
4
0

。 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
,
 
M
.
 
K
i
m
a
t
a
 
a
n
d
 
M
.
 
K
a
w
a
s
e
 
1
9
8
0
,
 
A
n
 
a
n
a
l
y
s
i
s
 
o
f
 
s
p
e
c
i
e
s
 
o
f
 
c
u
l
t
i
v
a
t
e
d
 

m
i
l
l
e
t
 
c
o
l
l
e
c
t
e
d
 
i
n
 
H
a
l
m
a
h
e
r
a
,
 
e
d
.
 
N
.
 
I
s
h
i
g
e
,
 
T
h
e
 
G
a
l
e
l
a
 
o
f
 
H
a
l
m
a
h
e
r
a
,
 
A
 

P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
S
u
r
v
e
y
,
 
S
e
n
r
i
 
E
t
h
n
o
l
o
g
i
c
a
l
 
S
t
u
d
i
e
s
 
1
7
:
1
8
1
-
1
9
0
,
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
M
u
s
e
u
m
 
o
f
 

E
t
h
n
o
l
o
g
y
,
 
O
s
a
k
a
.
 
 

S
a
k
a
m
o
t
o
,
 
S
.
1
9
6
6
.
 
C
y
t
o
g
e
n
e
t
i
c
 
s
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
t
r
i
b
e
 
T
r
i
t
i
c
e
a
e
.
 
I
V
.
 
N
a
t
u
r
a
l
 

h
y
b
r
i
d
i
z
a
t
i
o
n
 
a
m
o
n
g
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 Agropyron

 
s
p
e
c
i
e
s
.
 
J
a
p
a
n
.
 
J
.
 
G
e
n
e
t
.
 
4
1
(
3
)
:
1
8
9
-
2
0
1
.
 

阪
本
寧
男1

9
8
3

、
 
本
と
 
の
周
辺
の
雑
穀
、
佐
々
木
高
明
編
、
 
本
農
耕
文
 
の
源
流
、
 
本
放
送

出
版
協
会
。 

阪
本
寧
男1

9
8
8

、
雑
穀
の
き
 
道―

ユ
ー
 
 
 
民
族
植
物
誌
 
 
、
 
本
放
送
出
版
協
会
。 

阪
本
寧
男1

9
8
9

、
 
 
の
文
 
誌
、
 
央
公
論
社
。 

阪
本
寧
男1

9
9
6

、
 
 
の
民
族
植
物
誌
～
フ
ィ
ー
 
ド
 
査
 
 
、
学
会
出
版
セ
ン
 
ー
、
東
京
。 

佐
々
木
高
明1

9
8
9

、
東
 
南
 
ジ
 
農
耕
論―

焼
 
と
稲
 
、
弘
文
堂
、
東
京
。 

佐
々
木2

0
0
3
 

佐
竹
義
輔1

9
6
4

、
植
物
の
分
 ―

基
礎
と
 
 
、
第
一
 
規
出
版
、
東
京
。 

S
e
n
c
e
r
,
 
H
.
A
.
 
a
n
d
 
J
.
G
.
 
H
o
w
k
e
s
 
1
9
8
0
.
 
O
n
 
t
h
e
 
o
r
i
g
i
n
 
o
f
 
c
u
l
t
i
v
a
t
e
d
 
r
y
e
.
 
B
i
o
l
.
 
J
.
 

L
i
n
n
.
 
S
o
c
.
 
1
3
:
2
9
3
-
3
1
3
.
 

S
c
h
o
l
z

、 
H
.
 
 
 
 
 
V
.
 
M
 
k
o
l
á
š
.
 
 
 
 
 
.
 
T
h
 
 
w
 
 
 
y
 
r
 
p
r
 
s
 
 
t
 
t
 
v
 
s
 
o
 
 
p
r
o
s
o
 
 
 
l
l
 
t
 

(Panicum miliaceum

、 
P
o
a
c
e
a
e
)
 
i
n
 
C
e
n
t
r
a
l
 
E
u
r
o
p
e
.
 
T
h
a
i
s
z
i
a

、 
K
o
s
i
c
e
 
1
:
 
3
1
-
4
1
.
 

S
h
i
v
a
,
 
V
.
 
1
9
9
3

、
高
橋
由
紀
 
戸
 
清1

9
9
7

訳
、
生
物
の
 
 
性
の
危
機―

 
神
の
 
ノ
カ
 
 
ャ

ー
、
三
一
書
房
。 

 
ヴ
ァ,

V
.
 

2
0
0
0

、
浦
本
昌
紀
監
訳2

0
0
6

、
 
料
テ
 
 
 
 ―

 
国
籍
企
 
は
 
 
 
し
 
第
三
世

界
を
飢
 
 
 
 
 
る
 
、
明
石
書
房
。 

S
o
ut

hw
ort

h
,
F
.C.

 20
05

, 
L
ing

ui
sti

c A
rch

aeo
lo

gy 
of 

So
uut

h A
sia

,
 R

o
u
t
l
e
d
g
e
 
C
urz

on,
 

L
o
nd

on
.
 

S
t
e
b
b
i
n
s
,
 
G
.
L
.
 
1
9
5
0
.
 
V
a
r
i
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
E
v
o
l
u
t
i
o
n
 
i
n
 
P
l
a
n
t
s
.
 
C
o
l
u
m
b
i
a
 
U
n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 

N
e
w
 
Y
o
r
k
.
 

S
t
e
b
b
i
n
s
,
 
G
.
L
.
 
1
9
5
7
.
 
S
e
l
f
 
f
e
r
t
i
l
i
z
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
v
a
r
i
a
b
i
l
i
t
y
 
i
n
 
t
h
e
 
h
i
g
h
e
r
 

p
l
a
n
t
s
.
 
A
m
e
r
.
 
N
a
t
u
r
a
l
i
s
t
 
9
1
:
3
3
7
-
3
5
4
.
 

S
t
e
b
b
i
n
s
,
 
G
.
L
.
 
1
9
5
8
.
 
L
o
n
g
e
v
i
t
y
,
 
h
a
b
i
t
a
t
,
 
a
n
d
 
r
e
l
e
a
s
e
 
o
f
 
g
e
n
e
t
i
c
 
v
a
r
i
a
b
i
l
i
t
y
 
i
n
 

h
i
g
h
e
r
 
p
l
a
n
t
s
.
 
C
o
l
d
 
S
p
r
i
n
g
 
H
a
r
b
o
r
 
S
y
m
p
.
 
Q
u
a
n
t
 
B
i
o
l
.
 
2
3
:
3
6
5
-
3
7
8
.
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S
t
e
b
b
i
n
s
,
 
G
.
L
.
 
1
9
7
4
.
 
F
l
o
w
e
r
i
n
g
 
P
l
a
n
t
s
.
 
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 

M
a
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
.
 

S
w
a
m
i
n
a
t
h
a
n
 
2
0
2
2
,
 
P
r
e
f
a
c
e
 
a
n
d
 
A
c
k
n
o
w
l
e
d
g
m
e
n
t
s
,
 
e
d
 
b
y
 
S
.
P
a
d
u
l
o
s
i
,
 
E
.
D
.
I
s
r
a
e
l
 

O
l
i
v
e
r
 
K
i
n
g
,
 
D
.
H
u
n
t
e
r
 
a
n
d
 
M
.
S
.
S
w
a
m
i
n
a
t
h
a
n
,
 
O
r
p
p
h
a
n
 
C
r
o
p
s
 
f
o
r
 
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
F
o
o
d
 

a
n
d
 
N
u
t
r
i
r
i
o
n
 
S
e
c
u
r
i
t
y
,
 
P
r
o
m
o
t
i
n
g
 
N
e
g
l
e
c
t
e
d
 
a
n
d
 
U
n
d
e
r
u
t
i
l
i
z
e
d
 
S
p
e
c
i
e
s
,
 

R
o
u
t
l
e
d
g
e
.
 

S
u
n
e
s
o
n
,
 
G
.
A
.
,
 
K
.
O
.
 
R
a
c
h
i
e
,
 
a
n
d
 
G
.
S
.
 
K
h
u
s
h
 
1
9
6
9
.
 
A
 
d
y
n
a
m
i
c
 
p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
o
f
 
w
e
e
d
y
 

r
y
e
.
 
C
r
o
p
 
S
i
e
n
c
e
 
9
:
1
2
1
-
1
2
4
.
 

橘
礼
吉1

9
8
1

、
 
山
麓
の
焼
 
 
 
け
る
 
穀
 
 
 
慣
行―

 
峰
村
の
出
 
 
地
域
の
場
合
、
 
能

民
族
研
究
第
九
号
。 

竹
井
恵
美
 
 
小
林
央
往
 
阪
本
寧
男1

9
8
1

、
紀
伊
山
地
 
 
け
る
雑
穀
の
 
 
と
利
用
 
 
び
 
 

 
の
特
性
、
季
刊
人
 
学
第
十
二
巻
四
号
。 

 
村
道
夫1

9
7
4

、
植
物
の
進
 
生
物
学
第I

巻
、
被
 
植
物
の
系
統
、
三
省
堂
、
東
京
。 

 
 
正
武1

9
7
5

、
 
 
植
物
の
起
原
、
 
本
放
送
出
版
協
会
、
東
京
。 

山
 
隆
治1

9
6
9

、
 
ン
ダ
族
の
農
耕
文
 
複
合
、
風
間
書
店
、
東
京
。 

W
e
b
e
r
,
S
.
A
.
 
1
9
9
2
,
 
S
o
u
t
h
 
A
s
i
a
n
 
A
r
c
h
e
o
b
o
t
a
n
i
c
a
l
 
V
a
r
i
a
b
i
l
i
t
y
.
 
S
o
u
t
h
 
A
s
i
a
n
 
A
r
c
h
e
o
l
o
g
y
 

1
9
8
9
.
 
M
o
n
o
g
r
a
p
h
s
 
i
n
 
W
o
r
l
d
 
A
r
c
h
e
o
g
y
 
N
o
.
1
4
:
2
8
3
-
2
9
0
.
 
M
a
d
i
s
o
n
,
 
W
i
s
c
o
n
s
i
n
 
 

ァ
 
 
フ,

N
.
I
.
1
9
2
6

、
 
村
英
司
訳1

9
8
0

、
 
 
植
物
発
祥
地
の
研
究
、
八
坂
書
房
。V

a
v
i
l
o
v
,
 

N
.
I
.
 
1
9
2
6
.
 
S
t
u
d
i
e
s
 
o
n
 
t
h
e
 
O
r
i
g
i
n
 
o
f
 
C
u
l
t
i
v
a
t
e
d
 
P
l
a
n
t
s
.
 
I
n
s
t
.
B
o
t
.
A
A
p
p
l
.
 
A
m
e
l
.
 

P
l
a
n
t
s
,
 
B
r
e
e
d
i
n
g
 
1
6
:
1
-
2
4
5
,
 
L
e
n
i
n
g
r
a
d
.
 

X
u
e
h
u
i
 
H
u
a
n
g
,
 
N
o
r
i
 
K
u
r
a
t
a
,
 
X
i
n
g
h
u
a
 
W
e
i
,
 
Z
i
-
X
u
a
n
 
W
a
n
g
,
 
A
h
o
n
g
 
W
a
n
g
,
 
Q
u
i
a
n
g
 
Z
h
a
o
,
 

Y
a
n
 
Z
h
a
o
,
 
K
u
n
y
a
n
 
L
i
u
,
 
W
e
n
j
u
n
 
L
i
,
 
Y
u
n
l
i
 
C
o
u
,
 
Y
i
q
i
 
L
u
,
 
C
o
n
g
c
o
n
g
 
Z
h
o
u
,
 
D
a
n
l
i
n
 
F
a
n
,
 

Q
u
i
j
u
n
 
W
e
n
g
,
 
C
h
u
a
n
r
a
n
g
 
Z
h
u
,
 
T
a
o
 
H
u
a
n
g
,
 
L
e
i
 
Z
h
a
n
g
,
 
Y
o
n
g
e
h
u
n
 
W
a
n
g
,
 
L
e
i
 
F
e
n
g
,
 

H
i
r
o
y
a
s
u
 
F
u
r
u
u
m
i
,
 
T
a
k
a
h
i
k
o
 
K
u
b
o
,
 
T
o
s
h
i
e
 
M
i
y
a
b
a
y
a
s
h
i
,
 
X
i
a
o
p
i
n
 
Y
u
a
n
,
 
Q
u
n
 
X
u
,
 

G
u
o
j
u
n
 
D
o
n
g
,
 
Q
i
l
i
n
 
Z
h
a
n
,
 
C
a
n
y
a
n
g
 
L
i
,
 
A
s
a
o
 
F
u
j
i
y
a
m
a
,
 
A
t
s
u
s
h
i
 
T
o
y
o
d
a
,
 
T
i
n
g
t
i
n
g
 
L
u
,
 

Q
i
 
F
e
n
g
,
 
Q
i
a
n
 
Q
i
a
n
,
 
J
i
a
y
a
n
g
 
L
i
,
 
a
n
d
 
B
i
n
 
H
a
n
 
2
0
1
2
,
 
A
 
m
a
p
 
o
f
 
r
i
c
e
 
g
e
n
o
m
e
 
v
a
r
i
a
t
i
o
n
 

r
e
v
e
a
l
s
 
t
h
e
 
o
r
i
g
i
n
 
o
f
 
c
u
l
t
i
v
a
t
e
d
 
r
i
c
e
,
 
N
a
t
u
r
e
 
4
9
0
:
4
9
7
-
5
0
1
.
 

吉
川
瑞
昌1

9
6
3

、
ハ
ト
 
 
の
効
用
、
六
月
社
、
大
阪
市
。 
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愛
知
県
生
ま
れ
、
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
。
民
族
植
物
学
お
よ
び
環
境
学
習
原
論
専
攻
。
雑
穀
の
起
原

と
伝
播
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
実
験
研
究
、
環
境
学
習
の
実
践
と
理
論
研
究 

静
岡
大
学
理
学
部
生
物
学
科

卒
業
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
了
、
農
学
博
士
（
京
都
大
学
）
。 

農
科
大
学
（
イ
ン
ド
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
）
、
ケ
ン
ト
大
学
・
王
立
植
物
園
キ
ュ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
、 

ラ
ジ
ャ
バ
ト
・
プ
ラ
ナ
コ
ン
大

学
（
タ
イ
、
バ
ン
コ
ッ
ク
）
ほ
か
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
東
京
外
国
語
大
学
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
研
究
所
な
ど
で
、
研
修
員
・
共
同
研
究
員
・
客
員
教
授
な
ど
を
行
っ
た
。
東
京
学

芸
大
学
農
場
（
現
・
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を4

0

年
間
維
持
管
理
、
学
部
環
境
教
育
専
攻
、
大
学
院

修
士
課
程
環
境
教
育
コ
ー
ス
、
連
合
大
学
院
博
士
課
程
教
育
構
造
論
講
座
（
環
境
教
育
学
研
究
）
を
担
当

し
、
自
然
文
化
誌
研
究
会
、
雑
穀
研
究
会
、
日
本
環
境
教
育
学
会
、
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
創

業
し
た
。
環
境
教
育
推
法
を
提
案
し
、
議
員
立
法
が
で
き
た
。 

 

『
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
環
境
学
習
』
（
共
編
）
、
『
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
農
牧
文
化
複
合
』
（
阪
本
寧
男

編
、
分
担
執
筆
）
、
『
民
族
植
物
学
』
（C

.C
o

tto
n

、
共
訳
）
な
ど
。 


